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勤王 佐 慕 さ H ふ詞 

明治維新 前後 を 記述した 著作 を 近頃 多く 見る。 之 は、 從來秘藏せられてゐた资2^が追々に現は 

れて、 其眞 相が 明かに なって きた 故 も ある。 又 直接に 其 事に 關 係した 人々 が 追々 になくな つた 故 

に、 遠慮なく 評論し 易くな つた 故 も ある。 但し *T いた もの は、 特殊の 事 がらが 主と なって ゐて、 

尋常の 事 はみ な 略されて ゐ る。 毎日 發 行の 新聞に、 國民 各自が 夜ね た ともなく、 朝起きた ともな 

く、 三度の 食事 をした との 記載 もして ない が 如き 類。 云 は.. i や： 氣 とか 水と かいふ 類の 裏 がら は、 

勤王 佐幕と 云ふ詞  1  , 


讀史隨 筆  ■  11 

古人 も 記し 留めて おかぬ。 今から 古人の 書き もの を 請む に は、 空氣 なり 水な り を 加へ てみ ねばな 

ら ぬ。 此 注意が 缺け やすい。 

「慶應 四 年 正月 鳥 羽 伏 見の 戰の 前後に おいても、 大勢 旣に 九分 通り 勤王 派に 傾いて は 居った が、 

尙ほ 一部の 虛を淺 して 居った。 當時 京都の 形勢 を 云へば、 其 色彩の 最も 明白なる もの は、 薩長 

と會 桑と である。 一 は 徹頭徹尾 勤王 派で あり 一 は 金輪際 佐幕派で ある。 鼻の 先から 腹の 底まで、 

東西南北、 縱横 十文字、 どちら を 向いても 勤王 は 勤王、 佐幕 は 佐幕で ある。」 (昭和 111 年 一月 十 玉 日 

號： ：！ 本 及 日本人 六十 四 頁.) 

詞 では 勤王と 佐蔡と 二つに なって 對 立して ゐ るが、 事寶 はさう ではない。 其 佐 けられる 幕府 は 

何であった かと 云へば、 やはり 勤王で ある。 故に 幕府 を 佐け る もの は卽ち 勤王で ある。 幕府の 兵 

力、 財力 等は强 かった が、 名分 上 は、 朝廷の 下にあって、 かって 反いた こと はない。 鳥^ 伏 見の 

戰に、 一方から 錦 族 を 持ち出して、 幕軍が 朝廷に 反いた 形に 世間 體を こしら へて、 逆賊と 宣傳し 

たので ある。 

幕府が、 朝廷に 反かない 事 は、 明治に 皇后 宫 職で 御 出版に なった 岩 倉 公の 傳 記の 中に も 見えて 

ゐる。 其 一 に、 公が 京都 所 司 代 を 使に 立て- -、 大阪に 居る 慶喜 公から 黄金 幾 箱 を 借りさせた 事が 


In いて ある。 あの 騷 ぎの 中に 朝廷の 御用と いふ 事に ついて 貸した ので ある。 もし 反いて るるなら 

ば 貸し はせ ぬ。 所 司 代が 朝廷へ 出入 もし はせ ぬ。 

幕府 も、 會津桑 名 も、 尾 州 も 越 前 も 土 佐 も はた 薩長 もみな 悉く 勤王で ある。 同じく 勤王の 中が 

一 一派に 分れ、 共 一 方が 錦旗 を 持ち出して 相手 を贼 としたの である J 

双方の 勃 書 薩長 等に は、 討幕の 密 救と いふが ある、」 之 は御宸 ではない。 明ュ mIK 皇の救 を 

奉じて Hi 下が 誓いた ものにす ぎぬ。 密 勅であって 公に する についての 規定の 手 續は經 てるない。 

法现 上から は、 其の 効力に ついて むつ かしい 事になる。 北ハ 時に も、 其 後 も、 察に 《w つた 数人の み 

は 之 を 知って ゐて、 天下！： 民に はかって 布 達せられ たこと はない 非公式の ものである。 

然るに 會津の 方に は、 孝 明 天皇の 御 1  辰 筆の 勅書が ある。 之 も 規定の 手 續は經 て をら や、 明治に 

なって 始めて 世 問の 人が 聞き 知った もので、 御宸 筆で は あるが、 非公式の もの。 名分 上から は、 

會律 籠城 はこの 觔書を 守護した ことになる" 故に 會津を 勤王で ない と は 云へ ない。 佐-おにして 且 

つ 勤王で ある。 長 州 や 七 卿 は 赖勘を 蒙って ゐる。 

外交問題 勤王 も 佐幕 ももと は內ュ 題で はない。 原來 は、 外交 gi: 題の 處 S が 目的であった 

が、 手段と して、 佐幕と 勤王と いふ 事が 起った。 浦 賀に米 艦の 侵入した は、 安^ 巾へ 强盜が 押入 

勤王佐幕^-云ふ詞  二. 
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つたが 如き もの。 長 も薩も 幕府の 命に 絕對 服從 して、 强盜の 處置を せんとし たが 最初の 有様。 西 

鄕も岩 倉 もみな： 幕であった。 然るに 幕府の 致し かたが はき/ \- しない。 一方、 外人の 應迫 が甚. 

しい 爲に、 幕府に 依頼して ゐる 事が 出來 なくなって、 討幕と 變る。 外交問題の 解決の 前に、 まづ 

幕府 を 除かう としたの とも 見られる。 

都の 空ー氣 人 多き 時 は 天に 勝つ。 天定 つて 人に 勝つ。 源平 合戰 から 約 七 百年 は、 人が 天に 

勝った 時と、 京都で は 心 ひそかに 思って、 天が 再び 人に 勝つ 時期 を 潜に 待って ゐた。 安政 以後に 

幕 狩の なすな きを 見て、 天命が 來たを 感じて、 錦旗 を 持ち出し たので ある。 其 勢を以 つて 廢藩置 

縣 にまで 押し 及 ほした はこの 空氣の 力。 、 

大名の 分 武士道 を 村夫子の 道德の 如くに 說 くも 近頃 閜く。 夫 は 間違。 武士道の 極意 は 天 

下 を 取る にある。 賴 朝の 如く、 尊 氏の 如く、 秀吉、 家康の 如くに 天下 を 取る が、 刀 二本差し たも 

のの 平常 ゆだんな き氣 分。 芳川顯 正 を 通 辯に して、 薩 摩が 英國 から 軍器 を 買 入れた 時 は、 三ケ年 

Si 日本 全國を 相手に 戰 ふだけ の參 謀計 畫 によって 用意した と 云 はれて ゐる。 天下 を 取るべき 時期 

が來 たと 薩摩 武士 は 感じた。 東北 十七 藩 同盟に しても、 き津は 籠城し、 米澤 は、 同盟の 中に あり 

, ながら、 一 兵 を 以て も 會津を 助けなかった は、 他に 大目 的が あった 故。 


公武の 關係 朝廷から 政權 は、 幕府に 委任 せられて ゐ たは 事實。 之に ついての 契約 窨に 額す 

る もの は 無い。 其手績 は、 今の 史家 も 知らない。 寬 永の 鎖！： も、 |:#府 の 委任 せられて ゐる椎 力の 

中に て斷 行した もの。 其 をり に 上奏 裁可 を經 てはゐ ない。 安政の il 國も、 幕 W に 力が あれば、 ！ ：！： 

じく 斷 行が 出来た。 米 國の條 約 を 上奏した は、 自ら 權利 を拋棄 した もの。 ；？^實上に政權を^^ぶ3し 

た 事に なった。 征夷 大將軍 杯の 官名 は、 非公式の 賣官 である。 毛 利の 大 F" 大夫 も、 島^の 薩 IH^ 

も、 勝の 安房 守 も 皆 名のみ で、 其官 についての 權限も 待遇 も 無い。 實 行の 政治、 軍事 等と 宵 名と 

の關 係-か 甚だ アイ マイな 事で、 其爲に 相互に 間違が 起った。 これらの 込 入った 關係 は、 容：^ ^ にこ 

に說き 明らめら れ ない。 

詞と 專實と 言語 擧者は 曰 はく、 言語 無ければ 思想 無しと。 夫れ は露理 であるが、 ^の爲 に 

Si 違が おこる。 资 本家、 勞働 者、 地主、 小作人、 政 友會、 民政 黨 等の 類、 詞 では 對 立して ゐる。 

實 際の 箏實は 複雜な 關係を 有って ゐる。 簡 單な詞 だけで は、 共關 係の g 々の 相 はわから ない。 敢 

字の 如き もや はり 同然。 故に 統計表の 如き は、 周圍、 裏面 をよ く考 へない と 誤りに 陷る。 (昭 1 

三、 二、 ご  .  . 
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七德の 舞、 七德の 歌。 

武德 より 傳 へて 元 和に 至る 0 

元 和の 小 K£ 白 ^县。 

舞.^ 觀、 歌.^ 聽 きて 樂の 意. ^知りぬ。 

樂 終りて、 稽首して 其 事. 陳 す。 

大宗十八にして義兵„^¥ぐ0 

白旖 P 化 もて 兩 京.^ 定む 0 

充.^ 擒 へ竇. か戮 して 四海 淸 みぬ。 

二十 有 四 LL して 功業 成る. - 

二十 有 九に して 帝位 LL 即 く。 

11 一十 有 五に して 太平.^ 致す。 

功 成り 理定る こと 何ぞ 神の ごとく 速なる。 


速なる こと は 心 推して 人の 腹に おくにめ り 0 

亡卒 の 遺骸んヽは帛^^散？して收め。 

飢民の 賫れる 子，^ ば 金 vK 刀ち て購 ふ。 j 

魏徵 夢に！ nj- えて 子 夜に 泣き。  . 

張 謹 哀み閒 えて 辰 H に哭す 0 

怨女！ 1. 千せ り放リ 出され。 

死 囚四 百 獄に來 り歸る j  一 

鬚.^ 剪リ 藥に燒 きて 功臣に 賜へば。  . 

李勣鳴 咽して 勇.. M おさん こ- v,-^ 思 ふ。  . 

血. „ ^含み 瘡. す ひて 戰士. ^撫でし かば < 

1 

思 摩 奮 呼して 死.^ いたさむ とた 乙 ふ。 

則ち 知リゎ 0  - 


£蓍 く 戰ひ赛 く^に 乗ぜし のみに は あらず。  . 

心ズ V おて 人 ズぉ感 ひ 人心 歸 せリ。  聖人な す- 、ともりて； 51 に,^ -る。 

しか，」 てより こんた 一 百 九十 載。  ぶ？ S すの みならむ や。 

天下 今に 至る まで 之. 歌舞 ゆ- -/.^ 聖 文に 誇る のみなら む や。 

七德^ 耽 ひ 七 德ん， II ふ。  太宗 の^ 王 業.^^ する にあり 0 

スト-よ； りミき  王 業の 艱難ん、 子孫に 示さ ひとす，」 なリ。 

以ト- は！^ の白獎 の 文き 中に、 新 

ま， J^fr:: ひ 1 あに こも，） ' 0  二し、…  ； 

の 舞が、 我が 紀元節に 宮中で 露せられ る久米 舞；； 趣. 恐れ多い が、 この 七德 

さき f はった ことで、 七德 の舞 の il 十 載の ヒ で，；： tr., 今に まま で 一一 

たは、 if  0oiuH^ きの 共 昔の 感じの 八， に s 

が、 一^ 眉 a ^よと ど 尾，  力"^ に歹 たもの だけ は それ. A-li^??.- す. n 

^-t-H.;s,M を拜觀 する こと ま 畢もト 、つ  {ク ォュ， 手め する 

-IBHTXack は カレつ 多く ま； y 、ケ rr, ら H  2,-  -  -  D 

七德の 舞よ ff^T.M ど も， ら すに 終る。 

ま /« ヌ 7 之 を^ 舞す と ある。 长. ぼ V.V 一、 ) 、、 

うに ありたい。 0!f  H^ia.  I 觀 I 

擧阈 |意味| めても、 xii^H^u^ii^^ 

建敏祭  ^ レ X 天下"^ 處 でも 之 を. g 奏する こと、 


恰も 君が代 をうた ふが 如くに ありたい。 併し 俄に 練習す ると 云 ふ 事 は 容易で ないから， 先. つ 明治 

神宮 其 他に 於て 行 はれ、 漸次に 一般に 普く 及 ほす やうに すべきで あらう。 丁度 君が代 を廣 めた が 

如き 順序 を 取れば よい。 

鐵砲を 打ったり、 飛行機 をとば したり、 ォチ 一一の 掛聲で 走ったり 廻ったり する も敎 練に は 成る 

が、 歡 興がなくて は 進まない。 徒らに 萬 歳 や 軍歌 だけで は、 深みがない。 もし 神武 創業の 舞 を ま 

ふと 云 ふ 事に なれば、 一 麼 崇高の 感を 深める 事と なる。 

今の 久米舞 は、 四 人 舞の よしに 承る。 昔 は久米 氏、 物 部 氏な どの 人が 多數に 同時に 舞った もの 

の 由。 かの 七德の 舞の 如き も 五十人 八十 人 同時に 揃って 舞って、 如何にも 盛觀を 極めた。 久米舞 

は 四方 正面に なって 舞 ふので あるから、 多數の 人が 舞 ひ、 多数の 人が 八方より 見る に 都合が よろ 

しい。 其 手ぶ り は ssf 純な ものである 故に、 練習に 勞を 費す ことが 少ぃ。 今の 軍隊の 進退の 形の、 

方圓、 集散 等と よく 一致せ しめる 事が 出來 る。 少きは 四 人、 多ければ 四十 人 も 四百 人 も 千 人で 

も 同時に 舞へ ると、 甚壯觀 を 極める。  . 

其樂 器に つ いて は 専門家の 考慮 を 煩さねば ならぬ。 如何なる 樂器を も 用ゐら るべき であらう。 

原來 明治 以前に は 階級の 差別 は嚴 重であって、 而も 樂 しみ を も 悲しみ を も 上下 共に する ことにな 


つて ゐた。 ことに 德川 時代 は 上下の 隔たりが 茶し かった。 併し 將軍： 豕 に御悅 びが あれば 御 能拜見 

の 儀が 行 はれて、 江戶の 町人 も 重なる もの は？^ ：! されて、 席に 列す る。 共 着る 禮服は 大名 も 旃本町 

人 もみな 麻 h 下で 一定して ゐた。 大正の 御卽 位に 判 任 i^a は 御 祝 ひの 献上 物 は 仕っても、 公式の 实 

會には 排斥せられ て しまったが 如きと は、 大 なる 差で ある。 もし 將軍. 冢の法 js^ となれば、 ォ n モ.. 

までに 施しが 出た。 芝居の 役者 も 夫 を 頂戴に 素顔で 罷り出た。 今日の 兵營 などと 來ては 義務の 人 

間 を 罪人 あっかい にして ゐる。 ト： 下 一致して 愉快に 出 來る蔡 を も、 强 制して ィャ/ \ やらせる こ 

と を 上官が 好む。 ゥブ 淸淨な 山間 僻地の 壯丁 ほど 兵 營で惡 く 訓練せられ てし まふ。 

明治 政府 は、 如何なる 故 か、 御祭 盆 踊、 五節句 等、 年 屮の國 民の 樂 しみ を 奪って しまった。 其 

警察の 役 へと 云 ふ は、 人民の 愉快 を 奪 ふ を 專務の やうに して ゐた。 北ハ 跡に は 思想の 惡 化の 發った 

は 自然の 結 で 不思議 は 無い。 殊に 太陰 瞎が 太陽 曆に變 せられた 爲に、 月日の 名稱 が紛亂 した。 

紀元節の 二月 十 一 日 は、 陰暦で は 紀元 元年の 正月 元日で、 祌武 天皇 御卽 位の 口に あたる。 もし 現 

在の 圃 民に ついて 云へば、 舊 正月 を 祝す る ものが 最も 多い。 次に は 二月 一日 を 正月 に准じて 祝す 

る ものが ある。 俗に 一 月後れと 云 ふ。 新正月 は 御 役所 關係 だけで、 然も 御 役所に は 祝 するとい ふ 

程の-崇高な 儀式 もな く、 愉快な 行事 も 無い。 或は 舊 正月 又は 一 月後れの E 月が、 紀 1 冗 節に.： S 合せ 

建國祭  ル 
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られ ると 結構で あるが、 ー计 むつ かしい。 紀元節と か建國 祭と かの 名の 下に 團子を 食っても、 正 

H の 餅の 味のお こらない は殘 念で あ る。 

明治 以來、 昔と 面 目をやつ と 改めて 宜しくな つた 水平 社の 紳士、 芝居 役者の 敎導 職、 能役者の 

藝術 家、 軍人の 將官 階級、 文官の 親任官， 勅任官、 新法 律の 保護の 下に 特權を 得た 華族、 ことに 

世襲 財産の 蔭に かくれて 奢侈 娃迭の 生活 を樂 しんで ゐる 者、 並に 紳商、 かやうな 人た ち は 其 閑暇 

ある 生活と 有り あまる 財産と を 盛に 費消して、 圑子を も 食 ひ、 滔 をも吞 み、 萬歲を もとな へて 遊 

ぶが よい 0 

之に 反して、 一日 三錢を 以て 生命 を捧 ゆた 兵卒、 軍神 乃 木 大將の 無謀の 命令の 下に 肉彈と 化し 

た 兵卒の 遣 族、 明治 政府に 特權 を沒牧 せられ、 貧乏の あざけり を 有った 士族、 多年 村長 をつ とめ 

て 田地 を 無くした 一 臼 姓の なれの rai- ての 如き 類 は、 建國 祭に 一 日の 貴重の 時 問 を 浪費し、 圑子 代に 

三文で も 遣 ふ は、 甚 以て 潜 上の 至極。 深く 謹んで 祝意 を 表して、 あばら やに 籠り、 官報の 反故で 

紙袋 を 張り、 マッチの 箱 を 張り、 草履の 一足 もつ くるが、 國 家に 奉仕す る 丹誠の 表現で ある。 小 

にして は 一身の 爲、 一家の 計で ある。 

特に 鼓に 注意して おく は、 國 語の意味 では、 祭る 相手が あって 即ち マツリと 云へ る。 無くて マ 


ッリと 云 ふ は {t^ 一 想に 過ぎぬ。 思想の 混亂 である。 之は譯 語の 誤から おこる。 永 田 氏の 著 ザ 易なる 

皇室： t 四 六 冥に、 吾々 の 皇室 は 11 我が 民族と 共に 亡ぶべく、 と ある。 此の 亡ぶべく は 愼んで 速 

に 誠意 の 處置を 採ら るべき こと、 認められる。 

常夏 莊 大和 翥の 陳列 

常夏 莊 大和 終 研究 會の 第廿八 回が 催され、 其资 料と して、 古終卷 類の 模本 を 上野 公園 三 宜亭に 

於て 陳列し、 S 、く 數奇， ォの爲 に 二日 間に わたって 服： i を與 へられた。 

其 列 品 は、 一 、 過去 現在 因 鬼 經の杖 林に 至る 一段 0  二、 同經の 竹林 說 法の 1 段。 三、 金 光明 最 

勝 王經の 一 段。 以上 筆者 吉村忠 夫 氏。 四、 嚴島祌 社所藏 平家 納經涌 出品の 見返 一 枚。 錄^^小村雪 

岱氏。 五、 雪見の 御幸 鎗卷の 中二 段、 筆者 服 部有恒 氏。 六、 善敎坊 草紙 一 卷、 筆 T1^? 同上。 七、 祌 

護 寺所藏 山水 (セ ンズヰ 屏風の 一 扇、 八、 同上 全圖の 復原 模寫、 上代 様の 薛 風に 仕 立。 九、 同 

上の 草稿。 以上 三 點は吉 村 忠夫氏 筆。 一 〇、 觀喜 光寺の 一 遍 上人 緣傳の 中小 野 寺の 段。 筆者 岩 田 

正 己 氏。 一 一、 信實の 北野緣 起の 柘榴 天神の 段。 二 一、 石山 寺緣 起の 菅原 孝標 女の 段。 以上 ニ點 

，鶯 夏莊 大和 直の 陳列  二 
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筆者 小 村雪岱 氏。 一 三、 法然 上人 繪傳 一 卷、 伊藤 孝 太 郞氏幷 に 鷹 m 豐治氏 筆。 番外に 淺野 侯爵 家 一 

の 枕 草紙 鎗卷 一 卷、 極 田 久男氏 幷に岡 本 萬 次郞氏 筆。  】 

其 中 特に 大 努力 を 極め、 精緻の 妙を發 揮した は、 山水 薛 風の 一 扇 及び 復原 模寫 である。 繪の具 一 

の 年 を經て 色の か はり、 叉 は ゆて 無くなつ たま V を寫 し、 且つ 其 原形 を も 詳に考 へて、 最初の 趣 一 

にかへ した 骨 をり は 容易で はない 0 之 は 單に勞 力の みで は出來 ない。 夫 だけの 知識が 伴はなくて 一 

は 叶 はぬ 事で ある。 且つ これによ つて 久しく 亂れて ゐた各 扇の 位置 を も 入れ か へ て 原圖の 結構が 一 

明に なった は、 また 一 の發明 をな す ものと 云 はれる。 卽ち 研究の 効果の 一 である。  一 

古名 畫 を模寫 すると 云 ふこと は、 古くから 行 はれて をり、 年中行事の 繪卷、 承 安五 節の 圖の如 一 

き、 原本 は 古く 失せて、 模本に よって 幸に 今日に 於て 見る ことが 出来る。 其 他の 名畫が 久しき 間； 

の 水火の 難の 爲に 亡び 失せた 事 は 幾何と 云 ふ數を 知らぬ。 十二 年の 震災に 無くなつ たもの は、 ほ j 

人の 記憶に も存 して ゐ るが、 其 中で も 深く 秘 して ゐ たもの は、 無くなつ たと 云 ふ 事 さへ も 知ら 一 

れ やに ゐ るが ある 由、 古人の 模寫 にしても 精粗、 巧拙 甚 一様で は 無い。 近世の 爲恭、 文晁 及び 如： 

慶、 具慶、 探幽 などの 手に なった もの は、 年に 多く 存 して ゐる。 且つ 見るべき ものが 少 くない。 、お 

とに 爲恭の 筆に 於て は、 往々 原圖に まさる ものが あると も 云 はれて ゐる。 土 佐、 住吉、 狩 野な ど- 


畫 道の. 家元と 云 ふに は、 累代の 努力に よって これらの 模寫が 夥しく 蓄積せられ てるて、 夫が 共 家 

元た る攛 威の 一 ともなって ゐた。 明治維新の 變 革の 爲に、 家元の 特權が 奪 はれる と共に、 殘念な 

が ら共蓄 精 も 散亂し てし まつ た。 

近化數 奇^が、 も 美術品 を收藏 して、 愛玩す る もの は 多くな つたが、 い たづら に秘し 惜しん て 

人に 示す こと を 好ま や、 獨り 深く 占有して ゐて 他に 誇る に 過ぎぬ もの を秘 に^く。 

コ 一十三 年 事件の 後に、 時の 成金 後藤 某、 巨額の アブ ク錢を 投じて、 淸朝， 室の 舊藏 品の 古 塞の 

大幅 を購 つた 後、 夫み-床の間に 掛けた が 長き に 過ぎる。 表具師 を よんて、 强 ひて 命じて、 11 の 上 

の 方 を切斷 せしめて、 床の間の 高さに 叶 ふやう に改裝 させた。 其 爲に贊 の 文字の 過半 は 無くなり 

餘り のみが 存 して ゐて、 全くの 不具の ものと なって、 千古の 名品の 價値は 無くなった。 し，^ も a- 

當人は 一 向平 氣 にて、 これ 若干の 巨資 を 投じて 獲た る名畫 なりと て、 高く ほこって みたと 一； ムふ珍 

事實が あるつ 

.KI 人の 云った 通りに、 其 愚 や 及ぶ ベから すの あざけり は 免 がれない。 但し これほどまでに 散 底 

してる たも 珍ら しいが、 類似 £ 型 は、 必 しも 少く はない。 自身に は 何の 趣味 もな く、 只 他 こま こ 

らんが 爲に藥 める ので、 徒に 高名の 畫 家の 落欽を 尊ぶ に 至らし める。 一 轉 して は 偽物 暨，^ の生產 

^夏莊 大和 赴れ の 陳列  ； 
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を 盛なら しめ 惡氣運 をもう ながさし める は 遺憾。 

事物に は 自ら 命數が あると 云 ふ。 古名 畫の 生命 をして 長から しめる に は、 一 は 保存の 方法、 其 

場所が 宜しき を 得ねば ならぬ。 一は この 模寫の 精巧な ろ ものに よるより 外に はない。 常夏 莊の研 

究會の 事業の 如き、 一 は 斯道の 研究の 爲 ともなる が、 一 は 其 人の 練習の 爲 ともなる。 又 其 陳列に 

よって、 廣く 世人 をして、 之 を 鑑賞す る悅 びに 接せし める は實に 社會敎 育の 一助と なる。 之に 接 

する もの をして 崇高の 氣分を やしな ひ、 人格 を完 美なら しめる の資 ともなる。 其 崇高の 氣に 接し 

て は、 世俗 風塵の 汚稳を もよ く 洗 ひ 去り、 心境 をして 眞 に快然 たらしめ るに 至る。 

雪 舟の 山水の 畫卷も 原圖が 支那に 存 して ゐて、 其忠實 なる 模寫の 由。 模寫も 善意なる ものに 於 

て は 之 を 愛玩す るに 足る。 惡 意の 復 製に 於て は 手に すべき もので はない。 支那のお 嫁入り道具、 

日本の 御開 帳 道具な ど 云 ふ 類 は、 これ また 一 種の 複製品と みるべく、 自ら 世の 定評が ある。 

世の中に、 天下 唯 一 無二の 名品 を所藏 する 人た ちに、 適當 なる 技術 家 を 深く 信じ、 厚く 輕 みて 

其 名品の 精緻なる 模寫を 加 へ られる 人が 現 はれて きた は 斯界の 進歩で ある。 夫が 即ち 名品 を 愛玩 

する 所以、 夫が 永く 保有す る 所以、 又 人に ほこる 手段と もなる。 往年の 町 田久成 氏の 事業 以來、 

明治に も 模寫の 精巧な ものが 少 からす 出來 たが、 また 全體 から 云 ふと 千 萬の 一 にも 足らない。 版 


畫 による 複製に て は 只 共 見本 を 示した に 止る。 全部 をう か r., ふこと は出來 ない。 但し 之み-校 寫す 

る 場合に は、 時代の 文化 を 十分に 湊 合して 利用す る だけの カを盡 さねば ならぬ。 時代の 力 を 築 中 

せねば、 仕事 をな した かひ は 無い。 

茶碗、 茶 入、 手箱な どい ふ ものに は 古 來模寫 が 多く ある。 緣は 比較的 少 い。 四十 八 卷傅は 恭 

によりて 寫 された のみ。 舂日驗 記は模 寫が數 種あって 精し くない。 北 野緣起 や、 一遍 上人 緻傳、 

親鸞 上人 繪傳 など は、 全部 を 精し く寫 した もの は 聞かない。 今日の 技術 は、 失に 任へ る だけに 進 

歩して きた。 乍 殘念其 技術 をよ く 利用す る だけの 識者が なく、 機緣が あら はれない 事で ある。 

畫 

明治神宮の 搶畫館 は、 更に 研究 を 加へ て、 何れ 立派に 完成 せられる 由。 まことに 目出度し く 

である。 夫に つき 古い 壁 畫の事 を 思 ひ 出す ま- 1  二三。 

壁靈 とい ふ 詞の廣 く 知られた は、 極めて 新しい 事で あるが、 壁晝 とい ふ蓽實 は、 飛鳥 朝の 昔 か 

ら、 明治 大正の 今日まで、 連鑌 して 行 はれて きて ゐる。 決して 珍ら しい 事で は 無い。 公共の ggf 
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にも、 住宅 建築に も、 壁畫を 設ける が 原則であって、 夫の 無 いのは 略 制で ある。 其 系統に は、 大 

要 二 系統 ある。 一 は 東洋風、 他の 一 は 印度 風で ある。 

支那の 壁畫 支那の 壁畫の 記錄、 又 事實は 種々 あるが、 其 代表と して、 魯の靈 光 殿の 事を擧 

げ てお く。  . 

王延壽 の、 魯の靈 光 殿の 陚に曰 はく、 

魯の靈 光 殿 は， 蓋し 景帝 程姬の 子、 恭王餘 が 立てた るな り 0 初め 恭王 始めて 下國 (曲 沃〕 L1 都し、 好み 

て 宮室 始 む。 遂に 魯の痦 の 基 兆に 因りて 營 みた リ。 漢の中 ごろ 微 にして、 盗賊？ 奔リ 突く-」 遭 ふ。 西 

京の 未 央宫、 建 窣宮の 殿 ぶりして、 皆な やぶり 壞れれ たリ。 而れ ども 靈光 殿の みは、 巋 然として 獨 リ存 

す。 おも ふに、 豈 に 神明の 依 憑し、 支持して 以て、 漠 室,^ 保ちた まふ もの あら ざらん や。 

然も、 其親矩 制度、 上 は 星宿に 應 じて、 亦 永く 安き 所以な リ。 予 (延壽 ) 南 Si (荊 洲) より 客と なりて 

藝.^ 魯に觀 る。 これ 觀て おどろいて 曰 はく、 あ、、 詩人の 興る や、 物 に 感じて 作る。 かるが ゆ ゑに、 

奚斯が 傳.^ 頌 する や、 其路寢 歌 ひて 功 綾 辭に存 し、 德音 は聲に あきらかな リ。 物は陚.^以て顯はれ、 

事は頌^^:3-てのぶ。 賦 にあらず、 頌 LL あら すん ば、 何に して か 述べん。 遂に 賦.^ 作る。 

こゝにしれ，^,ひて古^稽ふるに、 帝漢の 祖宗、 濬哲 LL して 欣 明な り。 五代の 純熙 さ 盛 LL して、 伊耍 

の？ ^精 4- つげり。 天の 衢 LL ねて、 お ほい LL とほる。 宇宙.^ ほがらかに して 京^ 作れり。 皇極 敷きて 業 


^釗 め、 神道 LL 協 ふて、 お ほいに やすし。 是 に 於て 百姓 昭 明に しヾ、 九族 あつく 序づ。 すな はち 孝 孫 

(恭 王) に 命じて、 魯 に 侯れ らしむ。 介 建， < ^たま はりて 以て 瑞 となす。 附庸 LL,^ りて い へ . ^開けり。 すな 

はち 靈 光の 秘 殿.^ 立て、 紫微 (帝 宫) に 配して 輔け となし、 明 堂 少 陽に 承け て昭列 奎の 分野に あら 

t す。 

彼の 靈光^ 見る に、 狀れる や、 あ、 見るべき かな。 その 人 驚ろ かす や、 か； "p リ なし。 世に 希に して 

特に 出で たリ。 山の 如くに 峙 ちて、 靑 雲の上 LL たかし。 

朱闕 は巖々 して 双び 立ちたり。 高 門は閭 阖-」 なぞらへ、 ニ軌， ^双べ て 並 LL 入る。 、、ゝ に 於ズ、 夫の 

太 階 歴て、 其 堂に いたる。 俯仰し顯！^^、 東西に 周章す。 彫 彩の 1： り 何ん すれ ぞ、 か 1- やき、 あきら 

かなる。 しるさ 壁 は 月の 如くに 照れり- 丹き 枉は電 の 如く ひらめけ り。 霞の 如く ま. たらに、 雲の 如く" 3 

かりな リ 0 陰れる が 如く、 てれる が 如し 0 

遂に 金の 扉 排 さて 北に 入る に、 くらし。 旋室 はうる はしく して、 洞 ISS は 遠し。 西 廂に跑 厨して、 閣 

宴す 柬序は las リ深 くして、 奥 かすかな リ。 是に 於て、 詳に其 棲 宇 1^ 察、 其 結構 觀れ ば、 規矩 は 夭に 應 

じて 三 問、 四 表、 八 維、 九 隅 あり。 

これら は 建築の 構造 を 云った ので ある。 次に 壁畫に は、 

天地. 圖晝 --、 群生 1„ ^品 類す。 雑物 奇唯 ぁリ。 山 神海靈 あり。 其 狀.^ 冩し 載せ、 之. ^丹青に 託して、 

千 化す。 事、 各 形..^ たかへ、 色 Li 隨 ひて 類 に か； r とる。 つぶさに 其 情.^ 得たり。 
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上 は 開闢 遂 古の 初. <5« 紀ぜり 0 五 龍 は 翼.^ 双べ、 人皇 は 九の 頭 あり。 伏義は鱗の^^？：なり。 女蝸は 蛇の 舰 

なリ 。鴻荒 機略に して、 厥の 形、 目み はれ リ。 焕炳 として 觀っ べし。  . 

黄 帝 唐 虞 は、 軒 冕 庸ん、 以てし、 衣裳に 殊る 事ぁリ 0 下 は 三 后に 及ぶ まで、 淫 -ir 亂王、 忠臣、 孝子、 

貞女、 賢愚 成敗、 載ば 叙せ ざる ものな し。 惡は 以て 世.^ 誡め、 善 は 以て 後に 示す。 

これで 見る と、 靈光 殴の 壁畫 は、 支那の 歷史を 描いて あって、 夫の 根本 思想 は、 例の 道敎 であ 

つて、 道 德說を 加味した ものであった ことが 察 しられる。 漢は 道敎の 盛な 時代で、 道敎の 象徵た 

る年號 とい ふやうな 事も始 る。 明治、 大正と いふ 年 號も其 歷史に 遡れば みな 道敎に 起る。 支那の 

壁畫は 道敎の 意味 を あら はした ものである。 近年 朝鮮の 墓な どから、 四祌の 像を發 見した の も 同 

じく、 この 系統の ものである。 日本に 現存して ゐる 壁畫の 中に も、 やはり 其 系統が 若干 は 遺って 

ゐ るので あらう。 

法隆 寺壁畫 これ は、 世間に 有名に なって ゐ るから、 今更む だ ごと を 添へ るまでの 事 はない。 

但し 金堂 だけの 方 は 有名に なって ゐ るが、 五重塔の 事 は、 とんと 風 間 をも聽 かぬ。 夫 は 元 祿修緩 

まで は存 して ゐ たもの の 由。 舊ぃ 壁畫の 上に、 現に 見る 如くに 白い もの を 塗った やうに も 自分 は 

閗 きった へて ゐ るが、 再び 白い もの を 削りお として、 舊の もの を あら はし 得る かどう か。 有.^" と 


もに 全く 注意 せられて ゐな いは 殘 念に おも ふ。  - 

東大寺 縫圖堂 之 は、 今の 戒壇 院の 四天王 を傳 へた 堂で ある。 惠 光が 戒壇 院を 搏 與 する 時に 

は、 なほ 存 して ゐた由 である。 之に 關 する 記錄其 他が 或は 殘 つて ゐ るか もしれ ぬ。 

法界 寺壁畫 山城 日 野の 法界 寺の 天人 は 有名に なって ゐる。 この類 はな ほ あらう と m 心 はれ p。 

鳳凰 堂璧書 一 法 隆寺も 法界 寺 も 土の 壁に 畫が 描いて ある。 鳳凰 堂の は 板 張の 上に 描いて ある 0 

荒れて 鮮明で ない。 しかも 暗くて 兒 にくい。 先年の 修 縛のと きに ーニ寫 した 物も^ はって ゐる。 

なほ 全部に は 及んで ゐ ない。 

日光 東照宮の 璧畫 之 はー實 神道の 敎義を 現 はした もので、 本殿の 內部 にある。 七佛 藥師、 彌 

陀 來迎、 觀 音の 廿八部 衆、 十二 天 其 他 種々 珍奇な ものが ある。 寬永 年中の 作。 

成 田 山の 本堂の 彫刻 之 は 本堂の 外部に 五百羅漢が 彫刻して ある。 壁畫の 一 變し たものと 認ら 

れる。 この類 も 日光 其 他に 種々 ある。 

宗敎 的よ リ觀賞 的に 法 隆寺其 他 は、 みな 信仰の 意味 を 現 はした ものである。 共 風が 後に 住宅 

に 入りて は、 觀賞 的に 變 やる。 

ニ條 離宮、 名古屋 城觀赏 的の もの は、 ニ條 離宮、 名古屋 城の ものが 有名に なって ゐ るが、 大 

壁畫  U 
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きな 寺の 書院、 大名の 舊邸 等に 存 して ゐる ものが 頗る 多く ある。 東京に も 古 建築の 名作と 共に ニー 

三は傳 はって ゐる。 近く は護國 寺の 慶長 館、 川 越の 喜 多院の 書院 等。 但し 名 稱を壁 畫と云 はやに 一 

張 付と いふ 爲に、 全く 別種の ものと 世に 考 へられて ゐ るが、 やはり 壁畫の 一種で ある。 材料 は 絹： 

と 麻と 紙と 叉 は 木と ある。 その 描き 方に ついては、 謂 は ゆる 畫 所に ii 々に傳 はって るる ことがあ. 

る 由。 近年の 建築の 張 付に は、 其傳を 受け やして 描いた もの もあって、 夫 は、 建築と 甚 しく 調和 ■ 

しない。 醜 を 萬 世に 遣した 氣の毒 千 萬な ものが ある。 

& 0 壁 畫の畫 題の 選擇、 畫の 流派の 取捨、 其 他 頗る 問題が 多い が、 壁畫 としての 特に 備 はつ 

てゐる 描法 も 亦 顧慮すべき もの X 一  であらう 0  (圖書 月報)  " 

一 
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櫻會 など、 公共の 爲に 樹を植 ゑる を 目的と した 事業が 各所に 興りつ- - ある は、 誠に 有益と 思 は 一 

れる。 然るに 近く、 あの 荒 川下 流の 放水路の 兩岸、 長さ 五 里に わたる 堤に 櫻を植 ゑたい と 云 ふ 希 一 

望で、 千葉縣 夷隅 郡 西 畑 村 湯 倉の 豪家 齋 藤まん 女史から、 櫻 五 千 本 及び 其 植ゑ付 等の 費用 一切の 


寄附 を 巾 出られた が、 さて 內務 翁の 內規 とやら に は、 川 S 堤に は 木を植 ゑぬ 原則が 立てられ てみ 

て • 祈 角の 希望 も 採用に なり かねてる る 由。 

かの 內规と 云 ふ は、 大風な どの 際に 木の 爲に 堤の 破壞 した 例が あって、 夫 故に 設けられ たもの 

とか。 かの 放水路 は、 全體の 巾が 二百 間、 其 中 水路が 問、 左右の 堤が 五十 問 宛の 廣 さが 取って 

ある。 樱の爲 に 崩壊す るが 如き ャク ザで は 無い。 殊に 同じ 內務将 管下の 河川の 堤に も 樹木 を植ゑ 

られた 例 も あるから、 何れ 齋藤 女史の 希望に 滿 足を與 へられる 時期が あらう。 

勿論、 堤が 木の 爲に必 卞 崩壞 すると は 限った もので はない。 地！ 3;、 地勢、 植ゑ かた、 植 ゑる 木 

の 種類 樹齢 等に よって、 利害が わかれる。 古來 は、 むしろ 木 や 竹を植 ゑた 例 は 各所に みる。 夫に 

よって 返って 堤 を 堅固なら しめる 場合 も麗 みる。 堤の 事 は 別と しても、 なほ 盛に 迚績 して 华々 樹 

木 を 公共の 爲に植 ゑる と 云 ふ 事 はありた いとお も ふ。  , 

東京の 土地に ついて 云 ふと、 其 中央の 魏町區 に 最も 廣く 多く 遊んで ゐ る；. g 被が ある。 市外へ 出 

てみ ると 更に 多い。 近 江から 中國 筋、 參州 大和な どに も秀け 山が 澤山 ある。 豆な ども 草 山が 多 

くて 木の 無い のが 廣 くみえる。 雪が 降れば、 古歌に ある 通り 鹿の子 まだらに 夫が なる。 南 靈の筆 

法の 荷 薬 皺 をな して ゐる。 米 點には 見えない 0 
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之れ 等 を 組織的に 大規模に 植 ゑた てると 云 ふ 事に なれば、 例の 經 費の 問題で 行づ まりと なる。 

且つ 之を植 ゑても 愛護して 繁茂させる 心が 地方の 人に なくて は、 やはり 朝鮮 や 支那に みるが 如く 

な つ てし まふ。 

夫 等の 弊害 を 避ける 方法と して は、 各地 方の 年の 若い 人に 自ら 進んで 植 ゑさせる と 云 ふ 事 を、 

導く に 超えた 事 はなから う。 たと へば 小舉 校の 入擧、 卒業、 兵隊の 入營、 除隊な ど 云 ふが 如き 機 

會を 活用して、 植 ゑさせる。 自ら 植ゑ たもの ならば、 自然に 愛護す る は 人情で ある。 夫 を 連年 永 

繽 して 行けば、 秀山も 若が へって 茂 山と か はる。 

東京の 如き、 居住の 人に 愛鄕 心の 乏しく して、 土木工事 も 砂利 を喧 はんが 爲に、 私腹 を 肥さん 

が 爲に行 はれる と 云 ふ 地に 於て は、 別して 擧校 にたよ ると 云 ふ 事が、 効 晃 が 多から う。 殊に 今の 

擧校 は、 敎 場で 理論 を こねる に 止る 場合が 多くて、 血の 氣の 多い 子供に は甚 興味が 乏しい。 たい 

くつの あまりに は、 不良と 喚 ばれる 不幸に も陷る ことがある。 植樹と いふが 如き 永遠の 利益 を 含 

む 事業に、 その 餘れる 精力 を そ- - がしむ ると 云 ふこと は、 敎育 上に も 犬に 益が ある。 かくして 土 

地に 親しみが 出来て くる。 自活の 心 を やしな ふ。 道路の 並木に しても、 子供に 植 ゑさせる 事 はも 

とより 出來 る。 


赤 坂 溜池の 某 邸の つ- -じ、 及び 山の手 線 四 谷、 牛 込 等の 土手に は 土留めの 爲 に往ハ 牛つ i じを植 

ゑら れャ、 風致 を 良くした はみ な 人の 見る ところ。 この 佳例に ならって、 皇 城の 周 圍の 土手に 觀 

賞 乃至 有用 植物 を 夥しく 植 ゑら れる。 往年の市1£§1改正以來すでに三十年にもなるに其^?を心づぃ 

て ゐる人 はあって、 とんと 賞 行が 出來 ない は殘 念。 其 外堀、 內 堀の 水面に しても. ii なり 花莒 蒲な 

り、 睡蓮な ど を 或る 設備 をな して 植 ゑら れる。 こと 更に 公園と 云 ふ 場所 を 作る も必 S であるが、 

其 他の 場所に しても、 多少の 勞を 加へ て、 風致 を 添へ る 事が 出來 る。 夫が 人心 を 善導す る 一 とも 

なる は 勿論。 

營利を 目的と する 事業の 場所、 建物に しても、 直に 算盤の 球の 上に 利益の 現 はれた る もの- 1 外 

は、 一物 もお かないと 云 ふ は、 かへ つて 謂 は ゆる 新 經營の 妙諦を 得た もので はない。 大阪の サ水會 

社で は、 運動お 具 遊び道具 を 多く 備へ つけてから、 かへ つて 能率の あがる ことが、 著しくな つた 

と 云 ふ 例 も ある。 銀行の 如き 冷 かな 面白くない 事業 を營む 場所が、 上 も 下 も 石で た M み 上 ゆて、 

土の 色 も 見えない、 綠の色 もみえない、 鶴の 聲も 犬の ほえる 聲も、 閗ぇ ぬと 云 ふが 如き ものに^ 

り あゆて ある は、 果して どうかと 疑 はれる。 但し 長年 冷 かな 間に かたまって 血の 氣の 無い 靈 役な 

ど は、 それでなくて は 心が おちつかないで あらう。 熱い 血の 氣の 多い 若い もので は、 心 梓が しき 
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れゃ、 意外の 方へ 心が 向 ふやう にもなる。 如何なる 事業で も 心 持よ く 生活して こそ 能率が あが 

り、 善良に も 進んで 行く。 丸 ビルな どに 居れば、 一種 も 多種 もの 病氣 にか- -る。 

全國 にわた る鐡道 線路の 左右に 沿った 斜面の 如き も、 建設のと きに 少し 注意 すれば、 觀賞 的に 

も、 牧益 的に も 利用 せられる。 叉 東京 市 內の見 憎い もの \ 第一 とまで 云 はれて ゐる 高架 鐵道 にし 

て も、 最初に 少し 注意 すれば、 むしろ 市中の 美 觀を補 ふ もの ともなった。 據 なく 在来の もの を 破 

壞 せねば ならぬ 事 も あらう が、 夫 をば 活用 せられる 事 も ある。 少しの 設計の 注意で 風致の 伴 ふや 

うに 出來 なく はない。 西洋 家屋と いふ もの は、 一寸 岩窟の 中に かくれて ゐる氣 分が みえる。 夫に 

對 して、 日本 家屋 は 森林の 中に 居る 感じが する。 上 も 橫も下 もみな 木であって、 三度の 食裹も 木 

の 棒で かきこむ。 人 問の 先祖 は 太古に は 猿であった とか。 夫なら ば 森林の 中に ゐた であらう。 但 

し 今の 人 ii は 火と 鐵とを 自由に 利用す る。 故に 森林の 木 を ft りけ づり、 燒き 盤き て 生活に 應用 

する が、 もし 火 もな く鐵 もな くなら ば、 元の 木 阿彌、 自然の 森林に か へらねば ならぬ。 この 日常 

の 生活に 使用す る 樹木の 量 は 夥しい ことで、 年.？ 山林の 木が 乏しくなる。 故に 米國ゃ 滿洲、 印度 

から 盛に 木材 を 輸入せ ねばならぬ 有様と なって ゐる e 其 乏しき を 補充す る爲の 準備 を 十分に なし 

おくのが 眞に國 家 百年の 計。 林業の 盛な.^ 口野な ど は 百年 輪伐の 制 をせ くから 採 翔して ゐる。 


竹の 臺 上野 公園の 中央の 平地 を 俗に 竹の 臺と云 ふ。 今 その 邊を 見ても 竹 もな く臺も 無い。 も 

とく 此處に は寬永 寺の.^ 堂と 夫に 屬 した 廻廊、 唐門、 其 前に 常 行 堂と 法 華 堂、 この 二 堂が 廊下 

で 結びつけ てあつて、 俗に 荷 ひ 堂と 云った。 其 他に 數 棟の 建物が 立って ゐ たが、 彰義隊 の 戰爭に 

夫 等は燒 失し、 諸 建物の 礎石、 敷石が 殘り、 中堂の 前の 左右の 竹の 臺 だけが、 燒 あとに 靑々 と 元 

のま &に繁 つて ゐた。 夫れ 故に 竹の 臺が 地名と して 傳 はった。 

明治 十 年 八月に， 第一 回の 內國勸 業 博 覽會が 上野 公園で 催される ことにな り、 燒 跡の 永く 拾て 

てあつた のが 整理せられ、 其 節に 竹の 臺も 取拂 はれた。 元來 上野の 中堂と 云 ふの は、 共 本山た る 

比 釵山延 勝 寺の 根本 中堂の 形 をう つした もので 、数 山の 中堂の 前に は、 今 も 竹の 臺が存 して ゐる。 

其 竹の 因 緣を閒 いてみ ると、 昔慈覺 大師が 人 唐の をり に、 文殊 菩薩の 淨土 として、 有名な 五 棗 山 

へ參詣 し、 種々 な 奇瑞に 遭 はれた 趣 は、 其巡禮 記に もみえ てるる。 紀 念に 得て 歸 つた 靈石 を歡山 

に 埋めて、 共 上に 文殊 樓を 建てられた。 又 竹 を 採っても たらして かへ り、 夫 を 中堂の 前に： ゑお 
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かれた。 夫が 即 竹の 臺 である。 單に 竹を植 ゑた と 云 ふ 事で はない。 初め 我國 を出發 すら をり に航 

路の神 住 吉大明 神に 其 安全 を 祈り、 又 法 華 守護の 神と し、 八幡 大 菩薩に 祈願せられ た ことがあつ 

た。 歸 朝の 後、 且つ は 報恩の 爲に、 且つ は 未来の 守護の 爲に、 この 竹の 臺に其 神を祀 つてお かれ 

たのであった。 上野の は 其の 意味の ものであった。 今の 中堂の 前に も ある. - 

日光 山の 三怫堂 は、 叙 山の 中堂の 形 を 古くう つした ものと 云 ふが、 竹の 臺 はない。 この 堂 は 度 

々遷 して 場所が 變 つて ゐ るから、 何時か 無くなつ たので あらう。 但し この 堂に 關係 のあった 二 荒 

山 神社の 方に は 今 も 竹が 存 して ゐる。 但し 夫 は 矢 竹の 意味の ものと なって ゐる。 恐らく は 意味が 

轉 じたので あらう。 

S の 木 慈覺 十、 師 S 師匠 傳敎 大師が 入唐の もりに は、 五臺 山へ は 登らす、 天台 山に 入って 敎を 

受け、 其 記念に 種 の 木 を もたらし 歸 つて、 歡 山の 麓に 植 ゑお かれた。 夫が 永く 榮 えて ゐ たが、 ー兀 

龜の信 長の 燒 打の をり に 一 旦 枯れ、 其 後 得び 根から 芽が はえた。 自分が 先年 參詣し たをりに はな 

ほよく 繁 つて ゐ たが、 近年 枯れた 由。 夫から 刖れた 木が 上野 公園 美術 擧校 內に存 して ゐ たが、 之 

も 枯れた 由、 こ- -は寬 永 寺に 屬 した 覺 成院、 等覺院 等の 跡で ある。 

奄羅樹 大和の 多 武峯の 開山 定慧 和尙 が、 入唐の か へ りに 傳 へ たが、 奄羅樹 と 聞いて ゐる。 但 


し 其 事 を 確に 記した もの を 知らぬ。 花 は 開いても、 實の 結ぶ ことの 少 いとい ふ點 は、 經 文に 見え 

てゐ る， 通りで あるが、 して 今日 本に ある ものが、 印度の 夫と 同じ か 否 かわからぬ。 定戀 は大縱 

冠 鎌足 公の 長子で あるから、 入唐の 紀 念に 遗 つた ものと して は 古い。 小 野 妹 子の 傅へ た 木と いふ 

は、 未だ 聞いた ことがない。 

林檎の 庭 奈 良の 卷曰祌 社の 前に 林擒の 木が 一 本 ある。 其處を 林擒の 庭と 云 ひ、 そこで 祭 依が 

行 はれる ことがある。 この 木 も 入唐の みやけの 御初穗 として 献け たものと 思 はれる が、 北ハ 人の 名 

も 時代 も 傅 はって はゐ ない。 日 は 多武峯 よりも 後に 立てられ たから、 定 より は 後の 人、 或は 

興 福 寺の 玄防 などで も あらう か。 

菩提樹 京都 仁 寺の 開山 榮西^ 師が 菩提樹 は傳 へられた と 云 ふ。 今も^ 仁 寺に 共樹が あり や 

無し や を 聞かぬ。 釋 迦 はこの 木の下に 坐して ゐて覺 り を 開いた と 云 はれて ゐて、 菩提 榭 即ち^ 樹 

と 名に 貧 ひて、 共敎の 人が 尊重し、 其 昔の 木が 今 も かの 國に 繁茂して ゐる。 束 京に は 築地の^ 院 

女子高 等 師範 擧校 にあった。 日光の 大献院 の 御 靈屋の 二王 門 內 にも ある。 今 は 所々 に 兌る。 共 

を 念珠に した もの をみ るに 大小 種々 ある 0 特に 印度 菩提樹と いふ もの は 形が 大きい。 日本-し 今 2- 

る もの は、 實が 小い。 風土で か はる ものと みえる。 

一木 一 草  IK- 
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沙羅双樹 盛者 必衰の 理を あら はすと 云った 沙 羅雙樹 は、 今 我 國で夏 椿と いふ ものであると。 

釋迦の 死んだ 處には 二 本づっ 並んで 其 木が 生えて ゐ たから 雙樹 であるが、 今 は 一本で も沙 羅雙樹 

と 云って ゐる。 如何なる 故 か此樹 はかみ なり 除け になる と 云ひ傳 へて ゐる。 上野 公園 五代 將 軍の 

御 靈屋こ は、 此の 樹が 多く ある。 五代 綱吉公 はかみ なり を 殊の外 忌ませられた にっき、 御 墓に も 

之を植 ゑお かれた ものと か。 

000 木の 下で 死に、 木の 下で 覺を 開いた 釋迦 は、 そ もく 木の 下で 生れた。 其 木が 無 憂 

樹。 今 も 印度に は 多く あると 云 ふが、 我 國に傳 はった もの を 見ない。 釋迦の 誕生の 事に は 異說が 

多い。 二月 說、 四月 說、 十二月 說 などが ある。 無 憂樹の 花のへ 吹く 時なら ば 四月で あらう との 事。 

印度の 古傳 では 其 生れた 時日、 出家、 成 道、 涅 if が 同月、 同日， 同 刻で あつたと。 托胎 もや はり 

同じで、 然も 木の 下で あつたか 否 を 聞かぬ。 孔子 は 野合に よりて 生れた と 云って ある。 

橋 支那との 交通が 盛に なつてから 移植した もの は、 勿論 多い こと i 思 ふが、 その 詳叙 0 記 錄 

は殘 念ながら 傳 はって ゐ ない。 移植の 歷史 として は 橘が 最も 古い。 垂仁 天皇の 御代に 田 道 間 守が 

勅命に よりて 常世 國へ 行き、 トキ ジクの カグノ 木の 實を 多く もたらし かへ つた。 歸 朝した 時 は あ 

ひこく 崩御の 後であった。 夫 を 御陵に 献 ゆた。 併し 今 は 其 木 は 御陵の 邊に 全くない。 何故に 之 を 


探りに 遣 はされ たか、 其 常世 國とは 今の 何處 か、 其橘は今の何の木かと云ふと^^だ：^問が多ぃ。 

トキ ジク とい ふ 名前 か ら 推考して 今の 橙で あらう と 云 ふ說が ある。 

魔橘^2^熟すとぃふも橙でぁると云ふ。 其 他 諸說が ある。 常世 は 南方 支那と 云 はれて ゐ たが、 近 

頃 朝鮮の 濟州 島で あると 言 はれて ゐる。 其 島に 柑橘類が 多く あるり 

右近の 橘、 左 近の 樱。 京都 御所の 紫宸殿の 前にあって、 十！： 來 有名な 木で ある。 その 側に 左右の 

近衛の 武官が 警衞 する によりて、 左 近 右近の 名が おこった。 橘 は、 元來皇 $ 御选^ 以前よりの 木 

である。 こ i は 山城の 富豪 秦 氏の 第 宅の 跡で あるから、 夫が 外國 から 取りよ せた ので も あらう。 

夫 を 珍重し て 御造營 後も殘 された ものと みえる。 樱 はもと は 梅で あつ たの を 代へ られた のみで あ 

る。 梅 も 勿論 舶來の 木で、 萬 葉 集に はじめて 見えて ゐ るから、 共 S ^傅 はった ので あらう。 印度の 

髙山 などに ある 自然 產の もの は トグが 多くて、 全くい ばらの 如き ものの 山。 ^5^京极E;ll•の西藏院Li 

橘の 大樹が 繁茂して ゐる。 之 は 其實が 火除けに なると 云 ふ。 火事の 多い 束 京に 於て おこった 怖說 

である。 

官蓿、 つめくさと 俗に 云 ふ。 今 は何處 にも はびこって ゐる。 冬 も 枯れない。 王 維が、 送 

劉 司 赴 安西の 詩に、 三泰 時に 雁 あり、 萬 重 行人 まれな り、 苜 f 宿 天馬に 隨ひ、 蒲 萄漢ほ を遂 ふと 


鐵道 省に て は、 各 停車場の 立札 其 他 を 今回 改正し、 其 文字 假名 ズカヒ の 用法 等 は- 專ら 文部省 

の國 語調 會の 規定 を 採用 せられる 由。 

大體に 於て 之 は 至極 結構な ことで、 文部省の 机の 上で 定 つたこと が、 鐵 道の 現業の 上に 實 用に 

なると 云 ふこと は、 誰も 大黉 成の ことで あらう C 

あの！： 語調 茶. 會と云 ふ ものが 創立 以来 約 三十 年、 其 間 前後 方針に 動搐が あり、 最近 發表 になつ 

た 漢字の 制限 及び カナ ズカヒ についても 頗る 曰く 因緣が 多い もので、 夫が 鐵 道に 於て 如何に 實行 

せられる かと 云 ふ 事 は、 一種の 試みと 云 ふべき ものであるから、 其 試みの 結 架が、 夫に 適する か 

5 か は、 詳しく 報告が ありたい ものと 云 ふ 事 を先づ 希望して おく。 
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ある。 安西 は 中央- 亞細亞 の 地、 そちらから つめくさが 馬と 共に 日本に 輸入され たものと みえる。 

一 卿 一 木の 上に も 文化の 流れが みえ、 時と 共に 一 般の 人の 生活の 向上した 趣 も 察せられる。 

(大正 十 玉 年 十二月、 太陽) 


國 宇の 問题 は^だ 古い ことで、 少 くも 王 仁が 論； 千 字 文 を 持って 來 朝した 時から 始る。 和 銅た ヰ 一 

中に. fnis^ 記 撰定の 時に も 頗る 苦しんだ 趣 は 正に 北ハ 序文 中に 明記して ある 通"。 明治に なっても 輪； 

言 汗の 如しと 云 ふ 詔 § の 文體、 字句の 變化 無量なる を みても、 其 に 問題の 決定して ゐ ない 1^ が 

察 ゼられ る。 最も 氣の毒 千 萬な の は、 文部大臣 を 勤めた 井上毅 氏 は、 レの字 一字のお に 自殺した 一 

とまで 云 はれて るる。 氏 は 憲法 制定の 殊勳 者で あるが、 やはり 离篇に は 富んでも、 一 字に は 苦し 一 

んだ ものと みえる。 

陸軍 大將 から 海軍々 令 部長に なって、 廿七 八年戰 役に 殊勳を 飞、 共 後に 轉 じて 文部大臣 とな！ 

つた 樺 山 资紀氏 は、 英斷某 決で、 漢字 廢 止の 前提の 意味で、 まづ 米と 云 ふ 字から 禁止して、 北 ハ他ー 

に 約 三百 字 は 使用 を 許し、 特に 有名な 棒と 云 ふ もの. V 假名の 中に 混用す る 方法 を小舉 生徒 だけに 一 

嚴令を 以て 強行し、 ともかくも 夫で 生徒 は 卒業 させられた。 故に 其 時代 を小舉 校に 經 たもの は、 一 

漢字 を 知る 數が少 く、 漢字に 興味 を 持って ゐ ない。  一 

夫が 成長して、 活版 所へ も 勤める こと- 1 なった が、 能率 は 全く 上らない。 併し 時世 は 夫 等の も 一 

のに も 高給 を與 へられる ことにな り、 往年の 新閒 社の 同盟罷業 以來、 一 歷 活版 ェの 給金が 高くな！ 

つた。 
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其爲に 一般の 出版業 は 困難に なり、 別けて も 新聞社が 困る ことが 甚 しくな つた。 そこで 一方に 

は 活字の 形 を 小く して 廣吿 料の 收入を 多くす る こと. i なり、 他方に は 漢字の 數を 減じて、 活版 職 

ェの 能率 を 高めん こと を計畫 した。 - . 

. 其爲に 漢字制限 を 再び 文部省に 持ち こんで、 重なる 新聞記者 自身が 進んで 委員と なって 議定せ 

られ たもの が、 即ち 最近の 國 語調 查會の 決定の ものである" 卽ち 新聞の 製造 費 を輕減 せんが 爲に 

行った 決議の 制限で ある。 單に國 字の 爲と云 ふので はない。 さう 云 ふ 特種の 事情から 成立した も 

の を、 異 つた 方：. S の鐵 道の 現業に 應 用して みると 栗して どうなる か。 夫が 卽ち 試驗 として 大切な 

所以で ある。  . 

かの 樺 山 大臣の 時に 小學 校の 門內 だけで は 棒に 勢力が あった。 文部省、 其 大臣の 官房で も 棒 は 

用 をな さなかった。 世間で は 勿論。 

鐵道 でも プラット ホ ー ム では 平 假名に 勢力が あって、 停車場の 待合で も 時間表の 印刷物に でも 

平 假名 は 勢力が 無い。 從來は 双方 別々 になって 連絡が ついて ゐ なかった。 こんど は 夫が 目 出た く 

連絡 せられる やうに ならう。 

縱 書と 横 書との 利害、 得失 は 毎度 論の 起る ことで ある。 其 文字の 使用法から 云へば、 羅馬字 は 


構 書に して 左を始 とする 一 方法の みある。 夫より 外に は 致し かたがない。 之 を縱寄 又は 右から 謓 

む やうに は 用 ゐられ ない。 之に 反して 漢字 も 假名 も 縱撗、 左右 共に 自由自在。 その 自. HQ 在の 爲 

にか へ つて 混 雜を發 しゃすい。 

時間表に も 縦横 二様なら び 行 はれて ゐる。 プラット ホ ー ムに は、 原 來は横 ま；：： のみであった。 二 

+丘六 年の 顷、 ありがた やの 愚 夫 愚 婦 專用 とも 云 ふべき 參宮 線の 一 身 m 驛に 漢字の 縱 醫 をプ ラッ 

トホ ー ムに用 ゐられ た を 見た。 之な どが、 漢字 及び 縱書を プラット ホ ー ムに利 W した 始めで あつ 

たらう。 

縱書 は、 上り下り 双方の 列車の 乘客、 何れから も兑 よい。 撗書 はそう はいかない。 一 般に 

地名 は 漢字で 書く 場合が 通常で ある。 世人 は、 漢字 を兑 慣れて ゐる。 假名 は兑 なれて ゐ ない。 ブ 

ラ ットホ ー ム にも 漢字の 縦書 を 各所に 多く 記しお くが 便利の やうで ある。 

地名 も、 他と IHi:^ せんが 爲の ものた る は 勿論で ある。 海內 各地に 同一 の驛 名が ある。 之 を區^ 

せんが 爲に、 中央線の 境 驛をム サシサ カイと 云 ふ 類 は、 他所に て は然か 呼ぶ が {儿 しい。 共 境^に 

於ても ムサシ を 添へ て 喚ぶ は ムダ。 寧ろ 其 爲に詞 が 長くな り 過ぎて、 聞き 誤る。 共 地方で は 軍に 

サ カイと は 云 ひなら はして ゐ るが、 ム サシサ カイと は鐵道 以外で は 全く 11^ はない。 
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往復切符の、 往は ユタ、 復は歸 ルと云 ふ 事 は、 かの 省の 御 役人 も 御存知の 通り。 その 切符の 1 

片を 見る に、 かへ りと 假名で 記した る 傍に 荼驛 行と も 記して ある。 一片の 切符に かへ りと ゆきと 

相反した 意味の 二 語が 混^して ある。 行く も かへ る も わかれて はと 蟬丸も 云って おいた が、 もし 

之が 線路の 上に 於て、 ユキと 力 ヘリが 同時に 動いたならば、 衝突と なる。 か- -る 通俗な 二 語の 使 

用法 さへ 正しく 用ゐら れてゐ ない。 他 は 夫で 類推 せられる。 近頃、 現業員に も 警察 權を觳 ねて 持 

たせる 方針に なって、 取締が 嚴重 となる。 本來鐵 道は國 家の 營利 事業であって、 其 使用人 は 前垂れ 

でも 掛けて をるべき 處 である。 同じく 官吏と 云っても、 軍人、 司法官、 敎官、 警察官な どと は、 

全く 業務の 性質が 遠 ふ。 もし 其 現業員が 片手で は商賣 をして、 片手で は 警察 事務 を 執る と 云 ふこ 

とと なれば、 理論と して は、 現行の 分權 制度 を 破る 事と なる。 實務 として は商賣 用の！； 語と 警察 

用の 國 語と を 正しく 使 ひこな さねば ならぬ。 夫 は出來 ない こと を强 ひるので ある。 從來 でさへ 彼 

等 は 横 平で、 傲慢で、 不親切で、 大切な 乘客を 苦しめ 迷惑 させ、 其 反感 を 受ける こと は 一通りで 

はなかった。 夫が 其 上に 警察 權 まで 持 たれて は、 乘容は 罪人 あっか ひに せられる ことで ある。 


六 時禮讃 は、 法然 上人の 弟子 安樂が 作った とい ふ 事が 徒然 草の 中に 見えて ゐて、 古來 疑に なつ 

てゐ る。 善導の 往生 禮讃の 事 を 誤って かく 記した ので あらう とい ふが、 普通の 說 である。 又 一方 

から は、 兼 好 は 出家まで した 人で、 かやうな こと を 誤る こと はな かう とも 云 ふので、 そこが 疑問 

となって ゐる 0 

之 を 余 は 一寸 會 通して 見たい と 思 ふ。 甚 無理な ことで は あるが、 非理 を 以て 现 とする 山 科逬现 

のつ もりで 讀んで 戴きたい。 

まづ、 その 疑問の 事 を 細かに 述べて ある 境 野 氏の 高 說をこ i に 引 招して、 その 論點を 明に して 

おく  0 

近 も、 ^波^音 1!;; が、 徒然 草 講話と いふ 書物.^ 書いて 居られます 0 其の 中の 1 部-しついて、 接で 

はない が、 間接の ついで 私に 見て くれと 一 H つて、 校正刷.^ 见 ぜに來 たので ある。 それ は 

『ムハ^ 體證 に、 法然 上人の 弟子 安樂と いひけ る 僧、 經文 VHi- めて 作りて 勤に しけり。 その後 太泰 の善舰 
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房と いふ 僧、 ふし はかぜ.^ 定めて 聲 明に なぜ リ。 一 念の 念佛の 最初な リ。 後嵯峨 院の 御世よ リ 始まれり。 

法事 讃 同じく 善觀 3^ はじめた るな リ』 

いふ  一 であ リ ます。 

沼 波 君 は、 この 一 段に 就いて 疑.^ 起された とい ふの はこれ は 當然の 話で、 同 君が 疑 4- 起された わけ は 

存じません けれども、 兼 好 法師の 書いた 此の 一 段の 士 意 マ J いふ もの は、 全體 何の ことと も 少しも わから 

ない のであります。 

六 時禮讃 とい ふの は 支那の 善導 大師の 書いた 往生 禮讃 のこと で、 日本で は 晝夜六 時に 之を佛 前に 讀誦 

して、 つまり 勤めに 讀む： 、なった から、 之 ハ 時鱧讃 とい ふので あります。 日中に は朝晝 夕、 まれ 

夜間 も 三度： のお 勤めが ある。 故-」 六 時 1- 讃と 呼んで 居る 次第であります。 

これ は 法然 上人の 弟子の 安樂 房が.：. つた もので も 何でもない。 全く 兼 好の 間違 ひで ある こと は、 何の 

疑 もな い ことで めリ ます 0 

太秦 S 善觀 房が 節 つげた ものが、 W1 に 行 はれた もの か 否や は、 知る こミ が出來 ない けれども、 これ 

がー 念念 佛の 最初で あると は、 ー體 何の： とか 少しも 意味が 通じない のであります。 1 念念 怫と は大髖 

に 於て、 佛名を 一度 念稱 すれば、 杨樂に 必ず 往生す る W いふ 教義 上の 話で、 また 眞宗 などの やうに、 佛 

信す る I 念、 即ち 一 念の 信で 往生, 遂 ぐる、、 とが 出來 ると 說 いれの も、 同じく 一 念念 佛で わります。 

然し これ は、 讀誦の 節の こと ゝ 何の 關係 もめる 答の もので はな い。 


法事 ISJ^-si: じく 善導 大師の 作で わります が、 こゝで 葬-叙 はじめた るな リと は善觀 3; が 始めて 節 > ^つ 

けて 誦する ことにし たの だとい ふ 意味なら ば、 或は そんな こも かもった かも 知れない が、 之 1^ 善^ 房の 

作 だとい ふの ならば 大 なる 誤りであります 0 何れにしても 兼 好 は餘程 こんな こと，^ 知らな かつれ 人で、 

ちょいと 誰から か 聞いて、 珍ら しいと 思 ひ、 書きつ けて 1!^ いた もので わ リまゼ う。 

然るに、 波 君 は.、 私の： の說ん て 正しい ものと しない 。舉 兗、 好が こんな こと.^ n 違 ふ if:: がな 

い 0 恐らく は、 安樂 房に も 往生 1 讃と いふ ものが ぁリ、 これ は 善 i# の 往生 釀 讚と は 別で.^ らう- & ひ、 

甚し い ことに は 法事 讚 も 善導 作の 法事 讃とは 別の 法 is ^讚と いふの がわつ たの だら-つ W 釋 をして！： W られる 

ので ぁリ ます 0 

餘 りに 檷 端な 樣 であります けれども、 私 は 之.^ 愚と 評 •「 るの 外 はな いので わります。 

安樂 房 と 住 蓮 房と は 京都の 鹿が 谷で 六 時 禮譜. ^鼢 めて、 其 節な ども 常時 はさまって ねなかった が、 頗 

る哀婉 悲傷の 曲.^ 盡 したので、 これが 本と なり、 參詣の 官女が 其 場で 歸佛 出家した。 法然上 入の 流錚は 

之.^ 罪に 問 はれた の だとい ふこ は 普く 人の 知って 居る 所で ある。 即ち 六時禮 13 ん、 佛前 勤行に 用 ひた こ 

は 旣に隨 分 古い もので、 さう して それ は 今 口 まで 媛いて！ Ii5 る のであります。 

それ.^ 沼 波 君 は、 安樂の 作つ ^六 時禮讃 は、 この 事以來 危險な 節と いふので 禁ビ られ； ^から、 後に は 

傅 はらない ので あらう。 ミ辨 じて i5 られ るが、 若し さう であつ 4^ らば、 善^ 房が 之に 節 > ^つけたと いふ 

の は、 どの 醴讃 に 節, かっけた ことになるの でもり ま y う 0 隨分出 鱒 目な 想像 と 言 はな ければ た リ まぜん 0 
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嚴禁 せられて なくな つれ 禮 讚.^ 探し出して 之 に 節，^ つけて、 善觀が 之.^ 何に 用 ひ 0- うとい ふので ありま 

せ、 「o 

旣 に 法事 讃に 禮讃と 並べて 書いた 所 見れば、 此の 二 書が 善導の 作が あると いふ こと.^、 確に 兼 好 

が 知らす に 述べれ ので、 恰度 善導の 述作と 同じ 名前の、 しか が、 二つ 揃って 日本で 出来る。 しかも 

淨土敎 の 方で は 日常 用 ひて 居る 有名な 此の 書.^ まれて 作る。 そんな 荬迦な 話 は ある もので はな :>。 

そんな： と は、 專 門の 方で は、 すぐ 氣の つく、、 とで わります が、 素人に 對 して は、 小 供ら L い 辨解も 

せれば ならん とい ふの は、 誠に 巳む 得ない わけであります。 

一念の 念怫の 最初と いふの は 何の： とか 丸で 意味 をな して 居な 0 禮讃に 節.^ つけて 誦しれ のが、 何 

で ； 念念 S マ」 いふ ことにな リ ま^う か。 それとも 節の 方 LL 一  念念 佛の 節の 節と いふ ものと でも-一 一一 El ふ ので 

あ.，. T まぜう か、 唯 喰 飯の 外にない。 

之に 依って 見る と、 兼 好 は念佛 の敎義 などに ついては 何 i= 知らなかった 人の やうで ある 0 1 念念 佛の 

說.^ 立てた 成 覺房幸 西が 法然 上人 に 徘 斥され たとい ふ 話ミ、 安樂 房が 六 時禮讃 のこと で 犯罪 LL なり、 法 

然 上人 は 流罪-」 なつ；^ と 云 ふ 話、 それに 善觀 房が、 禮讃 や、 法事 讃 LL 節 づけ.^ したと でもい ふ 話が あつ 

たの ミ ゴッ チヤに しズ 聞き 遠 へれ かが、 或はよ い 加減に 書きつ けて 置いた のに 過 ない もので ぁリ 

ま^う 0 

仝體、 兼 好 は、 佛敎 などの こと は、 案外 知らなかった 人で、 謝靈運 は、 法 華の 筆受 など、 言って 居る 


間途 ひで も、 我々 ならば 眠つ ズ 2- も、 こんな こと 間遠へ る氣支 はない： と-である。 

沼 波 君 もさ ォ がに、、 ゝは兼 好の 間遠 ひ：；， 10 と 言つ ズ 居られます が、 全く 法 華 は、！ 紫の 間遠であります 

然し 沼 波お け 、？- 藥經の 飜 譯 Li ぁづ かれり と 言って 矢張り 謝靈 js;- が 飜譯に 關係 しれ や 5 に 書かれ 1^ ある 

が、 決して^ 譯に關 係した ので はない。 曇 無 識の譯 し-;^ の 後に n 築し か へた；^ けの もので、 飜譯に は 

少？ -,, -關係 はな いのであります。 

要するに、 好 法師と も 言 はる、 人に 佛敎に 就いて、 よも や 間違 はわるまい など、 E- わ ふの は、 しき 

買 ひ 皲リで 決しても てになる もので はない ので ゎリ ます』 (佛 教史 話) 

これで、 其 疑問の 双方の 論點は 委しく わかる。 夫に つき、 余の 意見の 火體を こ- -に 述べる が、 

まづ その 前に、 徒然 草と いふ もの X 成りた ち を 明に してお く必 要が あ る。 

あの 書は隨 華であって、 順序の たった 一部の 著作と いふ ほどの もので はない。 それが 後年、 幾 

十 種 かの 復 製が 出來、 種々 な 註 釋が行 はれ、 毎年 何千 部と 賫れ て外國 人にまで 讀 まれる ものと は 

あの 法師 も 思 ひ 及ばな か つ たこと であらう。 文部 翁で 赖の目 鷹の 目で 調べ た敎科 I？ 一 I にさ へ 四目屋 

事件、 南北朝 件が 起った ではない か。 他に 世論に 上らなん だ 類似の 誤は少 くない。 つれ- の 

筆す さびに 誤の ある はし ひて 咎める までの 事 もな く、 辯 護す るに も當 るまい。 

且つ 徒然 草の 著作に ついては、 かやうな 傳說も ある。 それ は元來 一 部と して ーボ 作した もので は 

參 
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無かった。 兼 好が 伊賀の 國見 山の 麓に わびす まひして ゐる 時、 命 松 丸と かいふ 侍 童に、 味 t" すら 

せ、 糠 みそづけ を かき ま はさせ てろ たが、 艷 書の 代筆 を賴 みにくる もの もな く、 眞、 につれ- な 

る ま X に、 紙の 切れ はしに 折り ふし は 書く こと もあった。 障子 や 襖の やぶれ、 落ち か& つた 壁 を 

古新聞 も 無かった から、 其 書きち らした もので 間に あはせ て 張って おいた。 其 中に 畿好も ごね た 

から、 後 吊 ひて、 命 投丸は そこに も 居る たづき が 無い ので、 遠 州へ 今 川 了 俊に 少し 知り あ ひで あ 

つた を 頼りに 居候に 來た。 了 俊が 何 か 兼 好の 書いた もの は 無かった かと 尋ねたら、 別に 短冊 もな し 

全紙、 半切、 統に 書いた もの も ありませ ぬ。 俘賀の 庵室に は 反故の 張った のが ありまし たと 命 松 

丸が 答へ た。 夫で は 旅費 を 出す から、 今一度 伊賀へ 行って、 其 反故 を 集めて 來て もら ひたいと、 

了 俊が 集めさせて、 夫 を 二人で 整理した のが 徒然 草で ある。 もし 其 原稿 を 美術 俱樂 部へ 出したら 

旅費 位に はなった であらう。 

夫 故、 其 原稿と いふ ものが、 丁寧に 書いた もので は 無かった。 もとより 破れ、 破った の も あつ 

たらう し、 整 紐のと きに 讀 みあやまり、 書き あやまり、 命 松 丸 や、 了 俊が 善意で 削 正した の も あ 

つた かもしれ ぬ。 

其 15- 滴と いふ も 今 はあり や 無し や を 知らぬ。 現在 流布の 本 を 以て 完全なる が 如く 思 ひ 國定敎 科 


窖 よりも 更に 厳重に 一 字 一句 を註釋 するとい ふ 事 は、 いか J>- な もので あらう か。 翁 好北ハ 人の^ 問 

の 程度 は 知らぬ が、 今の 徒然 草に あまりに 重き をお く 事 は出來 なから う。 誤 は i^o、 疑 は 疑と し 

て しい 辯 護 はせ ぬが、 適當 では 無から うか。 之が、 會通 についての 第一 である。 

次に 往生 禮譜、 法事 讃は與 導 和尙の 著作た る こと は、 もとより 境 野 氏の 御說の 通りで ある。 13- 

に 乍 憚、 一 言 補 ひたい ことがある。 安樂の 師 の法然 上人 は、 善導の說に1^丄きて淨土.：：：小を開ぃたの 

である。 夫 故 安樂が、 善導の 著作 を用ゐ たの も 師の說 を 受け 傅へ たので ある。 管抄、 安樂の 條 

に 「六 時 禮譜は 善 和 上の 行 也と て 之 をた て- -尼 どもに 歸依渴 仰せら る.^ 者 出き にけ り」 と 正し 

く ある。 平家の 大原 行幸のと ころ かに、 「善導 和 尙の九 帖の御 書 もお かれたり」 と兑 えたと 記憶し 

てるる。 九 帖は卽 ち 五部 九卷 で、 往生 禮讃、 法事 讃も其 中に ある。 常時 我！： に S 、まって ゐ たもの 

である。 

次に、 沼 波 君の 御說、 の 通りに 別に 往生 禮讃 のあった らうと 思 ふ ことがある。 夫 を 次々 に 述べ や 

うと 思 ふの が、 卽ち會 通せん とすると ころで ある。 徒然 草の 文 は、 字句が 簡 にして 北 を 十分 あ 

ら はして ゐな いと 思 ふ。 善導の 作の 外に、 ^に 往生 禮讃 のあった とい ふに つき、 まづロ 本に 於け 

る經 文、 聲 明の 歷. 5- を ざっと 述べる 必用が ある。 
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今も^ 俗が 經文 を讀 むに は、 トラ ャ アヤ 流に 音讀 にして ゐる。 この 經文 音讀の 習慣 は 古い こと 

で、 怫敎を 國 敎の 如くした 奈 良に 盛に 行 はれた 事であった。 しかも 今の 如く、 日本 訛の 音で なく 

純 支那 音であった。 七大 寺な どで 僧尼 を敎 育す るに も 支那 音 を 本位と して ゐ たのであった。 寺ば 

かりで はない 大舉の 方の 歴史 詩文で も 同じであった。 所謂 音 博 土と いふ は 今で 云へば 支那 語の 敎 

授 であるから、 歸化人 を 使用して ゐ る。 弘法 大師 は 大擧と 大安 寺と で 正則の 敎育を 受けた 人で あ 

つたから、 支那 語が 出来て 入麼の 時に も 通 辯 は 伴 はれなかった。 傳敎 大師 は歸化 人の子 孫で は あ 

つたが、 近 江で 敎育を 受け、 大安 寺に も 暫時 入擧 はせられ たが、 支那 語が 十分でなかった 爲に、 

人 唐に は 義眞を 通 辯と して 行かれた。 この 支那 昔の 讀 法が 永く 傳 はって、 ダ ダブ ダブに も トラ ャ 

アヤ ァ にもな つたので ある。 

然し それで は 俗人に 意味が わからぬ から 弘 通に 差 支が あるので、 國 語に 翻譯 する ことが 內 外典 

ともに 始まって 來た。 それが 盛に なり かけた の は延喜 頃から かと 思 はれる ことがある。 

阿彌 陀經、 法 華經、 遺 敎經其 他 は、 早く かな 書きと なって 女子供に も讀 まれる やうに なった。 

又 歌舞 音樂も 怫敎に 伴って 傳 はって 來て、 聲 明な ども 奈良 朝に 盛であって、 其 餘波は 今 も奈良 

に殘 つて ゐる。 慈覺 大師 や、 弘法 大師に 依って 更に 聲 明が 傳 へられ、 ます/ \. 流行した。 其うた 


ひもの は、 梵語、 i€ 語の もので、 今 も 天台 眞言 等の！ S 宗で行 はれて ゐ る四简 法要な どの 類で あつ 

た。 それで は 俗人に 弘通 する に はや はり 差 支が 起る。 意味が 通じない から 「、 そこで 經 文を譯 した 

が 如く、 聲明 をも譯 する ことが 起って 來た。 譯 する だけで はない、 日本 一!?;i で聲 明の 形式の 謠物を 

新作す る やうに なって 來 た。 夫から 七五調が 起った と は 伴 氏の 古い 說 である。 

千 觀の阿 彌陀和 ir  IS 心 僧都の 來迎 IT 叉 弘法 大師と 傅へ てゐる 呂波 などが 共著 名な 例で あ 

0。 古本の 順次 往生 講 式に 載せた の も ある。 白 河 天皇、 烏 羽 天皇の 顷 から、 ことに 之が 盛に なって 

來た。 後. s 河 天皇、 平 雷； 盛、 妙 音 院の關 白 師長 公な ども， 共數寄 であった こと は、 お 名 を 話で あ 

り、 Sg 々な 事 蹬が俾 はって ゐる。 

善導の 往生 禮譜が 盛に 行 はる- - につけ、 之 も 亦 n 一；！ せられた ものと 思 ふ。 共 中の 一 例に、 

i しく わう ほどなくう っリ さて、 五更の そらと ぞ なりに ける。 

れんくむ じ やうの 我い のち、 いっか 生死に おち ざらん。 

之 は 十 ：！ く はって ゐる もので、 穴. 一 也 念怫の 和讚の 中に も 載って ゐる。 これ は； 止しく 往生 禮 13 の 

中に 華嚴經 から 引いて ある 後 夜の 偈の譯 文と 思 ふ。 

後 夜の 偈 
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時 光 遷流轉 忽至 五更 初 無常 念々 至  . 一 

恒與 死生 居  勸 諸行 道 者  勤修 至無餘 

往生 禮識 の揭六 首の 中、 管 見 未だ 他の 五 首に は 及ばぬ が、 夫 も 恐らく 他に 傳 はって ゐ るかと 思 

はれる。 之が 安樂が 作って、 善觀 房が 節博士 をつ けたと いふので あらう。  一 

徒然 草 の 字句に も 誤が ないで はない。  一 

往生 禮讃、 法事 讃は 善導の 作で ある。  一 

夫 を翻譯 した ものが ある。  一 

とい ふの が 自分の 考へ である。 但し 五 首の 谒の譯 を 未だ 見つけな いのは 淺念 である。 これで 幾- 

分か は會 通した つもりで あるが 如何で あらう か。 (大正 八 年、 帝國 文學)  二 

^  0 ノ  0. 1-11 ゆ 

一 

諷訪の 地 は g 水 山の 中に ありながら、 最も 早く 開けた 所で、 大和 や 出 雲な どと 共に 國 史上に 古 j 

« ^^れ てゐ る。 早く 開けた の は 湖に 依る こと X 思 はれる。 海に より 或は 河に 據 つて 開けた 例 は、 


古今 內 外の 史上に 見えて るる 通り、 水と 云 ふ ものが 人間の 生活に 多大な 利益 を與 へる 

か X る 地の利 を 得て- 幾千 年來 長く 繁昌して ゐ るが、 近來は 製糸業が 特に この 也に 發 ij.- して、 

其 爲に約 四 萬の ェ 女が i ^つてる るので、 其 盛な ことが 察せられる。 昨 十四， 小 末の 諷訪郡 内の 牛； 糸 

製造 高 は、 百 二 萬 四千 七 百 餘贯、 之 を！^ 格に して 一億 二 千 i: 萬 九 千 餘圆。 共^の 人の：；； 一：！ によるに 

他處 にて 繭 を貯藏 する に は、 一貫 目の もの を 三百 目までに 乾燥 させねば ならぬ。 ；識訪 では 一ば 目 

を 六 百 目までに 乾燥 すれば 貯藏 せられる と。 この 差 だけで も他處 にて は 及ばない 天 遮 を うけてる 

る。 今より 五十 餘年 以前 京都の 小 野 組が、 此 地の 水質の 優良なる に 着服して、 百 人 繰りの 器械 製 

糸の 工場 を 設けた 事に はじまって、 今 口の 盛大に 至った 。只に 此 土地の みで 盛な ば、 力り では^、。 

餘カは 溢れて 海內 各地 方 並に 朝鮮にまで 及んで、 其 一 令の 下に 働いて ゐるェ 女 は 約 十 ^v。 

全！： の 牛： 糸の 年産額 三千 六 百 萬 斤の 約 三分の 一 は、 この 力で 占めて ゐ る， 認訪 大明祌 は、 口 本 S 

一大 軍神と して、 の ほりが 立て X あるが 今では 第 一 の 幅の 神と して、 平和なる 生活に^ を 垂れた 

まふ。 此の 小 盆地 は 毎年 ニ億圓 以上の 生産の 中心に なって ゐ る。 それと 云 ふ も 必.； ； は、 この 胡が 

獨特の 力 を 有って ゐて、 他處の 及ばない 風土 を存 し、 夫が 人力に よって 都合よ く^ 用せられ て、 

これまで になった の だ。 眞に 湖の 誠訪。 

油の, as 
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更に また 遊覽 地と して、 各種の 要素が 湖 を 中心に 具備して ゐる。 冬の スケ ー トは云 ふまで もな 

く、 夏の 湖上の 遊覧に も 設備が 整って ゐる" 湖の 周 圍は約 五 里" 水の 深さ は 最も 深いと ころで 二十 

三尺 五寸、 平均 十五 尺餘。 故に 水面が おだやかに 感ぜられて 親しみやすい。 中禪寺 湖の 如くに す 

ごく 無い。 且つ 風の 少ぃ處 である。 故に 琵 g3 湖 や 霞が 浦の 如くに、 荒い波 は 立たない。 

比 池の 溫泉 は、 巾 山道 筋に あたって ゐて 有名に なった 事 は、 丁度 東海道 筋の 箱 根と 似て ゐる。 

箱 s よりも 其 量が 多く、 山中で るて 湖岸の 平地に 涌 出す るから、 入浴に 便 {且 が 多い。 湖 中に も 涌 

出す る 場所が 數ケ所 ある 由。 之 も 相當に 設備 すれば、 他處に 類のない 浴場と なる。 淡水と 鹹水と 

の 差 は あるが、 西の 別府、 東の 伊東と 似た 趣が あら はれて ゐる。 

湖岸の 要所に 櫻が 多く ある。 東京より は 後れて、 四月 末に 咬く。 かの 五月の 御 柱 祭の 頃 は 一 重 

は 盛が 過ぎな ほ 八重 は唤 いて ゐた。 追々 之が 盛に なれば、 吉 野の 趣 をな す やうに 至る であらう。 

雪が 多くない 故 か、 日光の 中禪 寺の やうに 花が いじけて はゐ ない。 

1 の 周圍を 巡る だけの 道 は 今 も あるが、 巾が 狹ぃ。 之を廣 くして 遊覽に 便宜 を はかる だけの 計 

畫は 來てゐ るよ しで あるが、 未だ 着手 せられて ゐ ない。 

. 馬の 產 地と して、 信 濃 は 古くから 聞え てゐ る。 昔の 望月の 牧 など は旣に 放牧 は 止めて ゐ るが 


木 曾、 其の 他の 地方 は 今 も 養成して ゐる。 下 IS 訪の 今の 停車場 近傍に は、 十 ：！ は 犬追物の 爲の Kit 場 一 

があった 出。 其 遺^の 石標 はな ほ存 してる る。 もし 山に よって 地形 を 利用 すれば、 現代 式の 馬場 

一 

乃至 述動 場、 錢技場 を 容易に 設けられるべき 場所が 諸處 にみ える。 

交通の 上に ついて 更に 顧る と、 其昔に日本武尊は常陸の筑波を經て甲斐の！^折ケ：：に  一 ^：们し、 夫 一 

ょり御坂越を經て熱山の宫贅姬に逢ひにゐらせられたと史上に13^んてゐる。 御坂 越 は 今の 釈 田の 

北の方から 突 濃へ 出る 道筋。 してみ ると、 甲斐から 諷訪 を經て 行かせられた は 地现上 疑な きこ 一 

とで あるが、 事 躞は傳 はって ゐ ない。 本 田 善 光 も 如 來を负 ひ 奉って、 御 坂 越 を たこと は、 の „ 

近傍に 座 光寺が 殘 つて ゐ るので 察せられる。 夫から 認訪み 通り、 和 を 越えて 畏 野へ 進んだ の • 

であらう。 三方 原 や 長 條の戰 役に 甲 州 勢の 押し出した 時の 近 筋 も、 誠訪を I むて 天龍川の 沿 Si を 下： 

つたので ある。 近く は 水戶人 もこ-" を 通って、 其戰 死者の 慕が 和 田！ tLi ある。 

誠 訪を經 て、 天龍川 を 舟で 下って、 ^の 大自然 を ながめる 人 も 近 多くな つた。 ；ま訪 から 中.^ 

線で 辰 野まで 行き、 夫れ より 伊那 電鐵 に乘 りかへ て钣 m に 行き、 天龍川 を 下る こと- - なる。 信 濃 

の 山の 中と、 太平洋の 海の ほとりと を、 之に よりて 述絡 する。  ； 

もし 東京より 課訪に 行く に は、 約 七 時 問、 日光より は 少し 長い。 名古屋 より すれば、 木 付の 風 一 

糊の 詉訪 
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景を 車中で 眺められる。 長 野より すれば 鹽尻 驛で乘 りかへ る。 昔の 街道で 云へば、 中 山道と 甲 州 

街道の 結合す る處が 下露 訪。 今 も 園 道 はさうな つて ゐる。 鐵道 では、 上下の 爾訪 共に 中央 本線に 

よって ゐて、 尻驛で 別れて、 篠の井 線で 長 野の 方に 至る ことにな つて ゐる。 鹽尻 峠の 西で 鐵道 

は、 中央 本線と 篠の井 線と 結合して ゐる。 鹽尻 S- の 東で 國道は 甲 州 街道と 中 山道と が 結合して ゐ 

る。 各 交通 上の 耍點を 占めて ゐ るが 誠 訪。 

東に 東京、 西に 名古屋 及び 京阪。 北に 長 野、 新 潟。 南に 濱松を ひかへ て、 其 中央に 好 地位 を 占 

めて ゐ るが 卽ち IE 訪。 丁度 京阪と 名古屋 との 中央に 奈 良が 位して ゐる に似て ゐ る。 奈良は 歷史は 

餘 りあって、 水が 無い。 景が 小い。 認訪は 水と 景と は餘 りあって、 歷史は 古い 割合に は少 い。 

誡訪の 上 社の 東西の 寶殿、 下 社の 本殿 は、 奈良 にも 見えぬ 古 建築の 形を傳 へて ゐる。 四 本 宛の 

御 柱 は、 全く 此處 のみ。 日本 建築の 一派、 立 川 (タテ カハ) 流 は、 玆に 家元が 存 して ゐる。 其 家に 

女に して 彫刻に 巧な 人が なほ 聞え てゐ る" 建築の 彫刻で は、 日光と 相 通じた 趣が 見える。 

諷訪に はな ほ 寒： 大と いふ 世界 各國に 需要の 盛な 特産物が ある。 年産額 約 二百 萬圓。 之 も 亦 水と 

氣 候との 利用に よる もの。 


こん ビは 農民の 番 

三千 年の 被治者が、 一朝に して 治^に 變る は^だ 困難で ある。 近年 の？？ にも 小作 &議 など 

が 烈しく 行 はれて きて、 日々 に 其 深刻 味 を 加へ る。 爭ひは 好ましくない ^であるが、 之に よって 

時代 を， 知り、 自己 及び 周 圍を覺 り、 そして 始めて 獨立 自治の 人 問と なる。 

其 昔、 垂拱 無爲の 化に はぐくまれ てより、 近世の 太平 政策 は、 上を見るな、^;-のほどを知れの訓 

戒を 守って、 士農工商 各 知 足 安 分の 生活に 滿 足して きた。 時 問の 經過 は奇な もので、 夫が. r から 

も 外から も 動かされ てきた。 成 行の 儘の 太平で はやり きれぬ 様になって、 ま づ！^ ー內 部から して 

天 保 改革と なる。 改革の 手段 は 多端で あつたが、 其 中の 一 古しい もの は、 ii; 屋 及び^ 榄を 林： A 止し、 

生產 者から 直に 消費者に 物資 を 供給せ しめんと したの も 其 一 つ。 其 口 的と した 所よ^ 益であった 

が、 之に 伴 ふだけ の 交通 及び 金融の 道 は 開く こと を 得 やして、 徒らに！^^ 界を 混亂 せしめた に 終 

つた。 この 爲に大 打擊を 受けた の は、 商工の 町人 階級が しかった。 共 後に 外交 上に も ユ^ 上に 

も、 大變 化が 續發 した 爲に、 久しく 不安の に 過ぎた。 この に 町人の 富 •：： おの^れた ものが 各地 

： んどは 奥 民の 番  g れ 
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方に 幾何 あるか 測り 知れない。 三 井鴻池 乃、 至 日本 橋の 魚 問屋の 粗 山、 今津 など は 稀 有に して 幸 

に 繁榮を 維持した 家で ある。 三 井と 對 立して ゐた小 野 組 も 今 は 昔話と なって しまった。 時代の 影 

響 を 第 一 ^ に 受けた は 町人 階級であった。 

王政復古して 七 年の 問題 は 漸く 解決した。 少く とも 七 百年の 間、 公に は 皇室に 忠勤 を抽 で、 

私に は 貧乏 公家の 嘲を隱 忍して 受 てきた もの は、 犬に 之に 酬 いられて、 特に 篤き 保護 を も 加 へら 

れた。 併し 其 階級 すべてが、 歩調 を 整へ て 共に 時世に 進む こと を 得 やして、 落伍した 者が 少 くな 

い。 華族に 列した 以下の 者に 至って は、 千年 一 一千 年の 忠勤 も {4! しく 水の 泡の 如くな つてし まった。 

稲 氏の 如き は、 紙上に 忠義の 名 を 永く 止めた。 紙上に も 留め 得卞 して、 永續 的の 忠勤の 功が 認めら 

れ なかった もの は 若干 あるか わからぬ。 この 公家が 第 二番に 影響 を 受けた 者。 米、 露、 英、 佛其 

牠が 空砲、 實彈、 海陸より 迫る に 至り、 其 難に 當っ たは 武士階級。 公家で もな く、 町人で もな く 

僧侶で もな く、 水平 社で も 無かった。 武士階級の 中の 小數は 華族と なり、 叉 其 他に 於ても 酬いら 

れ たが、 一般の 士族 階級 は 話に ならぬ。 自ら 進んで 王政復古に カを盡 して、 其 2^ て は 自ら 腹 をき 

ら せられる 事と なった。 最近に は 政友會 に追擊 せられて、 單に殘 つた 名稱 のみで 實 利の 伴 はぬ 士 


族と いふ 族籍まで も剝ぎ 取られん とした。 是が 第三。 

自ら 地 を 耕して 喻ひ、 自ら 井 を 堀って 飮み、 世の 治亂の 外に 超然と して、 祌 代の Si の 素 拨の生 

活を 永く 傳 へて 安穏に 暮 して ゐた農 民 も、 今や 其 耕す 土地の 爲に、 (サ議 を 相互に なすこと k なつ 

てきた。 町人、 公家、 武士と 順番 を經 て、 今度 は 農民 も 文明の 嵐に 吹き まくられる となった。 

天 保 改革 以來、 町人 階級の 受けた 難 は 多大であった。 が 他方に は资 本生義 が 輸入せられ、 所有 

權が 保護せられ、 經濟界 の發達 は、 到底 前代に 見る ことの 出 米ない 盛な m となった。 共 時 述に乘 

じて、 よく 働いた もの は、 昔に は 見られない 偉大な 富 を 有つ こと ともなった。 淀 五郎 も、 錢 

屋 兵衛も 現代なら ば资產 全部 を沒牧 せられる こと は 無い。 

公 {¥ 階級 も 武士階級 も、 時世 を 知り、 人並に 働く もの は、 共 名譽を 保ち、 iti- 財. yi^: を 失 はすして 

繁：！ ：！ してきて ゐる。 並 はづれ て. E 事に かかった もの は 憐れな こと- r なり、 又 遊樂に ふけって、 磡 

かない もの は 落伍した。 

永い 問、 懐手して 年貢 を 取りた て、 驕奢に 耽って ゐた 地主 も、 近 半 目が^め て、 懐から 乎 を 出 

して 自ら 餓を 執らん としてき た。 又小作 人 も、 久しい 間、 地、 王の 溫 iE にも たれ か- -り、 獨 立して 

生活す る 心がけの なかった もの も、 足 もと を かへ りみ て、 草鞋の 絲を 結び す こと- - なった。 

こんど は 農民の 番  s 
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爲に其 業務に ついては、 大 なる 進步を なし、 其 人に ついては 眞の獨 立 自治の 國民 となって、 三 

千年の 被治者の カラ を脫 ぐまでの 時期と なった。 たと へば、 從來 徒らに 人力 を勞 して ゐ たもの が 

機械の 力 を 活用す る やうに なった。 剩餘も 無い くせに 濫り^ 呑んで ゐた 者が、 少し つ^でも 蓄積 

する やうに 變 つてき た。 

經濟が 進歩して、 金 を 運用す ると 土 を 利用す ると は 各^々 に發 達して きた。 よく 1 人で この^ 

方 を 兼ね 得る もの は 無い。 近年 都市の 近傍に は 土 を 金に 換 へて、 幾 百 千年 根の 生えた 如くに 居つ 

いて ゐた 土地 を 離れ、 新に 得た 金 を 運用して、 犬に 一旗 あゆん とした もの は 殆どみ な 不幸に 陷っ 

た。 昔の 西鄕 戰爭、 近くの 日淸、 日露の 戰役 にも 血の 垂 るが 如き 巨額の 金 を 得た 者 も、 よく 之 も 

永く 蓄積し、 乃至 運用し 得た もの は 稀れ である。 都市の 資本家に 吸 ひ 取られて しまったが 普通で 

ある。 たと ひ 113^ 額な 金 を 所有して ゐて も、 農民に あって は 土 を 踏みし めて ゐて こそ 安全で ある。 

1 度 土 を 離れて 後 は、 云 ふに しのびぬ ものと なる。 かの 華族、 士族 ^ 商工 階級に しても、 今^ 榮 

えて ゐる ものと 落伍した ものと を 比べ、 乃至 土地 を 有して ゐる ものと 離れた ものと を 顧る と、 其 

幸と 不幸との 差が 著しく 現 はれる。 火事 を 花とまで 觀てゐ た 東京に 於て 永く 榮 えた 家々 は ノ皆土 

地 を 乎ば なさなかった 故で ある。 


轉 じて 長 野の 事件 を 顧る に、 其 人民の 採った 手段 は、 ^ 感服せられ ない。 爲に 法樣の 動 を：！ 5- 

るに 至， つた は 遺憾ながら 據 ない。 併し 別に 他面より 窺へば、 土^の人々 が 其 土地 を 愛し、 土地の 

繁榮を 深く おも ふの 情 は、 よく 察せられる。 即ち.！ II 己の 地位 を自覺 して 來てゐ る。 勿論、 之 は Bfe 

野の みの 事で はない。 走 馬燈の 如くに 周って 歩く 官吏が、 高い 椅子の 上から ながめた ので は、 七 

着の 人の 情 を 篤と 察しる 事 はむ つかしい。 人民の 自治の 必要 は 之が 爲に 更に 強くなる。 

二月 堂の お 水 取 

前年の. 十二月。 この 月に 入れば 東大寺の 儉侶、 法螺の 練習 を はじめる。 こ、 に 尾 切、 小 ぼ、 水 a 

とい ふ 三 筒の 名 貝が 傳 はって るる。 

十二月 十六 日。 東大寺 開山 良辨 僧正の 忌日。 其鹿にて御水取に勤める愤侶以下の役を{1^-める0  ry^ 

和 上、 大 導師、 呪師、 《n 街 を g 職と いひ、 之 を 重ん や。 共 他 都合 五十 餘 人に 及ぶ。 共 巾の 主な 

る もの を 練 行 衆と 云 ふ。 

二月 十五 日。 新大 導師 はじめ、 始めて 共役 を 勤める もの は、 この 日から 训 火に 入って、 潔齋 をな 
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す。 昔 は 陰暦 正 0: より 別 火に 入る。 今 は 陽暦に て 一 月 遠り の 二月 一 日から はじめる。 

二月 十八 日。 修ニ會 事始。 禮堂 にて 油 量りの 事が 行 はれ、 儀式 中に 用ゐる 油を處 世界の 役の もの 

受取る。 堂 童子^ 火に 入る。 二月 堂の 常 燈の火 を わかちて、 炊事に 用る る。 

二月 十九 日。 廿日。 注 連繩縫 ひ、 ^火坊 にて 九十 把の 注連繩 をつ くる。 十九 日 注連繩 ぬひ を はり 

ての ち、 二十 一 日 御輿の 役 を さだめる。 諸 僧 二十日より^ 火 入り。 佐 保 川の 上流の 水 を 汲み取 

り來 て、 淸 めの 用と する。 

二月 廿 一日。 堂 司 以下^ 火坊を 出で、 上 堂し、 內陣を 開きて 淸め、 又小觀 昔の 厨 司を禮 堂に うつ 

して 淸め、 畢 つて 閉ぢ る。 午後、 練 行 衆、 一 同 別火坊 より 出で X、 手 向山 八幡宮、 大佛 殿、 開 

山 堂 等 を順禮 し、 途中に て 法螺 を 吹く こと 數回、 畢 つて 湯殿に 入る。 玆 にて 《n£ 年參 籠す る 僧の 

名前 を 記載す る。 之 を 交 名と いふ。 堂 司の あいさつが 述べられる。 浴後 上 堂して 參拜。 

二月 廿 三日。 處 世界の もの、 ^火坊 にて 花 をつ くる。 生花の 椿、 南天の 造花。 之 を 儀式 中 本尊に 

供養す る。 又 燈心を そろへ る。 

二月 廿 四日。 三月 一日より 七日までの 間に 供へ る 餅 一千 枚 を この 曰に つくる。 一箇に 米 三 合を耍 

. する。 之 を ts^ とい ふ。 .  , 


二月 卄 五日。 練 行 衆が、 參飽 する 人の 所へ 打 揃って 暇 乞に ゆく。 又 拾 火.^ 稱 へて、 上下と もに 一 

窒に， 弁 食す る。 ，：，.；までみ試^火と11^ふ。 

二月 廿六 n。 昨日まで は、 練 行 衆が 各自に^ 火す る。 今日より は、 一所に みな^って^ 火す る。 

之 を： il^ 火と 稱 へる。 この 際 水 を 取り かへ る。 これより 末日まで、 S は 俄 式の if 備を なし、 朝 

夕は屮 Hll 祓を行 ひ、 夕方 は 法螺貝の 吹き あはせ をな し、 夜 は |£4 明の 練^ を ら はけむ。 

二月 廿 七日。 午後 衣の 祝儀つ 黑 麻の 衣 を 練 行 衆に 引く。  {n 紙子 は 之れ より 前にす べに 各 a につく 

る 0 

二月 廿八 =。 紋日。 各自の 紋を其 用ゐる 葛籠、 はきもの 其 他に、 この 日 貼りつ ける。 救の 歴史に 

^31耍な意味をなす例。 

二月 末日。 香藏 大火 舍を^ 火坊 におき て、 會 中に 用ゐる 器具、 衣服 等 をみ な 悉く 纏 じ、 參籠宿 

所へ はこぶ。 入浴の 後に 法 蝶の 吹き あはせ ありて、 各自と もに 參^ 所に 參り 入る、) 

天狗 寄せ.^ 午後 六 時半、 細 殿に 參 能の 衆 列座し、 呪 師大中 臣の祓 をよ む。 木 守、 手 松 を 取る。 

三パ 一 日" 校戒。 食堂に て、 午前 三時 頃より はじまる。 賓頭盧 尊；^ より 和 上が 戒を うけて、 夫 を 

諸 衆に 校け る。 荒：，；： を 磐と する。 特製の 装裟を かける。 

二月 《„^ のお 水；^  芸 


讀史隨 筆  要ハ 

ー德 火。 授戒 終って 上 堂し 禮堂 にて 堂 直 子 名 は ー德、 火 をき り 出し、 之 を 常燈に 燃す。 この 火 

が 明年の 此の 日まで 不斷 にと ほり、 怫 事の 火の 原と なる。 

六 時の 勤。 一日より 十四日まで 毎日、 日中、 日沒、 初夜、 半夜、 後 夜、 晨 朝の 六回定 つて 儀式が 

行 はれ、 間に も 其 他の 儀式が 行 はれる ことがある。 但し 一 日の 日中の 儀 は、 常 燈を點 じて 後に 

行 はれる。 時 を はかる に 香を燒 く。 之 を 時 香と いふ。 初夜の 式の 後に 神明 帳 をよ み 上る" かの 

小觀 音の 像 は、 一 日より 七日まで は、 東の 正面に 安置す る。 一 一日、 三日、 四日 は 一 日に 同じ。 

三月 五日。 實忠和 上 忌。 二月 堂の 開山で、 良辨儈 正の 弟子。 華嚴 經を讀 誦し、 講座に て 華厳と 法 

華との 問答が 行 はれる" 之 は 初夜 勤行の 前で ある.^ 初夜の 後に 過去帳 を讀 む。 後 夜の 勤行の 前 

に 走りの 行 法が 行な はれる。 松明 をと ほし、 盛に 行 道 をな す。 六日、 七 111、 及び 十二、 十三、 

十四日 同斷。 八日 以後に 供へ る 餅 一 千 枚 を この 日に つくる。 

三月 六 口" 後 夜の 勤行の 後に 走りの 行 法" 五日と 同じ。  ： 

三月 七日. - 日沒の 勤行の 後に、 小觀 音を裘 面より 禮 堂の 北側 南 向に、 r つす。 後 夜の 勤行の 前に、 

六日の 如く 走りの 行 法。 後 夜の 勤行の 中頃より 外陣北 正面に 小觀 音を遷 し、 更に 東 を 通りて 南 

へう つし、 外陣南 正面より 內陣 にう つす。 


三月 八日。 曰沒の 勤行の 後に 牛 王の 札 を 招る。 この こと、 八日、 九日、 十日 も同斷 ^ 十 一 日 は 六 

時り 勤行の み. - 

三月 十二 日. - 初夜の 勤行の 後に 過去帳 をよ む。 後 夜の 前に 走りの 行 法。 松明。 巨大なる 松明 十 

二 本 を献げ る、 - 頗る 壯觀。 初夜 を 報す る 時から この 事 はじまる。 御水 取。 若狹 井の 水 を 汲みて 

香水と する" この 式 は 後 夜の 勤行の 半、 卽ち 十三 日の 午前 二 時 より 行 はれる。 建 陀の 妙法。 

後 夜の 後に 巨大の 松明 を 供養す る。 之 も 亦 壯觀を 極める。 

三月 十三 日. - 走りの 行 法、 達陀の 妙法が 行 はれる。 

三月 十四日。 走りの 行 法、 達陀の 妙法が 行 はれる。 

三月 十五 日。 晨 朝の 行 法の 後に、 装飾 を撤 して 事畢 る。 常燈 のみ は 永く か やく。 

淫 槃講。 釋 尊の ねはんの 日に て、 其 儀式 を 行 はれる。 淫獎 經を讀 誦し、 講座に て 問答 を 行な ふ。 

夫 は 午前 二 時の 事で、 最も 靜 かにお こな はれる り 最後に 灌頂、 護摩の 儀が 行 はれる。 

此の 儀式 をお 水 取りと 云 ふ は 俗稱。 寺に て は 修ニ會 とい ふ。 二月 堂の 名 もこれ からお こる。 

陽 磨に て 今 は 三月と なった。 天平 勝寳四 年から 初 まって、 今な ほ變 りなく 行 はれて ゐる. - ^侶の 

行住座臥 は 小乘戒 による。 信仰 は 神佛を 綜合して ゐる。 佛敎 の敎義 上に て は 顯密の 未だ 分化し な 

二月 堂のお 水 取  .  n 七 
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い 前の 作法 や 行って るる。 歷 史的に 云へば 大阪の 四天王 寺の 聖靈會 と 此の 修 1 1 會が 古くから 今 ま 

で變 りなく 行 はれて ゐる。 東 寺の 後 七日 は 場所が 違って ゐる。 興 福 寺の 維摩 會、 太 極 殿の 御 齋會な 

ど は 絶えた 。延 15 寺 S 六月 會、 霜月 會も行 はれて はるる が變 つた。 總て 儀式 は 維持、 永鑌が 困難で 

ある。 夫が 今に か はらぬ は、 亦 珍ら しく も 尊い こと。 日本の 文化の 中心 は、 どうしても 大和 國に 

ある" 大和 を 知らねば、 何事 も わからない。 大和に 傳 はった 古儀の 重なる もの- r 1 が 此修ー 一 きで 

ある。 (昭和 二、 一ーー 月 一 日日 本 及 日本人) 

和 紙 

九 尺五寸 四方の 紙。 四疊 半の 座敷よりも 少し 廣ぃ ほどの 紙が、 此度土 佐で 出來る 由。 之れ は 明 

治 神宮の 綺畫 館に 用ゐら れる爲 めに、 榛原 商店より 特に 注文せられ たので ある。 

從 來ニ疊 敷 程度の 廣 さの もの はあった が、 前述の 如き もの は、 和紙と して は 始めて ある。 

紙 は 支那の 後 漢時代に 發 明せられ たと 傳 はって ゐる。 夫が 朝鮮に 傳 はり、 我 國へ其 製法の 傳は 

つた は 推 十 ：！ 天皇の 御代。 之 は 國史に 明文の ある ことで 動かない。 其 現品 は 早くより 來てゐ たが、 


最初の 事 はわから ぬ。 王 仁が 傳 へた 論語、 千 字 文 は 紙に 書いて あった ものと 察せられる。 六 朝 時 

代の 年號の ある 經文 などが 現存して ゐ るから、 千 三百 年 以上 古い もの も 今に 於て 見られる。 共以 

後の ものと なると 多く 遣って ゐる。 

其 原料に ついて 云へば、 麻と 楮 とがん ぴ と先づ 三種が 多い。 植紙は 一名み ちの く 紙と 云って、 

昔の 陸 奥の ャぽで あつたが、 何 を 原料 としたか 明かで ない。 今の 植 紙と 云 ふ は楮を 用る る。 三乂を 

原料と する 事 も 古から うが、 之 を 盛に 川 ゐ、 之に よって 良！：； の 紙み. - 製す るゃラ になった は 近年の 

事で ある。 近頃 は マ ユラの 麻が 盛に 用 ゐられ る ことと なった。 これらの 原料に 更に 土 其 他 を浞じ 

る 事 もす でに 奈良 朝に 行 はれて ゐ た。 

漉き かたに ついて みるに、 麻、 格な どの もの は 竹の 贅を 以てすき、 其 目が 存 して ゐる。 がんび 

を 原料と した もの は 古くから 贅を用 ゐゃ紗 を 用 ゐてゐ る。 贅 を用ゐ たもの は 左右 上下の 仲 縮の 度 

が異 るに よって、 印刷用と して は 適しない。 もし 奉 IT か紗 すきで 出來 ると、 印刷^に：^^も妙でぁ 

る。 紋 紙と 稱 へて 紋様 をす き 出した もの は、 紙幣の 爲に始 つたと 云 ふが、 子 紙な どに. 昔から 

ある 0 

紙の 類 は實に 多い。 主として は、 用ゐる 目的に よって 多くな つたと 思 はれる。 原 來乎鹏 であ 

和  紙  0 
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る 故に 少量で も 製す るに 難くない。 厚くて 特殊の 方法 を 用る たは 紙幣 用の もの。 薄く して 精巧 

な もの は 是燈を 1^ る もの。 煙火の ふくれ ものに 用ゐる もの。 形の 廣 いは 畫を 描く 爲の もの。 古く 

雪 村 は 下野の 那須で 特殊の 紙 をす かせた。 近年 雅邦 紙と いふ も 出来た。 

反故 を 裏が へしに して 使用す る こと は 古くより 廣く行 はれた。 之 を 宗敎的 意味に 用ゐ て、 經文 

を 書いて 故人の 冥福 を 祈る とい ふ 事が 盛に なり、 其 反故に 加工して 装飾 を 添へ、 或は 全くす き 直 

した も ある。 反故で 故人の 肖像 を 張る とい ふこと も 行 はれ、 大 原の 寂光院 の建禮 門院の 御 像 も 夫 

れ である。 

江戸の 御城へ 全國の 社寺から 献る 神佛の 御札 は 夥しい 量で あつたが、 毎年す- - はきに 之 を 取り 

下け て、 音 羽の 護國 寺に 下 けられる。 其 寺で 發 遣の 法と 云 ふ を 行って、 祌靈を 除き、 單 なる 物質 

とし、 紙 屑屋へ 賣 はら はれた。 夫が 音 羽の 地に 紙す きの 始 つた 緣起。 

薄墨 紙と 云 ふ は、 昔の 御所の すきが へしの 事。 朝廷の 反故 は、 外部へ 出しが たき 事 を 書いた も 

のが ある 故に、 官設の 紙屋に てすき 直させて、 再び 用ゐる 例と なって ゐて、 慶應 末まで 行 はれて 

ゐた。 紙屋 川と 云 ふ 川の 名が 殘 つて ゐる。 今 は宮內 省で も、 賀表な どに 御 覽濟と 云 ふ 長方形の 朱 

印 を 押した ま- -紙 屑屋 へ 拂下 ゆられる。 貴顯の 自筆に 姓名 を 記した もの 、世に 流布して ゐる は、. 


夫から 切 取った もの。 故紙 を 大切に する こと は、 上方 地方が 特に 發逹 して ゐる。 之 だけ は 世界に 

またと 類が 無から う。 上方の 經濟 思想 は 故紙に よりて 先づ 訓練 せられる。 

共 製 産地と して は、 土 佐が 進んで ゐる。 舊藩 時代に 大に獎 鋤した 故で ある。 半紙 を 叫 枚 分 一度 

にす くこと も 土 佐から はじまる。 越 前 は 奉書 や 鳥の 子の 精 良なる 紙 を 以て 十 n 來 11 えて ゐる。 攝 

の 名 墮の地 は、 まにあ ひ 紙と 云 ふ 泥 を 入れた 紙 及び 襖 紙 を 製す る。 ^：：！の子紙は常^！の，に！の子と云 

ふ 産地の 名に よって 紙の 名と なった と 云 ふ說も ある。 普通 は 卵色の 紙の 意と 云 ふ。 美 濃 も 紙の 産 

地と して 十：： 來 有名に なって をる。 但し 美 濃 紙と 云 ふ 詞は共 の！： に は 無い。 他 地方に て 呼ぶ；！ であ 

る。 長 良 川の 上流、 今の 突 濃 町、 舊名上 有 知 rnl ズチ) 地方に て 盛に つくる。 共の 大 il 屋 はもと 

大矢 W 村と 云 ふに あった。 例の 天 保 改革に よって 之れ もー變 した。 

紙の 製法 を-朝鮮から 我國に はじめて 傳へ たは ft 徴と 云ふ儉 である。 各地 方に 腐め たは 誰か 明か 

でない。 其 屮笑 濃へ は 大矢田 命と いふ 人が 5^ へたと 思 はれる。 其： S 所が 大矢 m 村で、 夫 を 後に 祀 

つた 祌が大 矢 田の 祌社。 中世 之に 牛 頭 天皇 を 合祀して、 俗に 天 王と 稱 へる。 其. M 史に 基いて：：； M く 

其 村に 專資權 を 有して ゐた。 近 I 大矢 田の 祌社を 天 右 彥を祀 つた ものと して、 ぉ說 となって ゐ 

る。 大矢田 命の 事 は 全く 忘れられて ゐる。 其 弟の 武義 命を祀 つたが IKi 谷の 八幡で あらう と^は 
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れる。 姓氏 錄參 照。 

織物に 織 色と 染色と あるが 如くに、 紙に もす く 時に 色 をつ けた ものと、 すき 上 ゆて •  後に 染めた 

ものと ある。 更に 之に 加工す る 方法 も 限りなく 多い。 其 精巧なる は宗敎 上の 儀式に 用ゐ たもの が 

優れて ゐる。 經師 によりて 之 は 加工 せられた。 

紙の 用途 は 極めて 多い。 之 を 以て 大砲 を 張った と 云 ふこと も ある。 一般に 廣く行 はれた は 衣服 

の 料であった。 古く は 楮ゃ麻 を 織って 衣服に した ものが、 楮は 一 且紙 にして 衣服と する ことと な 

つた。 謂 は ゆる 紙子が 夫で ある。 通^ は 紙子に 漉 を 引く。 白紙 子 は ジブ を 引かぬ もの。 紀 州の 根來 

が 紙子の 產地 として は 有名であった。 、江戸に て は 紙の 夜具が 廣く行 はれて ゐた。 綿の 代りに ワラ 

を 入れ、 之 を天德 寺と 名 づけた。 語源の 意味 は 明に 知らぬ。 木綿 織が 盛に なって 紙子 は衰 へた。 

奥州 白 石產の 紙子 は、 紙 を 燃って 糸に して 横に 織り 入れた もの。 縦 は 招 糸 を用ゐ る。 

朝鮮に は 猪 紙に して 和紙に まさる ものが ある。 尤も 王室への 貢物に した もの- - 由で、 質に 於て 

優れ、 形 も 大きい。 且つ 加工して 皮の 如くみ える も ある。  一 


之 は、 其 大事 業の..^. 十 年 を 目 出た く 仕遂げた を 記念し、 更に 盡末來 際までの 繁 ITn を祝喊 して 

公に せられた もの。 銀行と して は 五十 年。 其 前身 兩替 店の 昔の事から、 順序 を 追って 述べて ある 

から、 眞に三 井 銀行の 發達史 たると 共に、 一面に は 日本の 金融^ を 示して ゐる。 卷 末に ハ 4 表 並に 

八 M 资會社 時代と 株式 <|1 社 時代との 成績表が 添って るる。 其の 紙に 輕 いもの を 使 川せられ たのが 特 

に宜 い。 この 專は 古くから わかりきつ てるて、 實は 世に 行 はれない。 洋紙 は 目方に おって 一 II-IIlz: し 

目方の 重い ものが 善良な りと、 一 11 に 素人が 敎へ 込れ てるて、， 寄 物で も 目方の 輕 いのは 悅 ばれな 

い。 靈 いのは 泥 を 多く まぜた もの。 其の 泥の 爲に 第一 運送^が 高くなる。 t^l 取扱が 不便。 第三 

損じ 易い。 第 四 多量に 書物 を牧藏 する 所では 建築 费 にまで 迷惑 を かける。 もし 此 五十 ハ牛史 の 如き 

輕ぃ 本のみ となれば、 一年に ず 一 額の 運送費の ムダが 無くなり、 小包 郵便の 能率 も あがる。 製紙業、 

出版 棄に 於て、 此惡弊 を 早く 改めさせたい 事で ある。 夫に は 之が よき 手本 を 示した 窜 になる。 

東洋の 歷史は 孔子の 卷秋を 元祖と し、 其 子孫と も 云 ふべき 大 日本史、 日本 外史で も、 儘 敎の倫 
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理の 理論 を專實 に 於て 證 明し 批判 するとい ふが 主意に なって ゐて、 實 生活に 觸れる は 寧ろ 末の 事 

となって ゐる。 支那の 帝王、 王 義の宣 傳の爲 とも 見べき もの。 日本 外史の 如き は、 飯 も 食 はや、 茶 

も吞 ますに チャン チヤ ンバ ラ くと 毎日 國 民が 戰 ばかりし てるた やうに 書いて ゐる。 富國强 兵と 

い ふ 事が 明治 以後 國 是 としてもて はやされる 事に なって、 卽ち經 濟史も 顧ら れる やうに なった。 

明治 二十 年頃 か、 故 横 井 時 冬 氏が 早稻 m 專門擧 校の 卒業論文 として、 不動 -t: 沿革 史と いふ を 書 

かれ、 之 を 氏の 出世作と して、 高等 商業の 敎授 となり、 商人 鑑等を 著 はされ たが、 如何にも 資料 

を 得る に 困難であった 事が 現 はれて ゐる。 

近年 各地に 經濟史 の 研究者が 多くな つて、 有益な 論文が し^りに あら はれる。 其 多く は 斷簡、 

零篇を 巧に 取扱って 冊に なした もので、 やはり 资料 採集の 困難が まづ現 はれて るる。 

或は 德川 時代の 經濟の 意見 を 書いた もの を 挺め ると いふ 事 も 行 はれて ゐる。 是らの 昔の 論と い 

ふ は、 支那の 經濟說 乃至 儒家の 何 ぞ利を 云 はんやな どい ふ 主義 を燒き 直した ものが 多く、 著作と 

して は 今に 俥って ゐ るが、 其 昔に 於て は 腐儒の 寢言 として 實地 家から は 殆ど 顧ら れ なかった 者が 

多い。 實地 家の 方面で は 幕府の 老中の 中の 勝手 掛と云 ふが、 今の 大藏 大臣に 當る" 其 下に 相 當の組 

織が 立って ゐて、 賄赂を 取らぬ と 云 ふで もない。 官物を 横領す る 者が 無かった では 決してない。 


併し、 海 で 飯が 食べられない 爲に 死んだ とか、 殺した とか、 殺された とかい ふ. k: は 殆どな かつ 

た。 尤も 饑飢年 は 別。 衣食住、 殊に 喰 ふとい ふ 事 だけ は 妙に 安定して ゐた。 a つ 商人 を 除て は t 

農工と もに 家名が 永續 してきた。 そこに 太平 政策の 妙 を た。 堯舜の 世で も是 程に は 至らな かつ 

たで あらう と 迄、 儒者な ど 心 潜に 党んでも ゐ た。 

幕 I 肘 瓦解の 際に、 其樞 要の 蛮| 類 は 無くなって、 新 政府へ は 勿論 引つ がれなかった。 次に 皇城 火ん 

上の をり に、 太 政官の 修史 局で、 他の 史料と 共に 燒 けた。 又大藏 ^N;: の 介 成の 火災で、 地租 改正に 

關 する 訴願の 幾 萬 通の 書類、 小 田 又藏の 調^ 書類、 其 他の 記錄も 共に 無くなった。 震災で 大藏^ 

帝 大所 藏の ものが 更に 無くなった。 これらに は、 今や 殆ど. 再び 得られな いものが 多い。 大藏ハ で 

は、 租 稅史、 ra 制史、 貨幣 史 などと いふ 大， の ものが 編！ f せられた が、 资料を 紫め た 程您の もの 

で 研究に はなって ゐ ない。 

三百の 諸 大名 は、 各 一 ケ國の 意味 をな して ゐた。 ：$： 獨 立して 經濟 組織 をな して ゐた。 大名 

に 於て、 殊に 特色 を覺 える ものが 多い。 これらに はな ほ 多量の 經濟の 記 錄も殘 つて ゐ る 由で まあ 

るが 他に 副本 はない。 且つ n: 々に 滅びつ. >r ある は吳々 も殘 念な こと。 何とかして 保；：^ の； を 立 

て、 且つ 副本 をまづ 取りたい ものである。 名 古 屋市史 にも、 尾 州 の 財政の 記載が、 ^しく 贫： 

三 井 銀行 五十 年 5,- 
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で、 なって ゐ ない。 御三家の 隨 一として 天下の 戰略耍 地 を 占めて、 之 を 守り、 之をュ 〔める につい 

ての 財政 的 基礎 は 偉大に して 確實 なる ものであった。 巿史の 記載で は 見る かゆ もない。 慕 下ゃ陪 

臣の 中に も、 特色 をな した ものが あるが、 事が 小く 關 係が 狭い。 

他に は 寺社に 有力な ものが あり、 又 特色 を 有った ものが ある。 上野 宫の御 府庫 金な ど は 尤も 信 

用の 篤き 金融業であった C 商人 は 概して 盛衰の 多かった 事 は 三 井家の 先代の 著、 町人 後見 錄 にも 

記されて ゐる 通り。 東京に も 三百 年 以上 榮 えて ゐる家 も今猶 あるが. 記錄は 名物 火災の 爲 に淺ら 

なかった。 地方の 富豪に は往々 保存 せられて ゐる事 を 聞く が、 發 表せられ たもの は 殆ど 無い。 之 

は殘 念な こと。 

三 井家 は、 南北朝時代から 歴史に 名が 遣って ゐる 程の 古い 家筋で、 記錄も 多く 存 して ゐる由 0 

其 調 木 I に 掛られ たは 横 井 時 冬 氏の 在世の 時で、 氏 は、 この 五十 年史の 序文に 見えて ゐる 通りに、 

三 井の 發達史 は卽ち 一面 日本の 金融 史 である。 三 井家の 私の 事蹟な 調亮 すると 共に、 且 n 家の 公 

の事資 を も 研究した いとい ふ 意見で 關 係せられ てゐ たが、 ： ^〈時 三 井家で 用 ゐられ なかった を殘念 

がって ゐられ た。 其の後 調 杏の 事業 は 進歩して、 かの 後見 錄共 他出 版に なった もの も 種々 ある 由。 

夫 は 男爵 家の 業で あらう が、 之 を 銀行の 方へ 受けつ いで、 此 度の 百 萬 圓の調 事業の 一部分と し. 


て發 表せられて はどう か、 夫に よりて 三 井 系の 信用 を も 加へ、 世の 研究者に も (化 を與 へる e 

從來め 斷簡、 零篇の 外に、 か、 る w 犬な. まとまった 资料を 加へ る は、 零細な 端た 錢 を^め てる 

ると ころへ lli 一 額の 預金 を 受けた が 如き もの。 夫 を確資 に運轉 する が 如く、 かの 研究 *; をして、 自 

.3 に 攻究され たなら ば、 其の 效 5^ の大 にして 確實 なる は 云 ふまで も 無い。 それだけの もの を 徒に 

死藏 して 置く が名譽 でもな からう。 

立 都の 伎 

樂 1K の 新 樂府の 中には、 唐 時代の 音 樂の事 を 詠 じた ものが 數篇 ある。 七德舞 ，法 曲， 華 5^15、 

立 It 伎、 胡旋 女、 五絃 i ；、 標！： 樂等 である。 其 中の 立 部 伎に 云って ある ことが、 我が 能樂 の^^ 

にい さ- "かなが ら關 係が ある と 思 はれる。 次に まづ 其 全篇 を 示す と、 

立！ S の 伎、 II 笛 かまび す，， 太 常の 部 伎 等級 もり 0 

双^ 舞 はし 七 丸ん、 おどらず 0  堂上の もの は 坐し 堂 下の もの は 立つ 0 

m: 索 をた わめ 县竿 > ^ふる ふ。  堂上の 坐 部は篮 歌す めり, 

立 部： K  六 七 
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€;^下の立部は^|笛かまびすし0 

脚 歌 一 聲衆 耳.^ そば だつ。 

笛 萬 曲 人の 聽く なし。 

立 部 は^しく 坐 部 は 貴し 0 

坐 部！？，！ けられて 立 部の 伎と なる。 

皴 擊ち 笛.^ 吹 さて 雑戯に 和す。 

立 ，#も まれ 退けられて 何の 任 へれる か ある。 

始 は樂懸 にっきて 雅首を あや つ る。 


雅音 すたれ やぶれて 1 -」、  >、 に 至る 0 

長く なん. ちが 輩.， ^してせ 3 徵.^ - 調べし む。 

圓丘 后土郊 IS の s.。 

曰く 此の 樂, 卞 W て 祌祗. ^感ビ しめんと 思 ふと。 

鳳 來リ百 獸の舞 はん- r ク 小れ がふ。 

何ぞ轘 1^ 北に して 楚に 行ん とする に異 らん や。 

ェ 師愚賤 にして 安ぞ云 ふに 足らん や。 

太 常 の 三 痼な ん •  ち 何人 ぞ や 0 


この 樂府の 章句の 中に、 「舞 双 劎跳七 丸」 と ある は、 我 國に傳 はって ゐる 田樂の 中の 「刀 玉」 と 

云 ふ ものと 同じと 思 はれる。 刀 玉の 曲 は、 現在の 奈 良の 赛 日の 若宮の おんまつ りに は 行って ゐな 

い。 た^ 田樂 法師が 行列に ならぶ だけで、 祌肪 でも 敬禮 をな すの みで、 m 樂 としての 藝能 はなさ 

ない。 其 祭の 古き 圖には 法師が 刀と 玉 を 弄んで ゐる 所作が 書いて ある。 少納言 信 西所傳 とい ふ 古 

樂の圆 の 中に も ある。 其 中には 獅子舞な どもみ える。 この 信 西の 圖と正 倉院の 弓に 描いて ある 樂 

の 圆とは 服装 も 所作 も 頗るよ く 似て ゐる。 蓋し 同 系統の もの を 描いた ので あらう。 ニ圖の 中に 共 

に 「溺巨 索掉長 竿」 とい ふ 趣の もの も 見える。 夫 等に よって 考へ ると、 立 部 伎の 有様 を ゑが いた 


ものと おも はれる。 田 樂の刀 玉 も 立 部の 双劍七 丸の わざから 傳 はった こど. - 察せられる。 獅子舞 

も 遠く は アツ シリャ から 来たので あらう が、 日本へ は 唐の 立 部 伎から 傳 へたので ある。 

更に 轉 じて 雅樂の 方の 事を考 へて みるに、 今 現に 宫. s: お、 奈良 などに 行 はれて ゐる は、 平安朝 

以來數 回に 整现 せられた もので、 -外 阈傅來 のま &の もので は 無い。 詠と いふうた ひもの は 絶え 

た。 樂器も 絡え たもの があって 種類が 減少して ゐ る。 舞 人 も 一 つの 曲に 四 人の ものが 多い 方で あ 

る。 古 は 六 人 舞、 夫れ よりも 多き もあった. so 立 琴の 如き、 正倉院 には赏 物が 存 して をり、 信 西 

の圖 などに もみえ てゐ るが、 用ゐ なくなって 年 久しい。  ， 

もし 朝鮮に 傳 はって ゐる 骓樂に 就いて 考 へる と、 日本の 現存の ものよりも 支那の 古代のに 近い 

趣が あって、 日本に 絶えた 樂器 をな ほ 用ゐて をり、 舞 人の 數の衆 いのも 存じて をる 山。 口 本、 朝 

ii に 傅 はった 雅樂义 は 舞 樂と稱 する もの は、 i5 の 代の 坐 部の 伎から 多く 系統 を 引いて ゐ ると おも 

はれる。 「堂 JJ 坐部笙 歌淸」 と ある 笙 一は、 雅樂 のみに 用 ゐる樂 器で ある。 大喪 令に は 樂と あるが 

夫で あらう。 令に は 別に 雜樂と 云 ふが ある。 之が 立 部の 伎に あたる ので あらう。 外に 高 魔樂、 新 

羅 樂* 百 濟樂、 伎樂又 吳樂が ある。 腰鈹は 吳樂の もの i 趣が みえる。 此腿鼓 は 今 は雅樂 にも あり、 

能樂 にも 用 ゐてゐ る。 

立 伎 部  ^ 
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原來 支那 は、 廣大な 領土 を 占め、 多數の 異人 種 を 包含し、 ィャ でも 南蠻、 北狄、 西戎、 東夷と 

交 はらねば ならぬ。 故に 大國を 治む る こと 小鮮を 煮る がごと しとい ふ を！： 是 の傳統 として、 コセ 

コ セ した こと は ばす、 行 はや、 行 はんとしても 行 はれな い。 禮と樂 と を 以て 治める と 云 ふこと に 

なって ゐる。 禮は 規律の ことで ある" 樂は 音樂で 人の 感情 を 和 ゆる を 主と する 。多数の 異人 種が、 

ある 規律 を， H.; として 感情 を 和ら ゆると ころに 治 11 平 天下が ある。 

天體 を崇拜 し、 天體と 人事と 深き 關係を 有する 物と 云 ふ舉を 篤く 信じて みる。 、王 權者は の 命 

を 受けて 其 地位に つく。 人力の 及ぶ ところではない。 天 を 祀るを 其 職と する。 天 を祀れ ば、 天の 

德に 感化され て 治國平 天下で あると 信じる。 天體の 中に て 動かぬ とい ふ 北辰 を 以て 主權 者に なぞ 

らへ、 其 他 を 以て、 大臣 百宦、 人民に なぞらへ てるる。 一天 萬乘の 君と 云 ひ、 1K に 二日な く國に 

二王な しとい ふこと を 信じて るる。 他に 如何なる 國 があって も、 夫 は 天然に 一等 も 二等 も 降って 

ゐる外 夷、 外蕃 とし、 自 國 をば 中華、 中國、 神州と かたく 信じ、 キ； 權者は 單にー 人の みのもので 

北辰の 動かざる が 如き ものと して ゐる。 n^: 拱して 治る と 云 ふ。 衣服 を 垂れて 着て、 手 を こまぬ 

き、 ジッ として ゐ ると 夫で 治國平 天下に 至る ものと 信じて ゐる。 夫 を 致し 得ない もの は、 生權者 

たる 德 なく、 天の 命 を 受けて ゐな いものと 信じる。 土俗 的 信仰と して は 太古から 如此。 


かやうな 心 もちで、 外 蕃* 外 夷の 文化 は、 何でも 遠慮なく 淸濁 みな 悉ぐ 取り入れる だけの 大度 

量 を 有って をる。 かの 新樂府 にみ えて ゐる 昔樂 にしても、 胡 旋女は 束 南 地方の 康 居と 云ふ國 から 傳 

へた。 之 は 楊貴妃 ゃ安祿 山が 好んで おどった ダンスで ある。 左 旋右轉 して 疲 る- - こと を 知らす と 

形容して ある。 驃國樂 は、 大海の 西南の 角から 出た と 云って ある T 玉 蝶 一 たび 吹いて 推 髮錄ゅ U 

銅鈹 千た び擊 ちて 文身お どる」 と 云って ある。 かの 好古 擧 者の 中で 問题 になって ゐる 蛙の かざり 

の 付いた 銅鈹、 俗に 諸葛孔 明の 南蠻 征伐に 用ゐ しと 云 ふ もの は、 この 騾國の ものである。 法 曲に 

ついては、 「法 曲 法 曲 夷 歌に 合す。 夷聲 は邪亂 にして 華聲は 和な り」 と 云って ある。 樂： M、 舞踊が 

其 ま k に傳 はった も あり、 音律の 混和した も ある。 玄继 三藏の 西域 記卷 五に よるに、 秦王破 陣樂が 

印度に 俾 はって ゐ たこと がみえ る 0 束の 方 日本、 朝鮮に 傳 はった 如くに、 西の方 西域、 印度に も 

傳 はった ので ある。 なほ 云へば 唐の 都、 長 安、 洛陽 は、 當 時の 亞細 大陸の 文化の 大 市場で あつ 

て、 四方八方の 文化が 一 旦 こ- -に 集り、 更に こ-から 散 じた。 音 樂も其 集散した もの i 1 であつ 

た。 其 中の 支那に 古くから 行 はれて ゐ るを雅 音、 雅樂 として、 夫が 堂上の 坐 部と して 中；" ばれ、 外 

國 から 新しく 來 たもの などが、 堂 下の 立 部と して いやしめられて ゐ たので あらう。 獅子舞な ど は 

立 部の 方に ある。 

立 部 伎  き 
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音樂と 政治と 互に 深き 關 係の ある を 信じ、 治國平 天下の 爲に、 音樂 について は大に カを盡 した 

ことが みえて ゐ る。 七德の 舞に 付いて は、 「しかして より 一 百 九十 載 。天下 今に 至る まで 之 を 歌 

舞す 。七德 をうた ひ 七 德を舞 ふ。 聖人 なすこと ありて 極に 垂る。 豈た ^ 祌武 を耀 すの みならん 

や。 豈た f 聖文に ほこる のみな らん や。 太 宗の意 王 業を陳 する にあり。 王 業の 艱難 を 子孫に 示さ 

ん とすと なり」 と ある。 唐の 天下 を 取った 偉業 は 文に 書き、 國史に 載せ、 碑石に 彫り、 殿堂に 描 

き、 且つ 音樂 にもして 傳 へたので ある。 其 秦王破 陣樂は 印度にまで 行 はれて、 印度の ある 國の王 

が、 玄 群に 告げた 詞に 「甞て 摩 訶至那 國に秦 王 天子 (太 宗) ゐ ますこと を閒 く。 云々。 みな 秦王 

破陣樂 をうた ふ。 其骓 頌を閒 くこと 久し。 盛德の ほまれ まことに 之 あるかな」 と 云って ゐる。 勞 

農露國 の宣傳 より は 成る ほど 良く やって る。 音 樂で德 を宣傳 させて るる。 叉 法 曲に ついては、 「法 

曲 は 本より 華 風な り。 苟も 能く 音と 政と 通す る こと を審 にす。 一た び 胡 曲と 相參錯 してより、 與 

衰 と哀樂 とを辨 へす。 願 はくば 牙 藤 を 求めて 華 音 を 正し 夷 夏 相 交 侵せし めざらん」 と 云って ゐ 

る。 華原磬 についても 「始めて 知りぬ、 樂と 時の 政と 通す る を。 豈に鏗 錚を聽 くの みならん や」、 

と ある 0 

胡 旅 女に ついては 「これより 地軸； 大維轉 す。 五十 年来 制すれ ども やます、 胡旋女 空しく 舞 ふ， 1 


とな かれ。 しはく この 歌を唱 へて 明主 を 悟らし めん」 と 云 ひ、 之から 安 祿山楊 贵妃の 一 件の 起 

つたこと が 云って ある。 近頃の ダンス 騒ぎと 同一で ある。 五 絞彈の 中には 雅 昔の ことが 云って 

ある。 一之 を聽 きて 覺ぇ f, 心 平和な り」 と。 あらゆる 文化 を 受け入れても 帝王 主義に 叶 ふ ものと、 

叶 はぬ ものと を 差別す る 必要 も あり、 自ら 取捨せられ ると ころもあって、 坐 部、 立 部の 等級 を も 

立てられた。 

立 部 は 庭 上で やった ものであるが、 庭 上に て やる こと は、 原始的の ことで 世界 各！： 何^に も あ 

る。 日本の 昔の 力 V ヒ、 歌 垣、 今の 盆 踊、 六齋 念佛、 題目 踊、 獅子 まひ、 大祌樂 など 庭 上で やる 

ものが 極めて 多い。 奈 良の 薪の 能、 若宮のお 祭の 翁 舞 其 他、 こ S 原始的の 系統 をう けて^ 上で 行 

ふと も みられる。 叉 立 部 伎の 系統 を 引いた こと も 幾分 は あらう とお も はれる。 

盆 踊な ど 曰 本 在來の もの は、 踊る ときに 足 を 地上に スリ ながら はこぶ。 スリ あしで ある。 能樂 

舞樂 とも スリ あしが 多く ある。 西洋の は フミ あしが 多い。 足 を フミて 拍子 をと る。 この 足 をフム 

とスル とが 東西の 舞踊の 根本的 相違と 云 ふ 人 も ある。 舞樂 にも 足 をフム こと は あるが、 爪先で 昔 

をせ ぬ 程度に フム。 能樂 はこと さらに 音 を ひぐ かす やうに フム。 其爲に 舞臺の 構造に も 特殊の 方 

法が 加へ て ある。 能樂の 此の フミ 足 は 日本の 創作 か。 他より 入った のか。 胡 旋女又 立 部の 伎 は、 ， 
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フミ 足 か、 スリ足 か 今 あきらかに はしらぬ。 

筆が 餘談 にな がれて 長くな りすぎ たが、 大耍 次の 如き こと を 曾 ひたいの である。 

支那の 唐の 代に 坐 部の 伎と、 立 部の 伎と あった。 其 坐 部の 伎が 日本に 傳 はって 雅樂 となった。 

立 部の 伎が 傳 はって、 散樂、 猿樂、 田 樂.' 獅子舞な どに なった。 輕 わざ、 手品な ど 云 ふ ものに も 

立 部の 系統が あるかと おも はれる。 なほこの こと は、 これよりも 詳しくす る 道 は あるが、 今 は 手 

がと きかね るに つき、 この 不完全な もの. >- ま X に 筆 を さしおく。 〔大正 十四 年 1 二月、 曲^〕 

漢字の 文化の 偉大 

當て字 は 假名で 書いた がよ いと、 文部省の 國 語調 查會で 議決 せられた 由。 In^ 額の 圃帑を 費し、 

多年の 勞を 重ねて 得た 所。 兒童 もこれ だけ は原來 知って 實 行して ゐる。 大人 はかへ つて 黉 行が 困 

難。 御 役所に 於て 特に 然り。 詔勅、 法規 中の 當字 は、 文部大臣 でも 其：^ 議を 直に霄 行 はせられ な 

い。 1： 帑は签 しく 費して、 効 Ei- は 永く 現 はれぬ。 よし 貲行 をしても 利益がない。 

漢字 は 其 名稱の 如く、 漢土の 語 を 寫す爲 に 起り、 又發 達した もの。 支那 語に は 語尾 變 化が 11, 


い。 故に 語尾 變 化の ある 語 を、 寫 すに は 便利で ない。 日本語 は 語尾： i 化が あるから、 漢字 其 ま i 

で 使用せられ ない。 抑 其 昔 王 仁が 論語 千 字 文 を 持って 我 國に來 た 時から、 漢字 を 如何に 使用した 

らば 宜しき かと 云 ふ 問題が 始り、 今日まで 繼鑌 して ゐて 然も；^ しない。 根本が 違 ふ 故で ある。 

此 頃の 流行語 を假 りて 云へば、 漢字と 日本語との 鬪 爭が繼 緩した。 其^ 架 カナと いふ もの を發明 

して 調節 はした が、 調節し きれぬ 部分が ある。 又 漢字と は 性質の 異 つた 梵字が、 はやく 傅 はった 

が、 一般に は 通用す るに 至ら やして 今に 至った。 漢字 は、 支那の 太古に 聖ん が^め て 製した と傳 

はって ゐ るが、 事實の 詳細 は 今 はわから ぬ。 今糙に 遡られる は 殷の世 迄で ある。 殷の 都の 跡 か 

ら、 近年 獸 骨に 文字 を 彫りつ けた ものが 澤 山に 發 掘せられ.' 之に よって 漢字 S 歴史 は 犬に 明かに 

なって、 前人の 未だ 知らなかった ことが 發 明せられ た。 

殷 から 周、 秦、 漢 を經、 廣に 至って 今の 楷行 草の 形 は 大略 出來 上った。 北ハ W きかた は 次第に：：^ 

くな つた。 文字の 數は 漸次に 多くな つた。 漢字 は、 字が 即ち 語であって、 世が 進む にした がつ 

て、 人の 思想が 複雜 になり、 語 も 多くなる。 故に 字 も 多くなる。 意味の 川ゐ かたは、 勿論 變 化し 

て やまない 0 

もし 口舌の 上に ついて 云 ふと- 鄕音 南北 を 異にすと 字典の はじめに も 云って ある 通り、 北の 地 

漢字の 文化の 偉大  ま  . 
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方と 南の 地方と 二つ に^れて 發 昔が 同じで ない。 更に 各地 方 毎に 方言が あって、 各 特色 をな し 

てゐ る。 行商 を專 業と して ゐる ものが、 十 種 以上の 土語に 通じて ゐて、 なほ 屢 通じなくて 差 支が 

おこる とい ふ 話 も ある。 

發 音は異 つて ゐて も、 文字に て は 互に 相 通じる。 耳に 別々 になって ゐ て、 目 は 統一して ゐろ。 

もし 羅馬 字で 支那 語 をつ ^つたならば 幾 十 種、 幾 百 種の 別々 の 語に なって しま ふで あらう。 

最初に 漢字の 行 はれて ゐ たは、 黄河 沿岸の みであった らうが、 世と 共に 次第に 廣く 及んで、 南 

は 安 南、 東 は 朝鮮 日本、 西 は 中央 亞細亞 に 及んだ。 六 譯の語 言 は 通じ かねても、 文字で 書いた も 

のは卽 ちょく 通じる。 支那の 國 政の 統一と 云 ふこと は、 この 意味 を 寫すを 主と した 文字の 力に よ 

つて、 互に 意志が 通じ 易い 故で あると 聞く。 日本の 假名 交り 文で も、 支那. < は 其 漢字 を轉 倒して 

讀ん で、 目 だけで 巧に 理解す る。 

支那へ 古く 侵入した 文字で、 偉大な 力 を 以てる たは 梵字で ある。 漢 から はじまって 唐に 最も 盛 

で宋に 及ぶ 間、 潮の 如く、 中央 亜 細 亞の山 を 越え、 叉 南洋の 海 を 渡って、 双方から 押しよ せた。 

支那 人 は 得る に 從ひ之 を飜譯 して、 其 內容を 採って 我 ものと し、 外形の 梵字 は 捨て i 顧な かつ 

た。 一 旦譯 して 後に 滅びた も 多い が、 猶 今に 現存して ゐる 者が 七 千卷の 多量に 及ぶ。 實に 漢字の 


力が 強かった。 併し 梵字の 力 も 夫に 劣らぬ。 西藏に 入り、 蒙古に 入り、 滿洲に 入り、 各 其 土語に 

應 する やうに 文字の 形 を 少し宛 變 へて 用ゐ させた。 朝鮮の 諺文に 至って は、 言語 を寫す 原則 を 巧 

に 採って、 形 を 全く 變 へた。 此 梵字の 系統 は 丁度 支那の 西、 北、 東 を 包 li した 勢 をな したが、 中 

華へ 侵入して カをサ 甘く 及 ほす に は 至らなかった。 鼓に も 漢字の 力の 强 さが 現 はれて ゐる。 

滿洲人 は、 支那 人の 服装 を 全く 變化 せしめる だけの 强ぃ 力が あった。 文字 は 並用 主義 を 採り、 

錢货、 門の 額、 印 ii: 十、 辭令 寄な ど、 滿漢 二様の 文字が 並べ 記して ある。 併し 滿洲語 は 次第に 衰へ 

て、 E^ては其^^族が阈家の上に於ける位置をも失った。 

近代に なって は 西洋人 も 漢字 を學ぶ ものが 次第に 多くな つた。 つまり 漢字に て 記された 文化に 

貴重な 價航が 多い 事が 判って きた 故で ある。 併し 羅馬字 系統の 文字が 支那へ 侵入し かけた は、 唐 

朝 時代からで、 之も淸 朝に 勢が 盛に なり、 支那 人の 之 を舉ぶ もの は 勿論 多い。 

^聞かす や， 胡 笳の聲 最も 悲し、 紫 髯綠眼 胡 人 吹く、 と 唐 時代に も 云って ゐる 通りに、 旣に唐 

時代に も 犬に 紫 や i 綠 股の 士が 支那に 侵入した。 今や、 十 fsi 卄 m: に 八方から 包 Hi してきて、 宗教に 

於て、 政治に 於て、 經濟に 於て、 軍 ii^ に 於て、 各 力 を 集中し 侵入して きた。 たと ひ始， in; 勺 か： 叫び 現 

はれて、 長 城 を 四 百 餘 州の 周 園に 築いても、 逐拂ふ 事 は 全く 出來 ない。 先 はどうな るか。 

漢字の 文化の 偉大  ま 
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漢字の 文化 其 年代に ついて 云 ふと、 殷 周の 古い 時代から， f まで 繼續 して、 然も 發展 してる 

る。 其 文化の 及ぶ 區 域が 廣ぃ。 之に 浴した 人の 數が 多い C 之に 伴 ふ 物質が 夥しい。 其 上に 印度 や 

* 央亜細 亜の 文化まで も 其 中に 含有して ゐる。 佛 敎の經 典に しても、 漢譯 されて ゐる だけの もの 

で、 原文 はもう 印度に は 無くなって ゐる。 漢文に よって 印度の 昔 も 知る ことが 得られる。 漢字 を 

制限しても、 當字を 假名で かいても、 豆 煎りつ りで も、 この 世界的 大舞臺 へ 押し出して は、 何 

の價値 もない。 否、 日本の 國內 でも 國 民が 知らね ぱ ならぬ 書き もの を、 其方 針で 改めたり、 廢め 

たりす る こと は 全く 不可能。 

漢字と 貿易 日本の 專賣 局の 卷 煙草に は、 專賣 局と いふ 文字が 書いて ある 爲に、 支 人 那に賣 

れ ない。 夫が 支那 人の 感情 を 害する 故で ある。 今 我國の 支那に 對 する 貿易 は， 盛に なった。 もし 

支那 人の 漢字に 對 する 特殊の 感情 を 輝 • 解し、 活用 すれば、 更に 幾 倍 かに 增 加せられ る。 日本人に 

も 夫に 似た 傾向 は ある。 漢字 は拜む 場合が 一般に ある。 羅馬 字で は 15^ 洋 人が 拜 まない。 これ 丈で も】 

例が 判る。 


> 從 五位 景氣 

議員 も從 五位に 叙せられ る ことと なるよし。 誠に めでたしく とま づ 祝し 奉らねば ならぬ。 昔 

の 苗字 帶刀 御免の 感も おこる 0 

, 抑 も 位と いふ は、 朝廷の 儀式に 公式に 參列 する 場合の 席順 を 定める 爲の もので、 皇俟 にも 勿 

位が あった。 攝政關 白 だけ は 特に 一 座の 宣 旨と いふ を 賜 はって、 位 はよ しゃ 低くても、 第一 の 位 

に 着く こと を聽 可せられ た。 

今 は 宮中の 席次 も 位の みに よら やに、 官、 爵、 勳 など を 種々 に 加除 せられて 決定せられ るよ し 

であるから、 複雜 になった 0 

01 つ、 官位と 併稱 する ほどで、 官吏に 位 は 伴 ふが 普通で あつたが、 昔 はま づ 位に 叙して、 比ハ後 

に宫に 就く 順にな つて ゐ た。 今 は 其反對 になった。 德川 時代 は、 將軍 はじめ 大名、 武士の 位 

は 朝廷に て は、 公式に は 全く 認めない ものであった。 故に 將： 傘 はじめ 武家の 有 位、 有官者 も 朝 

廷の ％ 儀式に は參 列す る こと は 全く 無かった。 

從 位景氣  S 
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明治 以後 は、 自治 制と いふ 事が 始り、 官吏 以外に 公吏と いふ ものが 出來、 議員と いふ 有力な も 

のが 出來 たが、 さて 勳に叙 せれる こと はあって、 位に は 叙せられ なかった。 元首 を 中心として、 

其 下に 公吏と 相 並立して ゐて、 一方に は 肩書が 多く、 一方に は 肩書が 少く、 又 無くて さみしい 

ものであった。 ことに 石塔に 於て 永く さみし さ を 遣さねば ならなかった。 之 は 人情の 甚だ 喜 こば 

ぬと ころで ある。 然るに この度 叙位 せられる ことと なれば、 多年の 希望が 叶って 何よりも めで 

こゝ 0 

原 來我國 民に は、 官位 を 非常に よろこび 尊む 安全 思想が ある。 憲法 政治の 要 道と しても、 よく 之 

を 運用 せられる 害で ありながら、 今の 代議政治の 由来と いふ ものが、 歐 米傳來 の民權 思想に 基づ 

いた もので、 古來の 官僚 側から みれば 危險 思想が もとにな つて ゐる。 故に 一方で は 議員な どに 位 

など を 授けるべき ものと は 勿論 思って ゐす、 一 方で も 位の 無き を 誇りと する ャセ 我谩 もあった。 

原 敬 氏の 如く 受けられる 資格 を 得て ゐて、 爵を 受けなかった 人 も ある。 手盛りの 桂 公爵と は 全く 

反對の 行き方。 云 は^ 官權 と民權 との 鬪爭 の氣分 を、 此の 位の 上にまで 含ん でるたの である。 

先に 議員に 勳章を 授けられ たは、 官權と 民 權とを 調節した 意味と なる。 位階 は 官僚 派で 中々 手 

放す を 好まなかった。 民權 論者に 位 を 授けるな どと は 以ての外と 青筋 を 立て- 對し、 官僚 特占 


の名譽 としてる たのであった。  • 

玆に又 面白い 例が おこった は、 大正の 御卽 位に、 刺 任官 も 官僚の 末席 をけ がして みるから、 贺 

表 を さ k ゆ、 御 祝 ひの 品 をも献 ゆた が、 原來 判任官で 共 名が 天皇陛下の 御存知ない 人^の 卑しき 

ものであるから、 規定が あって 饗宴に は 公式に ぁづ かる 事 を 許されなかった。 

所が 時の 總理 大臣 民 榴黨の 旗頭と 目指されて ゐた大 隈重信 公 は、 特に 奏請して 公资 たる 町村 長 

に は、 御卽 位の 饗宴 をた ま はる 事に せられた。 之 も官權 と民權 とが 調節 妥協、 融和せられ たもの 

と 見られる。 この 精神 を 推して 天下に 及 ほせば、 村長 町長 以下、 又 村會、 町會、 縣會 等の 公^、 

名譽 職に もみな 夫々 に 位 を 叙せられ る こと ありた くお も はれる。 之で ます ノ、 安全 思想の 率を廣 

くなら しめる ことになる 0  - 

昔 官位 を國 民が 尊び 又 よろこんだ とい ふ證 を、 今 も 人の 名 (i の 上に 多く^して ゐ て 見られる。 

大夫。 從 五位の こと を 昔の 支那 語で 譯 して 朝散大 夫と 〔ム つた。 それ を 採って E:- 女に 川 ゐられ て 

ゐる。 兵衞、 衛 門、 丞、 進な ど擧 ぐるに たえない。 吉 とい ふも士  3 上の 略で 騎仕 丁と いふ Eit に乘る 

勞働 者の 官に 仕へ てるた もの。 今の 騎兵の 卒の 如き もの。 

位を顶 き、 勳を玉 はると、 乎が じっとして はゐ ない。 ヒジキ の 生廢、 十 ：！ 釘の 大 EK 出 鹿の 需要が 

從 五位 景氣  れ 1 
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おこって、 供給せ ざる を 得ざる ことになる。 其に 器械、 墨、 筆、 硯、 机 は 由す 迄 もな く、 紙の 生 

產を も、 うながす ことと なる。 表具屋、 指 物屋、 織物 屋も 繁昌す る。 墨 を すらせる は 少女に 限る 

とい ふ。 之 は勞働 法の 除外例と して 取扱 はれる であらう。 多數の 議員が 其選擧 者へ 一 枚 づ-- 書い 

て やる こと も、 眞に古 釘、 ヒジキ の 大量が 生產 される。 之 を 賣り又 買 ふ 爲に書 畫屋は 勿論 繁昌す 

る。 石塔 彫刻の 爲に 石屋 も 繁昌す る。 從 五位の 三 字、 事 小 なれ ども 之 を 以て 天下の景 氣を 盛に な. 

らしめ るに 足る。  . 

只 文部大臣の 意見 は 如何 だら うか、 かの 五 百 字の 中 だけ を 額に 書き、 掛 物にした ので は、 小學" 

校の 小 供 も 議員 閣下 も 同じ 程度の 擧カ とみな される。 そこで 漢擧 先生に 請 ふて、 五 百 字 外の むつ 

かし さうな 文字の み を 多くなら ベる。 さすれば 議員の えらい ことが、 まづ萬 人に 知られて、 しか 

も 永く 遣る。 演說 のた ちまち にして 消えう せる と は 全く か はる。 

從 五位に 叙 せら るれば、 勿論 上席に 就かれる。 名札 も 新に 印刷せ ねばならぬ。 門札 も 書き かへ 

させる。 且つ 叉從 五位で は 泥仕合に は 似合はなくなる。  • 

但し あまりに 數が 多き に 過ぎる と價 値が 下落す る は、 權 兵衛、 太 郞兵衛 の 前例の 示す 通りで あ 

るから、 八 年と いふが 如き 制限 を も 設けた ので あらう。 


次に 其 大禮服 は從來 洋服の みに 限って ゐ たが、 之 は 洋服の 地質に は絕 織物 を 許す ことにし、 且 

紋 付の 和服 を 以て 大禮 服と 同等に 取扱 はれる やうに 宮內 翁へ 献議 していた だきたい。 國產 獎勵の 

意味に もな つて、 大に蠶 糸 業に も 好影響 を 及 ほす こと-" なる。 今の 燕尾服 制度 は歐化 主義 全盛 時 

代の 遣 物であって、 もう 大 ていに 改めてよ ろしから う。 更にく り 返して 申して おきたい。 この 惠 

み を 天下に 推し 及 ほして、 町村の 公吏、 小舉 校の 先生、 1511、 巿、 町村の 議 にも 洽く 位を投 けら 

れる やうに 手鑌を 定めら れんこと を。 之が 社會社 策と もなる。 あまりに 中央へ 利益 も 名 をも染 

めすぎ てゐ る。 公に 集め、 且 秘密に も 集め 過ぎて ゐる はよ ろしくない。 序に 內^ の ix い 汁の 内規 

を發 表して は 如何に。 

浮世 繪の 展覽 

別に 天 地が ある。 泥仕合、 なぐり 合 ひのみが 人生の 能事で もない。 舂光 うら- - かな 巾に、 か 

に 藝術を んでゐ る 人 も ある。 過日 鈸旌の 松屋に 於け る 浮世 綺の 展覧の 如き は、 共屮 でも M ハ 味の 

ゆたかな ものであった。 

浮世 給の：." 覽  さ 
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此 種の もの は、 近年 東京 多に く藥 つて ゐ たが、 かの 震災に 夥しく 無くなつ たは 淺 念であった。 

此の 展覽會 の 出品 をみ るに、 其 昔 上方で 描かれた ものが 少 からぬ やうに 思 はれた。 坂 本 祭 禮は叙 

山の 山 王の 祭、 競馬 は 加 茂に よった もの。 浮世 繪も 上方に 起って、 江戶に 盛に なった。 ことに 其 

版畫 は江戶 繪の稱 さへ あって、 東都の 特產 として 今 は 世界に 聞え てゐ る。 

東京に 於て 早く 之 を 集めて、 海外へ も 紹介し、 且つ 之に つき 組織 ある 研究に カを盡 して ゐ たは 

駒 形の 小 林 氏で あつたが、 其 結 を 公に せられ ざるに、 主人 文 七 氏も沒 し、 遣 品 もまた. S しくな 

つた は吳々 も 遺感。 

普通に これら を 好む 人 も、 鑑賞す るに 止って、 深き 研究に 歩 を 進めた 人は少 い。 甚 しき は、 =S 

賣 買の 俯 段を樂 しむで ゐる に過ぎない。 相場に ふける が 如し。 事業 を經營 する が 如くに、 之に よ 

つて 人生の 幸福 を廣く 進めむ とする までの 識見 を 有った 人 は 甚だ 乏しい。 つまり 智識の 程度が 低 

い。 その 藝術 として 湊合 賞の こと は 今 こ X に 云 ふに 及ばぬ。 その 分解に よりて 得られる 二三の 

點 にっきて 述べて みる。 

色の 研究 色の 研究 は、 西陣が 最も 發 達して ゐ ると 聞く。 流石に 本家本元 である。 之 は專ら 

織物に 基づいた 事。 古き 鎗畫 について、 其 色の み を 特に 組織的に 研究した もの は、 未だ 發 表せられ 


てるない。 彼の 小 林 氏の 業 は、 光悅、 光琳な どに 始 つて 漸次 浮世 縫に も 及ぶ こと- - なって ゐ たが 

今 は 見られない。 

額 料の 研究、 其 取扱. 配合の 方法 は 申す まで もない が、 版靈 には^に 特種の ものが^ 在す る。 

其 初期 紅綺 時代に 三色 配 八：： の理を 巧妙に 應 用して、 版の 數は少 くして 色 S 種類 を 多く、 且つ-：: ： 由 

に 出して ゐる。 其方 法 は 年と 共に 發 達して、 畫 家と 版木の 招師と 双方の 研究で、 意外な 効 Ei- を あ 

けた。 この 配合の 妙に よって、 生産費が 安く あがって、 一 般の 需要に 應卞 るに 便 〈几 となった。 藝 

術惯： g も 之から おこる ものが 多い。 かの 紅 総 時代の 品 は 色 あ ひが あざやかで あつたが、 北 齊に至 

つて は古來 かって 見ない 配色の 妙 を 極めて、 シプィ もの を も 現 はした。 恐らく 北齊が 極度で あら 

う。 明治に なって 版畫が 衰微す ると 共に、 夫 等の 配合の 口 傳は失 はれて、 今は忘れられた^^も少 

くない リ 

版靈の 上方 出來の もの は、 古 も 今 も 色 あ ひが ネ ボケて 見える。 朿京 出來は 目が 覺る やうに 鮮か 

である。 之が 江戸に 發 達した 原因の 重大な もので あらう。 水！；：； によると^ 師は云 ふ。 仍し eK 粉の 

みは 加 茂 川の 水に 限る とい ふ。 

紋樣 の硏究 浮世 鎗 もの は 紋様の 意匠が 豐富 である。 土佐縱 など は 故- と稱 して 型が W 定し 
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て ゐて變 化せし める を 許さぬ。 浮世 鎗は實 に 自由自在、 時代の 流行が あり、 畫 家の 意匠 も あら、 フ 

が、 ともかくも 種類に 富んで ゐる。 之 を 分解し、 抄出して、 秩序 をた て- -の 研究 は、 やはり 小 林 

氏が 始められて ゐ たが、 亦殘 念な ことにな つた。 

風俗の 研究 総 そら 事 は 勿論まぬ がれない が、 風俗 研究の 資料と して は、 之に まさる もの は 

ない。 他の 文書 記錄と 比較して、 益 を 互に 得られる。 この 事 は 古人 も 早く 手 をつ けて はゐ るが、 

小規模に すぎなかった。 今日の 如く 資料 を廣く 見る 事が、 昔 は 叶はなかった 故で も ある。 この 點 

について は、 なほ カを盡 す. べき 筋が 多く 存 して ゐる。 

更に 其 各 11 を 時代に 宛て X 云 ふと 種々 な 意見 も あらう。 坂 本 祭禮の 如き は、 元龜の 亂以來 久し 

く 中絶して ゐた。 蓋し 之 は 寛 永 再興の 頃の もの か。 目錄 には脫 して ゐ たが、 犬追物の 圖は、 島津 

家の 傳か、 小 笠 原 家の 傳か、 何れ かの 實寫 であらう。 流 鏑矢の 圖は、 目錄に はあって、 物 は 見 か 

けなかった。 其 つれの 競馬の みであった。 

寬文六 年の 年號 ありと いふ 職人 盡、 及び 小 薛風ニ 枚 をり の 職人 盡の 如き は、 奈良畫 の 一種 か。 

普通に 奈良畫 とい ふ は、 卷物 形、 及び 綴 本 形の ものであるが、 一枚 もの も ある。 奈良 は諸大 寺の 

畫 所の I© たと ころで、 其 弟子 等に よって、 土產 ものと して、 か- -る ものが 盛に 描出 せられた 地で 


あるが、 今殘 つて ゐるは 稀で ある。 大に 珍重すべき もの。 其 曲 物師と ある は， やはり 檢物師 とい 

ふが 適當か 0 かき 畫師 としてあった も 何 か。 

川 越 喜 多院の 職人 畫も、 畫冢は 其 印の ある 通りに、 吉 信なる ベく、 モデル は奈 良の 町と もお も 

はれる 事が 所々 に 現 はれて ゐる。 

研究と 經濟 今や これらの 研究の 方法と、 批評の 識見に は 富んだ 人が あっても、 其 事業 は 進 

まない。 かって 三千 圆の 補助 を 得て 鎗卷 物の 研究に 從 事した 人が あつたが、 効5^ダ得なぃ。 夫で 

は寫眞 代に も 足らぬ 故で ある。 畫家、 圖案 家な どが、 小規模ながら たえ 卞 研究して ゐて、 相當の 

結 架 を 得て ゐる はかへ つて 聞え る。 組織 • たったの は 殆ど 聞かない。 右から 左へ f 肚に 利益の 上る と 

いふ 事業で はない が、 今 口の 進歩した 智識で 組織 を 立て i 行へば、 其 効 21- も大 にして. M きものが 

ある。 松屋の 如き 有力なる 店に 於て 永く 之 を繼繽 して 努力したならば、 利 ハ：^ を も 多く 3^ られ る。 

彩 光と 隙 列 先日の 展覽會 に は 彩 光に もよ く 注意が して あつたが、 平：：： の 商品の 陳列に も此 

心 もち は 欲しい。 品物と 其 周 圍と彩 光と が 全く 調和して ゐな いもの を 市中に 常に 見かける。 段 だ 

ら幕 なぞで 大ぎ やうに 飾りた て- -賑 かで あっても、 夫れ が必 しも 商品の 爲 とならす、 n ふ 入の 目 

障りと なる が 如き も 少なくない。 彩 光に 至って は、 全くな つて ゐ ない。 京都の 老舗の 暖 脆の 掛け 
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かたに は、 流石に 彩 光の 要 を 得て ゐ るが ある。 

葱華輦 

葱 華と 輦は、 大葬の 御 儀式に 用 ゐられ る 御召し もの。 之を舁 いで 蓮ぶ 人 を八瀨 童子と 云って ゐ 

る。 もし 北 (勤めに ついて 云へば 駕輿 丁と いふ。 

葱 華 は、 字の 示す とほり ネギの 花で ある。 ネギの 花 は 寶珠の 如き 形 をな して 小い 花が 集まり^ 

く。 長く 咬いて ゐて 散る ことがない。 散らぬ 故に 目 出たい ものと なって ゐる。 目 出たい から 乘物 

の かざりに もした ので ある。 

葱寳珠 建築の 装飾に 同じく 葱の 花 を 用ゐる ことがある。 橋 や 御殿の 高欄に、 寶珠の 形の 付 

いて ゐる を、 古い 語で ヒラギ パシラ と 云 ふ。 キは アサ ツキ、 ヮケギ などに 共通の 語で、 その 類の 

もの X 總稱の 古語。 ヒラギ は、 開 葱の 意で あらう か。 開 柱と した ものが あるが 當 てに はならぬ。 

逆 蓮 葱 は、 不老 長生の 藥。 今 云 ふ 若が へり 法の 妙藥 である 點が、 目 出たい 眞の 意味。 そ 

の 類が 五 種あって、 總稱 して 五 辛と 云 ふ。 蒜 も 其 中に 屬 する。 若返り 法の 効驗が 著しい と 老僧 も 


罪 を 犯し やすい。 况んゃ 若 僭に 於て を や。 そこで 魚肉と 同じく 五 辛 は 僭 侶 は 食って はならぬ 事に 

禁じて あった。 見れば 目の毒。 建築 装飾に して 常に 見れば、 想像力の 强ぃ偕 侶 は、 ^返って、 ど 

うして かう してと 思 ひ 出せば、 氣が 散って 御經も 謂め なくなる。 故に 寺に は ヒラギ 柱の 代 川と し 

て 蓮 花 を 下む けた 形 を 注の 上に 付ける。 之 を 逆 蓮と 云 ふ。 日光 や、 芝、 上野の 御靈 屋 にも 夫が 

見える。 併し 老僧 も 娑婆に 未練が あって、 長生が したい。 內々 は 蒜 をも喻 ふ。 名前 は 二 ン 一 一 クと 

改める。 忍 辱の 位に 住して、 修行し、 罪 は 犯さぬ との 意 を 表した ので ある。 祀 つて は大黑 天と い 

ひ、 般若 湯と 云って 犬に 味 はふが 如くに。 

寳 形ぬ？ 一 屋根の 上に 寳珠 形の 乘 つて ゐ るを寶 形造と いふ。 常 行 堂、 法 華 堂、 經藏、 大師 堂な 

どの 上に 常に 兑る もの。 こ は 如意 寶珠の 形で、 佛敎の 祕密の 意味の 含んだ もの。 葱 花で はない。 

鳳 輦 天子の 公式の 御乘物 は、 鳳輦と 稱 へて、 屋根の 上に 鳳凰が 一 匹 止って ゐる 形。 その 

類似の もの を 世 問の 祌與に 今 も 常に 見る。 高 御座の 屋根に は 中央に 一 匹、 周 圍に數 匹 をる。 鳳凰 

は 麒麟と 同じく、 德の 高い 天子が 位に まします をり に 現 はれる とい ふ もので、 ，：：： 樂 一大の 新樂府 の 

立 部 伎に、 「いはく 此樂を 以て 神祇 を 感ぜし め、 鳳來 たり 百獣の 舞 はむ こと をね がふ」 といって 

ある。 帝 皇の高 德が人 問 を 感化す るの みで はない、 鳥獸 にまで 及ぶ. a を 表した ので ある。 
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明治の 大婚 二十 五 年の 式典 記念切手に は、 鳳凰が 一 一匹 左右より 相 向 ひあった 形 を 描いて あつ 

た。 大正の 銀婚式の も 同じく 記念切手に は、 單に 一 匹の 鳳凰の みが 畫 いてあった。 普通 にても 結 

婚の 意味 を 表する に は 1 1 つ 宛 何でも 用ゐる 例に なって ゐる。 一 一つあって 結ぶ とい ふ 意が あら はれ 

る。 鳳凰 はめで たくても 一 匹で は 孤， 獨 になる。 之に は遞信 大臣の 意見が あったら うが、 聲明書 は 

拜見 しなかった。 今 曰より 考へ ると 甚だ 奇な 感じが おこって、 遺憾な 點も ある。 

日光の 陽 明 門の 金剛 垣の 頭の 金具に は 小さな 鳳凰の 首が 一 つ 宛 彫って あるが、 口 を 開いた もの 

と、 閉ぢ たものと あって、 牝 牡の 意が 表して ある。 鳳輦 や 高 御座の 屋根の 上 中央 は、 各 一匹で あ 

るが、 皇位に 昇らせられる は、 御 一 方 だけで、 配偶者 は、 昇らせられ るので はない。 憲法の 第一 

條の 明文の 通り。 文章と 鳥の 形の 金具と は、 現 はす 方法が 全く 違 ふ。 其 中の 意味 は 相 通じて ゐ 

る。 御 歴代の 事實は 勿論 其 通り。 憲法 發布 式の をり に 公式に 召された 御馬 車の 屋上に も 同じく 一 

匹の 鳳凰が 止って ゐた。 

八 瀬 8 里子 八瀨 は、 京都の 北方の 山間の 地名。 黑木賣 りの 出る を 以て 世に 聞え て、 八 瀨大原 

と 並べ 稱 する。 如何なる 故 か、 其 住民 は 鬼の 子孫と 云 ひ 傅へ、 村の 西の 山中に 鬼が 洞と 云 ふ 深さ 

三 丈、 高さ 二 丈 許の 洞穴が あって、 毎年 二 月 七日から 十五 日まで、 其處で 先祖の 祭 をす る 例で あ 


る。 鬼の 子孫の 故 か、 身 li 强 健で、 山に 登る に 猿よりも 勢が あると 云 はれて るる。 夫の みで は 

ない、 酒 吞宽子 ももと 此處 から 大 江山 へ 移った と 云 はれて ゐ る。 

往古から、 御所 其 他の 輿を界 き、 又 御所車の 牛の 事 を 掌る 佳例に なって ゐて、 叙 山の 高 儉 など 

も、 今に m (かきに こ- -の もの.^ 雇 ふ。 童子と いふ は 童子. の 姿 をして ゐ ると 云 ふ 事。 もし 委しく 

云へば、 十 ：！ は 意男宜 女と、 大人との lE^ 刖を 正しくし たもので、 其 中 に 元服 を 行 ふ。 共 時に 結 

婚を する。 今風に 云へば、 異性 を 知る ものが 大人。 未だ 知らぬ ものが 宣子、 童女。 元服 を 境と し 

て、 名前が 違 ひ、 詞づ かひが 代り、 服装が 替り、 頭髮 がか はる。 大人 は 冠 か 烏 暢子を かぶる 

を禮 儀と した。 意 子 はかぶらぬ。 八瀨 童子 は 年長 じて ゐて も、 冠り ものが なく、 宜 子の 姿 をして、 

御所車 を 取扱 ひ 輿を界 く 例に なって ゐた。 其 古い 詞が この度 も 用ゐら れてゐ る。 なほ 一； ム ふと、 

華 載 は、 北 ハ本來 の 意味が 葬式の 具で はない。 神社へ 御 參詣の をり にも 用 ゐられ た 例が ある。 

吉凶の 境目 元來、 古今 異る やうで ある。 今 は Is; の 一 言に よりて、 死と 云 ふこと が 決して、 

夫から 凶 禮の扱 ひに なわ、 葬式に 凶 服 を 着る。 德川 時代に も 江戸で はさうな つて ゐた。 

古の 京都の 例 は、 墓所へ 納めて しま ふまで は 吉禮。 士：： 服 を； If;^ る。 死と 云 ふことの 認め かたが^ 

ふ。 肉 體は冷 かにな つても、 靈 魂が 存 して ゐて、 墓の 中には 永く^ 魂が やどる。 それで 死んだ と 

恋華輦  か 一 


讀史隨 筆  九 Tl 

は 云 はやに 隱れ ると いふ。 土の 中に 隱れて をる とい ふこと。 或は 遠 行な どと も 云 ふ。 歸らぬ 旅な 

どと 歌に は 詠んで ある。 墓へ 納めれば、 車 や 輿 はみ な 毀ちす てる。 遠 行から 還る こ ともなし、 土 

の 中から 再び 現 はれる ことなき 故で ある。 もし 叉 葬具 を殘 してお けば、 再び 用る る 意味に も 聞え 

て、 甚 好ましくない 故で ある。 

納め 終って 後に 擧哀の 式 を 行って、 夫から が 凶 服になる。 再び この 世に 歸らぬ をな ゆく ので あ 

る。 昔の は 情に よりて 扱 ふ。 今の は智 に基づいて 定める。 智 では 死んだ こと が^かで も、 親しき 

もの、 情に は、 死んだ とい ふ感が 起らぬ。 又靈 魂の 存在 をお も ふ 故で ある。 

佛敎の 方で は、 四十九日 にして 生れ 代る とする。 極 樂へ往 き 地獄へ 行き、 酒吞は 大蛇と なり、 

下戸 は 餅屋 か 妙 溏屋へ 生れて 行く ので ある。 楠 正 成の 七 度う まれ か はるの 考も それから おこる。 

故に 幽靈 は、 四十九日 のうちに 出る が 普通。 怨念の 深き は刖。 往 くべき 先へ 行って しまへば、 も 

う 出ない。 但し 地獄へ 落ちて は、 容易に 出られない。 極 樂へ往 つた もの は、 還 相と となへ て佛に 

なって 故 鄕へか へられる。 極樂は 流石に 便利に なって ゐ る。 併し 遣った もの を あまり 急いで 迎ひ 

に 来られて は、 |^„^婆に困るものもぁる。 よし 娑婆へ 來ても 彼岸 圑子位 を 喰 ふに 滿 足して、 遣 族 も 

友 だち もさ そ はやに、 一人で 極 樂へ往 かれた 方 を is!^ に殘 つた 者 は^ぶ。 〔昭和 一 月、 現代〕 


阿佛尼の 肖像 

阿佛尼。 十六夜の 日記の 著者と して 閱 えて ゐる 阿佛尼 は、 ^きて ゐた 時に も 領地 を 安^して 

子孫の 生活 を 幾 百年の 久しき 1^ 安全なら しめた。 死後に も 亦 子孫に 巨額な 货 を與 へて.^; 活を安 

全なら しめた。 流石に えらい。 十 n 今の 烈女の 中に も 類が 少ぃ。 かやうな 人 こそ 祖先と して E.::^ 拜せ 

られ るべ きもの。 

選 和歌 所の 領 尼 公の 安堵せ しめた 領地 は、 播 磨！： の 細 川の 皮と、 近 江 國の小 野の 住。 細 川の 

庄は龍 野の 奥の 方に あたる。 原來は歌集^^遞の費用支出の爲に定められたが此の， はつであった。 

阿佛尼 は爲. ：！^ 卿の 後妻で、 共 腹に 爲相、 爲守 等が 生れた。 先妻の 腹に 爲氏、 爲敎 があった。 

治 元年に、 ぬ.： _ ^、卿が 年 七十 九 歳でなくなる をり に、 遣 言して 共^地 は爲 相の 方へ つけて れた。 他 

の S 、地 は爲 氏の 方へ 譲られた。 然るに 遺 首に 背きて、 爲氏 は、 爲 和へ 譲られた 分 を も 押 S 、してし 

まふ。 折惡 しく 承 久の亂 の 後で、 政權が 安定して ゐ ない。 京都の 朝廷の 認 おのみで は 所有が 碗 

でない。 そこで 阿佛尼 は、 遙々 鎌 倉まで 下って、 幕府へ 訴 へて、 爲 家の 遣 言の 通りに 細 川、 小 野 

1： 佛：^ の は 像  .ゃ一 
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の 二 注の 所有 を確實 にす る を 得た。 目的 は 達ん. U が 尼 公 は 旅 中に 鎌 倉の 月影 谷でなくなる。 時に 

弘安六 年 四月 八日。 其 子孫 は 之に 依りて 永く 繁昌し、 上 冷泉、 下 冷泉、 藤 谷、 入江の 四冢 にわか 

れる。 共に 和歌 宗匠の^ 筋と して 世に 尊ばれて ゐる。 

下 冷泉 爲 純の 子惺窩 は、 京都の 亂を 避けて 細 川の 庄に 居り、 そこで 來 朝して ゐた 朝鮮人に 就い 

て 朱 子學を まなび、 儒道 中興の祖と 仰がれる 事になる。 其 をり 惺窩の 書 を 讀んだ 寺 は、 今 農家に 

なって、 本 瓦葺の 建物が なほ 存 して ゐる。 儒道の 中興に も 間接ながら 阿怫 尼の 功が あら はれた。 

肖像の 安置 供養 足利時代 以後に は 庄園 制度 も 破れて、 織 m 氏 己 後 は 家祿の 制度に 變る。 德 

川 時代に は、 上 冷泉 家 三百 石、 下 冷泉 家 百 八十 石、 藤 谷 家 二百 石 等と 世襲の 家 綠 で繁榮 した。 明 

治に なって 之 を 公債と して 賜 はり、 更に 世襲 財産の 制 を 定められて、 萬々 年の 後まで も 御 家 安泰 

の 基が 確立 せられた。 住 園が 家祿 となり、 公債と なって 形は變 つたが、 なほこれ 阿佛尼の 遺德が 

長く 輝いて ゐ るので ある。 

かの 訴訟に 勝って 庄園の 所有が 確實 になった 後、 報恩の 爲に 阿佛尼の 肖像 を 等身大に 名家に 寫 

させて 安置し、 祥月 忌日の 供養 は 家の 繁昌と 共に 永く 怠る 事な くいと なまれた。 然るに 如何なる 

御 都合 か、 近年 之が 兩國の 美術 俱樂 部で 御拂 下にな つて、 ITq 額の 貨幣に つた。 丁度 尼 公が 子 藩 


の爲 に身寶 なされた が 如き 形。 S: 身代 金 は 如何にな つた かと 云ふ赏 際の 事 は 知らぬ が、 通に 云 

へば、 やはり、 十 銀行の 株券と なって、 世襲 肘 魔に 登錄 せられた 事と 察せられる。 夫で！； 法の 

命す る ま i に 安全で あれば、 御.； 々代の 後まで 尼 公の 德が 子孫に まれる；^ となる。 

地震 神 鳴 火事お ゃぢを 恐し きものと 云 ふが、 今 二つ 銀行と 含 社と を 夫れ に 加へ ねばならぬ。 約 

1 千 戸の 華 族が 一 夜に して： 澄され てし まった。 昔の 源平 合戰、 承久^-武乃^^f:應仁文明の亂ょりも 

悲慘な ことにな つた C 出 中總现 大臣で さ へ も 心の ま、 に はならぬ。 もし 阿 佻 が： 叫び 现 はれても、 

何とす る 察 も出來 ない 有様。 闽 法の 保護に よって、 生命 も 財-!^. も 御.： ¥ 名 も 安全の^ になって ゐた 

に、 かく .：；：^ 外な ことが 現 はれた。 先祖の 遣 德を资 本に して、 會社ゃ 銀行に 利 ハ处を 稼がせて、 共，！^ 

は 遊んで 暮せ ると 犬に 都 八：： がよ い。 ふに まかせない。 

^醒財^^^とぃふ安全地に足を^；みしめてゐても、 足 もと に 危險が 押 寄せる。 國 法の 保 謹^き に 

過ぎても、 危 險は必 しも 避けられない。 かうな つて 見る と 我が 井 を 掘って 飲み、 我が 田 を 耕して 

食 ふ 農民の 方が、 よほど 安全 確資で 尊い ものである。 强 いもので ある。 

かの 庄 E1 時代に は、 大臣、 大納言 等の 高位 高 に Iz^ れ ば- 名譽 高くな ほ 描 力の S 干 は 得られ、 

虚名 はい たづら に 重い が、 さて 傣 給 は 殆ど 夫れ に 伴はなかった。 私有の 皮 園の 牧 入で 生 を 立て 

阿佛尼の 哲像  れ. ^ 


近世の 家祿 時代に は、 家 fi に 永遠の 所有の 意味が 伴 ふと 共に、 勤 向 も 亦 永遠で、 公家 も 武家 も 

重大な 責任 を 負 ふて ゐた。 故に 其 主人た る もの、 家臣た る もの、 共に 修身 齊家 治國平 天下の 心が 

けに 油斷 なく、 常に 節制して るた。 今の 世襲 財產は 全くの 私有で、 其 上に 保護 せられて ゐ るが、 . 

其爲に 他に 對 しての 責 仕がない。 この 責任がない と 云 ふことの 爲に 心が ゆるんで、 かへ つて 自ら 

不利5^^に陷り易ぃ0 

鍬 を 賜 はる 儀 もし 奈良 朝、 平安朝に 遡れば、 大臣 も 大納言 も 田地 を 俸給と して 與 へ られ た。 

大納言 は 二十 町、 左右の 大臣 は 各 三 七 町、 又 位に も 俸給が 付いて ゐて、 正 一位 は r::: 十 町。 從 一位， 

は 七十 W 町、 正 五位 は 十二 町、 從 五位 は 八 町、 其 時代 は 金モチ よりも ドロ 持が 多かった C 

其 地主に 對 して、 天皇陛下から 毎年 四季に 下され 物が ある。 正 一位 從 一位に は 絹 三十 疋、 眞綿 

三十 包、 布 一 百 端、 敏 一 百 四十 挺。 正 五位 は ^-r,,- 疋、 眞綿五 包、 布 十一 一端、 鍬 一 一十 挺。 絹 や 綿 は 

近世のお しきせの 如き もの、 鍬 は 其 田 を 耕す 爲の もの、 故に 大臣 も 大納言 も 生活の 業から 云へば 

正しく 農民で ある。 皇太子に は 絹 三百 疋、 眞綿五 百 包、 糸 五 百く- 1 り、 布 一 千 端、 鍬 一千 挺. 鐵 

五 百 挺 を 一年に 下される。 一年に 一千 挺の 鈸を 必要と する 程度の 大 百姓であった。 


今日 履 上 ss 係が 大に 進歩しても、 まぎ は 慕 量で なくで はならぬ 4i てる 

る。 夫れ について 思 ふに、 この る嘉を 復興して、 塵 立國 のま 一般に，， こし、.， 

っは畏 袖の 方々 にも 省察 をうな がしたい。  .  J 

伊勢の 祌 事に は 木製の？ 供へ る 素 今 も 行 はれる。 宫 中の 祈年祭の 折に、 Ma.r 

はれたい と 私に §れ る。 肥料の 分配 も 大切で あるから、 §in^^^ 

宫 中に 水田 を 開かせられた 由 案る につけ、 銀 I はった 古 ま _ "さいで >f。 

音 羽の 慶長館 

1 の 原六郎 氏が、 往年 江 州の 三 井寺から 移し 建てられた 書 I の 霧 を、 a 

の讒 國 寺に 寄附せられ て- 品 川より 露 へ 移された。  —  f 

藝院崖 着と 名 づけた の は 、簾の 年代から 云った ので、？ 時代に 翌 せられた 

云 はれて ゐる。 窒內の 張り付け は、 狩 野 、ま, 乃 まひ、 え」 l，i ナ，， ^ 

ィ ..-M 外， チの％ ^て 免れた けで も 腐に 費 重な ものである。 

其 構造の 特色の 一 を擧 ゆると、 正面 句って 右 則 こ 凸，， ， レこ， I、 らっ c、 - 

r  ^ .*^51した所カぁって， 之 を 舞畫と 云つ ヒまを 

音 羽の 度 長 館  ま； ま -  /f 

< や 
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聞いた が、 舞臺 ではない。 中 門の 廊と稱 へる が 古名。 古代の 建物の 構造の 歷史に 遡って 說明 すれ 

ば、 この 廊は 更に 長く 延びて ゐ るべき もので、 其 長い 廊の 一部分 を 切り開いて、 通用門に する。 

故に 中 門の 廊 である。 卽ち 廊下と 門と を 結びつけ たもの。 正門から この 中 門に 通り、 次に 主たる 

殿舍の 南面に 至って、 殿 舍に曰 升 降す るが 客人、 主人の 通常の 禮 になって ゐた。 なほ 云へば、 玄關 

とい ふ ものが 無かった 時代の 構造の 長く 傳 はった もので、 舊 幕の 本丸、 西. の 丸 表 御殿 も、 之と. 形 

は 同じ ことであった。 舊 幕に は玄關 もあった が、 なほ 古代の 構造 を存 してお かれた。 

慶長 館に は、 おも 屋の 正面に 切 M 橡が 他の 建物の 如くあって、 更に 其 中に 廣ぃ板 敷が ある。 古 

に廣ビ サシと 云った ところ。 其廣ビ サシの 中に 戶じ まりが 付いて ゐ る。 舊 幕の 建物に は 之 は 無 か 

つた。 京都 御所の 淸凉 殿な どに は 之が 存 して ゐ る。 この 廣ビ サシの 在る とい ふ 事が、 この 建物に 古 

い 形の 存 して ゐる證 となる。 但し 屋根 は 大に變 化して るる。 もとは 大屋 根、 ヒサ シ、 孫 ビサシ と 三 

段に なって ゐた であらう に、 何時か 一 つに 葺， き あ. はせ てし まった。 京の 清水寺の 本堂の 屋根 も、 も 

とは數 段に 分れて ゐて、 夫 を 後に 一 つに 改めても、 なほ 破風 だけ は 原の 姿が 存 して、 ス ガリ 破風 

が殘 して ある。 

慶長 館に は、 なほ 床の ii が 付いて ゐる。 之 も錄倉 時代 以後に おこった ことで、 藤 京 時代 二 は 無 


かった。 社寺の 殿堂 は 古い ものが 殘り 易い。 貴族 富豪の 住宅^ 築 は 維持し にくい。 慶. お 館 だけの 

古い 街 院は全 國 にも 多く は 無い。 江戶 城の 大廣 間の 而影も 之で うか ふ 事が 出 來る。 昔 羽へ 移さ 

れて、 希く は 之に 遠 侍、 玄關、 雜中鬥 等 を 造り そへ たい 事で ある。 そうすれば 武家 建築の 一 ^要な 點 

の 形 を 今に 於て 見られる やうになる。 

川 越の 書院 川 越の 喜 多院に は、 三代 將 軍の 御 所で あつたと 云 ふ 誓院が 一 槐^:^ して ゐる。 

江 戶城關 係の 書院 は、 た これの みが 稀 有に して 傳 はった。 慶長 館の 張 付 は、 極彩色、 川 越の は 

墨输、 この 墨 緒と いふ 事が 御康 所であった 一 の證據 となる。 極彩色 は 客 座敷であった 設據。 平 《5 

の 住所に は 墨繪。 客 座敷 は 極彩色に する が、 古い 齊惯。 

江戸の 城に は、 桃山時代 を 承け て、 華麗 壯大な 住宅が 多かった が、 明^ 大火に 1 51 せられて、 

其 後 は 華麗な もの は 造らぬ 事に 一般に 變 化した。 併しな ほ 壯大な もの は 多く あつたが、 明治維新 

と 十一 一年の 震災と で 殆ど 一 掃せられ た。 上野に 殘 つて ゐる慶 喜 公が 謹 愼屮御 住居に なって ゐた 

物 も、 形が もとの ま. - ではない。 殊に 張 付が 全く 變 つて ゐ るは殘 念。 

東 國の古 建築 鹿 島 香 取に. KI い 形が 傅 はるべく して 傳 はって ゐな い。 現在の 鹿， ひ？ の 木 殿、 拜 

殿 は 横现^ で * 大阪 落城 後に 成る。 鹿 島の 奥の 宫は關 原 戰ハ ザ 後に 成る。 

音 羽の 麼長館  A< 
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諷訪の 寳殿は 流石に 古い 形で、 しかも 後世の 升形が 加って ゐる。 其神樂 殿、 昔の 熱 田、 もとは 

神社で あつたと いふ 善 光寺の 本堂、 越後の 彌彥 の拜殿 等、 共に 妻 入りに なって ゐるは 古い 形の 今 

存しゐ る もの 0 

武藏常 陸の 國分寺 * 下野の 藥師寺 は奈良 朝に 成って 殊に 壯大 であった が、 今 は 空しく 礎石と 廢 

瓦と を 見る のみ。 

筑波山 は奈良 朝に 開けた が、 古い もの は存 して ゐ ない。 日光 G 中禪 寺の 觀音堂 は、 源義 朝が 下 

野 守の 時に 造った ので あつたが、 三十 五 年の 山津波で 跡 かた も なくなった。 足 利の 鎪 阿寺 は、 鏹 

倉 時代と 云 ふが、 委しき こと を 知らぬ。 珍ら しく 此 寺に 多 寳塔も ある。 

鎌 倉の 圓覺 寺の 舍利殿 は、 其 地に 淺 つた 鎌倉時代 唯一 の 古 建築で あるが、 近年の 修理に 垂木の 

端 を 切り捨て-^ 軒が 淺く なった。 しかも 震災に へたばった。  - 

校倉 (ァゼ クラ) は、 上野の 博物館の 大 般若の 倉。 形 は 小い が、 正倉院 などと 同じ 構造に なつ 

てるる。 之 は 明治に 奈 良から 移した もの。 足 利の 一切 經の 校倉 は、 形が 少し 變 つて ゐる。 之は鐡 

倉 時代に、 日光 山の 座主 寬傳が 奉納した もの。 鹿 島の 寳藏は 校倉の 新しい 形。 

東京に 於け る 美しい 建物 は、 上野 芝の 御 靈屋に 越えた もの はない。 芝の 二 代の 御 靈屋は 七寶の 


金具が 使用して ある。 之 は 日光よりも 以前になる。 上野の 四代將 軍の 御靈 屋は燒 失の 後；, み 

もの。 上野の 五代、 芝の 六 代 等の 御 靈屋は 如何にもう つくしい C 

漉 谷の 金 王 八幡 は 三代 將 軍の 寄進に なった もの、 形 は 小い が 大に異 つた 趣が ある。 

堀內の 祖師 堂、 中 山の 法 華 寺の 本堂な ど は、 寺の 繁昌に つれて 周圍を 造り 改めた とみえて、 屋 

根 及び 屋枳の 下が 頗る 變 つて ゐる。 

生かす か 殺す か 石造の 萬 世 橋、 常 磐梳及 門、 馬場 先 門の 如き は 共に 殺された。 然るべ く 生 

かす 道 はあった と 思 はれる。 無用の長物、 ： ぉ大な もの を 徒らに 保存す る こと は 出来ない。 時代 S 

應に 生かせば、 自ら 保存 も 出来る。 慶長 館が 昔 羽へ 移された は、 即ち イカした ので ある。 物と 

して 利用 もせられ、 永く 維持せられ、 又廣く 建築の 研究の 爲 にもせられ る ことになる。 

中 野の 三重の 塔 は、 足利時代の もので、 東京 近傍で は ia いもので ある。 現在で は E^Hi が 荒れて 

るる。 之 も 相當に 保護して イカす 道が 開きたい。 川 越の 多寶 塔の 如き は、 イカし ぞ こねて へ ンテ 

n な ものにして しまった は、 吳 々も殘 念。 古 建築 も イカして 價 値が 加 はる。 

音 羽の 慶長節  § 
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鹿 島の 提灯 

岐阜 提灯 は、 世界的 名産に なった。 鹿 島 提灯 は、 他所に 於て は 知られす.、 只其郎 土に 產し、 郎 

土に 用 ゐられ るの み 0 

大和民族が、 ま づ東國 に 進入して 占居した は、 利根 川 沿岸の 沃野た る 鹿 島、 香 取の 他。 其歷史 

の 古き は 云 ふまで もない。 三月 九日の 鹿 島の 春の 祭禮 を、 俗に サイ トウと 云 ふ。 氏子の 南北 一 一組、 

各數千 人、 各自に 棒 を 捧げ、 其 組の 中、 更に 幾十隊 かに 分れ、 小圓陣 をな して 棒 を 打ち合せつ- - 

進んで 參詣 して 歸る。 俗に 棒 祭、 又 ケンカ 祭と いふ。 南北 二 組の 問に 往々 爭ひを 起 丁に よる。 

v;^ 九月 一 日に 神 奥 W 御 あり。 之み. 御 神 幸と いふ。 夜に 入り、 枝つ きの 青竹に 多數 の提燈 をつ け 

たる を、 家々、 町々、 村々 より 捧 ゆて 參 進し、 境内に て か r り 火に 之 を 燒く。 提燈の 中 若于と 竹と 

は 各 持ち かへ る。 信仰 上の 意味 あるに よる。 竹 は 船 ざ ほに なす ものが 少 くない。 この 提燈 の數ま 

ナ.^ 甚だ 夥しい 數 にの ほる が、 鄕 土の 小兒の 手に 成る 大景 生產。 専門の 職人の 技に なった もの 

では 無い。 


原 來燈火 は、 信仰 上の 深き 意味 を 持って ゐて、 之 を 祌佛の 前に 獻 ゆる 形式 は、 實に千 態 离狀。 

其 永久 的なる は 余 燈 ii、 石 泣 籠と なる。 少きは 一 燈、 多き は 十二 燈、 千燈， お 澄に 至る。 提灯、 行 

燈を 用る る は； 時 的の もので、 池 上の 本 門 寺の 會 式に 於け る萬燈 は. 行燈 にして 盛なる もの。 尾 

張の 津は？ 祭 は 提燈の 盛なる もの。 

墓地に 聖靈を 祭って また 燈を献 ける。 長 崎に て は 之 を 節分に 行 ふ。 束 京、 京阪 等に て は； 十阁盆 

に 行 ふ。 吉 原の 燈籠は 遊女 玉 菊の 追 吊に 始 つて、 長く たえす、 此 類が 轉 じて、 祭禮の 地口 行燈と 

もな つた。 

岐阜 提燈 も、 盆の 燈 籠の ー轉 した もの。 我國の 提燈の 昔の 形 は、 籠に 紙 を 張った もので、 元綠 

の 中ん 臣藏の 打 入に も 之 を用ゐ たと 傳へ てゐ る。 籠 をヒゴ にかへ て 仲 縮 自在の 今の 提燈 になした は 

何人の 發明 とい ふこと を 知らぬ。 江戸の 火事場の 必用から 之が 大に發 達して、 種々 な 形が つくら 

れた。 津島ゃ 鹿 島の 提燈 も元祿 以後の 發達 である。 岐阜 提燈の 古き 形 は、 藍  一 ft にて 繪を 描き、 

其 間に 藍 を 吹きつけて 紋様と した ものに 過ぎなかった。 普通の 盆の 墓地に 用 ゆる 行燈 にも 蓮 〔花 

などの 簡單 な繪を 描く 例に なって ゐる。 太田蜀 山が、 人の 爲に 之に 1^ 歌 を 寄き 添へ て與 へ、 夫が 

盛に 寶れ たとい ふ 話が ある。 

庳 鳥の 提灯  §1 
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今 は 世界的の 名産と なって ゐる 岐阜 提灯 も 六、 十 年 前に 遡れば、 鄕土 的の 聖靈 祭の 具にす ぎな 

かった。 開港 後に， 提燈 とい ふ 照明の 器が 外人の 好奇心 を ひき、 且つ 藍鎗の 意匠 を 加へ た 物に 與 

味 をお こさせて、 遂に 今日の 盛なる に 至らし めた。 

岐阜の 地方 は、 美 濃 紙の 産地で ある 上に、 良質の 竹を產 すると ころ.^ 近傍 加納 藩に て は、 之 を 利 

用して 伞 となして 江戸へ 輸出して ゐた。 提燈も 其 紙と 其 竹と を 利用し、 土 族の 內職 として まづ盛 

になり、 更に 名古屋 にまで も 其 製造が 行 はれる 程に も廣 まった。 

憲法 發布 以後、 海內 一時に、 提燈の 需要が 盛に おこった 場合が 數回 ある。 大正の 御卽 位が 其 極 

度であった が、 之 を 製造す る 能力 は、 名古屋 に 及ぶ ところ は 他に 全く 無い と 云 はれた。 其 多大な 

能力の 中で 技術の 熟練に より 精巧 を 極めた ものが、 上等の 岐阜 提燈 である。 

之に 比較す ると、 鹿 島提燈 は、 全く 原始的と いふべき もので、 小兒が 各自の 力の、 キ ヨウ、 ブ 

キ ヨウに 任せて 多量に つくり、 粗なる 彩色、 紋様 を 加へ、 ゎづ かに 小 蠟燭の 燃る だけの もの。 一 

夜の 儀式に まにあ はせ るに 過ぎない。 夫で も ヒゴの 骨が あり、 カツ ラ があって、 紙袋で はない。 

もし 適當な 指導者が あれば、 之も兮 少し 見よ いものと なる。 もし 又 之 を 教育的に 取扱 ひ、 順序 

を 立て I- 作らせる と、 カツ ラを 造る こと、 ヒ ゴ の 竹 を 割る こと、 骨に： H 立てる こと、 紙 を 切る、 J と、 


張りつ ける 事， 紋様 を 加へ る 事、 其 他に 分業の 方法 を 採る 事が 出来る。" 

夫れ のみで はない、 物 を 製作 するとい ふことの 興味 を 深く おこさせ、 分業 其 他の 方法 を 理解 さ 

せ、 他の物の 製作に も，：/」 を應 用せ しめる やうに 導く こと はむ つかしく はない。 小：： 儿 各自に も、 ま 

た 環境の 父兄に も， 之に ついて の 心掛けが ある か ら 導き 3^ い。 

かの 棒 祭に 奉仕す る 成年者 は、 六尺 許の 樫の 棒 を 執る。 八 歳、 十 歳の 小兒は 年齢 相應、 身體相 

應の 短き 棒 を 各 さ- -け て 互に 打ち あはせ るり この 短き 棒 も、 製作の 簡單な ものであるから、 カン 

ナ さへ あれば、 小兒 にも 造られる 0 

^島 町 其 他の 小舉 校に、 手 H 科と いふが 如き も旣 にお かれて るて、 文部 の 规定を 堅く 守られて 

ゐる。 仉し其 規定に 提灯 を はる 事 や、 棒 をけ づる事 は 無い。 生徒 も 父兄 も 何の 興味 を もたぬ 手工 

が、 時 問 正しく 課せられる に過ぎない。 興味 を もたぬ 故に 好き こそ 上手 なれと はならぬ 0 たと へ 

ば、 提灯 を 造る こと、 棒 を 執る ことの ある は 種子の 如き もの。 之 を敎育 的に 整理す る は、 子 を 

發芽 せしめる が 如き もの。 もし 又 夫に 適當な 資本 を 加へ る は、 肥料 を與へ て 培聲 する が 如き もの。 

すでに 種子が あるから よく 育て あゆる と 立派な 產業 となる。 聖靈 祭の 具が、 世界的の 名産に すで 

になった 例が ある。 鹿 島 祭の 提燈 もせめ て は、 年中の 參. 詣 者の 、土産 物 程度に はま づ なし：： 勿い。 其 

鹿 島の 提灯  10ぉ 
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後に 更に 發 達させる 道 はいろ いろ あらう。 かの 棒 も、 亦土產 物に 年中 賫れる やうに せられる 。敎育 

とい ふ 精神的 勞 働と、 事業 經營 とい ふ 精神的 勞 働が 之に は 必用で ある 。更に 夫に 資本と 筋肉 勞 働と 

が 伴って くる。 

鹿 島に 限らぬ、 他の 地方の 鄕土的 產物も • 前と 同じ 方法 順序 を 經て發 達せ しめられる。 然らざ 

れば、 他からの 輸入に 顯 倒せられ る 0 

鹿 島の 提燈 の價は 一 筒 ー錢。 近年 は物價 騰貴で 三錢に 父兄が 買 上 ゆた。 他より 輸入の ホ、 ヅキ 

提燈は 一 筒 四錢。 岐阜 提燈は 安き も十齒 に付き 八圓 五十 錢 程度から、 高き は 四十 二 圓に及 ，ぉ。 三 

錢 から 其 處 まで 儲ける には樂 しみが 多い。 

院展を 見て 

岡 倉覺三 氏に よ つ て、 日本 美術 院が 創められ たが、 氏 は 旣に世 を 去 つ て 幾年。 其 人 は 無くな つ て 

も 其 志 は 永く 存 して、 年々 この 道の 爲に盡 す 人が 其院に 多い。 氏 も 定めて 地下に 於て 大いに 之 を 

悅 ばれて ゐる 事で あらう。 


ti 湘 八景 其 第ト四 回の i^" 覽會に は、 山な 名作が 陳列 せられて ゐ るが、 わけて 衆目 をまづ 

引く は瀟湘 八景で ある。 八 c^:^ の 圖は宋 の 時代に 始 つて 盛に 我 國に行 はれ、 凡そ 蜜に 筆 を 採る ii^ の 

者、 ^之 を 描かぬ は 無い 迄に もて あそばれ たこと である。 この度 陳列の 11 は、 古來の 型と は 全く 

異 つた 行方であって、 人の 心の 限りなく 廣く、 筆の はたらきの 眞に 微妙なる を S めはしめ る。 ^來 

输畫の 流派の^ ちかた は 種々 あるが、 之 を 大局より 眺める と、 密敎 系統と 禪、 宗 系統の 二つに な 

る。 密敎 は、 無形 S 心を說 くにつ いて 勝れた る は 云 ふまで もない が、 共 無形の 心 をお 形の 姿と な 

して 現 はす 事に 蕃美を 極めた もので、 夫が 建築と なり、 音樂 となり、 ^畫 となり、 彫刻 ともなつ 

て をる。 更に また 人工 を 加へ ない H< 地 自然に もみな 悉く 密敎 上の 意^が 含められて ゐる。 

禪宗に 至って は、 同じく 佛敎と 云っても、 密敎と は 1.^ しく 反對の 立場に あって、 不立 文字 以心 

傳 心と 說 いて、 形に は せきをおかない。 併し 心 は 形の 無い ものであるから、 何 かの 媒介がなくて 

は 心から 心に 傅へ る こと は出來 ない。 其 昔 釋迦が 華 を 手に 執り、 迦 か 之 を 見て 笑って 北ハ敎 み-傅 

へたと いふに も、 華と いふ 媒介， い 笑と いふ 表情 を 要した。 

不立 文字と 云 ひながら、 好んで 語 錄を著 はす。 墨蹟を もて あそぶ。 更に をた ふとぶ。 仉し 

其 総 靈は ら l^n のみ を^る、 摩數を 省いて、 破 墨 などと いふ もの を も 作る。 密敎 の^ _ ^が 極彩色 

院展 1^ 見て  Is 
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を 常と すると は 全く 方法 を 異にして ゐ る。 

其 宗門の 意味 を 描いた ものと して は 十 牛の 圖が 有名で ある。 牛と 牧 直とに よって 心の 變化を 表 

はした ものである。 八景の 圖 も 原 來は亦 其 宗門の 意 を 現 はした もの- - 1 種で、 單 なる 風景の 縫で 

はない。 其說を 聞く に、 瀟湘の 夜雨 は、 無分曉 の義。 山 市の 晴嵐 は村氣 の義。 洞 庭の 明月 は 明な 

る こと 曉の 如しの 義。 遠 浦の 歸帆 は必す 到る の義。 平沙の 落雁 は 胡 亂の義 などと 云って あるが、 

それだけ 聞いた のみで は、 委しい こと はわから ぬ。 其 道に 入り、 其敎を 悟って みねば わからぬ。 

夫れ ほどの 深い 敎を、 淡い 墨の 総に 含んで るると ころに 興味 も 多い。 八景 や、 十 境な どと 自然の 

風景に 名稱 をつ ける こと も禪 寺に 盛で ある。 夫から 他へ も 及んだ。 近世、 生活の 様式が 變 化する 

と共に、 極彩色 も 墨畫も 宗敎の 意味から 離れて、 軍なる もて あそび ものに なり、 段々 に 簡單な も 

のとな つた。 四條 派が 恐らく は 薄 ペラの 極度で あらう。 それ， おけ 何人-にも わかり 易い。 宗敎 的の 

もの は 夫れ だけの 素養がなくて は 理解せられ ない。 

金剛 藏王 紕 地に 金泥で 描いた 雄大なる 圖、 之 は 正しく 密敎の もの。 其 昔 役の 行者が 吉野山 

で 修業 中に 出現した 尊像で、 吉野 特有の ものと なって ゐる。 近頃 之 を 台密、 卽ち fK 台宗の 密敎に 

よって 說明 せんとした 說を 聞いた が、 いかど。 鬼密、 卽ち東 寺 系統の 密敎 にも 關係は 無い。 役の. 


行者 は IK 台 や 眞言が 日本に 傳 はるよりも やっと 以前の 人で ある。 但し 金剛 藏王を 日本の みのもの 

とする 說も いか V。 すでに 支那 六 朝 時代に 譯 された 經 文の 中に 金剛 藏の名 は 見えて ゐる。 孔^ 

王 や^ {4； 藏 などと M: じく 奈良 朝以 朝に 傳來 した 密敎の 尊像が 永く 吉野山 をお 緣の 地と して 3 ぉ拜せ 

られ てるる ので ある。 

美術よ リ實 0^ へ 賞 用から 美術へ と は 九月 一 日 號の新 經營策 中に 說 かれた ことで あるが、 夫 

と は 逆に 美術から 貲用 へ も 進む ベ きものが ある。 

木 村武山 氏の 花鳥の 如き、 珍しい 大 努力の 名作で あるが、 其の 用途 は 格天井と ぃふ實 用に 向け 

ら れてゐ る。 天井の 周 園の 部分に はゥン ゲン 彩色の 紋様 を 利用し、 il:;! 生の 華 鳥と 相對 照せ しめた 

ところに 面白い 感じが ある。 但し 天 井と して は 全體に 細密に すぎた。 

古人 は 墨 を 惜しむ こと 金の 如しと 云 ひお いたが、 こ \ へ來て は、 墨 も 金銀 も、 紛の具 も 惜しけ 

なく 豐 かに 使用して、 全く 不景氣 知ら や。 ^節約しても 宜しから うと 思 はれる もの も ある。 大觀 

氏の 墨の 如き も、 あれ だけの 墨 を 八景 以外に 用ゐ たなら ばと 思 はれる，^ 蔡古 りた 八景に ついては、 

濫費と も 兑られ る。 サ ラサ 式 描法と も 云 ふべき もの は、 何處 にも， 可の 會 にも 常に 見かける。 恐ら 

く は 之が 時代の 風潮で も あらう か。 サ ラサ 式 描法の もの を、 更に 實 用の サ ラサに 複製し、 乃至、 

院展. ^見て  10 ル 
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敷物に 窓掛けに、 浴衣に 中形に、 手拭に 應 用して みたい 圖も數 々あった。 どうしても 繪畫 が甚礎 

になって、 一般の ェ藝 品の 技術 も 向上して 行く. - 夫れ を 思 ふと、 之 等の 展覽會 に 更に 幾 倍の 力 を 

盡 して 獎勵 して 行かねば なるまい。 た なぐさみと いふ ことのみ ではない。 

思想の 10 導 之れ を 眺めて ゐて惡 念 はお こらない。 世の 思想の 善導 をお も ふ 人た ち も、 亦 力 

を こ X に 致さねば ならぬ。 

なほ 思 ふに、 展覽會 と共に 席 書が ありたい。 其 道 を ひろめる 爲 にもなる。 技術の 修練の 爲 にも 

なる。 觀覽. の 興味と もなる。 綺はがきの賫店にまさる事幾^^150 其方 法 は 種々 ある。 版靈 や、 彫 

刻 も、 方法に よって 會場を 利用して、 觀覽 者に 滿足 を與 へる 事が 出來 る。 昔の事 は 知らぬ。 近世 

三百 年 は、 席 書の 爲に畫 道 は 大に發 達した。 昔の 大名屋敷の 席 書きに は 及ばす とも 時代相 應の方 

法 も あらう。 探幽 はじめ、 近世の 文 晁も華 山 も、 其 他 みなこの 席 書から、 技 を 練り、 名 を 知られ 

た。 尤も 萬 八 摟の書 畫會は 弊害が 多かった と 云 ふ。 油繪 でも ある 方法 を 採れば、 また 之に 活用せ 

られ ない こと はない。 席 書 は 日本に 發 達した 其 道の 爲の 有益な 方法と おも はれる。 
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紀州粉 ：！： の 金工の 事に ついて 久しく 研究 せられて ゐ たが、 太 年 五月 共 地の 高等 女蔡 校の^ 談會 

の 、王 催と して、 金工 作品の 展 i:? 會が 開かれて、 遺作 及び 文 寄 等が 陳列せられ、 一：：！ 野 山の 金石 研究 

者と して 知られた 水 原 堯榮氏 及び 逸 木 盛 照 氏の 講演が あった。 それに 依る と、 

刀工に 粉 河國次 (簀 -1) 二 代  ， 

鐸 ェに蜂 尾 薩摩像 正 勝  蜂 尾 薩摩像 勝 (慶 安右衛門)  ^屋安 IH( 衛 

蜂 屋幸次 郎藤原 末 次  粉 河 將監木 村安纖  粉 河 將監木 村 安成 

木 村將監 安道  粉 河 丹 後宗敏  . ^村！ 1 一郎 兵衛尉 安次 

粉 川 市 正  粉 川 長 三郎  粉 川 士" 五 0 

粉 川 久左衛 門  粉 川 吉兵術  粉 川 吉 

お 川 藤 七  粉 川 15 信  粉 川： i 仁 左 術 e: 

木 村" H 久  松 村 嘉兵衛  福 井 左兵ハ 仏 ,23 

紛河； - 余エ  三 
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, 增 井 盛 信  金屋彌 三兵衞 

^  平-  伊藤 

藤 田 平玉郎  藤 田 平兵衞 

三 井久 義  中 田淸兵 衞元淸 

これらの 名工の 名が わかった が、 其 中 蜂屋、 藤 田の 二 家 は 今 大阪に 移って 繁昌して ゐ る。 德川 

時代に 江戸へ 移った ものが 多く 粉 河と 名乘 つて ゐた。 

粉 河の 地 以外で 遺作の 多い は 高野山で、 大 塔の 釣鐘 は 松村嘉 兵衞、 淸淨 心院の 釣鐘 は 源 正 勝、 

明 神 幷に南 谷の 釣鐘 は 福 井 良 房、 親王 院の擬 寳珠が 藤 田 平 五郎の 作 等。 

又 東京に は 芝の 六代將 軍の 御靈屋 に、 市 正 作の 燈籠七 基、 宗敏ニ 基、 安成 1 一基。 此 安成が 吉宗將 

軍の 命で 江戸へ 移り 永く 一門が 榮 えた。 安重 は 日光 山の 鐘 をつ くった。 其 他 遣 作の 事は玆 に擧 は 

きれぬ。 

粉 河の 工人の 中で は、 蜂屋の 家が 古く、 もと 鉢屋と 文字 を 書いた。 恐らく は怫 家の 鉢と 稱 へる 

食器 を 作る を 本業と し てる たで. あらう。 其家傳 によるに 聖武 天皇の 大怫 造營の をり に 御用 を 承り、 

其 研究の 爲に 異國に 渡航した。 其 初代の 名 は 時 勝。 四 代 目の 俊 勝の をり に 弘法 大師の 命 をう けて 灌 


ニゴ 

金 屋喜平 治 

平 八 郞泰知 

藤 田 金 正 


頂の 道具 を 作り、 但馬阔 養父 郡に て 水 W 十三 町歩の 领を共 賞と して 賜 はった。 鉢屋の 家名 はこの 

時に 賜 はつ， に。 又 工事の 磨きに 用 ゐる爲 の 石と して、 大和の j;? 城 山 河 谷の 石 を 大師が 加持して 

與 へられ、 今に 至る まで 夫 を 採り S ゐる。 之 を蜂屋 石と なづける。 其 他 傅へ た 事 は 極々 あるが 1^ 

に は 略す る。 釜 師が粉 河に もあった か 否か は 未だ 明かで ない。 

考 古家 は 云 ふ。 人間 は 太古に 石の 器具 を 用ゐた 時代が あった。 次に 銅製 を 用る、 今 は ^製のと 

の を 用 ゐ ると。 これ は 世界 各地 方に 共通した ことで、 我！： にも 十 ：！ 代の 石器が S 方に 存 して ゐる。 

銅製の ものと して は、 鏡 * 劍、 矢 1:^、 銅鐸 等が 著名であって、 共に 歸 たもので ある。 劍の 鎬 型 は 

往年 九州で 發晃 せられた。 鍛練す る 事 は、 鑄る ことよりも 後に 始っ たものと みえる。 錯物 として 

は、 何と 云っても 奈 良の 大怫に 超えた はない。 世界 一  の 大きい 銅像と して 評判が 一 2 い。 ： 太平の 

创 造の 時には 高 市 3 呉 國と云 ふが 鑄 造す る。 治 承の w 興に は陳和 卿が 監^す る。 現^の 像の 腰 以下 

蓮辨 等に は： 大 平の 舊 のま-" がな ほ存 して ゐる。 共 頭 や 手 は、 松 永の 亂 後に 靈家山 田 道 安が W 興し 

たもので は あるが、 鑄 物 師の事 は 聞かぬ。 大佛 以外 諸 寺 諸 山 佻 像と いふ ものが、 SI 物師の 丹誠 

を こめて 遣した 品で ある。 其餘に 道具、 武具、 食器、 樂器、 建築の 装飾 等 も 多く ある。 

其 鹿 地と して は 西に^ 屋、 東に 天明と いふが 閒 えて ゐる。 其 名高くな つた は S! に 茶の湯の 签に 

粉 河の 金工  11M 


讀史隨 筆  lis 

よる。 其 地の 工人の 名 は 殆ど 閗 えて ゐ ない。 日光 山 三怫の 鰐口に は銘が ある。 

日光 山 金 〔： 鰐口 常 御 留守 想 政所、 權. e 僧都 Bin 顯、 本願 主 祐^、 金目 一一 一十 貫 作 之、 永 正 四 丁 卯 四 月下 旬、 

大工 下野 國阿 45 郡 天命 住 大河 禱部助 占 部 高 信、 小ェ金 井！： 郧ー 一一郎 家 之 0 

此の 工人の 名が 珍しい。 天命と ある は 即ち 天明。 或は 天 猫と 書いた。 今 は 佐 野の 地名が 名高い。 

天明から 武藏の 川口に 移り、 川口から 江戸の 深 川に 移った ものと 傳 へて ゐ る。 粉 河から 大 阪へ遷 

り、 又 江戸へ も 移った。 これ 皆 同じく 需要の 多き 地へ 便宜 を たづね て 集る。 

我 II の歴 は 大和に 發る。 文化 も 亦 夫れ を 中心として、 四方へ 波及した 0 祌武 天皇の 宮殿 を 建 

てた 工人 も、 其後紀 州に 住して 紀 伊の 忌 部と 稱 へた。 其 子孫が 出で X 桃 山 建築に も 江戶、 日光の 

建築に も與 つ た 家 を 平內と い ふ。 

墨は紀 州の 藤 代の 產が 古く 閒ぇ、 今 も 其- S 料の 松煙 は 熊 野の 山中に て燒く 由。 近來其 國 の 鈴 木 

梅 仙 翁の 製が 世に 稱揚 せられた。 

漆器 も奈 良に はじまり、 紀 州の 根 來に 盛んであった。 土 朱塗、 本 朱塗 等 世に 重んぜられる。 一 

種 M 一 根來も ある。 其吉 野へ 移った が 吉野根 來と云 ふ。 薩 摩に 移った を薩摩 椀と いふ。 粉 河の 鑄 物 

も薩 摩に 關係を 有つ。 海路の 便に よるので あらう。 


彼の^ 屋は 九州の 要地、 原料の 鑛物は 朝鮮 及び 中！： に 得た であら ラ。 ：大 明 は 何^から 得た か C 

銅 は 近傍に 足 尾が ある。 川口 は禱 型に 用ゐる 砂と 江 戶の繁 吕 とに よって 發 達した。 粉 河 は 高野山 

や^ 來 山の 需要に 應じ たもの。、 且つ は 良質の 砂 を やすい 地 か。 

各地 方に 特產 物の 與 つたに は稷々 な 原因 が あるが、 11^ 一  に は： 大然の 力。 地-汀、 s>  、搵 

度 及び IS 料の 如何によ る。 夫れ に 人智、 人工が 加 へられて 特^が 現 はれる。 紀州密 W にしても、 

夕 口の 温-度 を 充分 に 受ける 有 郡なる が 故に、 か く资 達した と 一 ：4 はれて ゐる。 

近年 鄕土 研究が 各地 方に おこり、 其 結 2^ か 報告 せられる は I；： だ おな ことで ある。 一  に は 共 

地の 人の 自尊心 を 高める が 何よりも 宜しい。 其人爲 によりて？ 一 ぬし た^を たづね、 北 ハ上： 大然 の资源 

に 遡り、 過去に 於て 得た ところ を、 1^ に现 在に も朱來 に， - "利 川し、 活 川せられ るべき^ を、 共 硏 

究 によって 發 見せられる。 歷史は 戰爭ゃ 政治の みで はない。 平和なる 日 $5 の： 活も 亦- M 史の 外に 

は 出ない。 過去の 歷史に 基いて、 現在 を も 未 來をも 善くも 美しく も き、 且つ 巡んで 行かれる。 

所謂 產 の 振興 も 史的 根 據を耍 する。 
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今 弘法  > 

今 弘法と 尊信 せられて ゐた丸 山 貫 長 45 正 は、 本年 六月 六日に、 大和の 吉^ 郡 上 龍 門 村 栗 野に て 

入寂 せられた。 生年 八十 四。 今 は 俗人に も 知られて ゐる怫 像怫畫 等の 敎義 上の 說明 は、 この 貫 長 

僧正から 美術 取調 掛の人た ちに 傳 へられて、 千古の 秘密が 始めて 世間に 漏れた。 日光の 寳物 館の 

目 錄に觀 音の 誕生 佛と云 ふが ある。 越 前の 安養寺に は.、 釋迦の 來迎佛 とい ふ ものが、 現に 國寳 

して 登錄 せられて ゐる。 乍殘念 如何にも 佛敎の 智識の 幼稚であった 事 を 長く 遣して ゐる。 

美術 取調 掛は 古社寺 保存 會の 前身で、 奈良、 京都から ま づ事を 始め、 第一 に 目につい たは 奈 良の 

大佛の 南 大門の 二王、 運慶、 港慶の 作と いふ 有名な 巨大な 像， 名前 は 古く 問えて はゐ るが、 さて 始 

めて 之に 御 目に か」 つて、 して コ ンナモ ノが 傑作と は 如何なる 故 かと、 鑑木 3^ 員の 御藤々 一 人 も 

之 を {n^ しと 云った ものはなかった と は、 其 中の 一 人が 後ハ ヰの ざん け 話。 其 後 それらの 鑑査 員が 各 

地方で 多數の 綺畫、 彫刻 を 見て、 だんく に 目が 肥えて きて. 再度 も 三度 も奈 良へ 來て みるに、 

他 處に存 する ものと は 優劣 巧拙の 差が あまりに 茶し い。 見れば 見る度に 其 優秀な ことが 次第に 感 


じられ る やうに なって きて、 昔の 述慶、 港 鹿の 技術の 優れて ゐた攀 に 深く 9^ に 敬服す る やうに な 

つたと 0 

明治に 出来た 信 濃の 善 光寺の 二王 も實に 傑作で ある。 併し 来大 寺の 夫に 較べて は、 ィャ ハヤと 

いふより 外 はない。 

密敎 を舉ぶ もの は、 化： 宗 上 どうしても 梵字、 $1 戴、 彫刻 をも舉 ばねば ならぬ が、 特に 夫れ に 

長 じ た^は 稀で ある。 德川 時代に は、 生 駒 山の 港 海阿闺 梨が 彫刻に は秀 れてゐ た。 贯 長^: 止 は、 

繪賓が 上手であった。 晩年に 東京で 描かれた 虛签藏 の 像 二 幅、 共始に 成った ものが 特に 秀れ てゐ 

るよ し 0 

彫刻 も 亦 上手で、 大阪の 藤 田 B:^ 爵の爲 に 作られた 觀 昔が 有名で ある。 其 村 料 は 古い 紅塵ぶ ほで、 

共山來 だけで も奈 良で 聞く と 頗る 興味が 深い。 關鬼 では 横 の 原 氏に ある 觀昔 がよく 出來 てるる。 

美術 舉 校の 岡 倉覺三 氏の 爲に 彫刻せられ たも！？ 名。 大黑の 像 は 大小 精粗 數が 多い。 北ハ 他励 物な ど 

も 稀に は 見る。 貫 長 僧正 は、 初め 女の 高 野と 云 はれる 大和の 室 生 寺に 永く 止 住して 居られた。 今 

弘法と 世に 尊信 せられる やうに なった も、 其 山での 事。 鑑^ 员に 密敎の II 像の 秘傳を 漏し 敎 へら 

れ たも 其顷の 事。 明治 三十 年頃に は 窒生寺 を 退いて、 多武 峰の 近傍 土 佐と いふ 地に 居られた。 明 
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治 維新の 際に 大和 河內 地方の 寺々 が 滑れた 頃、 信者の 手から M 正の 許に 納められた 賣重 品が 多く 

あって、 奈 良で 其 展斃會 を 特に 開かれた こと も ある。 今 は 横 濱の原 氏の 所藏 となった K ンマ 天 

の 像の 古畫、 音 羽 護 國寺所 藏の尊 勝 曼荼羅、 及び 金剛 件、 金 銅 鈴 も、 もとは 赏長 15 正の 所藏 であ 

つた。 

今 安阿彌 東京 下 谷 區車坂 町に 小 松 齙次郞 とい ふ 地藏の 彫刻の 名手が ある" 身分 は 貫 長 僧正 

に 比すべき ではない が、 其 技術の 秀れ たに 深く 感じて、 玆に今 安 阿彌の 號を献 ゆて おく。 

夫に ついて、 前お きの 話が ある。 昔元祿 年中、 上野の 大明院 宫公辨 法 親王が 京都に ゐ ました 時、 

ある 日加 茂 川 を 流れ 行く 菜の 葉 を 拾って ゐる 僧に 目 を 留め、 夫 を 召して 長く 供養^られ た。 夫が 

天台 律の 開祖 妙 立ヮジ ャゥ である.^ 其 弟子 靈 {4- ヮジ ャゥの 時に、 天台 律の 一 宗を 幕府が 公認す る 事 

に定 り、 叙 山の 横 川の 安樂 院を其 本山と し 寺領を 寄せられる。 上野の 淨名 律院、 光の 興 雲律院 

等が 其 後 追々 に 定められる。 新に 設けられ たので はない。 古い 寺の 宗旨 を 改められ たもの。 之み 

な 公辨法 親王の 御 信仰から 鼓に 至った ので、 僧侶の 戒律 生活の 標準 を 之に 據 りて 天下に 示された 

ので ある。 た^ 其 生活法の みで はない。 天台の 敎義の 擧問も 亦 この 妙 立ヮジ ャゥの 流れが 今に 廣. 

く 行 はれて ゐる。 明治維新 後國 法で は 戒律 を 認めぬ 事に 變 つたが、 各自の 信仰と して 今な ほ其宗 


派に は 戒律が 實 行せられ てゐる c  < 

明治の 初年、 日光の 律 院の里 坊に妙 雲と いふ 高僧 かるて、 地藏 尊の 像 八 _ ぬ 四 干體造 立の 誓 願 な 

發し、 外山の^^沙門天に祈る|5_^多年、 明治 十二 年に 至りて、 漸く 志 を あら はす 絡 を 得て、 i ^一番 

の 像 を 開 服 佻 養す る。 其 後 漸次に 增 加して 今 は 六 千餘に 及んで、 上野と 日光と. 吶處に 安 して あ 

つて 世に 名高い。 

共 石像 を 上野で 始めて 彫刻した が、 単 坂の 小 松 龜次郞 氏の 初代で、 今 は 三代 目に 及んで ゐ る。 

毎日 この 像の みに 信念 を 凝して ゐる爲 に、 自ら 上手に なって、 近 半の 作 は、 昔の 安阿彌 に， f> 劣ら 

ぬ ものと なって きた。 

梵 相と 人相 £^ 來佛敎 は、 嚴 重な 階級 思想 を极抵 としてろ て、 共 最少 の^^が 人 と佈 との 

二つになる。 細かに 差別 すれば、 更に 數 十の 階級に 分れる。 其^ 終の を n 像の 上に も^ 现し 

て ある。 阿 彌陀と 地藏、 觀ー" ュ：； 1、 二王、 H ンマ、 鬼、 天 龍、 夜叉、 羅 刹の.；^ の 相異は 即ち 階級の 

差^であって、 is. なる 突 醜の：^ れっきで はない。 

梵 相と いふ は 人 よりも 上の 階級の もの 、姿 を 現した もの、 人 を 現 はせ ぱ卽ち 人相と なる。 

然るに 人 問も怫 となるとの mi: 想の もとに 人の 似^で 佛像を 造る ier か始 る。 今奈 良の 大佻は 誰の 似 

今 弘法  二 九  ， 


讀史隨 筆  ITIO 

顏と いふ 事 は 聞ぬ が、 古の 叙 山の 藥師 は傳敎 大師の 背の 高さと 同じに なって るた。 奈 良の 法 華 寺 

の 觀音は 光明 皇后の 似顔と 傳 へる。 梵相を 巧妙に あら はす は頓る 困難。 人相 はかへ つて クセが 多 

いから 現しよ い。 藤 原 時代、 佛師定 朝の 頃から 造 寺 供養が 特に 盛に なり、 人相の 寫生も 巧妙 を 極 

めた。 擒畫の 似顔に は 信實、 豪 信な どの 名人が あら はれる。 運慶、 湛慶は 勇猛の 姿 を あら はすに 

長 じて ゐた。 安 阿 彌忱慶 は 柔和の 姿 を 現 はすに 妙 を 得て ゐた。 湛海師 や、 貫 長 僧正の 作 は 梵相を 

表 はすに 優れて ゐる。 律院の 地藏も 柔和なる 人相の 妙 を 現 はす やうに なって きて ゐ る。 

帝展を 見ざる の 記 

帝展が 開かれた 由。 本年 は牧穰 甚だ 豐 かで、 玆 にも 豐 年の よろこびが あふれて ゐ ると 聞く。 

藝術 はん 生に 於け る 至善 至 美の 現 はれた もので、 之に 接する 人 も 自ら 善に して 美なる 感化 を受 

ける。 夫に 就て 思 ふに、 近年 頻りに 聞く 社會 政策と か、 社會敎 育と かいふ 類の 立場から 顧みて、 

ある 職業の 人た ちの 爲に 特に 便宜 を はかって、 充分に 觀覽 せしめる やうに ありたい と 思 ふ。 たと 

へば 下級の 警察の 官吏、 司法の 官吏、 鐵 道の 現業員、 面白くな く 他の 寳を數 へて ゐる 銀行員、 乃 


至會 社の 使用人、 紡績の ェ女、 病院の 看護婦な どい ふ M を 招待す る だけ. の 方法が 執りたい と 思 は 

れる。 此 の 世相の 險 5:^ について  一^ 共感 じが 深い。 それら を 支配して ゐる餘 力の 璺 かな 人た ち 

が、 一 點の藝 術 品に 萬 金、 數萬金 を 惜しまな いもの、 自ら 嫂 まむ が爲 である。 彼 をして 善に 感じ 

美に 化せし める も、 轉 じて は、 其 業務の 能率 を 高から しめる •  ねとなる。 .E ら媒 しむの 心 を 及 ほし 

て 支配 せられて ゐる もの k 上に も 至らせる 事が 出来さうな もの。  ， 

藝術 至上 主義 とい ふやうな 事が、 帝 展に關 係して ゐる 人から l$々il く。 夫も尤 千^な ^o. 

藝術 至上 主義 を實 現して こそ 廣く 感化 を も 及 ほす ので ある。 併しながら、 共 至上 主 儘の 藝術 品に 

も定 似が 付いて るる。 十五 圓と 始めは 付いて ゐ たのが 忽に百 回に 値上げ せられる 勢。 この 定價と 

いふ 箏は藝 術 至上 主義 以外の 表现 である。 夫れ に從ふ もの も. やはり 人 ii であって、 生活の 必要 

に は 迫られる。 腹の 底に は 時代相 應の 黄金 萬 能 主義の 虫が 寄生して ゐる。 n で へる 至上. 義と 

遠って、 虫の 爲に 働かされて 手先 は、 大量生産の 資本主義に 怠りない。 明治時代の 大 〔永 維 邦 も晚 

年に は頻に 大量 二 濫作した。 川端 玉章 は 後半生 を 夫れ に费 して、 名 を 资ゎ、 華 を ひさぎ て、 E 萬 

の 餘財を 造した。 玉章の 方：.； i は、 同時に 同圖を 大量に 產 出す るので あるが、 幽禪屋 の塑紙 を用ゐ 

るが 如き 不器 川で は 無かった。 夫れ よりも 便利な 器械が 常に 活用 せられて ゐた。 

帝展 見ざる の 記      一, J1 


最少の 勞カを 以て、 最多の 報酬 を 得る の 原則 を 藝術家 も 盛に 應 用して、 近年 は 筆數を 省く こと 

が、 彌 巧妙に なって， さた。 其方 法 は 古く 狩 野 派、 1: 條派、 文人 畫に はじまって、 今 も 流行 を 極め 

てゐ る。 其 爲に實 物、 實地」 遠ざかり、 乃至 基礎の 調査、 研究 を耍 しない ものに 向って 進む 傾向 

が 多い。 鑑賞 (豕も 亦 夫れ を悅 ぶ。 如何に 善い 題 村が 有っても、 最少の 勞 力と いふ 原則に 背いた も 

のに は 手 を 出す 藝術 家は甚 乏しい。  • 

藝術家 も、 世 並に 黄金な 愛し、 實業家 も 亦 藝術を 愛する。 併し、 其 間に 一 種の 距離が あって 

疎遠と も 思 はれる。 たと へば 三越 吳服 店の 廣吿に 毎度 見る 繪は、 其 建物の 略圖、 其 實物は 高く、 

其 構へ は廣 いが、 意匠 は 平々 にして 且つ 凡々。 商品の 百貨 は 求めに 應 する に餘り あり、 之 を 支配 

する 智惠は 一 世に 秀れ てゐて も、 無形の 智惠 は賣り 物にして 陳列せられ ない。 其 建物の 入口 を 飾 

る 獅子の 像は嚴 として 地震に も 動か や、 火事に も燒 けなかった。 併し あの やうに 作りつ けられて 

身う ごき もせ やに、 にらみつけて ゐ るので は、 百獸の 王で も 招き猫に 劣る。 もし 之 を藝術 家の 手 

に觸れ しめるならば、 招かせる も、 踊らせる も、 立た せる も * 走らせる も、 乃至 銀 ブラに 押し出 

させる も 自由自在， 大 獅子吼 を させて は 顧客 を 驚かせ もしょうが、 其 事業 相應に 獅子に も 傲 かせ 

た 方が 經營 上の 利 ハ„ ^を增 加す る 方法。 此 はた^ 1 の 例。 


無味乾燥と 云 はれる 銀行の 事務で も、 錢 近の 運輸で も、 紡 紐、 瓦斯、 "電 氣、 人生の あらゆる 事 

はみ な 悉く！ i 術 化して 表現す る 第が 出來 る。 もとより 事業 其 もの を も藝術 化して 經營 する ier か 出 

來る。 笞で 打ち 鎖に 繁 いで 制裁 を I ^一として 人 を 使役す る は 西洋人のお 一寸 S 虫に も 五分の 

魂 * 老少、 上下、 賤、 康 ある も 産な きも 心 持ち^く 勤勞す るが 仆の 風。 ィャく 働く と、 心 

持ち、 iin ュ： く 勤め る と は、 能率に 差の 多い は 云 ふ 迄 もな い。 

版 所の 字 拾 ひが、 妙な 節で 何 iS> か をうた ひながら 麵く。 糸 取り 女が euT フた ひながら 引く。 

共に 夫れ によって 4 じ：^ 率 を あ： t て ゐるは 世の あまねく 知る 通り。 其 業務に より 5? 含に よりて、 お • ^術 

化する に 於ての 表現の 形式、 古法 は Its でない。 第 業 其 物 を藝術 化する Is^ と、 裹業を 薛 術に よつ 

て 表現す る 察との 兩 面み 具へ てるて、 しかも 夫れ が實業 {豕 に は 共に 願ら れてゐ ない。 支那に 耕 織 

鬪と いふが 十 3 く ある。 農業と 織物との 始 から 終りまで を艙 にあら はした もの。 夫れ は 蘇 術と して 

は 拙い。 併し 我が 瑞稳 11 に はこれ だけの もの もない。 大橋 氏の 乎に 歸 したと か ii く、 ハせ mE:-!^ 〔欵 

舊藏の 雪 舟の 傑作 豐 年の 圖 もた^ 稻を 刈る 姿の み。 華 山の 孟母斷 機の 名 も 想像に 過ぎす。 且つ 

表現の^ 味が 機 織に は 無い。 II 糸 を はじめと して、 巨億、 E 萬の 利 を あけて ゐて、 しかも 夫れ が 

藝 術に li^ 現せられ て^に 遺された もの は 1 も 無い と 云って 宜しから う。 

帝 見ざる の 記  M 
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十：！ 人に 職ん 盡と いふ ものが 數種 ある。 其 程度の もの も 今は少 い。 漁業に 於て は、 世界 各 國に優 

れた 能力 を 有って ゐて、 北海に も 南洋に も、 支那に も米國 にも 働いて ゐる我 國民は 多い。 之を藝 

術に 表現した もの は 未だ 見ない" 淺 念。 

往年 小 堀辆、 氏の 門人 菊 池&冠 氏が、 栃木 縣の 名產 干瓢 製造の 始 より 終まで を 描かれた ものが 

あった。 叉 同氏が 日光の 產物を 昔の 職人 盡の體 に 現 はされ たの を 見た 事が ある C 之 等 は眞に 珍し 

か k る縱を 描む とする に は、 夫れ についての 十分な 智識 を 必要と する。 事實と 筆と が 相と もな 

はねば ならぬ。 事實を 能く 知った 上に、 夫れ を藝術 的に 描き こなす だけの 心の 働きがなくて はな 

らぬ。 古の 名畫、 年中行事 でも、 承 安五 節で も、 春日驗 記で も、 事實と 筆と が 相伴って ゐる。 近 

世の 廣重ゃ 歌 麿に 於ても 亦然 りと 云へ る。 觀賞 する にも 情から みるべき 點と、 智 からみるべき 點 

と ある を 忘れて はならぬ。  . 


京都の 禪宗の 本山 建 仁 寺に 山門が 再興せられ、 吉例に 隨 つて 山門の 樓 上に 釋迦三 尊幷に 十六 級 

漢の像 を 安置せられ、 先 共 供養 か嚴 重に 行 はれた。 

其 像の 彫刻 は、 現代の 名匠 山 本 瑞雲 氏が 畢生の 丹誠 を こめた もの、 各 像 は 束阪の 窗嶔が 施主と 

なり、 施主の 容貌 を 羅漢の 像に 校し 出されて、 妙技 を 現 はされ た。 

之に 附 いて 種々 な 評判が 立った 中に、 淨 かな 禪師の 在す この 寺に、 さて は 又 誰 人の 起 企、 この 

醜 臭 極り ない 羅漢の 安置され たこと を 悲しむ とか、 名 を 資り姿 を 遣し 剩へ 黄金 を 光らす の W など 

との惡 口 も is える。 言論 は. TH 山。 人の 口に は戶は 立てられぬ。 云 ひたい ものに は 十分 云 はせ たが 

善い。 

併しながら、 佛 菩薩. 羅漢、 其 他の 像 を 新しく 造 立す る 際に、 或る人 問の 姿 を 校す とい ふ は 

古くから ある ことで、 北 ハ由は 他に も (本書 一 二 一 頁) に 一 寸 云って はおいた。 玆に、 今少し 悉し 

く 記して おかう 0 

結緣 緣 なき 衆生 は 度し がた しと 世の 諺に もい ふ。 佛道 は廣大 でも 何の 關係も 全くない もの 

は 共 近に 入れる 事 も 入る 事 も 叶 はぬ。 少しで も關係 をつ ける とい ふ は、 即ち 佛 逝に 入る：^ 初で 

大に悅 ぶべき 事。 共 羅漢の 像の 作り かたは 結緣の 一 方法。 

建 仁 寺の 羅  ー§-  llW 
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il 輪廻 「リ ンネ」 即ち 生れ 代る と 云 ふこと が 怫敎の 根本 思想に なって ゐる。 肉體は 死ん 

でも、 靈 魂が 殘 つて ゐて、 更に 他の ものに なって 生れ 代る。 ゥ ハバミ が、 酒吞に 生れ 代り、 酒吞 

がまた 死んで ゥ ハバミ になる とい ふ 類、 委しく は 三世相に 記して ある。 又僧傳 などに も 見える。 

現在の 祗 園の 某 妖は、 六角堂の 觀 音の 生れ 代りた る 由 は、 親鸞 上人の 御傳に 確かに 有り難く 豫言 

して ある。 東大寺の 大 怫 が 造 立せられ、 開眼 供養が 行 はれん とする に 先 だち、 支那 を經 て、 印度 

から 婆羅門 僧正が 我 國へ來 朝せられ た。 行 基 菩薩が 夫れ を 難波津 まで 迎 へに 出て、 互に あいさつ 

せられた。 

オヤく これ はく は、 御 久しぶりに 御 目に か i る。 あの 靈鷲 山で 釋 尊の 說 法の 席 以後 長い間 

御無沙汰した 云々 と 昔話が あつたと は 有名な 話。 今の 淺 薄な 歷 史的の 年齢で は 辻つ まが 合 はぬ が 

前生に 於て 霞 鷲 山で 同席 せられた 事が あり、 其 記 臆が、 後生の 1K 平の 時に もな ほ 遣って ゐ たもの 

とみえる。 

法 住紀に 十六 羅漢の 事 は 委しく 記して ある。 夫れ によるに、 もし 此 世界の 國王、 大臣、 長者、 

居士、 もしくは もしくは 女、 盤淨の 心を發 して 四方 僧の 爲に大 施 食 を 設け、 或は 寺を慶 し、 

經幡 ん-慶 する 等、 大會を 施設し、 或は 寺 中の 經 行の 處 等に 詣り、 臥 具、 飮食を！^衆に塞施せん時 


に、 此 十六 大 阿羅漢 及 諸の 卷 BT 其應 やる 所に 隨 ひて、 分散して 往き 赴き 玉 ：ん。 ^々の 形 を^ 

じ、 in 债を蔽 ひ！^ し、 凡常の 衆と 同じく し 密に供 具 を 受け、 諸の 施主 をして 勝れた る Ei- 報 を^し 

め 一十； はんと。 浙 様に も說 いて ある。 之に 據れば 令で も 羅漢が、 凡常^ 通の 人？ i の ス になって ゐる 

事が 信ぜられる。 

建 仁 寺 山門の 造 像の 施主た る 人々 が、 即ち 羅漢の 生れ 代りで はない と 哉 ！：〈：：：： も はド されな 

からう。 人 の 力で は 思議せられ ない 因緣で 結びつけられ てるて、 生れ 代り、 生れ 代って 來 たお 

様 を、 只の人 の 力の みで はとても 明に ならぬ。 

等身の 像 佛像 の大 さに は 種 々 な 約束が ある 。釋 尊の 姿 は 一 丈 六尺 あ つたと r ム ふ. - そ こで #： 通 

に は 立像で は 十六 尺、 座像で は 八 尺の 高さに 作る を 丈 六の 像と いふ。 ：S 寸法 を 半減した ものな 半 

丈 六と 稱 へる。 

結 緣の爲 に 日本の 人^の 自然の 身長に よって 五 尺內！ ^に 作った 立像 を 等身の 像と いふ。 この 形 

が 十 ：！ ぃ佛 像に は EI^ も 多い。 叙 山中 堂の 昔の 木像 藥師は 高さ 五 尺 だ寸， - 之が 開山 傅敎大 ^肉 身の 肉 

體の 高さに 據っ たもの。 但し 夫 は 今 は 無い。 奈 良の 藥師寺 の 木へ 藥師 は、 梵 相で、 nc: ル HI などの 

^作が 整って ゐて もま： 怒 哀樂の 表情が 少しもない。 夫れ 等が 梵 相の 徴。 奈 良の 法 華 寺の 觀- おは 
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光明 皇后の 人相 をう つした もの。 日 野の 法界 寺の 阿 彌陀の 如き、 口 もとに 笑 はんとして ゐ るが 如 

き は 人相の 加った もので あらう。 梵 相の 精 作、 人相の 傑作 は 誰に も钊 る。 其 中間の 拙作と なると 

混血 兒の 如く、 どちらに つく か 判らぬ ものが みえる。 地藏に は小兒 を：/. ノ つした もの、 阿 彌陀に は 

親 をう つした ものと いふ 類が 少 くないが、 扱 其 誰の 姿た るか は 公に する 必用の ない 事。 願主 當人 

のみが 滿足 する だけの もの 故に、 今日に ては歷 史に證 明せられ ぬが 普通。 武田信 玄が自 巳の 面貌 

を 不動と して 遣し、 安田 義定 が、 見 沙門 天の 像に 其顏を 遺し、 德川 家康は 藥師の 十二 神將の 寅の 

神の 像に 容貌が 傳 はって ゐる。 家 康は三 河の 鳳來 寺の 藥師の 申し子で ある。 神佛其 他に 祈願し、 

其 結果と して 生れた のが 申し子。 紀 州の 南 龍 公 は 其 母 養珠院 おまん の 方が 日蓮 上人に 祈願して 生 

れた御 方。  一 

輪廻の 思想と 因 鬼の 關 係で 深く 結びつけられて ゐて、 種々 な 形に 現 はれて ゐて、 其 最後が 成佛 

で 終る 事に なって ゐる。 羅漢に 自已の 面貌 をう つさせる は 成佛に 至らん とする 一階 段で ある。 善 

に 進む の 道であって、 惡 道に 陷 るので はない。 法 住 記に また 曰 はく、 十六 大 阿羅漢 は、 一切み な 

三 明 六 通 八解脫 等の 無量の 功德を なへ、 三界の けがれ を 離れ、 三 藏を誦 持し、 博く 外典に 通じ 

怫敕を 承け たるが 故に、 神通力 を 以て 自の壽 量 を 延べ 乃至 世 尊の 正 法 を 住せし め、 常に 法 を 護持 


し、 及び 施主の ために 眞の福 田 を 作り、 彼の 施 者 をして 大 報 を 得せし むと。 

法 華に 曰 はく、 もし 人、 佛の爲 の 故に 諸の 形 像 を 建立し、 刻み 彫りて 衆 相 を 成し- - もの、 已に 

佛道を 成せり。 彩畫 もて 怫の像 幅莊 厳の 相 を 作り、 自ら 作り もしくは 人に 作らせし もの、 传 已 

に 怫通を 成せり。 乃至 童子の 戯れに、 もしくは 草木 及び a. 、或は 指の 爪 を もて 佛像 を靈き 作りし も 

の、 是の 如き 諸人 等 は渐々 に 功德を 積み、 大悲の 心 を 具足して、 已に佛 をな せりと。 

メ— トル 法を實 行した 新 建築 

日光 山 東照宮の 社務所 並に 貴賓 館が 滯 りなく 竣功し、 先頃 竣功 式が 行 はれた. so 經^^約ニ十萬 

圓。 杉征づ くりの 二階建。 屋根 は 龠津產 の 赤 瓦葺。 曲尺 六寸六 分と いふ 雄大な 注 を 立て 並べ、 杉 

戶には 松 岡 映 丘 氏の 名畫。 結構 善美 を 極め、 古き 建築の 社殿と 相 並んで、 俊る とも 劣る ことなき 

もの。 低し 彼 は 漆塗り、 此は 白木の 差違が あるの み。 

貴賓 館の 由來 昔、 將 軍の 御參詣 のあった 頃に は、 今の 山 內御川 邸の 地と、 御成 S み 大澤村 

とに 常設の 御殿が あった。 其 後 夫れ は 撒 却せられ た。 中頃 以後 は 輪 王 寺の 本坊 を、 將 sf- の滯 在所 
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に、 臨時に 宛てられる 例と なって ゐた。 毎年の 例 幣使は 長 坂 上の 淨土院 を 宿坊と する が 常例。 其 

他 尾 州 家 は 日 增院、 井伊 〔z ぶ は 南 照院、 酒 井 冢は櫻 本院、 伊達 家 は 觀音院 とい ふ 様に、 宿坊 を 定め 

. てゐた 大名 もあった。 諸侯 殘らす 宿坊 を 定めて るた ので はない。 旦那 關 係の ある 町人 姓 は坊と 

稱 へる 寺々 に 泊った。 ^中には 旅 宿を營 業と せる は少 かった。 鉢 石 宿の 傳馬 運送の 御用 を 承って 

ゐ たは 本陣 杉 江 太 右衛門。 ゲラン ド將 軍の 滯 在した は 輪 王 寺の 舊 建物。 其 後に 夫は燒 失して、 再 

建せられ たが 現存の 輪 王 寺の 本坊 0 明治 fK 皇 行幸の 折に は、 新しい 本 坊の表 書院が 行在所に あて 

られ た。 今の 貴賓 館と いふ こと は 三百 年祭の 頃から 始 つた。 

社務所の 由來 日光 山 も 例の 葡 幕府の 二重 形式 を 巧に 用ゐ てあつた。 輪 王 寺 並に 寺 中の 淨土 

院 等の ぼ餘寺 は、 江戸から みれば 東照宮に 附屬 した もの。 他に 社家が 數 家あって、 六 位の 階級 G 

京都で は. 東照宮に 付いて は、 此の 社家の み を專ら 認めて、 僧侶 は •，：，， 式に は 全く 認めない 例幣 

使 は 目に^ 侶 を 見、 口に M 侶と あいさつしても、 東照宮に 關 する 正式の 書き もの は 社家 宛で. Is 侶 

や 寺院に は 宛てぬ。 其 社.： 〈^ の舊 番所が、 今の 假 社務所の 一 部と なって るる。 _ls 侶に して^ 照宫の 

奉仕 を專ち 勤めて ゐたを 大樂院 とい ふ。 大樂 院の蔡 建物 を 明治 年中、 古の 御殿の 跡に 移した が 今 

ゾの； a 內御川 邸 J 其大樂 脘の舊 地に tu や 建てた 社務所が、 二階 造の 舊 社務所。 其 黑ぃ門 だけ は、 大 


樂院の 時の ま- -。 大樂院 は， 名稱が 寺， - 建物 は 書院 造の 住宅。  _ 

共黑ぃ 門の 中、 舊 社務所の 二階 t3 を イカして、 新 社務所、 贵 K 館 は 設けられた" 設計 は^? な 

尊 門と する 小 林 ェ攀士 の 手に 成った とかつ 小 西 旅 宿の^ 飽、 日光 小學校 も、 同氏に よって：！ じく 

設計 せられた。 なほ 云へば， 三百 年祭 當 時に 設計 せられて ゐた 中；0:{ぬ 館と、 今^^せられ たものと 

は 全然^の ものである。 

メ- トル 法の 實行 古 來の曰 木 家屋に は、 田せ ET 京 北 (他、 尺度の 位の 川ゐ かたに ぉ这 

が ある， - 田 舍問は 曲尺 六尺 を isf. 位と して 一 ゲンと 一： ム ふ、" 京^ は 六尺 三寸。 この 社^所で は北ハ 六尺 

位をメ ー トル 法に よって、 六尺 六寸 ief 位と なし、 萬 事が 夫から 割り出された。 は 卽.， ，：^ 尺 六 

寸六 分と なった" 北 ハ爲に 柱で も橡 でも 太くな つて 犬に 立派で ある。 

£1^ 表に しても 出來ぁ ひで は にあ はや、 一 二 尺 三寸、 即ち  一 メ ー トル 巾の もの を 新に 縱り たてら 

れた。 總 てが？： 其 通りで、 日光 建築 史上に 一 紀元 をな した。 麼！： ハ々 々。 

日光 式 口 光に は、 著名な 日光 式と いふ ことがあって、 天 地 萬 物み な 共 軌範 を 出る こと はな 

い。 口：：！： 盈蝕、 辰 宿 列 張、 塞 來暴 牲、 秋 牧冬藏 と 千 字 文に も 云って あるが、 地名 は 口 光で も： 

ばかり 多く、 盈蝕も 列 張 も 目に は 見えない。 寒は來 るが 夏の 無い 土地で、 往とは 云へ ない。 田 
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も 畑 も 殆どない から、 秋 牧冬藏 も 亦 無い。 風土 的に みると、 この 社務所 も 日光 式の 代表的の 名作。 

奢つ * 木材 は、 往年 暴風で 倒れた 並木の 杉 を 用 ゐられ た。 其 當時メ —トル 法 を 知らぬ 村々 の靑 

年 圑の盡 力で、 曲尺の 六尺 を 標準と して 倒れた 木 を處理 してお いた。 其 一 間 もの も 一 一間 もの も、 

メ ー トル 法に あてはめて は、 少 しづ.^ 短い。 據 なく、 ヨリ 長い もの を 程よ く 切り取って 用 ゐた。 

この 故に 切れ はしが 多量に 出た。 夫れ がムダ になった は、 正しく 日光 式。 メ ー トル 法に は 忠義に 

して、 社の 經 費に は 何と 云って 宜しから うか。 

其 赤 瓦 は、 先に 寶物 館で 不適 當 たる ことが 試驗 すみに なって ゐる もの を、 更に 採用 せられた， も 

の。 之 も 亦 日光 式の 著しき 例。 

氷壓 ィ テァゲ 氣壓、 水壓、 土壓 とい ふ ことがあ るが、 日光に は 其他ィ テア ダ、 即ち 氷鼷 

とい ふべき 事が ある。 尤も 氷壓と は、 自分が 玆で 俄に 造った 語で、 土地の人 はィ テア ゲと いふ。 

地中の 水が 永って、 家屋の 土 臺石を 持ち あゆる を さして 云った 詞 である。 故に 一般に 日光の 土臺 

石 は 上が 小く、 下が 大きく、 深く 地中に 堀り 込んで ある" ィ テア ゲを 防がん が爲 である。 

土臺 石の みで はない。 あらゆる ものが 氷壓の 爲に變 化する。 瓦 とても 又 免れない。 一旦 上 ゆら 

れた瓦 は、 氷が 解けて 後 ももとの 狀懸 には復 しかねる" そこで 瓦 も 雨水 を 防がぬ こと- f なる、 - ャ 


ミクモ の 雨 を 名物と する 日光に 於て は、 其 害が 甚 しい。 如何に 瓦 下地 を 構に してお いても、 自 

然の 力に は抗 する ことが 出來 ない。 夫れ を 知りつ i、 押して 瓦 を 挥 び 採用した は 日光 式。 かの 寶 

物 館 は、 七 萬圓で 赤瓦葺 とし、 三百 年祭の 年に 建設し， 其 後 毎年 修縫を 重ね、 一時 は 危險と 認め 

られて 空屋 にして あった。 今更に 七 萬圓を 以て 大 改修 をな し、 其 赤 瓦 は 社務所の 新赌の 方に 移 

し 用ゐ、 銅 瓦に 葺き 改められた。 此 工事の 爲 によく く 調べて みると、 雨漏りが 4^ 大の禍 をな し 

た 事. か 明に なった と は、 現在 監督の 專門 家の 話" 諺に、 虎狼よりも：， i るぞ 恐し と ある。 

日光 マ. - 聞いて 極樂、 居て 地獄、 

じゃけんの：，^ やみくもの 雨。 

雨 は 相 か はらす 降る。 市中 も 道路が 擴 張せられ、 山內の 邪見の 石も少 くな り、 新 社務所の 大 1^ 

破風の 玄關に は、 自動 単が 自 ぬに 横 づけになる。 實に 昔と は變 つた。 讲し 土地の人の 心の底に 

は、 相 變らす 只今 も 征夷 大將軍 は 御 安泰と 信じて ゐる。 これ も 亦 日光 式。 
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我た っ杣の 七重 結界の 外から、 及び腰で 描き 上 ゆられた 名畫 として、 之 は 世に 旣に 問えて るる 

もの。 先年の 大師の 遠 忌の もりに 新に 之 等 を 調製せられ、 永く かの 山に 納めお かれる 山で、 昭和 

1 一年 十 一 月廿 七日、 上野の 寬永 寺に 於て、 特に 夫れ を展覽 して 結綠 せしめられた。 

大師 il 詞 傳三卷 (土 屋秀禾 氏 筆)  大師 畫像 (吉 川靈 華氏 攀) 以下 掛軸 . 

延禱 寺落慶 供養 (前 田 靑邨氏 筆)  法 華 十 講始立 (小 林 古徑氏 筆) 

大師 人 唐 渡海 (小 堀 靶音氏 筆)  大師 天台 登山 (下 村 觀山氏 筆) 

高 雄 山灌頂 (松 岡 映 丘 氏 筆)  廣濟院 廣撫院 建立 (安 S 靱彥氏 筆)  - 

大乘 戒壇 魏立 (結 城 素 明 氏 筆)  尊 雲 法 親王 (津端 道彥氏 筆) 

何れも 繪 として は 最上 乘々 の 出来で、 昔の 繪傳 がよ しゃ 今 存在して ゐて も、 之に は 及ばな か 

らうと 皆 人が 感歎して ゐた。 弘法 大師の 繪傳 は數種 古い ものが 現存して ゐ るが、 傳敎 大師の は 今 

は 遺って るない。  ：  ,  


拜 む繪、 眺める 縫 綺書： 彫刻な どに 對 して、 種々 見 かた 用ゐ かたが ある。 一 はなぐ さみに 夫 

を 眺めて 樂 しむ 事" 一 は 尊んで 拜む事 等。 此の 大師 傅の 繕 は 天台宗の 開 風と 仰 ざ、 共 遠 忌に 報恩 

謝德の 至誠 を 表 はして 描かれた ものである。 故に 拜む 方の もので、 眺る 方の もので はない" そこ 

で 申 兼ねた ことながら 希望が おこる。 

ま づ尊雲 法 親王 は、 鎌 倉の 土の 牢に まします 有様。 筆 は 至れり 盡 せりで あるが、 あれ を 近くよ 

り 又 遠くより 見て、 思 はす 知らす 其 前に 合掌 頂禮 せられる か。 不恭. - 

此の 法 親王の 御 姿 を 表 はし 奉る に は、 天台 座主の 正しき 服裝を 召して、 繩 床に 安座した まふ 所 

が 適 當と思 はれる。 脇 侍に は 山 法師 一 一人， - 

大師の 古い 像 は、 禪定に 入り 玉 ふ 御 姿。 今の 之 は 眼 を 開き 玉 ふ 御 姿。 夫れ に 新に 調製の 深意が あ 

る 由，^ 希く は、 圖 上に 色紙 形 を 補 ひ、 大師 號を賜 はった をり の淸和 天皇の 勒. 語が 报 ゆられたい。 

更に 二 幅 を 補って 修禪 大師 義爲、 刖常 大師 光定の 像 を 之に 添 へられたい。 

落 鹿 供 薪の 上に は、 五 • 色の 雲の 中に 金泥の 大^ 相 を 書き、 其 巾に 藥師の 一一： 尊" 山の 古 によつ 

て 左右の 手 を 組合せた 印相と する" 三 怫一體 の 深意 を 含めた もの。 藥ぃ 3^* は 持たせない 事。 雲 中に 

は 十二 神將。 即 t 「藥師 如 來が叙 山へ 影 向の 趣 を 現す る。 
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十講始 立。 小 林 氏の 圖には 本尊に 金剛 界の 大日が 描いて ある。 之 は 何故か。 もし 大 講堂なら ば 

胎藏界 の 大日で ある。 脇 侍 は 彌勒と 十一 面。 大 講堂 は、 淳和 天皇の 御 願で 創めて 建つ。 大師の 時 

代に は 未だ 無かった。 始めて 大師の 時に 十 講を行 はれた は 根本 中堂で ある。 中堂に は 大日 如來を 

安置 せられた 事 は、 今古 一度 も 無い。 原來 十講、 八講、 竪義、 論義 などい ふ 事 は、 奈 良に 起って 

歡 山に 移され、 儀式 作法 は 殆ど 同じ。 圖の 向って 左方に 立って ゐるは 探題、 問 者で あるが、 床上 

に 座す るを禮 とする。 長い 儀式の 時間に 立った ま- r では 勤まらぬ。 高座の 上の 向って 右が 讀師。 

. 其 眼 晴は奇 一- 左が 講師" 其 前に 經卷を 立て- - 飾って おくが、 問答 は 暗記で 行 ふ" 眼に は 其 心 持が 

あるべき か。 高座の 中央に あたって 禮盤 一 を おくべし。 佛に 向って 装束の 人の 座せ る は 勅使。 問 

者 は 本來五 人" 別に 注記、 聽 衆が ある。 夫 は 略した ので あらう。 圖 上に は 其 時代の 中堂の 本尊。 

人 唐 渡海に は、 其 時の 守護の 神 宇佐 八幡宮の 御 姿 を 上に 現 はしたい。 

高雄灌 頂に は、 上に 兩界の 大日 兩尊を 現したい。 

戎壇 建立に は、 圓相 中に 授戒の 三師、 釋迦、 文珠、 彌勒」 雲 中に 七證の 姿。 結 城 氏の 箪は 現存 

の 戒壇 堂に 門と 廊とを 加 へられた はよ い。 併し 看 衣 堂 を 省かれた は 不審。 

廣 澤廣！ a 兩院 は、 甚 難題であった、.、 眞に 意匠 慘儋 がお も ひ やられる。 布施 屋に 旅人の 休息の 姿 


として は 如何 か。 上に は傳敎 大師の 御 姿。  . 

天台 登山に は 上に、 日本に 古く 傳 はって ゐる 天台 大師の 像。 

諸 11、 何れも 色紙 形 を 古制の 如くに 加へ て、 夫れ. 4.,- 關 係の 語句 を 書き あら はす を 可と おも は 

れ る、。 いかが。 

三 卷の檎 詞の方 は、 更に 苦心の 多き を 思 はしめ る。 複製 を豫 期して 描いた もので、 文 も^も 多 

く 割愛せられ たは 殘念。 

卷^ の 天人の 像 は、 近く は 山の 古傳、 遠く は 法 華の 天人 常 充満の 說を 表した もので、 ァ リガ 夕 

ャ のおが たがる 場で ある。 併し.^ r の 人情に は 叶 はない。 これ は、 湖 を 隔てて 山 を 遠望した 山水の 

圖 のみに して、 人物 は 表 はさぬ が 宜しい。 かくして 經說と 古 傅と 今の 人淸 と、 且つ は 山 を 以て 常 

寂 光 土と する の說 とを湊 合し、 會 通せられ る。 今と 古と、 信仰と W 俗との. 通が 肝要であって、 

古人 も 其 爲に大 に 苦んだ ものが 多々 見える。 この 繪傳の 方に も淸和 天皇の 救 語 はあって 欲しい。 

ほ： つ 叉 山 王 七 社、 唐 崎、 其 他の 柳 ふべき ものが 多々 見える。 

又 大師が、 安居の 法服の 料 を 割いて、 殖產與 業の 爲 とせられた 事竄 が脫 してる たかと おも はれ 

る。 法 華の 現世 安穩の 思想 は、 物質的 方面に も 及んで ゐ る もので、 現今の 份 侶の 葬式 を 専業と 心 

i§ -敎 大師 is 詞  SJ;^ 


得、 ァ リガ タヤが 後生の 善 處にカ を 込める と は 全く 事情が 違って るた。 これらの 事 は、 <f 「の 時代 

思想に 對 して、 大」 有益な こと、 おも はれる に、 割愛せられ たは 殘念。 

信仰に 重き をお くが 故に、 同書の 筆^ 並に 畫家の 名前 は、 卷 物に 書き入れ ぬが 古禮 J 此の 古禮 

は 守りたい 事に おも ふ。 佛畫に 落欽は 無い。 額に も 筆者の 署名 はない。 靖！： 神社の 社 格標に 筆者 

吉 W 晚稼 氏の 名 は 無い。 振 天府の 額に 箪者小 松 宮の 御名 はない。 

狩 野 探 i 力 is 《照 宮緣起 を 描かん が爲に 佾宫に 叙せられ た。 甲 良宗賀 は、 善 光寺の 如 來堂を 再 

與 せんが 爲め、 幕 倚の 大楝 梁の 職を辭 し、 入道 向 念と なって 信 濃に 赴いた。 この 諸靈 家に 其 例 を 

望む は 無理。 

之に ついて 思 ひ 出す は、 武藤山 治 氏 舊藏、 叙 山の 墨 総の 屏風 一双。 印の 輪廓 は殘 して 文字が 釗 

つてあった。 恐らく は 元 龜の燒 打 以前の 有様と おも はれる。 大師 総詞 の參考 になるべき もので あ 

つたのに a 

雄 志 へ 勢 麩 
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寧樂 は、 地名の 奈 良と 同 語であって、 文字 を 異にする もの。 地名、 人名、 官名 等 は 昔から 法規 

によって 標準の 文字 は 定まって ゐ るが、 標準 以外の 文字 を も 場合によって 使 川す ろ。 漢字 は 融通 

の 妙が 活用せられ るが 其 長所。 此の 長所 は日淸 日露の 兩戰 役に より 我 軍に 於て 利用 せられた。 

此の 雜誌は 奈良を 中心とした 歷 史的 研究の 爲に發 行せられ てゐ るが 故に、 昔 用 ゐられ た 寧 I 水の 

文字 を 今 また 使用して， 奈良 について 歷 史的の 意味 を 蓋し 表した もの。 

奈良 は、 我國 象の 源 をな したと ころ、 文化の 中心 をな したと ころで、 神職 釋敎懇 無常、 酸い も 

甘い も 辛い もみな 奈 良から はじまる。 

共 地勢が、 四方に 山 を 周ら して、 中央の 肥沃なる 平野 を 園み、 氣候 だけで も 特殊の 狀態 をな し 

て る。 小刀 一挺で も、 束 京で はさび 易い が、 奈良 では さびない。 近ハゃ 盛に なった 大和 西瓜 も此 

の 氣候を 利用した もの。 我 國には 珍しい 乾燥した 空 氣を奈 良 は 保って ゐろ 故で ある。 この 乾燥の 

空 氣の爲 に 法隆寺 始め 多くの 古 築 も、 正 倉 院の寶 器 も 長く 保存 せられた。 又 大和 ものと 一； ム はれ 

る刀劍の1;^治も發達したのでぁる。土着の人も古ぃ事を好み尊むクセが深ぃ。祌佛に對する信仰も 

他所と は 様子が 違 ふ。 春 日の 神社の 申 祭 や、 若宮の オン 祭が 永く 行 はれて ゐるも 共 人氣に 基づく。 

之 を 現代的に 發 現した ものが、 卽ち天 輪 王の 尊で あらう。 京の 信仰が 功利 宗に 一向 一 心なる 
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と は 全く 違 ふ。 但し 生 駒 山の 聖 天の 繁昌の 如き は、 大阪の 黃金宗 の 本店と 見て 然るべき もの。 寧 

樂 系統で はない。 

其 昔、 奈 良から 平安京へ 都が 遷 された 後 も， 奈 良の 地 を 愛し， 寧樂の 古き 跡 を 慕って、 之 を 尊. 

んだ。 古今 和歌 集の 古里と 云 ふは奈 良の 事。 宇多 法皇の 宫の 瀧へ 御幸の をり に は、 尙奈 良の 都の 

建物の 若干 は 遺って ゐた。 大極殿 はじめ 敷地が、 昭和の 今日 も 保存せられ てるる。 平安京 は新レ 

いが、 其處は 皇居の 礎 一 っ殘 つてるな い。 古の 奈 良の 都の 八重 櫻 は 百人一首 にも 見え、 今 は奈 良， 

市の 紋章に もな つてる るが、 其 昔、 櫻の 木 を 保護す る爲 に、 伊賀 國に花 垣 庄と云 ふ 領地 を 寄せ.， 2V, 

れて、 今 も 花 垣が 村 名と して 存じて ゐる。 昔から 七 大寺參 り、 式社參 り、 吉 野遊覽 などの 盛で あ 

つた は 云 ふまで もない が、 特に 奈 良の 歷史を 研究す る こと も 古い。 

大 寺巡禮 記、 貝 原 氏の 大和 巡り、 本 居 氏の 菅笠 日記な ど、 みな 研究の 意味 も 含んで ゐる。 其 

中で も 傑出して ゐるは 和州舊 蹟幽考 二十 卷， 一名 大和 名所 記で ある、。 著者 林宗甫 は、 饅頭 屋鹽瀬 

の. 家筋の 人で、 其 家 は 始め 奈 良の 林 小路に 住み、 後に 郡 山に 移る。 分家 は 京都の 饅頭 崖 町に 居り、 

叉江戶 にも 遷 つて 鹽瀨と 今 も 云って 繁昌して ゐる。 鹽瀨は 林 家の 領地の 名 を 採った もの。 饅頭 は 

鎌倉時代 以後に はじまる。 夫れ が やはり 奈 良に おこる。 上野の 寬永 寺の 開. 山 天 海. 僧正 も奈 良に て 


この 林 家に ついて 神道 ゃ國史 の敎を 受けられた。  • 

明治に なって、 奈 良の 實 地に 就いて、 古陵 墓、 社寺 等の 調亮、 踏^、 研究が 盛に なり • 古來 貍 

沒 して ゐた物 も 車 も 多く 發兑 せられ、 之が 報告 も 種々 に發 表せられた。 

共 中で 機績 して、 發 表せられて ゐる は、 只 この 雜誌 寧樂 のみで ある，^ その 九號 に拘载 せられ 

てゐる は、 國 史上に 於け る 南都の 勢力， 中 村 id 勝 氏。 上代の 紛鼓、 山武松 氏。 1K 平 彫刻、 新納 

忠之助 氏。 奈良時代 前後の 怫寺 建築、 岸熊吉 氏。 飛鳥 朝の 怫敎 と藝 術、 大屋 德城 氏。 .^ 

伯 良 謙 氏- 大怫 殿、 聽尾 隆 慶氏。 奈 R 怫敎の 敎现、 橋 本 凝 胤 氏。 飛鳥 笑 術と 法 降 寺、 朿 浦舉献 

氏。 旦っ 雜報數 項の 中に、 元舰ハ 寺の 塔の 礎石の 周 園より 偶然 發兒 せられた 各 の 珠玉、 古錢、 金 

塊 等の 事が 委しく 記されて ゐる。 卷 首に 燒付 寫眞三 葉、 拓本 i#r  {^ おは： 版 三：. 叫。 卷 中に 揷靈 大小 

三十 四 筒に 及ぶ。 全^に わたって 頗る 意匠 を 凝らした ものである。 之が 不 お^にな つてみ て， 未 

だ 月刊に ならぬ は 殘 念。 

澤の 池の 水 は、 流れて 濑戶內 海に 入り、 遠く 米 國へも 通って ゐる" アッシリアの 獅子 狩の 输 

は法隆 寺に 入って 四天王の 旗と 云 はれ、 希 腿の 忍 冬 紋様 は、 天平 紋^に つながって ゐる。 北ハ 彫刻 

は 印度 两 域 を經 て、 天平の 彫刻と もなる、) 希臘の 石造 築と 奈良の 木 #3^ 築との に 一 致す る點 
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の ある は、 數擧 上に 說 明せられ る。 正 倉 院の三 彩の 土器と 同じ ものが、 近年 支那の 洛陽 にて 多く 

發 見せられた 尸 水の 流れ、 签氣の 流の 如くに 文化 も 世界的に 流れて ゐて、 相 通じて ゐる C 孤立し 

たもので はない が、 其 地方に 於て 各 別に 發 達し、 轉 化した 特色 は 認めねば ならぬ- ノ 

更に 之を內 地に 顧る と、 大和の 都が 山城に 遷 され、 近く 武藏 に遷 された。 大和の 中央政府に 對 

して、 諸國の 地方 廳が おかれて、 府中、 國府 等の 名が なほ 存 して ゐる。 奈 良の 東大寺 を 總國分 寺 

として 六十 六 ケ國に 各 國分寺 をお かれた。 之 を巡禮 する が ち 今 も 見る 六十 六部。 略して 單に六 

部と もい ふ。 各國分 寺へ 一部 宛の 法 華經を 奉納せ しょり 此 名が おこる。 

刀 劍の奈 良 銀 治。 甲胄の 奈良 洞。 膨 刻に 春 曰 怫師。 鎗畫 に奈良 総。 泰日 派。 墨に 奈良 墨" 書籍 

に 春 日 版。 飮 食に 奈良 酒， 奈良 澄。 雅樂の 伶人の 家 も 半ば 奈良を 本籍と する。 能 樂の觀 世、 今春 

の 家々 が奈 良に おこった は 云 ふまで もない。 稻を 刈り取って 後に、 機に 掛けて 干す 事 も、 一 千餘 

年 以前に 大和 國の 人の 創めた 事、 當時 朝廷から 布告して、 海 內に之 を獎勵 せられながら、 榜木縣 

以北に は 未だ 之を贄 行し ない 地方の ある は奇。 一千 年後れ てるて、 自ら 覺ら ない。 

奈良 地方 は {41 氣の 中に も 泥土の 中に も 十 3 い 物が 傅って ゐる。 古い 事が 遣って ゐる。 之 を 軍に 古 

い 事と して 研究 せられる は 勿論、 更に 之に 新しい 文化に 活用 せられる 事が 含んで ゐる。 徒らに 好 


事の 徒が、 物 を 弄ぶ と 違 ふ" 第 十號は 天平 文化史 論の！^ 冊。 其^ 卷に 藤既王 殿下の 「日 通交と 共 影 

響」。 第 十一 號は养 日 神社に ついての 特輯。 寧 樂の發 行 所 は、 鬼 大寺龍 松 院內。 

大禮 に 奉： 

即位の 大禮 は、 凡そ 次の 二つの 部分から 成立して ゐる。 一は 祌に對 する S 式。 1 は 人に 對 する 

债式。 もし 之 を 歴史的に 分つ と、 十 ：！ 儀を傳 へた 事と， 新 儀に 定められた との 大體 二様になる。 

十一 月 十日に 行 はれる 紫宸殿の 俊が、 人に 對 する」 依 式 中の 肝要。 

十一 月 十 日の 大 祭の 儀が 神に 對 する 儀式 中の 肝要。 双方と もに 古い ことと 新しい とが 湊 

八- - 折衷 せられて ゐる。 

紫瘦 殿の 儀 は、 神武 天皇の 古儀が 基礎に なって はゐ るが、 中古 以來採 川せられ た il" 式が 折 _ ^せ 

れて をる， 大嘗祭 は專ら 我國の 古儀で は あるが、 若干 は 中 十 ：！ の 儀 を 用 ふられて ゐ る." 何人に も 1 

兒 して わかる は 服装であって、 洋服 は 明治の 新 儀。 装束の 中に 色の ある もの は 中古 以來の 儀。 白 

色の 装束の 屮に 我國の 古儀が 存 して ゐる。 0ー物の中、大$3:1{:^1は茅^:^にて、 千木が つて ゐる は、 我 

大禮に 奉仕  i  ； 


國の 古制。 但し 臨時に して 一 夜 だけの 爲の 設けで あるから、 之 を 以て 其 ま. -に 古制の 家と は 見ら 

れ ない。 紫宸殿の 構造 は 種々， 他と 異る ことがあって、 部分的に は 大陸 建築の 影響 を 受けて ゐる 

が、 其 平面 等に はや はり 欞原 i 呂の 正殿と して、 紀伊國 の 忌 部 氏の 大工が 奉仕した 姿が、 なほ 存し、 

てるる 事と 察し 奉られる。 紫宸 とい ふ 語 は、 支那から 採った もので、 北極 紫 微宫の 意味 を 含んで 

るる" 天 體の 北極星の 在る ところ を、 支那の 土俗の 信仰で は、 紫微宫 と 云 ふ。 杜甫の 紫宸殿 退 朝 

ロ號の 詩が 唐詩 選に も 載って ゐる。 

大嘗祭 は、 我國家 全體の 御祭で ある。 天皇 御 一 代に 一 度の み 古來行 はせられ る。 毎年 行 は せら 

れる 宮中の 新嘗 祭と、 精神 は 同じ ことで あるが、 儀式の 形に 遠が ある。 天皇が 親ら 祭り 玉 ふこ- - 

は 大嘗祭 も 新 嘗祭も 同じで ある。 諸 社で も 新 嘗祭は 毎年 行 はれる。 特に 伊勢の みで 一 了 はれる が、 

神嘗祭 (カンナ メマ ッリ) である。 

大嘗 祭の 儀式の 作法 は、 いろく あるが、 食べ ものと 着物と を 供へ、 神に 親しく 吿ゅ玉 ふが 主た 

る 事。 食べ もの は 新米の 釵と新 梁の 飯と 其 外。 且つ 新米の 神酒が 供 へられる。 毎年の 宮中の 新嘗 

祭の.^は、 全國 各地の 有志 者から 献 ゆる。 大嘗祭 は 卜に よって、 縣を 定められて、 特に 稻と 粟と 

を 作られる。 夫を齊 田と いふ。 昔 は 夫れ を 太 田と 云った。 酒 も 其 米で 釀 造になる。 モ a ミ 風の も 


ので、 今の 淸酒 ではない。 

新 祭の 爲に は， 宫屮に 每年定 つて m るら れる御 殴が 常^して ある。 大 t.t 祭の 爲には 一夜 だけ 

の 事で は あるが、 新に 御 if を 立てられる. - 質素な 風の 姿。 

國. 冢全體 の 御 祭で あるから、 祭に 用 ゐられ る 各 g の 品物 は、 各地 方の^ 物 を 川 ゐられ た。 たと 

へ て 云 ふと、 各地 方から 夫れ-^ の 特産の 御 初德を 持って きて 献 ゆる もの をと り川ゐ にれ たので 

ある。 試に 一 例 を 次に あける と、 

紀伊國 の 鮑、 螺. - 阿波 國の 鲍， 鮑の 餘， 螺、 御 服の 布、 木綿、 ュ フ) 年魚、 蒜 根、 乾 羊 蹄、 橘 子 

等。 淡路 園の 土器。 河 內國の 飯笥、 手 洗せ、 他 土器 各顿。 和， r: 水 國の飯 ^其 他 土器 數 la。 1:^ 張 闽の士 

器數 種。 參河 國の 土器 数 種。 備ま國 の 土器 數種。 伊勢の 班 席， - 播 15 の 竹&! などが 淸和； 大皇の 御代 

の 規定に 戦って ゐ る、" 

夫れ 等の もの は、 神殿 其 他の 造 管から、 神前の 供物に も 使 川せられ る。 何れも 1^ に 於ても に 

於ても 古來の 規定が 傅 はって ゐる。 庭 精の 机 代物と いふが 明ュ ^ に定 つて、 同じく 网內 各地 方の 産 

物 を 神前に 供 へられる。 之 は 質 も 量も必 しも 定 つて はゐ ない。 各地 方から 規 C んの手 ^を！^ て 巾 出 

づ ると 探 用せられ る。 毎年の 宮中の 新 g: 祭に、 泶ゃ、 粟 を 各地 方の { ^志？ <； が 献げる 例と、 大要 は 

大 鰭に 奉仕 


讀史隨 筆  St 

似て ゐる J 

大禮 後の ニケ 日の 大饗 及び 夜 宴 は、 神事の 上から 云へば、 御供へ を 下げて いたぐ く 御 直 會の意 

味 を も 含む。 更にい へば、 全 國の產 物の 御 初穗を 献げて 神事に 神前に 供へ、 事 終って 後に、 之 を 

下け て 事に 與っ たもの がいた^いて、 且は神 恩 を 謝し 且は 御代 を 祝し、 また 身の 幸 を 互に よろこ 

ぶ 事と なる。 

大禮の ときには、 全 國の官 II 幣 社に 於ても 聴 使を發 遣して 祭事が 行 はれ、 且つ 各地 方 にても 何 

れも 饗宴が 行 はれる。 同じく 各地 方の 產物を 神に もさ- "ゆ、 人 もいた く 事と なる。 

各地 方に 於て 產物 を生產 する は、 物質 上の 事。 之 を 神に さ- - ゆる は 精神 上の 事。 其 むすびつき 

に 人 問 生活の 妙が あら はれる. - 精神的の 神事の 一 面 を 物質的に 見れば、 卽ち產 業の 振興と なる。 

此の 關係 をよ く 理解して 正しく 運用す るか 否か は、 之 を 支配す る 人の 方寸に ある" 原始時代からの 

產業、 米 を 獲る とか、 鳥 を 漁る とい ふば かりで はない。 近く 始 つた 器械 工業の 生産に 付ても 之 は 運 

用せられ る。 今一 つ 人間の 得手勝手の 愁の 深い 方から 解釋 すると、 賃錢を 請求し ない 神様 をも勞 

働 者の 仲間に 引ば り 込んで、 晝夜 はたらかせる 方が、 儲が 多くなる。 夫れ に 伴って 人間の 働く 能 

率も擧 がると 云 ふ 事。 夜の 守り、 晝の 護り に まもり 惠 み幸 はへ たまへ と 神に 祈る は、 即ち どうか， 


来て 働いて くださいと いふ， ぜ^ 味と 同じで ある。 

c: 本の 神道の 敎 とい ふ もの も、 其 儀式と いふ 事 も、 之 を哲舉 的に 評論 すれば、 ^幼稚な もので 

怫敎 などの 如く 高大 深遠な 思想 はない。 久遠 實成 などの. KI いこと を くでもない。 十帘 Z 億 土の 逮 

い 所の ^ゲも 云って はゐ ない。 死んだ 先で、 百味 の^へ ：5{ゃ^ ふと も、 天の 妙 衣をャ ¥0 とも、 iin の 

葉の 上に 半 座 を わけてい ちゃつ くとまで は 神道に は 云って は 無い。 

个-體 に 日本人の 生活に 一致し、 人情に 叶って ゐる 點 は 神^に 超えた 敎 はない。 現に 见 るが 如く 

に繁： a して、 而 して fK 壤 無窮と ともに 榮 えんと する ので ある。 死後の jsif を審と はしない。 

政治 上に は^ 選と なる， - 敎育 上に は 義務教育 となる" 軍 Is!- にて は 全 M ル：： 丘ハ となり、 舉^ 總 動：： B; 

となる. - 君臣の 大きに 於て は 即位の 禮 となる" 至高 至純の 精神が 發 して 大 $げ 祭と いふ 形になる" 

山 0^ 者 ジ- # 所 

大 禮は皇 {If. 一 典範に 定められた ところに 從 つて、 京都の 皇宮に て 行 はれる 。俗に 御所と 屮上 ゆる。 

昔の 詞 では 土 御門の 內褒と 云った 所" かやうな 御所が 幾 ケ所も 背 はあって、 共 類 を 組 2:^c サトダ 

京都の 御 1^  Is 
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イリ) と 申 上 ゆた。 之 は大內 裘に對 しての 詞。 大內裏 は、 桓武 天皇の 御代に、 今の 京都 を 萬 世の 帝 

都と 定められ、 平安京と 名づ けられた もの。 其舊蹟 は大體 今の 京都市。 其 皇居 は 今の 西陣と 云 ふ 

所に 當る。 桓武 天皇の 時に 出： 木た 建物 は、 村 上 天皇の 天 德に燒 失した。 其 後 數回燒 けて は 再興せ 

られ、 保 元の 亂 後に、 少納言 入道 信 西が、 戰亂 後で 財政 困難の 中 を 遣りく りして 再 輿した。 夫れ 

が 治 承に 燒 けて、 其 後 は 今に 至る まで 復興され ない。 久しく 空地の ま X でゐ た。 故に 內 野と 云つ 

た。 應仁亂 に 西 軍が 其處を 利用して 陣營 をつ くる。 其 故に 西陣が 地名と なる。 豐臣 秀吉が 新に 其 

地に 聚樂城 を きづく。 豐 121 氏 亡び、 城 は 毀 たれた 跡に， 泉州驟 から 織屋が 移って、 永く 西陣 織の 

產地 として 繁昌して ゐる" 近年 太 極 殿の 跡と 云 ふ を 標示せられ たが、 夫れ は 測量して 昔の 其 位置 

を 定めた もので、 其 場所に 礎石 一 つ 確かな ものが 存 して ゐ たので は 無い。 京都市の 中、 東 寺 は 昔 

からの 位置が 變 つて ゐ ない。 千 本 通が 平安京の 中央の 大道で 廣さ はもと 曲尺で、 二十 八 丈. - 御所 

車 を 走せ る爲に 道の 廣きを 必用と した" 北 野の 天神 は 右 近衛の 馬場の 跡、』 

朱 雀の 大路の 北、 南北 は 一條と ニ條 との 間、 東西 は 共に 大宮通 を とした 中に 皇居 並に 役所の 

建物が あって、 朱 雀 門 はじめ g: 方に 合せて 十二 ク 所の 正門と、 土 御門と 云 ふ 通用門が 東西に 開い 

てあつた。 其 東の 土 御門に 貫いて ゐる 道す ぢを土 御門の 大路と 云 ふ。 此の 大路の 通の 南側に あた 


る 里.？： 裏 を 土 御門の 內 裘と稱 へた。 尤も 周 園 も 內部も 今 は 大に變 化して るる、」 

應 仁の 亂 にも、 isfc 兩車 ともに 此の 御所 だけ は 犯さす、 難 を 免れた" 今 も 粟 m の 宵 連 院に傳 は 

つて ゐる 天台宗の 秘 tt は、 其 戰亂の 問は此 御所へ 御预 して 難 を 免れた。 本願 寺の^ 歸総訶 も 御所 

へ 御 g:- に 入れた ま- -に北 ハ戰亂 をす ぎて 無事であった。 德川 時代に なって 寳 永の 火災に か.. - つて 御 

文^ii:も燒失する" 天徳 以後 度々 の 災難に 免れた ものが、 此の 時に 無くなる. - 近 ie^i^ 山 御文^の 事 

が 世に 聞え て、 宇多 天皇の 窟筆 などの 俾 はって ゐる ことが 知れた。 之 等は寶 永の 難 を も 免れた 稀 

^の もの" 

年中 行 is3^ の綺卷 は、 後白河 天皇が 三十 三 問 堂の 寳藏へ 納めお かれ、 足利時代に 1^ 藏が 荒れて、 御 

所に 移された のが、 同じく 寶永 になくなる。 其 少し 前に 池 尻 〈ィケ * カミ) 大納 (n の盡 力に よって 住 

古 如 慶が拜 借し、 取^ぃで^^！したものが幸に世に淺った。 三十 六 歌仙の 冊子 も賓、 水より 前、 足 利 

時代に 本願 寺に 賜った もの。 

御所の 中紫廣 殿、 淸凉殿 等、 名稱は 昔の ま- - でも、 寶 永の 災 後の 復興に も！！ #3 は 昔の 如くに は 

ならなかった。 寬 政の W 興の 時に、 建禮 門、 承 明 門、 日華 門、 1^ 華 門、 紫应 殿、 《け； S 殿， ^0 

等 公式 を 行 ふに 必 川な 場所 は、 桓武の 古の 規 校に 设 興す る.： 一:- 味で 改められ、 夫れ が 更に 燒 けて、 

京都の 御所  Is 
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現存の 建物 は 安政に、 專ら寬 政の 規模に よって 再興せられ たもの。 これが 此の度の 大禮を 行 はせ 

られ ると ころ。 

紫虔殿 は、 皇居の 中の 表 御殿と も 申すべき ところで、 こ、 で 重大な 儀式 を 行 はれる。 紫 崖と い 

ふ 名稱は 支那 語で 北極星の 意味で ある。 其 構造 は 古い 日本 建築の 發 達した もので、 階段が 南面に 

一 ケ所、 束 面と 西 面と に 各 共に 三ケ所 づ-- ある。 種々 他に 例の 少ぃ 構造に なって ゐる. - 

淸凉殿 は 中古 以來の 平常の 御 住居に なって るた ところ。 菅 公の 詩に も 去年の 今夜 淸 涼に 侍すと 

ある： 桓武 天皇の 頃 は仁壽 殿と いふが 常の 御殿であった。 德川 時代に は^に 御 常の 御殿が 奥に 設 

けられて ゐた。 今も然 り。 

宣陽殿 は、 紫 i 辰 殿の 東南で、 大臣の 會議を 開く ところ。 

紫 i 辰 殿の 前の 左 近の 櫻、 右近の 橘は墙 I にも 常にみ る。 其 橘 は、 遷都 以前に 住して ゐた秦 氏の 舊 

き 物が 存 して ゐる 意味。 楼 はもと 梅で あつたの を か へられた。 儀式に は 此ニ樹 の 側に 左 近衛 府、 

右近 衞府の 武官が 整列して 陣を 張る によって 左 近、 右近の 名が おこった. -  , 

小 御所 は、 紫窟 殿よりも 東に あたる 一棟の 御殿。 之 は 足利時代に 始 つた 非公式の 場で、 私事に 

用 ゐられ た。 明治維新 は 小 御所 會議に はじまる。 其 時に 大名 並に 其 家臣が 列席す る。 武士 は 公式 


の紫虔 殿、 淸凉殿 等に は られぬ 規定が あった。 當 時の 因習に よって 云へば、 小 御所 會議 は、 非 

公式の 禮依 として 行 はれた ので ある，" 大寶令 以來傳 はって 重んぜられた 儀式と は^." 

寶 磨に 竹內 式部の 事件と いふが 京都に おこり、 今の 襄松 子^の 先代 も 座し、 入 逝し て^^と 

稱 へられた。 其謹愼 中に 大內裘 圖考證 を 著 はして 平安京の 昔の 構造 を 明に せられた、」 宽政 ハの 

をり に は、 入道が なほ 幸に 健在で、 事に 與 かって 功縝が 多い" 今 紫. M 殿の 軒を兑 上 ゆると、 3i 枧 

裏の 中、 四方の 隅 だけが 特に 作り かたが 異 つて ゐる。 之 も 苦心の 一例。 

之 等の 御殿の W 興 は 儀式 を實 行の 爲 である。 故に 第一 に 平面に 直き をお かれた。 外部から みた 

立 面 は 古制と いふよりも 寧ろ 時代の 感化の 多い ものと なった。 共 をり に參考 となった 十"^ 築の 一 

は 鎌 介 時代に 出 來た束 福 寺で あつたが 之 も 明治に 燒 けた" 

現今、 古制の 檢 はだ 葺の 住宅 建築の 立 面の 見られる もの は、 鬼 寺の 大師 堂、 高 野 不動 堂 ゆで あ 

る。 淸 水の 觀 昔の 本堂 は 坂 上田 村 麻呂の 住宅、 祗 園の 本社 は昭宣 公基 総の 住宅の 姿 や 傅へ たもの。 

久しき 亂^ で 諸事 衰替 したが、 寬 永に 伊勢の 例 幣使ゃ 雅樂が W 與 せられる" Js; 享に大 嘗^が W 

興せられ る。 寛 永に 東 幅 門院の 入內 によりて 後 宫の 儀式が 搏 興せられ る" 宽 政に 御所が 大 

小の 事、 大寶 令の 精神に 基づいて、 再興に i$ 興 を かさねて、 治に 王政復古 となる. - 王政 (仪 古の 

京都の 御所  lull  』 
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氣分 は、 京都に 七 百年の 長き 間た よって ゐた。 

天平 文化 

銀の 目 貫の 大刀 を さげ 佩きて 奈 良の 都 をね る は 誰が 子ぞ 

昭和 三年 は、 聖武 天皇の 天平 元年から 一 千 二 百年目に 當る。 夫れ にっき、 奈良 では 種々 紀 念の 

催 もあった 由。 

我 國の內 地で、 黄金が 發 見せられ たは 天平 二十 一 年、 卽ち 天平 感寶 元年と 改元 せらる。 其寶の 

字 は 黄金 を 意味した 文字. - 同年 內に 再び 天平 勝寳と 改元 せられた。 ーケ 年に 二度 改元の あつた は 

古今 この 時の み。 夫れ より 以前に、 朝鮮から 黄金 は 輸入 せられて ゐ たが、 其 量 は 勿論 少 かった C 天 

平の 發掘 によって 大佛の 像に 鍍金す る 事が 出來 た。 個人の 装飾 用に は 銀 を 用る た。 此の 銀の 目 貫 

は 世に 誇る に 足る ものであった。 太刀の ッカ は、 糸で 卷ぃ たものと、 卷 かぬ ものと ある。 之は卷 

かぬ 方 * 即ちた ぐ 飾りの もので 實 用の 武器で はない。 飾りの 太刀 を さけて ゆらり くと 奈 良の 町 

をね つて 歩いて ゐ たが、 其 時代の モボ。 ねる とい ふ 歩き かたは、 東京に はとん と 無 ひが、 上方に は 


今 も ある。 近世で も 公卿 は 常に 之 を 練習した もので、 三條實 萬 公な ど は 基 巧妙であった 35jo が殘っ 

てみ る。 其 昔 モボの 練って 歩いた 奈 良の 三條通 を、 今 は 自動車が 走る。 玆 にも 古今 文化の 差が 現 

はれて ゐる。 

黑 塗の 車を馳 せつ 靑 によし 奈 良の 誰が 子の 練りし 大路 を 

昔 は 走らなかった。 今 は 練らぬ。 何故に 其 差が 生じた か。 

平 和の 文化 練って 歩く が 如き 平和な 文化が 天平に 現 はれて ゐる。 西 隣の 桃 山 文化 は、 好戰 

的 文化であった ことが、 あの 城の 石垣で 知られる。 束の 方 江戶の 文化 は、 表面 は 太平 無事、 內實 

はや はり 好戰的 文化。 

何事 ぞ花 みる 人の 長刀 

寶に 長刀 もさして 花見つ X 三百 年を經 たのであった。 

北の 平安京の 文化 も 亦 名の 如く 平安なる もので あつたが、 多年 戎 に ふみ 荒されて 名殘 りが 少 

い。 奈良は 時代 は 古くして 名淺が 他に 較べ て 多く 傳 はった は 平和の 德リ 

安定の 文化 奈良朝 は 班田 制度が 實 行せられ， 人口、 男女の 數に應 じて、 田地 を 均分せられ 

た。 今の 國家 社會 主義に や，^ 似た 趣が. あった。 之に よって 國民 全體の 最低限 度の 生活 は、 保設せ 

ヌ ^,  ^ 化.  裏 
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られ、 之に よって 生活が 安定 せられた。 他方に は 位田、 職 田 等の 制度が あって、 貴族の 體^ も 保 

たれる やうに なって ゐた。 且つ 新開 懇の 制度、 注 園 もあって 我利々々 亡^も 亦滿 足せられ た。 

これらの！： 民 生活の 基礎 は 意外に よく 出 來てゐ て、 今日の 暮 しに 困らぬ ま \ に、 ゆらり /、と 

練って 歩いて ゐられ た。 

禮 楽の 文化 禮は、 人間 生活の 標準。 夫れ にも 二通りあった。 在家の もの は 律令、 格. 式、 

儀式と いふが 如き 國定の 標準が あって、 夫れ に從 つた もの。 今 も カク シキ、 タイ ギ (大儀) など 

いふ 請の 殘 つて ゐるは 其 名殘。 出家 は 別に 戒律と いふ 標準が ある。 今も奈 良の 唐 招 提寺ゃ 二月 堂 

の 御 こもりに は. 天 平時 代の ま i の 戒律の 標準 を實 行して ゐ る。 俗語の リ チギ、 ギヤ ウギな ど は 

. 夫れ から 起る。 得手勝手 我 ま.. -氣 まま、 愁の 深い 人間に 對し、 物！： r 的に も 精神的に も 若干の 節制 

を 守らせて 生活 を 安定し、 社會を 平和なら しめる. こと を はかった。 

樂は 音樂" 雅樂は 申す まで もな く、 伎樂、 田樂、 猿樂、 神 樂等奈 良が 中心に なって 廣 まった。 

其 盛な 時 は 天平に ある。 今 も 春 日の 若宮 祭 を 見る と 其 趣が 現 はれて るる。 

禮 によりて 節制す る。 樂 によりて 心 を ゆるやかに 樂 しくす る。 平和 を 得る 妙 は 其 處 にあった。 

凑ム a の 文化 善惡、 是非、 正邪、 曲直、 黑白、 淸燭、 長短、 大小、 肥瘦 等の 矛盾せ る ものが 


世の中に は 混じて 存在して ゐる。 何物で も か.. 1 る 類 を 程よ く 取扱 ふ は容： ^ではない。 况んゃ 人 

の 心 を や。 天平の 文化 は、 よく 之を湊 合し 調節し 得た。 . 

年號を 付ける とい ふ 事の 根本 は、 支那の 道敎の 信仰に 本づ く。 黄金が 出れば 卽ち、 t ャ I： 〈とも 勝 i^; 

とも 改めねば ならぬ も 其 信仰の 故。 此 信仰に よって 人 は 仙人になる。 iji^rn も 八幡 も 口 本の 神、 

大怫も 觀音も 印度の 佛 菩薩、 之を湊 合して 爭 ひの 無い やうに した。 今 は M じ！： 彌陀 でも、 じ 法 

華で も、 晝夜 紛爭が 絶えない。 古今 あまりに 甚 しく 相 遠して ゐる。 

東大寺の 三月 堂 一名 法 華 堂 は、 天然の 土地の 斜面の ま i の 上に、 人工の 平面の 建物が 巧に 造つ 

て ある。 春 日 神社の 諸 建物 も、 同じく 斜面の 土地に 立て- 1 ある。 今い ふが 如く c: 然を 征服せ すし 

て、 自然の まま を 活用して ある。 之 等 も亦湊 合の 妙の 現 はれた もの。 

冀ふ とこる は、 法の 盛.、 天地と 永く 流れなん。 擁護の 恩、 幽明に 被リて iral に滿 ちなん 0 天地 神祗 共に 相 和 

順し 玉 はん。 恒に鷓 鹿.^ もちて 永く 國 家.^ 護り 玉 はん 0 

之 は、 聖武天皇が、東大寺造立にっきての御誓願の歆旨を、銅版に彫刻して^|^へ 玉ひし文の中に 

ある" 都に 東大寺、 西 大寺を 立て、 諸 國に國 分 寺、 國分 尼寺 を 立てられ たは 文化 を 普及の 爲、 乂 

救濟 の爲、 今の 詞で 云へば、 社會敎 育の 爲、 社會 事業の 爲 であった。 勿論 國 立の 葬式 執行 場で は 
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決してなかった。 班田 制度 は、 其 煩 はしい 事で あるが、 海內 各地 方に 行 はれた ことで、 今 も存し 

てゐる 北條、 南條、 東條、 西條、 上條、 中條， 下條、 十條、 九條， 十七 條 など 即ち 其 制度の 史蹟 

の 地名 だけで も 察 しられる。 

印度、 西域、 支那 等の 文化 を もよ く湊 合し、 印度、 支那、 朝鮮から 來てゐ た 種族 を もよ くな つ 

けて、 其 間に 爭を なから しめた。 

且つ 今から みて 奇な は、 良民 を 買って 奴隸 とした 事、 夫れ によって かの 正 倉院も 保護 せられて 

今に 至った。 其 子孫が 今も奈 良に 繁榮 して ゐる。 其 昔の 身の上に ついて、 自他 共に 異様の 感じ は 

持って ゐ ない。 兵力で 最後 を 解決した 西洋の 奴 隸とは 違 ふ。 是 も奇。 

雜誌 寧樂其 他に よっても、 天平 文化 は 久しく 研究が 發 表せられて ゐる。 但し 其 組織的の 大 研究 

は 未だ 進んで ゐ ない。 其 名殘の 存在 だけで も 未 調査の ま-。 甚殘 念。 

京都の 史蹟 

史蹬は 到る 處 にある" 夫れ に 伴 ふ 書き もの、 建造物 • 他の 地方との 關係 等が 多き 程、 繁き 程、 


蹬 として 興味が 深い。 研究し、 表彰す る 價位も 高い。 夫れ に は 京都が 第一 である。 

延曆 以前 加 茂 上下の 兩社は 神武 天皇の 御代から、 其錢馬 は、 欽明！ K 皇の 御代から 始 つて 今 

も 行 はれて るる。 氏人の 家々 が 繁昌して、 競馬に 奉仕して ゐるノ S 生 山， r ミア レャ マ) 御藤 山と 

いふ 神聖の 地も存 してる る， - 

松 尾 J 叙 山の 日 枝の 神と ふかい 緣が ある。 名稱は 一 つで、 神 舆は七 基 U 七條 等の 数ケ 所に 御旅 

所があって 五月 祌幸" この 御旅 所が 神社の 舊地 か. - 奉仕して きた 秦 氏の 邸の 跡 か。 

稻荷， - 和 銅 年中に 鎭座。 其 御旅 所 は 九條。 やはり 秦 氏が 奉仕。 愛の神、 肘の 祌 として、 仰が 

篤い。 加 茂 も、 松 尾 も、 稻荷 も、 共に 二葉 薬 を しるしと する。 

六角堂。 聖德 太子の 建立" 親鸞 上人が 現世の 利：！ ま を祈禱 して、 忽ちに 靈驗が あら はれ、 其 子孫 

に 迄 も 御利益 を 授けられる。 大安 賣。 其 堂の 構造 は、 屋根 は 正 六角。 注の 配置 は、 前 fg が廣 くな 

つて ゐて、 正 六角で は 無い。 珍しい 形， - 

太秦の 廣隆寺 は、 太子 時代の 創立、 秦 氏の 氏寺。 

延曆 以後 東 寺 は、 其 境域が 平安京の IeE 劃の ま- -を 今に 存じて ゐて 有名 j 其 地 は本來 外人の 

旅館た る鴻臚 館。 其 金堂、 講堂 等に 其 頃の 御 役所の 名殘が 見られる。 鬼 寺に 並立して ゐた西 寺 は 
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芝生と なって 淺 つた。 

北 野 神社 は、 右近 衞府の 馬場に 立て \、 馬場の 名殘の 土手が 其 門前に なほ 存 して ゐる。 

太 極 殿 は、 平安京の 正殿。 其 眞の遣 跡 は、 舊 刑務所の 中に 當る。 近頃 碧 瓦、 礎お が 現 はれた。 

千 本 通が、 古 S 朱 雀の 大路の 名殘。 昔の 道 巾 は 二十 八 丈" 之が 左 京と 右京の 境目" 都の 大通り。 

清水寺 は、 延曆 年中に 大和の 多 武峯の 遷の音 羽 山から 移す-」 怫殿は 其 昔 坂 上田 村 麿の 私邸 を 寄 

附し たもの。 再建 幾 回に してな ほ 住宅の 名殘 がみえ る。 こ \ も 愛 を 祈った ところ。 

德成 橋と いふの が 今 聖護院 前に ある。 平家物語 にある 得 長 壽院の 名殘。 長の 字吳 昔、 ヂ ャゥ。 

三十 三 間 堂、 卽ち 蓮華 王院 は、 後白河 法皇の 法 件 寺の 御所 中の 一 楝，) 

染殿 は、 忠仁 公良 房の 邸。 正 親 町の 北、 京 極の 西 二 町" 

本院 は、 時 平 公の 邸、 中 御門の 北、 堀 河の 東 一 町。 

伊勢の 御の 邸 は、 ニ條東 洞院。 飛鳥 川 淵に も あらぬ 我家 も、 せに (瀨、 錢) 變り 行く ものに ぞ 

ありけ る。 賣 つた f -、 此 歌を殘 して 名高い。 

陽 成院。 大炊 御門の 南、 西 洞院の 西、 同 天皇 御 誕生の 地。 

法 成 寺の 御堂、 御堂 關. H 道 長 公 建立、 今の 河原 町の 上。 


鷹 司 殿" 道 長 公の 夫人 倫 子の 邸、 土 御門の 南、 萬 里 小路の _s^。 

東北 院、 道 長 公の 女 上 門院の 建立" 一 條の 南、 京 極の 東。 

行成 卿の 撒 尊 寺 は、 一條の 北、 大宫の 西 J 

菅 公の 紅梅 殿 は >  五條 坊鬥の 北" 此の 建物の 見取 圖が傳 はる。 

祭主 輔 親の 邸 六我院 は、 六條 の南窒 町の 東。 

實定 公の 德大寺 は、  < 「の 龍 安寺.^ 細 川 勝 元が 買 取って 改める。 

法 性 寺 入道 前關 白太 政 大臣の 法 性 寺の 跡 は、 今の 東 福 寺の 地。 

平淸盛 公の 六 波 羅の邸 は、 六 波羅密 寺の 南、 夫れ が 後に 鎌 倉 幕」 肘の 兩六 波羅 探題の 邸になる" 

平氏の 西 八 條の邸 は、 七條 停車場と 東 寺との 間" 

法 勝 寺の 執行 俊 寬と平 判官 驟賴 等が 平家 を滅 さんと 相談した 跡 は 法然院 の邊の 談合が 谷。 

源 義經の 堀 河 邸 は、 油 小路と 堀 河との 問、 六條の 南。 

千代 能が 戴く 桶の 底ぬ けて 水た まらねば 月 もや どら や、 と 云った 千代 野の 井 は、 洛北日 il^: 〈小 本 

隆寺 にある.。 

足利將 軍の 窒 町の 花の 御所 は、 今 出 川の 北、 窒町 築山 町の 還。 
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義昭將 軍の ニ條 城の 跡 は、 高 倉 二 條の 北。 天守 町の 邊。 今の ニ條城 は德川 氏が 寬 永に 築きし も 

の。 名 は 同じう して 赏は異 る。 

地震 かみなり 風.^ 事お ゃぢ。 おや ぢの心 持で 史蹟 は繁雜 になった。 地震の 爲、 かみなり、 火事 

の 災禍から 變 化が 多くなる" 

之 を 他に 比して みるに、 奈良 は、 京よりも 年代 は 古いが、 事は簡 にして、 史蹟 は 寧ろ 單純。 大 

阪は 古い 事 は 全く 不明。 豐臣 氏の 跡 も 城郭の み。 城內の 建物の 事 も、 城外の 邸宅 等の 様子 も 不明。 

た 天 王 寺、 住吉 のみ は 千古 不變。 夫れ も 今 はか はらんと して ゐる。 東京 は 火災に 屡 か- - つたが 

事 は簡。 

史蹟の 知らせ かた 加 茂、 松 尾、 東 寺、 清水寺の 如き 現存の もの は、 特に 知らせる 方法 をな 

すに 及ばぬ。 

西 寺の 跡、 右 近衛の 馬場の 跡の 如き 類、 名 殘の存 する は、 よく 指定して おく 必用が ある。 

染殿、 堀 河 邸 其 他、 今日に て は 一物 も 名殘は 止ら す、 變り はて X、 よしや 場所 は 推定 せられて 

も 指定した i.- けの 情 は、 見る 人に おこらぬ。 又 石碑の 傍に 木檩で 史蹟と 題して 立てた が 如き、 應 

急 的に 止む を 得ざる もの か。 


地 圖の活 B=P 現存せ る もの、 位置の 推定 せられる もの、 少し にても 遺物の^ する もの 等 は 

地圖の 上に 記入して 指示した が耍を 得た 方法で あらう。 

其 研究が 進み、 事蹟が 明かになる に從 つて、 訂正 增補 すれば 年 を かさねて 善い 地圖 が出來 る" 

夫れ にっき、 一 は 年代 を 追って、 奠都 以前、 平安朝 時代、 藤 原 時代 等 横に 數 期に わけて 製作す 

る も 一 のよ き 方法で ある." 

或は 系統 を 立て i、 藤 原氏關 係、 源氏の 關係、 平氏の 關係、 天台宗 關係、 眞 首宗關 係、 陶器の 

關係 等と、 縱に 眺めた 地圖も ありた くお も はれる。 

近頃の iHi 劃 整理の 如き も、 歴史 を 活かす 方法が 取りたい。 强 ひて 破壊 はさせ たくない。 樹 一 水 

植ゑ るに も 其 心 もち はありた い。 

官 文書 の 保存 

流れに 浮ぶ うたかたと 古人 も なげいた 通りに、 人の なす 事 はもと より 變 化して 行く。 天地 自然 

もまた 同じ ありさま では ゐ ない。 
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自然の 力 は ともかく、 人間の 力の 及ぶ 限りで は、 ュ S 人の 仕事が 長く 遺って、 後人に 利益 を與へ 

幸福なら しめる やうに ありたい と は、 誰し も 思 ふ。 大倉鶴 彥老も 云 はや や。 

替る 世に 變 りて ならぬ 君主 政法權 鞏固 大和魂 

錦 输數千 枚。 明治 初年から 揃ってる る もの。 之が 近頃 東京 帝窒 博物館から 拂下 ゆにな つた。 其 

繪畫に 藝術的 意味の 優劣 は 混じて ゐる。 其 木版す りに、 技術 上の 巧拙 はや はり 交って ゐる。 但し 

明治 初年の 世相 を はやく 見る に は、 之に 超えた もの はない。 叉 風俗 人情 其 他に つき 其 中に 含有し 

て ゐる耍 素 は 限りがない。 

今の 東京 帝室 博物館 は、 もと 國有 にして 內務 省の 管下に あった。 英京の 博物館に ならって 設立 

せられ、 圖書館 を 翁ね てゐ た。 其 頃の 出版 條 令の 結果に より、 出版 屆に 添へ て 政府へ 納めた 物の 

一通が、 博物館に 今まで 殘 つて ゐ たもので ある。 其 圖書は 主として 御茶の 水の 昌平 坂舉問 所の 藏 

書 を 移された もので、 後に 之 は內閣 文庫に 合併 せられた。 但し 典籍と 云 ふ 名稱を 以て、 陳列 品に 

なるべき 程度の もの は、 博物館に 今 も牧藏 せられて ゐる。 この 錦繪の 如き、 法律の 結 架であった 

が爲 に、 夫れ だけの ものが 殘 つて ゐた。 もし 今日より 集めん としても 數萬金 を 出しても 得られ か 

ねる ものである。 ムザン に拂下 ゆられて 散迭 した は殘 念。 


新年、 天長節 等の 賀表、 幷に 御玄關 にて 參贺 した 人の 署名した 帳簿な ど、 御覽濟 とい ふ 長方形 

の 朱印 を 押した ま i に、 紙 屑屋に 宮內 から 拂下 けられる。 參贺 した 人、 賀表 を さ- - けた 人 は、 

之 を て 忠義の 心 は 感じない。 むしろ 危險 思想の 芽 を きざさせられる。 

咋华 から 數回 にわた つて、 同じく 宫內 省から 反故が 澤 山拂ド けられた。 治 初年からの 機密の 

文書、 高官 高位の 御 方々 の 御 筆 も 多くあった から、 紙 屑屋 は 御 かゆ を 蒙って、 此 不景： m の 中に、 

正に 紙屑 成金と なり 上った。 天恩の かたじけな きに 感じ、 皇 城に 向って 毎朝 參拜 九拜 して ゐ るで 

もない とか。 

事務 上から は拂下 ゆにな つても 差 支 はなから う。 政務 上から みれば 岡 書 寮へ 移して 永久に 保管 

せられるべき もの。 勿論 明治天皇、 昭憲 皇太后の 御傳 記の 資料と なるべき ものが 多くあった。 維 

新 史料に もや はりなる。 其兩 編纂の 御 役人 も拂 下の 事 は 蓋し 知らなかった であらう。 

^勢 神宮の 秘密に 關 係した ものが 昨年 世に 多く 出た。 之 は 長く 其處 につと めて ゐた 個人から 出 

たと みえる が、 個人の 家に あるべき すぢの もので はない。 

明治 十 年頃 か、 大藏 省の 倉庫が 燒 けた。 其 をり は 地租 改正の 時であった。 國家 草創よりの 土地 

の 所有 權を 整理す る 場合で、 甚 疑問が 多い。 其 疑 は 今 も 澤山殘 つて ゐる。 十 年頃に は 未だ 行政 裁 
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1： 所が 無くて、 地 机改： 止に ついての 訴へ は、 みな 大藏^ に 築った。 共ポ：類の介^^がゃけた。 北ハ時 

の 火 藏卿は どなたで あつたか？ 几えぬ。 この 燒 失の 爲に 幾^、 幾 十^の 横 利 は；. I め にれ なくなって 

しまった。 3 貼の 泣ね 入り。 此の、 ねに {冰 亡び、 ^J^ゲ失ったものが、 どれ だけあった か、 はかり しれ 

ない。 共 火元 は、 失火、 放火、 ^問と 世に は 一； ム はれて ゐる。 t ルー 期の 謎^に 謎 院の燒 失 も、 文 省 

^城の， お 味が あつたな どと 一： ム はれる が、 夫れ は i::- じられ ない。 

帝！： が 成立の をり に • もとの 元老院の 記 錄共他 は、 ^族院 に 移された" 元老院 はもとの 立 

法府 で、 法^の な^を はじめ、 典 類^ 等の 硏究、 調木：-の^：；料並に北ハ：ぉ^が！^しく^ってゐた" 

共受っぎ乎数が^3しかった^に、 、水ら く 乎，. B を 終ら やして 共 ま、 になって ゐた。 時期 を あまりす 

ざた t:! にかへ つて 引礙 が出來 なくなった。 故と して 拂ド ゆるに も あまりに-お： が 多すぎて、 ^1::;;^ 

檢 水に 院へ對 する 説明に こまる と：： ム はれて ゐた。 北 ハ屮に 如何にして 1： を く^った か、 夫れ が 布 中に 

多く 散亂 して ゐる を见 うけた。 之に ついては また^ 談が 多い。 

^^京府でも：^！務的规ぉにしたがって反故として多愈に拂下けた。 あとで^ 史的に 問題が おこつ 

て 【只 ひも どした が、 傲 じても どらな、 力った ものが 多い。 

近く ュめ大 舉の新 校合に て II かれた 1^ 治 文化；^ の 中に、 その 京 府の拂 下の 中の 珍書、 案 


重 書が 若干 陳列 せられて ゐた。 この類の 拂下 は、 全 國の各 役所で 毎日の 如くに 行 はれて ゐる。 再 

び 得が たい もの は、 國 家の 歷 史上から は 永久に 保存せられ ねばならぬ ものが、 ウタ カタの 如くに 

日々 に 亡び、 減され る。 この 損害 は實に 夥しい 事で ある。 

安政 以來の 外交文書、 條約書 等 も 十二 年の 震災に 東大の 圖書 館で なくなった。 本 來內閣 文廊に 

あった もの を、 大舉で 借りた ま、 にして 返さす、 遂に なくなった。 其時喾 庫の 槐に まづ 火が付い 

て燒 けた。 入口、 非常口 共に 力 ギが其 際に Co- 付から す、 錠 を かたくお ろした ま k に 一 紙 半 藥も取 

出さす に 目 出た からす 燒 けた。 もし カギが あれば 扉 を あけて、 若干 冊 は 出された のであった。 

火事 を 花と 見た 一 IfE 五十 年の 久しき 問の 火災の 都 江戸の 中に あって、 紅 藥山文 靡 だけ は 無事に 

明治 政府へ 引つ がれた。 流石に 油斷が 無かった 故で ある。 明治 政府 は 太 政 に 修史 局 を 開き、 紅 

葉 山 文庫 中の 若干 部 は、 修史 局へ 取 出して るて， 明治 六 年に 燒き 失って しまった。 東大で は 造船 

敎窒 へ圖書 館の 蔵書の 中 を あ づけて おいて 燒 いた 好し からぬ 經驗 もあった。 

今の 文 害 保管、 保存の 規則 は、 主として 事務的に 立てられ、 事務的に 取扱って ゐて^ 違 はない。 

廣く 文化、 高く 思想 問題， 大 にして は國 家の 天壌無窮の 隆盛の 歴史と いふ 類の 見地に もとづい 

て、 規則の 根本 を 立てな ほして 改正せられ ねばならない。 
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他方に 思想 問題が ある" 又 國寶の 保存、 史蹟 名勝 天然 紀念 物の 保存と いふ 事 も 行 はれて ゐる世 
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筑 波れ のおよ リ^つ るみな の 川戀ぞ つ-." リて 淵と なリ ぬる  一 

と 百 人ー酋 にある 通りに、 あの 山 は 昔から 戀を 以て 聞え てるる。 山預が 二つに 分れて ゐて、 西 一 

の 方 は ERig 山、 東の は 女 體 山と 云 ひ、 各 男女の 祌が鎭 ります。 毎年 陰暦 四月 一 日と 十 一月 一 日 i 

とに 御衣が へ の 祭儀が 行 はれ、 神輿 渡御の 式が 盛で ある"  一 

男 神 女神 この 山に 鎭 ります と は、 古い 信仰で、 萬 葉 集に も 見えて ゐる。 其 九卷に 

衣手の 常^の _ゅ 

二なら ぶ筑 波の 山.^ 

見 まく ほリ 君來 ませ リ >J.  一 

執 I けく に 汗 かさなげ き  i 

沐の 根取リ うそぶき 登づ  * 


尾の 上.^ 君に 見 すれば 

男の 神 も 許し.；， -ま ひ 

女の 祌 幸 ひ 玉 ひ て 

時と なく 雲居 雨 降る 

筑 波れ.^ さや に 照して 

いぶか リし國 のま ほら. 

つばら かに 示し 玉へば 

うれ L みと 紐の 緒 解きて 

家の 如 解けて ぞ 遊ぶ 

打な びく 春见 まし か は 

S 草の 戰 くに あれ ど 

今 口の 樂 しさ 

反 歌 

今 口の 日に いかでし かめ や 

筑 波れ に 昔の 人の 來 ける 其 日 も 
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とい ふ 踊が、 この 筑波 山で は 昔 行 はれて ゐた。 夫 は 今の ダンスの 如き もので、 男女 


相 ともなって、 踊った ので ある。 か、 る 事が 永く 傅 はって 忿 踊と いふ も-のに なった。 共 時節 はか 

はるが、 事の す. ち は 同じであった。 

連歌の はじめ 歷史に は 日本 武 尊の 事蹟から 傳 はって るる。 昔 は 軍旅に も 女 を つれた もので、 

尊が、 東夷 征伐の 救命 を 奉じ * 大和から 伊勢 を經 て、 鬼 海道す ぢを御 下りになる。 御 伴して きた 

橘 媛 は、 相 模の走 水でなくなる。 今の 觀音 崎の 邊の ぬ。 それから 上總の 方へ わたり， 鬼 f;^- 征伐の 

目的 を はたして 常 陸へ 御 かへ りに なり、 筑波 山へ たちより 御參詣 があった。 北 (夜の 土地の 名物と 

して 力 ガヒを 催して 旅情 を 慰め 奉った が、 夫が 大きに 御 思 召に かなった。 碓氷！ t から 東方 をみ て 

ァヅマ ハヤと 仰せられ たも、 其筑 波の 事 を、 おも ひ 出して お 仰ら れた とやら。 更に 甲斐の， 洒拆宫 

こてよ 

新 治 筑波を 過ぎて 幾夜 かね つ る 

と 仰せられ たれば、 御 側の ものが、  - 

か^なべ て 夜に は 九 夜、 日に は 十日 を 0 

と 申 上 ゆて 御意に 叶った。 里程 は數 へやに、 日數で 距離 を 示された。 この 歌の 問答 を 世に 述 歌 

の 始と云 ひ、 連歌の 事を筑 波の 道と 云 ふ。 連歌が 一 轉 して 俳諧と なり、 更に 發句 となり、 又 川柳 
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ともなった。 一 場の 興から おこって 大いに 發展 した ものである。 

新 治、 北條 筑 波に 添へ て 云って ある 新 治 は、 郡 名と なって ゐる。 詞の 意味 は、 新しき 開懇地 

と 云 ふこと である。 景行 天皇の 御代の 頃に、 すでに 大和民族が こ X に 移住して 水田 を 開いて ゐた 

事が 察 しられる。 

筑 波の 西南の 北條 とい ふ 地名 は奈良 朝に 行 はれた 口分田から 起って るる。 北 は 勿論 方角 を さす 

詞 一條」 と 云 ふ は、 口分田の iHil 劃の 詞が殘 つたので ある" 蓋し 其 南に なほ 南條 とい ふ 地. か 有った 

らう。 今 も 北 條には 口分田 制度の 一?il 劃が 存 してみ る や 否や 知らぬ。 東京の 北の 王子の 十條に は、 

今 も 古制の 15!: 劃が 現存して 史蹟と 認められた。 武藏の 中に もな ほ 所々 に存 して ゐる 由。 美 濃の 十 

七條、 大阪の 九條、 伊豆の 北條、 安藝の is: 條等 みなこれ からお こる。 大和に は 流石に 澤山 遺跡が 

現存して ゐる。 之に よって 土 浦 米と 云 ふ もの- - 依って 來る ところの 古い ことが わかる。 

石 岡、 國分 Hi-  土 浦よりも 東の 方、 今 石 岡と 云 ふ は 御一新 以後の 地名。 もとは 府中と 云った。 

即ち 常 陸の 國府 のあった 跡で， 國分 寺の 遗 跡が 存 して ゐて、 礎石 も 瓦も殘 つて 居る。 

筑波 山の 千 手觀音 此 山の 舊大 御堂の 本尊 は 千手觀 音。 名 を中禪 寺と 云って、 札所と なつ 

てゐ る。 この 寺 は奈良 朝の 末、 國分 寺より は 後に 出来た。 德ー 菩薩が 來て之 を 建てられた" 德 一 


は惠 笑の 押 勝の 子で、 擧 業が 秀れ、 傳敎 大師と 宗門の 議論な せられた ことがある e 

日光と i% 波 中禪 寺と いふ 寺 は、 日光に も筑 波に も あり、 共に 其 本尊 は 千乎觀 音で ある。 日光 

では 男體 山、 女貌 山と 云 ひ、 筑 波で は男體 山、 女 Ig 山と いふ。 双方に 似た ことがある。 もとは 關 

係が 深かった ところで あらう。 其 古 傳は今 あきらか でない は殘 念。 S! 鏡が 下野へ 下る は、 德ー な 

どより は 少し 後に な る。 梳， 物に も 日 光 と 種類が 似て ゐる。 

密 g 「つくば ね」 とい ふ 木 は 双方に ある。 密拊 は、 筑 波の 名産で ある。 地勢が 西南 を 受けて 

ゐて、 密拊の 生育に 適して ゐる。 但し 現在の 品種 は 他所に 劣る。 之 は 速に 改良 せらるべき もので 

あらう。 

櫻 川 筑 波の 西 を 北より 南に ながれて、 霞 浦に そ i ぐ 櫻 川。 謠 曲の 「樱 川」 によって 世に 知ら 

れてゐ る。 

其 川上が 雨 引山になる。 山の 半 腹に 樂法 寺の 觀 音が ある。 新義 眞言 宗豐山 派の 名刹。 世に 延命 

觀 音と いふ。 山中に 櫻樹が 多い。 大和の 吉野 は、 木の 數が 多くて、 これ はくと 花の 吉野 山な ど 

の 句 も ある。 雨 引山 は、 種類に 富んで ゐる。 句 櫻な どの 珍 種の 親木 もこ- - にある。 雨 引山の つ 

きが 加 波 山になる。 之 も カバ 櫻から 得た 地名と みえる。 古 から 櫻の 自然 生が 多かった 所。 都へ 遠 
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かった 故に 吉野 ほどに 世に 知られて ゐ ない。 種類に ついては 今も吉 野に まさる。 吉 野の 如くに 每 

年補植 すれば * 卽ち 古の 盛觀 にかへ る ことで あらう。 原來櫻 は、 樹齢の 長くない ものである。 垂 

枝 ざ くらだけ は、 殊に 長いが、 やはり 腐朽し 易い。 

小 田 城 南朝の 史蹟。 筑波 山の 中に も 南朝の 史蹟が ある。 其 麓の 北條 町よりも 南に 錄 ゆる 山 

を 小 田 山と 云 ひ、 一 に寶筐 山と 呼ぶ。 小 田 氏の 城跡で、 後村上 帝の はじめに 北 白 E 親 房 公の 籠城 せら 

れ た舊蹟 にあた る。 其 近傍、 關城、 大竇 城み な 南朝に 屬 して ゐた。 北の方 結 城 氏、 下野の 宇都 i 呂 

氏 及び 紀淸兩 黨が相 連絡して 永く 大義 を 堅く 守って ゐた。 其 策源地が 福 島 縣の靈 山で 今 親 房 公 を 

祀 つた 別格 官幣 社が ある。 西に は 花の 吉 野に 南 帝が ましく、 東に は 櫻 川に そ ひて 亦 勤王の 軍が 

據 つて ゐ たと は、 櫻に 不思議な 緣 がみえ る。 夫の みで はない。 親 房 公が、 職 原抄を あら はして 國 

政の 機關を にし、 神皇 正統 記 を 著 はして 大義名分 を 述べられ たも、 亦 この 城に 於ての 事で あつ 

た。 後世 水 戶で大 日本史が 出来た が 其 精神 を 正統 記から 傳 へられた。 かくして 明治維新の 偉業 を 

みるに 至った。 親 房 其 他 勤王の 諸 士の正 心 誠意 は 永く 潜在して ゐて、 こ k に大 にあら はれる に 至 

つた。 其 人 は 無くなっても、 其 志 は 失せなかった。 其 遺蹟 は、 この 小 田 城 其 他に 現に 存じて ゐる。 

筑 波の 信 g 三社參 りと 稱 へて、 筑 波及び 鹿 島 香 取 を巡拜 する ことが、 今 も 盛で ある。 


筑 波の 祌の官 社に 列せられ たは、 蝶峨 天皇の 弘仁 十四 年の 正月。 仁 天皇の 承 和九ハ 牛に 典 女神 

がま づ從 五位 下 を 授けられ、 文德 天皇の 天 安二 年 五月 男女 二 神に 從四 位下 を 授けられ、 北ハ 後な ほ 

昇進の ことが 見える。 德ー の 東 下、 田 村の 麿 蝦夷 征伐よりも 後に この 祌は、 京都の 方から も 深く 

信仰 せられる こと- 1 なった。 日光の 一 一 荒の 神な ども ほ 同時代に 京都に 知られる。 

德川家 先の 再興 鎌倉時代 となって、 常 陸の 豪族 八 田 知 家の 子 千 乎 丸が 筑 波の 刖常 となり、 

子孫 之 を 世襲す る。 小 田の 城主 小 田 氏 も 社務の 事に 與 つて ゐた。 足利時代 となり 應永 元ハ 小に 釋^ 

海が 社 堂 を 再建す る。 明應 元年に は 法印宥 俊が 別當 となり、 知 足 院と寺 を 名 づける。 これより 知 

足院が 繁昌す る。 德川 氏と なって、 慶長 十五 年 領地 五百石 を 寄せられ、 ^に 〔豕雄 公より 軍扇 を 奉 

納 せられて 今も傳 はって ゐる。 其 孫 家 光 公 この 神に 深く 祈願 せられる ことがあって、 知 足 院の出 

張 所 を 江戸に 新に 建てられ、 六 代綱吉 公の 時に も、 常に 祈禱 をな して 靈驗 があった。 更に 夫 を 興 

隆 して 護持 院、 護國 寺な どが 建てられる。 今の 音 羽の 護國 寺が 即ち それで ある。 筑 波の 觀音 堂に 

も 家 光 再興の よしの 巨大なる 額が なほ 揚げて ある。 

この 奉 賽の爲 に 家 光 公から は、 鏡 一 面、 水晶の 玉、 吉宗の 太刀、 机 等 を 奉納せられ、 綱吉 公より 

は 料紙 箱、 硯箱其 他、 其 母 桂昌院 より は 菓子盆， 及び 七 代家繼 公より は 見臺を 奉納 せられた。 家 
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定將 軍より は 大判 金 を 寄せられた。 

其 他 薛風數 双、 古 畫の掛 物 等 を も 寄せられた。 明治維新の 祌怫 分離に よって、 佛像、 怫具、 經 

卷等は 音 羽に 遷 された。 今み る露佛 など は 其 中の ものである。 

00 筑波 山に は、 大正 十四 年頃から ケ ー ブル 力 ー が 出來、 登山に 便利と なった。 山頂の 高 

さ 海 拔八百 七十 メ  — トル。 知 足院趾 は海拔 二百 四十 メ ー トル。 山 は 高から ぬが、 關東 平野の 中に 

突兀 として 秀でて ゐて、 西 富士山と 相對 して ゐる。 古来 江戸の 畫 家の 筆に 寫 された 事が 多い。 其 

爲 にも 名高くな つた。 - 

東京 上野 驛 より 常 盤 線に て 進み、 土 浦驛に 至り， 其處 にて 筑波 電車に 乘 りかへ て 北 條驛等 を 過 

ぎて、 山麓 筑波驛 に 至る。 それより 數丁坂 を 登る、 この間 自動車が 通る。 筑波 神社の 傍から ケ ー 

プル 力. -に乘 る。 六十 人乘の 大形で、 僅に 八 分で、 山上の 七 軒 茶屋に 至る。 それより 分れて 男體 

山へ も女體 山へ も 登る。 上野から 約 三時 間 半。 

筑波驛 から 更に 乘 車して、 北に 進めば 上大 島、 紫 尾、 眞壁を 經て雨 引驛に 至る。 即ち 雨 引山の 下 

にあたり 東南に 吉 野に まさる 櫻な みる。 雨 引驛の 北が 岩瀨驛 で、 東へ 進めば 友 部 を 經て水 戸に 至 

る。 もし 西に 進めば 東北 本線 小山 驛に 至る。 


筑波 の よりおつ るみな の 川 

鯉 や 登りて 龍ミ なる らん 

筑波山 はやま 繁山繁 ければ 

花に 紅 筵" し 月 雪に よし 

此の 面よ し 彼の 面 もよ ろし 筑波山 

花の 影 こそな ほ も S し L 

筑波山 花.^ ながめて 幾日 經し 

こ の もに 十日 かの 面 LL 廿日 

櫻 川 流る 、花の あとと めて 

水の ま LL まに 春 くらしつ 

いざ いそげ 車 つられて 见に 行かん 

花の 筑 波の 春の さかり.^ 

〔大正 一 玉、 四、 一 、實 業〕 

筑波山 櫻 川 
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幕末の 大阪の 商業 (ご 

、王 人 は. K 阪、 女房 は 京都、 # 頭に 江 州、 藏番に は 長 崎、 小僧に は 江戸 

とい ふが、 昔の 定評で、 この 歷史は 今でも 繼續 して ゐる 意味が 見えて 抹殺せられ ない。 

其 中 長 崎と いふ 固有名詞 は、 開港 地と いふ 普通名詞に 替 へて 考 へねば ならぬ。 鎖國 時代で も國 

際 取引に 利益の 多かった のが わかる。 

江戸の 小僧と いふ も、 小賨の 意味で ある。 八 萬騎の 旗本、 三百諸侯の 勤番 もの、 定府 もの を 相 

手と した 江戸 は、 小 賣が發 達して ゐる。 小賣 によって 特^に 利益 を あ！ t る 方法が よくも 惡 くも 行 

届いて ゐる。 

、江戸 は 消費 地。 大阪は 中央の 集散地。 歷 史的に 地理 的に 之 も 動かされな いところ。 然るに 大阪 

の 事情が 幕府に わかり かねた 事が 多い。 淀屋辰 五郎が 米の 取引 を 盛に した 時代から、 大阪 調査 を 

幾度 もやった もので、 其 記錄が 今も少 からす 殘 つて ゐる。 

役人の 任用の 順序から 云っても、 大阪、 長 崎 を めでたく 勤め上げて 京都に 上り、 夫れ を 無事に 


すまして、 幕府の 幹部に 入る 事に 大要な つて ゐた。 らし 其 一 を 云 ふと 大阪、 長 崎で は、 取れる 

だけ 取り込んで おいて、 而 して 後に 京都に 於て は 程よ く 取られる と 云 ふ 佳例に なって ゐた。 共. 取 

る も 取られる も、 左様、 然 らば、 御 尤とキ レイに 取引す る だけに 太平 氣 分が 進歩して ゐた。 夫れ 

は 支配階級の 事。 もし 被 支 ffi 階級に ついて みると、 取られる の 上手な ものが 目 出た く發 遠し、 

繁昌して きた。 山の 上から みると、 黄金の 花が き滿 ちて ゐる。 夫れ は 種油に し ほられる 故で 

ある。 之と 同じく 大阪 町人 は 搾取 せられる 事が 上手であった 爲 に繁吕 して、 やはり 黄金の 花 を さ 

かせた ので ある。 謂 は ゆる 方便の 宜しき を 得た ので あらう。 

今 は 知らす。 昔 は 富豪が 用心棒 を か. - へた 上に、 用心 金 を 備付け てるた 由。 大阪に は 用心 茶器 

用心 掛 物と いふ 類が 必卞 備付け てあつた と 云 ふ。 段々 と 經驗の 苦しき をよ く 味って、 人情 を かみ 

わけた 末に、 用心 金の 外に 用心 骨董の 必要 を 悟った ものと みえる。 

さて 其 幕末に、 大阪の 商業 を 調査した 書類 は 長い ものであるが、 精粗 廣狹 等の 差 は、 もとより 

比較に はならぬ が、 ダイヤ モ ン ド社發 行の 經濟 記事の 基礎知識に 頗るよ く 似た 趣 も ある。 二三 を 

， J  \ に 抄出す る 0 

米 米價 では、 だ 貴くても、 甚だ 賤 くても、 四民と もに 難儀す る 事 云 ふ 迄 もな し。 故に 大阪堂 
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島に 市場 を 置き、. 流れ 相場 を 免す の 趣意、 米 値段 宜き爲 にして、 諸 國の見 競と 成 第一 なり。 文化 

申 (九) 年の 頃 迄 は、 大阪へ 集る 米、 凡百 五十 萬 石餘も 有り。 同 酉 (十) 年に 諸家 (大名) 廻 米 

靱圍の 令 出で、 家事 百姓 作 德米も 三ケ年 平均 高より 過 米大阪 にて 引受け や、 積戾す 事と 成り、 近 

頃豐熟 の 年 にても 百 八 萬 石に 過ぎ ざ る な り。 

酒 酒造の 米 を 撰む 事。 伊丹の 劎菱、 男 山 は、 攝州島 下 郡 栗 生 村、 福 井村の 米に 限る。 銘酒 は 

皆此振 合になる に寫 商人と て、 其 村の 百姓と 馴 八：：、 兼て 米 を不殘 買牧、 酒造家 を手づ かへ させ、 

直增 にて 酒造家へ 賣 渡し、 問 銀 (差金) を 貪る もの あり。 之 を 防ぐ 爲. 植付 時より 酒造家、 前 銀 

を 配りて 米 を 買 入る。 故に 豐 凶に 不 依， 上酒 は賈 貴し。 

毛 綿 (木綿 織) 先年 大阪 へ 荷 着 八 百 萬 反 を 有した。 文化の 頃 姬路の 毛 綿不殘 領主 へ 53； 集め 云 

々以来、 大阪の 着荷 三百 萬 反ば かりとなる。 

諸家 産物 諸家 (大名) の 領分の 產 物- 先 前 謂 はれ ありて 領主へ 直に 仕 入 * 又は 稻作不 熟の 

地 杯 は、 外 品 を 物 成と 仕來分 は、 藏 物に 紛れな し。 領主 手拂 にして 尤の 筋な り。 前の 筒 條に云 ふ 

通り、 近 來領內 百姓 町人 産業の 商 物 を 領主へ 買 集め、 甚 しき は 他領へ 迄 も 手 を 伸べ、 或は 兼て 大 

阪 より 送る 先々 へ 廻り、 高直に 取組み、 又は 大阪藏 屋敷 にても 入札せ り增 させ、 百姓 町人の 荷物 


を 差 構へ、 國許 にて 直上な どす る 事な ど 様々 有り、 其 上 領主 元拂は 多く は 銀 札に て 取引き 燈 きて 

追って 品物 寶り、 代 銀 を 以て 銀 札と 引き 替る なり。 全く 諸 { 永 困窮よりの 事 なれ ども、 いかに I お；； 一 

すれば とて 大名と して 商內 をな す。 殊に 奸 商の 基に きものな り。 ^二し 願 S の 物 成に 準す る"？ は 格 

^、 共餘買 猪な どす る 事、 天 保に 令 出で たれ ども 恐らく は 止みが たかるべし 云々。 

不 生産から 生産へ 太平 二 Kn 五十 年の 問に 種々 な變 化が 起った 中に も、 不生^^ 級の 武士 

が、 漸々 生產 者に 進み、 小は內 職の 家內 工業から、 大は 領主た る 殿様の 大取 W に 至る 有様が、 共 

調^の 表に も 裏に もよ く 窺 はれる。 其 自然の 發達 は、 水 野 越 前 守の： 大保 改^の 政に よって 一 頓 

挫を來 した。 更に 明治維新に 於て、 IW び 大變化 をな すに 至った。 ise 上の 紙；！！、 取极 かたは >S つ 

たが、 魔物に ついて みると、 舊 大名の 世話した ことが 源と なって 今日の 盛に ならしめ た- f 史は、 

否 む わけに は ゆかない。 大名 は 政治 上、 軍事上 有力者であった と共に、 終濟 上に 偉大な 位 S を 占 

めた ので ある。 大阪に 集った 商品の 大要 は、 

^  I 文化 九 年  一、 五 〇〇、〇〇〇 石 運 f 其 前  I、 二 〇、〇〇〇 俊 

^ 1 其 後  …… 1、〇 八 〇、〇〇◦  0  i 天 保 十二 年  九 八 六、 六 〇〇 

^ 一 其 前.；：.；.；  二、 五 〇Q、Q〇〇 俵 I 其 前  五 〇、〇〇〇 艘 

«^ 一天 保 十二 年  一、八一八、〇〇〇  薪 i 天 保 十二 年  M  二、 三. 二 
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二、 〇〇〇、〇〇〇 貫目、 銀 

1、三〇0、〇〇〇 

 二 〇、〇〇〇 束 

 八、 三 〇〇 

：… 1 三 〇、〇o〇 丸 

-:: 八 三、 二 〇〇 

:•• 一  〇〇、〇 つ 〇 枚 

：: 七 一 ズ 〇〇 

慕 末の 大阪 商業 (二) 

西 三十 三 ケ國は 云 ふに 及ば や、 東海、 北陸の 國產も 大阪へ 引受け、 江戸 其 外諸國 注文 或は 見込 

を 以て 積 送り、 先き， （- 不足 を 補 ひ、 諸 色 平均の 元方 なれば、 取引 多端に して 自ら 銀 繰 (金融) 

もよ く、 里 俗 諸 國の臺 所と 自稱 す。 

品物 仕 入 は， 先 繰に 代 銀 先 貸に 渡 置て、 追々 引受けの 荷物に て 勘定し、 又は 後日 積 廻すべき 由 

の 荷物 を引當 にして 金銀 貸 出す も あり。 國々 の もの は、 其 金銀 を 以て、 國許入 ffl の 品 を大阪 にて 

調 持ち 下る 事 平生 不少。 他國と 云へ ども 地內 同様の 取引 故、 双方 合體 して、 荷主、 船頭の 景氣も 


,,p 帛哉ー 其 前 •： ；  八、 〇〇〇、〇〇〇 反 ョ,， g う  

^ま綠ー文化以後  三、 〇〇〇、〇〇〇  石 (個」 t 天 保 十二 年 

先 1 其 前 ：  二 萬 四 五千朿  M 白 裁/其 前  

石少欽 i 天 保 十二 年  一 萬， 千 四百 東  S 伯 錢1夭 保 十二 年 

M  /文政 十 年  二 〇〇、〇〇〇 丸 I 其 前  

^ 1 其 後  」ー ハ 〇、〇〇〇  I  i 天 保 十二 年 

^£  、前  … EI〇、〇〇〇 俵 /其 前  

ず 1天 保 十二 年  四 二、 〇〇〇  3, 1夭 保 十二 年 


進み， 兼て 大阪仕 入に 非る 荷物 も、 專ら 大阪を 目當に 精來る なれば、 諸 色潤澤 して 高價の も下 

直に 押 移り、 諸國積 送り も 行 届き、 彌增繁 昌 するな り。 下賤の 身と して 天下 咽喉の 地に 居り、 IS 

國融 の 大要 を 取扱 ふ 事、 冥加 至極 なれば、 先 前の 仕 來をも 守るべき に、 左 はなく して 問屋 商人 

とも 一己の 利欲に 泥み、 種々 の 自法を 立て、 奸計 を 巧み、 或は 大阪へ 積 廻すべき と兑 込む 品 は、 

船 間 ひ を 見 懸け、 相場 引 上 ゆ、 追て 廻 着の 期に 至り 態と 相場 を 引下 ゆ、 他 ：！ の 荷物 を， S 付け、 買 

落し、 或は 仕切 爲替 銀の 渡 方 • 勝手 氣 儘の 差 引 をな し、 其餘 様々 の 不資に 仕 {!: け， 手 懲りさす る 

故、 荷主、 船頭の 氣 受けに 背き、 國々 にても 手段 を 構へ、 瀨戶 內の赍 買， 叉 は 途中 浦附 きの 場に 

て、 積 替商內 など をし、 たまさか 大阪 へ 廻りても値待ち、又は他所相場の高値に引附られる仕^§に 

移行く とも 不心 付、 却って 拂 底の 品 を 買ダ、 持圍 ひ、 高利 を 貪り、 剩へ大 阪へ入 a- を 待た や、 途 

中へ 出迎 へせり 買 ひな どす る 事、 大阪 町人に 有る まじき 仕業な り。 畢竞浙 様の 心懸 放、 大阪廻 着 

減少し、 土地の 衰微、 諸 國の差 支と 成る。 其罪大 なり。 

元 來大阪 へ 積 廻すべき 品 を、 外々 にて 賣 捌く 様に 成 行く 次第、 外間資 儀と も 歎 敷お も ひなば、 

以後 は 急度愼 みて、 一 時の 利 德に不 迷、 諸國の 元方と 一 K ふ 本意 を 朝暮不 忘、 荷主 船頭の 氣受を も 心 

配して、 深切 を盡 し、 兼て 出しお く 先 貸 銀 も 近年の 不景氣 にて 勘定 不立 とて、 跡 仕 入を兑 合せる 
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時 は、 此上廻 着 減じて、 いつ 迄 も 勘定 は不立 道理 故、 寢た金 は 捨て も 永く 取 房す 勘辨 して、 手厚 

に 先 貸 を 出し、 取組す ベて 實意を 以て 交らば、 國々 の もの も感 通して、 忽 一般に 大阪 を目當 とし 

て 積 登る 様に 復古し、 賣買 互に 手堅く 永 鑌を專 一とせば、 土地 も 榮ぇ諸 國も潤 ひ、 此の 積善 は必 

銘々 に 報 ひ、 豐臣 殿下の 時より 富饒の 地に 安住した る 御 國恩を 存じ、 力 を 添へ 合 ひ誠資 に 產業を 

營 むべき 旨、 天 保 改革に 戶 1  母に 傅へ、 人 毎に 論し けれども、 問屋， 組合 禁止の 事に 怨情を 含み、 

殊に 萬 端 一時 なれば， 人心 惑亂 して、 耳に 止ら や。 其 中 此儀を 解く もの は 素より 正直に して 敎へ 

るに 及ばぬ 人物な り。 追て 時 を 得て 猶 篤と 導きな ば、 智愚 ともに 悅 服して、 大阪の 奸商は 止む ベ 

し。 

以上が 幕府の 役人の 意見。 

之に よって、 其 時代の 御 役人の 心 もち も わかり、 又大阪 がー 時 衰微した 事 も 察せられる。 德川 

時代 二百 五十 年の 太平 政治と いふ 事 は、 古今 內 外に 例の 少ぃ 珍ら しい 事實 であるが、 其 事情 は 今 

日な ほ說 明せられ てゐ ない ものが 多い。 眞實の 様子 は 未だ わかり かねてる る。 

蓋し、 不統一 の 中に、 特に 平衡 を 得る やうに、 萬 事 萬 端が なって ゐ たかとも 思 はれる。 

先づ 政治 は、 京都 中心と、 江戸 中心との 二つに 分れて ゐ て、 其 間に 暗流 ほあった が、 甚 しきに 


至らす して 二百 五十 年を經 た。  - 

又宗敎 方面 を 見る と、 本願 寺が 東西の 二つに 別 けられた 如くに、 各宗 共に 分ける やうに して あ 

つた。 且つ 神道と 佛敎 とも 對 立した 形に して、 しかも^^しぃハ^^ひはさせなぃ仕組になってゐた。 

人心の 支配 は餘程 巧妙に おちつかせ てあつた。 

且つ又 法律と 道德と は、 筋道に 違 ひが あるが、 之 もよ く 調節して、 運用 せられた。 この 點が今 

日と は 最も 異 るかと おも はれる。 

經濟上 も 亦よ く 調節 せられて ゐた。 飢饉 年 は 別と して、 食へ ない が爲 に、 自殺した とい ふこと 

は 全く 無かった。 今 は廣 聞く。 今日の 一 般の 經濟は 進歩した に 違 ひ はない が、 かやうな 不幸 を 聞 

く は、 實に 不審。 昔なら ば、 かへ つて 之が 大問 题。 今 は 政治家 も 宗敎家 も 其 悲劇 を兑て も ii いて 

も 深く 意に はかけ ない と 思 はれる。 

今は货 |5 經濟 * 信用 經濟 が廣く 行き わたった。 然るに 其 信用 は甚 あぶない。 货 |2 は 取扱 ひに 惯 

れぬ ものが なほ 多い。 

昔 は、 貨敝 m も 通用して ゐ たが、 未だ 普及して ゐ なかった。 或る 地方で は 貨幣 を 兑た事 もなかつ 

た。 自給自足の 原始 狀態 のま \ か、 なほ 各地、 各階 級に 少 からす 存 して ゐた。 生 の 程度 は 勿論 
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低かった。 併し 自給自足の 故に 喻 へない 人、 喰へ ない 爲に 自殺す る もの は 無かった と 見られる。 

其 所有の 點 について 云 ふと， 生産し、 所有して ゐる もの をに 無條 件で 他に 與 へる 布施 經： 濟。 即 

ち 財の 所有と 財の 放 菜と が 妙に 調節 せられて ゐた。 物質 上から みると、 この 調節が、 よく 二百 五 

十 年の 太平 を あら はさし めた 最大の 原因と 自分 は考 へる。 今 は 所有に 專 になった。 更に 鼓に 不審 

な 事 は、 明治 政府 は 其 建設に あたり、 有らゆる 方法 を 以て 人民の 私有財産 を沒牧 した もので、 其 

中で も 土地の 沒牧が 1^ しい。 其 爲に身 を 亡 ほされ 家を滅 ほされた ものが、 幾千 萬 あるか わからぬ Q 

他方に 於て、 生命 財產の 安全な どと、 口先 だけで 云った 詞と、 實 行した 事實 とは甚 しく 相反して 

るる。 其記錄 は、 大蔵省の 倉庫の 火災に て、 失 はれた もの も あるが、 至る 處に其 史蹟 は存 してる 

る。 之は單 なる 空想で はない 事實 である。 危險 思想の 取し まりな どと 口先に 云 ふ 人た ち は、 この 

事實 をまづ よく 顧みて いた ^- きたい。 

經濟も 法律 も， 道 德性を 以て 調節し 中和して きたが 昔の 有様。 今の 有樣は 之に 相反した ものと 

なった ので はなから うか。 
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大名 は 政治、 軍事 を 其 立場と する。 町人 は 商 賣を其 立場と する。 相互に 深い 關係 があって、 都 

合よ く 行けば、 相 方 共に 利：！ 化と なる。 都合が わるい と、 一方 は 利益に なっても、 他方 は 不利と な 

る。 或は 相 方 共に 損害と なる。 必 しも 常に 利害. か】 致しない 點 から、 陰性の あらそ ひが 起り やす 

い。 其 波 潤の 烈しかった は元祿 以後。 

商人に は、 淀屋 辰 五郎 はじめ 一 時 は大に 盛に なって、 しかも 潰されて しまった ものが 少 くない。 

三 井高 房が、 町人 後見 錄を ST き 遣して 子孫 を誡 めねば ならぬ 必用が あった。 

町人と 大名との 取組に 於て、 力で は 町人が 必 すまけ る。 負けた が 最期 情され る。 但し 勝っても 

亦つ ぶされ る。 吳服屋 の 番頭 石 田 勘 平が 考へ 出した 新手が、 即ち カン 11 ン。 今日まで つて 繁榮 

して ゐる三 井 も、 住友 も、 加 島、 鹿 島、 說田、 魏山、 今津、 ,一 ンべ ン などの 東西の 老舗 は、 カン 

一一 ンを 巧に 運用して きたに 外ならぬ もの。 

尤も 夫れ は 昔話。 今の 憲法 政治、 新經濟 では、 其 取組の 方法が 甚複雜 になって きた。 徒に カン 
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-1 ン だけで は 過され ぬ 勢に 進んだ。 原來、 政治 も. 軍事 も、 商賣 も、 みな 國 民の 生活 を 安全なら 

しめる 爲 であるが、 各 少し宛 筋道に 遠 ひが ある。 違った 點に は. 折 ふし 磨 擦が おこり 易い。 

せ 曰の 大阪の 貸借 大阪 町人、 諸 .冢 (大名) へ 金銀 貸 出す は、 敢えて 大利を 得ん とのこと に は 

無し。 年来の 親しみより 只 だ 信義 を以 つての ことなれ ども • 町人 なれば 更に 利潤なくて は 出しが 

たし 0 

諸家よりも 實意を 以て 談る時 は、 積年の 貸， 此の上の 所 も、 引合 ひ 引合 はざる の 論 は棄て も、 

猶貸 出すな り。 

藏物、 脇 荷と も、 大名へ 廻 着 多き 時 は、 商人の 手元 も 繰 合よ く、 地 內の銀 繰 總體に 響き、 產物 

にも 少し づ X の 勘定 立つ 事 も 有る 故、 荷着增 して、 土地 潤へば" 大 商人 も 踏 込で 貸 出すな り。 

下々 の 貸借 は、 地 內は云 ふ 迄 もな く、 攝河播 三 ケ國、 西 國四國 中 國へ懸 りたる は、 訴出 づれば 

皆大阪 にて 決す。 銀 高に 應 じて 濟し 方の 日限 あり。 其 日限に 濟せ ざれば 手 鎖、 押 込 等に 成る。 猶 

日限 有りて、 濟 ざる は、 身代限りに 貸方へ 渡させる。 借 銀 高よりも 身代 多き もの は、 殘 りたる 分 

にて 家名 を 元の 如く 有つ く。 殘無 きもの は 親類 同居人と 成りて、 家 を 持 事 成らす、 年 を 歷て稼 出し、 

家名 を 興す 時、 最前の 借 銀 渡 不足 有れば 叉訴 へ、 前の 法の 如くして、 再び 身代^と もなる。 されば 


子々 孫々 に 至 迄 も 借りた る もの は濟 せねば ならぬ 事な り。 近年 同居人と なる に 馴れて 々の 弊 生 

やる 故、 天 保 改革に 辱 を 加へ て 益々 嚴 になす。 

享保 年度、 北條 安房 守大阪 城代たり。 武家の 貸 出す 銀 子、 家来の 證文 にて 訴る時 は、 濟 カ隙敢 

る 故に、 領分の 百姓の 連 印に して、 滞れば、 身代限り 取る 術 をな す 事 多分 也。 領、 王の 嚴命 なれば 

百姓 ども 是非な く 連 印して、 銀 は 領主 自用に 遣た る 事現然 たれ 共、 法 禅 不得止 百 姓 身代 限 取らる 

"事 忍び ざれば ケ様 成る 取扱の 證文 は、 以後 止め 度、 此類は 奉行所に て 取 捌な く和對 次第にす ベ 

しと。 德廟 (吉宗 公」 へ 窺 ひける に、 元來 領主の 申 付た る 事 なれば、 百姓 身代 限の 時に 至り、 領 

、王捨 置べき 謂れな し。 萬 一 領主 構 はぬ とても、 百姓 其 通りに 致し 罷 在べき 儀に もな し。 奉行所に 

おいての 取 柳 は、 彌 只今 迄の 通りに 致すべし との 台 命な り。 今に 大坂 御用 日に は 訴訟 五六 k^。 公 

事 二三 百 口より 少き 事な し。 相手 如何様 苦情 を 云 立る とも、 借りた るに 違 ひなし と 有れば、 直に 

日限 濟 方と 成 故、 年の 暮千 ロ餘の 公事と 云へ ども、 暫時に 決す。 假令借 方 を 澄しても >  贷 方に 担 

失な き 様に する 事、 卽借方 諸人の 爲 なり。 下々 にて は、 借 方 を 澄さぬ 様に して 絞り取る を 上 乎と 

する、 此 所に 甚 意味 あり。 十ケ年 無沙汰に 過ぎた る は 奉行所に て 取 上 ゆす。 故に 大阪 にて は _ ^招 

の 令 出る 事な し 。(江戸に て は 古き 貸金の 債權を 放棄せ しめた 事が ある。 夫れ を 棄捐と 云 ふ) 元來 
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諸家 藏屋 にて 取 捌く 品の 代 銀國許 用途に 遺 ひ、 手厚き は 用達に 預置， 不慮の 備にし， 手薄き は 其 

品 を引當 金銀 借る も 有り、 百姓 町人の 荷物 は、 前 貸に 代 銀 を 渡して 仕入れ、 大阪 より江 戶 其外國 

々へ賣 出 は、 多く は 毎年 十二月 或は 二 季拂に 受取る。 

然るに 近年 諸家、 大 阪に數 多の 借 銀 出来、 次第に 不實 意に 成りて 大阪の 借 銀 は 其 ま- - にして、 

國產は 他所へ 賫拂 杯す る 事、 諸家 產物ケ 條に云 ふ 如く。 百姓 町人の 荷物 は 前 貸 銀 を 受取りても、 

途中 賫杯 する 事、 瀨 戶內賫 買の ケ 等に 云 如し。 大阪 町人 も 諸家 用金の 爲には 或は 潰れに 至る もの 

有り a 

其 時 は 親類 同家 迄の 難儀に 及ぶ 故、 大金の 取引 は 脇々 よりも 彼是と 論議す る 事に て、 北 ハ他も 見 

問 及び、 先方 仕向 を 疑 ひ 自と手 を 縮める に 付、 諸家 も彌差 支、 國產の 世話 も屆 兼、 百姓 町人 も途 

中寶 杯しても 夫 は 一時の 利に て、 前 貸 銀の 乎 を 引かれて は、 元方 仕 入手 薄と 成、 天 保 改革に 諸家 

國產 類、 其 外總て 江戸 表へ 廻す 品々、 問屋に 限らす 銘々 出入の もの 引受、 寶 捌く 儀、. 勝手次第に. 

致すべし とて、 大阪 へ不實 をせ よと 云 ふに は 非す。 他國へ 前金 等 遣し、 買 溜、 積 送 見合 させ 其 所 

へ 圍ひ置 は、 賣に當 ると は 仕 入前赏 に 名 は 似て、 實は 懸隔す。 

, = ^ゆわけ を 能く 諸家へ 示し、 領主よりも 百姓 町人 を豔 して * 藏物脇 荷物と も 大阪へ 廻し、 大阪 


商人 も 其 ケ條に 云 ふ 如く、 實 意に 交る 時 は、 忽荷增 すべし。 

前 貸 銀 は 云 ふに 及ばす、 却て 諸^ 元方へ 懸 りたる 訴、 屮！： 四！： 西！： 筋、 且つ 京 伏兑 奈良^ 奉行 

支配 所と いへ ども. 大阪へ 呼 出、 吟味 決る 事 一大 保に 定る。 

同時 問屋 禁止の 頃、 江戶 問屋と 大阪貳 拾 叫 組 取引 滯高諸 色 八い せ、 金に し 十六 寓叫千 四 -七づ 三- W 

一 朱な り。 油 取 机 外 九 組 は 滞な し。 諸！： へ 渡 置 前 貸 銀、 國々 より 受取 拂 代金 滯 も"！^」 て 察すべし。 

x„ ^改革 は、 文化 文政の 弊 を 除き、 享保寬 政に 復 する を 旨と し. 且 時勢 を 計り、 敢 へて T- に拘 

泥せ ざる も- 尤の 事な り。 惜哉。 成功 を 急ぎ 一 時に 千里 一 統 せん 事 を 欲す。 

天下の 命令 江 戶大阪 二 行ならざる は 云 ふ 迄 もな し。 去れ ども 共 場所に 依て 法 を 立て ざれば、 形 

のみに して、 主意の 眞軸は 貫かざる なり。 、江戶 は 武家屋敷 在る 故、 ェ商群 銀し、 大阪は 商 雜.. ^」 

せる 故， 諸家 藏 屋敷 を 置く。 表裏す る 事 如斯。 江戸 は 遊民 を 狩りて 土地 充. 教し、 大阪は 遊 染り 

て 土地 繁昌す。 素より 其 地形 備は りたれば、 探さす して、 國々 より 入 込み 足 を.^ る もの 少 からさ 

る 故、 家受 人と て 一 面識の もの も 身元 を 聞きて 受 人に 立ち 判錢を 取る" 故障 あれば 受人 小屋へ 引 

取りて 養 ひ 渡世と する もの 五十 餘人 あり。 有 德院殿 (八 代吉宗 公) の 思慮に て、 起 奉公人 と^へ 

順禮、 伊勢 參、 其 他 宿に 行詰り、 非人に も 成るべき 體の もの， 又は 非人な ども 口 入 人を栋 置き、 
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奉公に 出 まじき やと 云 聞かせ、 得心の 上、 奉公人に 仕立て、 奉行所へ 連來、 當人 得心の 證文を 出 

して 地 廻り、 又は 西國 筋へ も 奉公に 出す ことな ど、 仁 惠の御 心より 出た る 中に も、 他國 より 多. < - 

增々 入 込む をよ しとして、 多き 中には、 すたれる もの 猶救 ふの 深慮 籠りた るな らん。 誠に 大阪の 

情 を 解し 給 ふと 云 ふべ し。 

慶 安に. - 諸 芝居 木 戶錢を 出さす 入る もの あらば、 侍 にても 小者 にても 捕へ 參る べし。 たと へ 打 

擲 いたし 又は 打殺しても 死 損 たるべし と 云 渡した る も、 此地 にかな へり。 遊 所の 多き 或は 大 茶屋 

ある も、 融通の 爲 なり。 

然るに 下敏は 共 地に 生れて 土 風 を辨ぜ す、 只 奢侈 遊 怠の 地とば かり 思 ひ、 芝居 廿。 相撲 櫓 四。 

能 舞 臺壹。 其餘 狂言、 操 座の 類 拾。 新 町の 他に 茶屋. 風呂屋の 寶色貳 拾八ケ 所。 三鄕 通用、 其 場 通 

用な と唱へ 都合 株式 千 貳百八 拾 九に 及べり。 此類を 以て 他方より 議 せられて は 言葉な し。 

天 保の 令に、 品物 拂 底の 節、 卸 方 は 見合と も 小 賣は差 支ざる 様いた すべし と あり。 江 戶は此 <fp 

最も 然り。 大 阪小賣 見合と も、 卸の 差 支へ ぬ 様せ よ， V 有りた きなり。 江戸と 大阪 と反對 して. 主 

意の 眞軸を 貫く 事 は、 只此 一 事 にても 知るべき なり。 

諸 問屋と いふ もの、 起發 は物價 引下け ベ き爲に 立ら たるに、 彼に は 奸計に 募り、 手：^ にて 物價引 


上ぐ る 故、 是を禁 やる に^ 物價 下らざる は、 元方 も 小 民の 常 なれば、 凶作 打 綾けば、 耕作へ 心 を 

寄せ、 外產 物の 稼ぎ ゆるがせに 成る。 

諸 物の 中、 利の ある 所へ 傾く 故に、 貴き もの は 多く 作り出して 賤 しくな り、 賤 しきもの は 作ら ざ 

れば叉 貴くなる 理 なれ ど、 一 度 上りた る 直 段 を 引下げる 事寇 難し。 

然るに 諸家 產 物， 瀨戶內 海、 大阪 商人の 弊 止が たくして、 大阪の 物 寄、 少 くなる 故な り。 た阪 

の 荷 着 は 減す とも、 其 分、 他 國へ賣 る なれば、 品物の 數に替 り はな けれども、 大阪物 寄少く 相場 高 

くなる を、 諸國へ 移り 合 ひ、 次第に 引 上ぐ るに 乘じ、 素人 直  買 を 名と して、 黑 人の 奸商 高利 を 

貪り、 世上の i^- 段 高ければ、 元方 も 手間に 替 なくと も、 安く は 出さす。 之 を 一時に 引下げん ふ 殿 

命 を 以てすれば、 畏縮して 融通 塞り、 虛の直 段に て 速に 崩る X なり。 

然れ ば、 官 より 取締の 役人 を 置かん か。 併し 士に 商法 は、 稠密に なし 難く、 独 をして 時 を 司ら 

しむる にも ひとし からむ。 a つ 虎 を 以て 狼 を 防ぐ の 心配 も あり。 愚直に してな す 事 あれば • 蛇 を 

畫て足 を 作る に 同じ かるべし。 

地形に 依りて 云へば、 江 戶は彌 問屋 を 禁じ、 大阪は 再び 一品 限の 問屋 を 置く、 (註、 天保攻 革に 

天下一 般に 問屋 を 禁ぜられた。〕 素人 直 賣買も 問屋 相場より 下 直にす る は 苦しから やとして、 奸有 
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る 時 は 問屋より 訴 させら るべ し。 

明 和 度に、 油 絞 草、 上方 筋へ 積 廻し 來る國 々作 高 並 積 出 高等、 領主 役人より 大阪 奉行所へ 屆さ 

せた る 事 も、 油の 取締 を附 けて 價を 下げん 爲 なれば、 今 諸 色 も 上方 筋へ 積 廻すべき 國々 重 も 立つ 

品ば かり 領主 物 成、 農 商 商 ひ 物 共、 國許積 出 高 並 何方へ 廻し 直 段 何程に 捌きた る 由、 屆 させ、 土 

地相 場と 見 競懸引 すれば、 諸家 手 拂他罔 商人 大阪 問屋 も 法外の 高直 段 も 立が たく、 全く 人氣 自然 

の 相場 を 生じ 物價 平準す ベ し。 

問屋 禁止の 頃、 組合 株 仲間 は 解け 名目 消え たれ ど、 年来の 取引 累り、 巨額の 勘定 も殘れ ば、 新 

口よりも 古き 親へ 送る 故、 此 場合に 至りて、 替る 事な し。 素人 直 賣買は 至って 小寶 のみの 事に じ 

大阪は 父祖の 業 を 守り、 各 家 制 を 立て 安居す。 元 問屋の 如き は 中 以下の 商人 なれば、 彼等 必 邪曲 

有るべし。 尤是迄 諸家 產物 にも 正しき 捌 方 有り。 他！： 商人に も 直なる 賣方 あり。 元 問屋に も無據 

仲 問の 規矩に 隨 ひても 篤實の 人物 あれば、 是を 選出して 商法 を 改め、 問屋と なすべし。 元々 物價 

の爲に 問屋 を 立て、 物 價の爲 に 止め たれば、 叉 物 價の爲 に 更に 問屋 を 立つ る 事、 世に 憚るべき に 

併し 問屋と 呼ぶ 時 は、 その 習 風 移りて は {且 しからす。 天 保に 出 來し諸 色 世話 懸り 您 年寄の 手附 


として 一 品 限、 其 商人の 中 十 人 二十 人で も 世話 懸 りと 云 渡し、 もし 不正 あらば、 其 人 を 入替、 其 

懸 りの 廢 は除棄 すべから f.。 仕 人 送 方 等 打 任せて 奉行所に てダ く- -り をな すべし。 瑰 細の 事に な 

りて は役懸 りの もの 上の 意 を 窺 居て 行れす。 吳々 も 相場 は 人氣の 浮沈に あり。 求めて 人 氣を引 立 

てんと 仕向ける 時 は 持 ものに なりて 引 直らざる なり。 GW 下峪) 

太平 二百 五十 年。 國家 全體に 付いて 云へば、 生活 は 犬に 安定し、 向上して きた。 併し 蒜府 並に 

大名の 不生產 階級 は、 政治的に は 財政の 通用が 行 詰って きた。 そこで 武士 個. < も 內 職の 生 產に從 

ふ裹 になり、 大名 も 亦 自ら 領內の 物產を 集めて 大阪其 他へ 賣 捌く。 正面 は 武士で 裘面は 商人に な 

つてき た。 

當時 經濟の 中心 をな して ゐた 大阪の 研究が 世に 注意せられ てきた 0 

右の 意見書 は、 其 研究の 一 。 

浮世 籍ビ 佛盡 

浮世 綺は 現在の 人生の 極度 を 描出した もの、 佛畫は 人心に 想像 せられる もの- - 極度 を 描出した 
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もの。 但し 怫書 一の 中に も 少数の 寫生 的な ものが ある。 夫れ は 特例。 

釋迦 は、 歴史的に 實 際に 現存して るた 人 問で ある。 もし 夫れ を寫 生した 畫が あらば、 卽ち 印度 

の黑坊 である。 今 我 國の畫 像、 木像、 銅像に 見る が 如き は、 想像な 加へ て 次第に 改作した もの。 

改作の度^4-しくして、 實 物と は 全く 別の 姿に なった。 

阿 彌陀、 藥師、 大日、 觀音、 地藏、 虛 络 藏、 愛染、 不動な どみ な 想像に 成った もので、 一 も實際 

に はない。 印度の 風習と して 信仰の 對象を 人の 形 を 造って 拜む。 性慾 を 愛染に、 人心 を 不動に、 

旭日 を 藥師. 夕日 を 阿彌陀 T 太陽 を 大日に、 星宿 を 地藏、 虚空 藏 になした るが 如く、 人の 形に 造 

り 出して 拜む。 支那の 人が 日月 や 方角 を 其 ま k 崇拜 すると は大に 風習が 異 つて ゐる。 人の 形に し 

てみ ると 實際 あるが 如くに も 感じさせる。 

之 を 作り出す について は、 基礎と なる 理論が ある。 近 松の 淨 瑠璃の 何 かの 初の 文句に ト トリ ラタ 

H ミ タケハ ァヒ ミルと ある。 兜 率 天の 天人 は、 互に 手 を 執り あ ふだけ で滿 足す る。 樂變化 天の 天 

人 は 互に 顏を みて 笑 ふだけ で滿 足す る、 他 化 自在 天の 天人 は-軍に 相 見る のみで 滿足 すると。 之 を 

略して ト トリ 云々 と 云った もの。 これら は 天人の 中で も愁は あるが 其 度が 淺ぃ。 より 以上の 階級 

の 天 人は愁 などはなくなる。 愁の ある は 愁界。 慾の な いのは 色界。 色と は 形の 意昧、 怫は それ ve> 


の 階級よりも 更に 高い もので 愁は 勿論 無い。 喜 怒 哀樂の 情 もない。 故に 佛 像に は 表情 は 無い。 目 

も あり 口 も あり、 手 も 足 も あるが、 夫れ に 心 もち は 表 はれて ゐ ない。 さりと て 死んでも ゐ ない。 

チ 一き てゐて しかも， 心の 動きがない。 

それ を畫 なり 彫刻な りに あら はした 點に 妙が ある。 これ を 現 はす 爲に藝 術 家が 心身 を勞 し、 共 

進歩と なった"  - 

さやうな 事 は、 生きた 人間の 中には 有り得べ からざる 事。 無い 事 を 有る が 如くに よく 現 はし 得 

たが、 卽ち藝 術の 妙であって， 宗敎藝 術の 他と 異る點 である。 

菩薩 も， 怫 より は 階 紙が 低い。 羅漢 は 更に 低い" 興： i 寺の 十大 弟子の 寫生 的に 出 來てゐ る は、 

使 級の 羅漢た る を 表した ので ある。 之 を 木 尊釋迦 と共に 堂の 中に ならべ て 自ら 高低の 差が 明に な 

る やうに なって ゐた。 

不動 や 愛染 は 心 や 慾の 猛烈な ところ を 表 はした もので、 階級 は 低くなる。 地獄 や 餓鬼 は 夫れ よ 

り も 低い ものと なり、 みにくき ものと なる。 

浮世 t 曰 先日 浮世 鎗の展 覽會が 上野の 美術館で 催され、 盛大 を 極めた。 か i る會 は從來 度々 

開かれた が、 これほどに 大入 叶った 事 は 未だ 聞かぬ 。肉筆、 版靈 ともに 名品が 夥しく 染められた。 

浮世 I- と怫査  £ 
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これほどに 集める 勞は 容易な ことで は 無い。 何人も 深く 感謝す ると ころ。 

十一 一 年の 震災に この類の もの も 多く 無くなった 由に 聞いて ゐ るが、 まだ 殘 つて ゐる もの も 多い。 

浮世 繪の 根幹 其 陳列せられ たもの の 善たり、 美た る舉に 於て 一 言 も 加 ふ. べき 事 はない。 但 

し 浮世 繪の 全體 から 顧る と 之 は 花の 如く、 紅葉の 如き ものの みで、 根 斡た る もので はない。 別に 

浮世 総に は 其の 根幹た る ものが ある。 夫れ は 一 も 陳列 せられて ゐ なかった。 之 は 甚だ 殘 念な こと 

では あるが、 且つ は據 なき 次第。 花 を 見、 紅葉 を 眺めた だけで 大に滿 足して よろしい。 其 幹に 立 

ちょり 根 を も 掘る に は 及ばぬ。 もし 研究の 意味なら ば、 其處迄 行かねば ならぬ。 

畫の 歷史を 顧て 花 も 紅葉 も 散り 易く、 時期が 短い もの。 根 斡 は 年 久しき に堪 ゆ。 浮世 檎の 

根幹 も、 其 もとは 印度に おこる であらう。 未 其 現品 は 見た 事がない。 支那 出来の もの は、 數々 a 

本に も 來てゐ る。 宋 以前の もの は 併し 未だ 見 及ばない。 內 地に 成った もの は、 藤^ 時代から は 遣 

つて ゐる。 しかも 傑作が 傳 はって ゐる。 浮世 繪の 構阖 にも 彩色に も、 筆法に もみな 其 系統 をった 

へて 來てゐ て、 又兵衛 あたりから 俄に 始まつ にもので は 決してない。 そうして 其 優秀な もの は 古 

い 方に 多い。 新しい 時代に なって 次第に 劣った 氣 がする 事 は、 他の 藝 術と 似て ゐる。 

特に 江戸に 發 達した は 江戸 特有の 事情が ある。 江戸 一 一 百 五十 年の 生活 は、 甚 不自然な 事で 


あった。 其 中に も 勢力 あり、 權カ あり、 財力が あった もの は、 奥 女中" 德川家 及び 諸 大名に 幾 萬 

の此 不自然 生活の 女が ゐた。 

次に は 僧侶。 之 も不. en 然 生活 をして ゐた。 更に 勤番 士と いふ もの も 同斷。 旗本 御家人で も 勤に 

ついては、 やはり 不自然 生活 をせ ねばならぬ。 町人に も 同様の ものが 多くあった。 

これらの 不自然 生 者が、 自然に 近づかん とする 情に 對 して、 歡興 をうな がした ものが、 一方 

に は 芝居、 他の 一方に は 錦 総 ともなった。 ここに 根 を 張り、 斡が 延び、 枝 もさ かえ もしゅり、 

花 も 咬き 紅 紫 も色づ いたので ある。 政治が 京都と 江戶 とに 分れ、 貨幣 は 上方に 銀、 關柬に 金が 行 

はれた など、 凑 ごとに 不自然な 風習が 多かった。 しかも 人心が おちついて、 眠った 如くに もな つ 

てゐ て、 其 問に 浮世 繪の 如き も 異常に 發 達した。 

分業に よって 發達 其 版 畫は畫 かきが、 自ら かき、 自ら 彫刻し、 自ら 印刷した 如く、 外人 は 

考 へて ゐる よしながら、 そうで はない。 畫 かき は 版下 を 書く のみ。 彫刻の 優秀な もの は、 數 人手 

わけして 彫った 者で、 髮毛を 刻した ものと、 衣服 を 彫った ものと は異 つて ゐる。 招り も必 しも 同 

1 人の みの 業で はなから う。 そこで 同じ 版畫 でも 細かに みれば 異 つて ゐる。 似て 非なる ものが 多 

い。 初す りの 珍重 せられる は 夫れ が爲 めで ある。 

浮世 搶と佛 叢  S 
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其 根 斡と なった 傑作の 古名 品 は、 小 柴垣、 袋 法師、 醍醐 寺の 草子 等 其 他。 

ナ I フ自 Hp! の 法 

比 叙 山延曆 寺で、 本年の 御大 禮の 期に、 大元帥 明 王の 法 を 鎮護 國 家の 爲に修 し 奉る の 準 傭 をし 

て 居る との 話が ある。 

又 東 寺に も、 大元帥 明 王の 堂 を 新に 設けられる 由の 話 も 聞く。 或は この 叙 山の 事 は 誤聞 かと も 

思 はれる。 

此 法の 歷 史、" 法琳 寺と いふ 眞言 宗の 寺が 京都の 東南の 小栗栖 とい ふに あって、 其 寺の みで 此法 

は傳 へて ゐた。 小栗栖 は、 かの 明智 光秀が 難に 遭った 地。 

初め 弘法 大師の 弟子 常 IT か、 大和の 秋篠 寺に 居た 時に、 其處の 井の 中に、 珍ら しい 明 王の 姿 を 

感じた が、 其 名が 明でなかった。 仁 明 天皇の 一お 和 五 年に 勅命 を 奉じて、 法 を 求めん が爲に 支那に 

赴いた 時に、 未だ 我國 には傳 はって ゐ なかった 密敎の 法 を 受け 擧ぶ。 其 中の、 王た るが 卽ち K 元帥 

明 王の 法で、 か^ 秋篠 寺で 感 見した ところと 同じであった。 歸 朝の 後に 其 由 を 奏聞し、 小 栗栖の 


法琳 寺の みに 於て 永く 其 法 を傳へ 守るべき 由の 勒 3U をう けた ま はる。 1:^ 年 正月 パ 日から 七ケ 曰の 

間 は 之 を 宮中に 於て 修 せられる 事に 定めお かれた。 密敎の 諸 法の 中で も 特に この 法 を 重んじ、 決 

して 私に 修 して はならぬ ことに 嚴に 定められて ゐた。 儀 同 三 司 藤 原の 伊周 公 は 规定に 背き、 私に 

この 法を修 せしめた とい ふ 事に て、 罪もう けた。 中世 朝家の 御衰替 にて、 その 寺 を 維持す る こと 

が 艱難に なって、 近傍の 醍醐の 理性 院へ 移して なほ 長く 護持 せられて 今に 至って ゐる。 足利時代 

に嵯峨 の大覺 寺で 之を修 せんとし たが 勅許がなかった。 やはり 现性院 に 於て 行 ふべき よしの 勅書 

を 賜 はった。 其 勅書 は 原本が 傳 はって ゐる。 德川 時代に なって 五代 將軍 綱吉 公が、 高 野、 醍醐 等 

の 寺々 の 衰替を 再興し • 特に 勅許 を 蒙って、 江 戶に其 道場 を 新に 設けられ たが 湯 島の 靈雲 寺。 契 

沖の 師淨嚴 和 上が 命 をう けて 修法の 事 を 掌る。 明治に なっても 其 寺で 私に 之を修 して ゐた 由で あ 

る。 同じく 眞 11  一一 n 宗 でも 東 寺で は 之を修 した こと は 無い。 

天台 眞言 ニ宗 にて 傳 へた 密敎 の歷史 は、 甚だ 煩 はしい もので、 其 各種の 修法に は、 一般に 行 ふ 

も あるが、 ある 場合、 ある 寺の みで 行 ふ も ある。 大元帥 法の 法琳寺 乃至 理性 院に 於け るが 如き も 

其 一例で ある。 天台宗の 熾 盛 光法 (シジ ャゥク ワウ〕 はもと 叙 山の 總持院 のみに 傅へ、 近世 は靑蓮 

院 にの み傳 はった。 近世の 門跡 寺と いふ も、 敎義 上で は、 ある 一 つ 若く は 幾 種 かの、 獨特 の密法 

大元帥 明 王の 法  一 究 
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を 護持す るが 主と なって ゐた。 醍醐の 三 寶院の 如き は、 卽位灌 の 法の 爲に 立って ゐた。 . 

密敎の 修法と いふ もの は、 精神 上の 力と， 物質 上の 力と を 極度に 集中せ ねばならぬ。 其 爲に學 

德の 秀れ、 年 藤の 長 じた 儈が 無くて は 行 はれない。 道場の 設備に は 巨額な 費用 を 要する ものが あ 

る。 大元帥 法の 如き は、 弓箭、 刀 劍等を 多數に 供へ る。 夫 だけで も 數十萬 金 を 要する であらう？ 

或は ブリキ 製で 間に あはせ. 或は 紙 製、 或は 畫 でも 間に あはぬ 事 はない。 乃至 想定の み にても 行 

はれ ズ いこと はない。 但し それで は國 家の 爲に修 する の 意に 背く。 

國法 上から みると、 昔は國 家が 施主と なって 此 法も修 せられた。 靈雲寺 は 幕府が 施主であった。 

今日で は國法 上に は此事 はない。 東 寺の 後 七日の 法 も、 ： 大台の 四箇の 大法、 七佛 藥師， 熾 盛 光、 

大安 鎭， 普賢 延命の 如き、 4* 宗門で は 鎭護國 家の 爲に修 しても、 今では 宮中の 非公式の 私事。 往 

年の 成 田 山の 御 祈禱と 同じ 事で ある。 51 し 古代の 歷史が 伴って ゐる。 今 は 歷史に 基いて 宗門が 寧 

ろ 施主に なって、 宮中に 奉仕す る 意味に なって ゐて、 謂 は ゆる 「寺から 里へ」 と變 つた。 

もし 御 一 代 一 度の 怫會の 例 を か へ りみ ると、 大 仁王 會を 諸宗の 僧が 奉仕して ゐる。 是は 顯敎の 

儀式。 尤も 國 家から 廣く 怫敎を 見て 行 はれ、 宗派 を 超越した 事であった。  ： 

或は 更に 天台宗の 立場から 云へば、 宗祖の 發願 による 法 華 長講 (ヂ ャゥ コゥ) の 大曾を 此際再 


與 せらるべき であらう。 尤も 元龜 の兵亂 後に 久しく 中絶して ゐ たもの を、 徳川 時代に 稗 g 〈は せら 

れ たが、 五ケ 年に一度 を 行 ふので • 長講の 名稱 はあって 實 はない。 r 長」 の 意味 は 毎年 之 を 行って 

永續 する ことで ある。 近年 行 はれて ゐるは 規定 上、 鹿 長年 度 を 延引の ま、 昭和の 今日 行 ふので， 

甚だ 怠慢の 至り。 今日の 叙 山の 力で は、 宗祖の 本旨の ま. -に每 年 行 ふこと は出來 る。 

更に 全く^の 歷史 からかへ りみ ると、 大元帥 明 王 は、 呲 沙門から 發 達した もので、 i^r か 西域と 

戰爭 して ゐる 頃に 顯 はれた もの。 卽 ち軍國 主義の 表現で ある。 故に 武器 を 多く 供養す る。 七佛藥 

師ゃ 普賢 延命 は、 衛生 主義。 熾 盛 光 ゃ安鎭 法、 後 七日の 法 は 平和主義。 愛染 法は资 本主篛 乃至 性 

愁滿足 主義で ある。 軍國 主義の 表現と して 大元帥の 像 は、 恐るべき 姿 をな し、 姿 體の壯 厳に 蛇 を 

多く ffl ゐる。 人間の 皮 を フン ドシ にして ゐる。 忿怒の 像の これが 極度で、 最終の ものと みえる。 

不動な ど は 初期の もの。 尤も 大元帥に ミ 、平和の 姿の 像 も ある。 顔の み を 平和の 姿に したの も ある。 

漢字に は、 「大元帥 明 王」 と 書く が、 詞には タイ ダン ミヤ ゥ ワウと よむ。 帥の 字 は 請まない 例で 

ある 0 

密敎の 修法 は、 其 規模の 廣大 なる は 特に 大法と 稱 へる。 特殊の 意味が あって 他に 傳 へぬ を 秘法 

とい ふ。 大元法 は、 祕法 中で も祕 法と して、 勑 命の 皆が 存 して ゐる。 ^#府が之を，江戶に移して行 
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つた も實は 潜 上の 間遠で ある。 其 本來の 歷史に 背き、 勅旨 を かへ りみ やして、 他に 於て 私に 修せ 

ん とする は- 寧ろ 法の 本意に も 反く。  〔昭和 二、 力、 1 五、 日本 及 日本人〕 

在 五中將 

甚 しき 濫行家 在 五 中 將業平 朝臣 は、 「色男と して 云ひ傳 へられて ゐる 程の 濫行 家で はなく 

て」 どころではない。 云ひ傳 へられて ゐ るよりも 更に 甚 しき 濫行 家であった らうと 自分 は 推察し 

てるる。 

一 方に は 「骨 も あり、 血 も あり、 適れ 硬骨漢の 性格 を備 へた 男で ある」 と共に、 一 方で は， 色 

男の 濫行 家、 道樂 軍人であった。  ， 

人物 を 評論す る 場合に、 とかく、 善と か、 惡 とか 一方に 片 つけたがる 癖が あって、 通鑑 綱目な 

どが. 正しく 其 癖 を あら はした ものである。 濫行家 は 血がない とい ふ 事 はない。 濫行 家に 骨がない 

とい ふこと はない。 昔 男は粹 なと ころも あり、 甘い ところ も あり、 硬い ところ も あり、 柔 かいと 

ころもあった 男であった。 


其濫 行の 證據の >  のつ びきなら ぬと ころ を 一 例と して 鼓に 擧 けて おこう。 

高 階 氏の 系 圆. 次の やうに 記して ある。 

茂範— 師尙 I 良臣 II 成忠- I 明 順 

I 高 内侍 (伊 公 母) 

師尙の 註に 「實は 在 原^ 平の 子な り、 齋宫 恬子內 親王に 密通して 出生す。 之に よりて 此 氏族の 

子孫 は參宫 せざる ものな り」 とい ふ 事が 記して ある。 こうあって は 抹殺せられ なか.，.^ う。 それが 

即ち 「伊勢 物語」 の 

「君 や 來し我 や 行き けんお も ほえす 寢て かさめて か 夢 かう つ i か」 の 一件の 結 である。 如何な 

る因緣 かしらぬ が、 高 階の 茂 範が其 子 を 貰って、 家を繼 がせ、 子孫が 繁：： 3 して、 孫の 成 忠は榮 華 

物語 や、 淸少 納霄の 草紙 等に 見えて ゐる 人。 其 女の 高內 侍は關 白道隆 公の 舆方 となって、 內大 

伊周 公、 皇后 定子 など を 生んだ。 すっと 後に 高師； ほと いふ 色男 も 出て、 祖先 以上に 名を舉 けた。 

靑蓮院 門跡の 坊官、 鳥居 大路の 家 は、 やはり 師尙の 後であって、 今も繁 nE して ゐる。 

其 相手の 恬子內 親王 は、 「忘れて は 夢 かと ぞ思 ふ」 の 惟喬 親王の 同 母の 妹で、 紀名 虎の 女の子で 

ある。 夫 を系圖 にして 示せば 次の 如くで ある。 

在 五中將  §  , 
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-平城 天皇— 


i 


桓武夭 皇- 


-阿 保 親王 


-行平 

0  0 

-業平 


, 伊登內 親王 


-嵯峨 ー 仁 明- 


I 文德夭 臭- 


• 惟喬 親王 

 恬子^ 親王 


0  0 


—淸和 天皇 


かやうな 繽 きがら の 間に 起った 事であった。 當時 可な り 問題と なった ことで あるが、 夫 を 委し 

- 書いた もの は、 傳 はって ゐ ない。 もし 又紀 氏の 側から みると 次の 如くな つて ゐる。 


紀名 虎— 


I 有 常、 


女 (傳 井筒の 女) 


I. 靜子 在原業1^}' 


- 惟喬 親王 


-師尙 


, 恬子內 親王 


文德 


天皇 


これ 等の 事 を、 其 人々 の 年齢と、 家系と， 國史と 其 他と より 綜合して 見る と、 辯 護の 出來 ない 

點 があって、 濫行 でなかった とい ふ 事 は、 云 はれない やうで ある 0 其詳な こと はこ、 に は 略す る C 

.— 有 常 —— 女  一 

一一 

在 業 平  一 

紀名虎 11 § ^子  ： 

，喬 親王 (束 寺の 虞濟)  一 

惟 ^親王  i 

恬.^內親王 —— 師尙  ^ 

. ゅ子內 親王  一 

珍； 十 内親王  一 


41 明 天皇 11 文 德大皇 

I 長 良 丄咼子 

(ニ倐 后、 


藤 i5、 良 d3 


- 惟仁 親王 (淸和 天皇) (山門の 慧亮ゾ 


-儀 j 内親王 


明 子 (染殿 后) 


一— 顺子 (If: 倏后) 


在 五 中將： 


重 
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大 忠臣 在 五中將 を、 大 忠臣と して 見る こと も 出來る or 忘れて は 夢 かと ぞ思 ふお も ひき や 雪 

ふみわけて 君 を 見ん と は」 と、 叙 山の 麓の 小 野で、 惟喬 親王へ 申 上！ t た 一 件から 前後 周圍を 綜合す 

ると、 大 忠臣になる。 

前の 如き 血 銃 上の 關係 になって ゐて、 且つ 惟喬 親王が 年長者で ゐら せられた。 文德 天皇に は 惟 

喬 親王 を 冊立の 叙 慮が あらせられ たが、 夫が かな はで、 惟仁 親王が 皇太子に 御 立ちに なった。 そ 

のとき に、 東 寺、 山門、 修法の 競爭 もあって、 慧 亮和尙 が、 な づき (腦) をく だきて、 爐に 入れ 

たとまで 傳 へられて ゐる。 業 平 朝臣 は 惟喬 親王の 爲にカ を 寝し、 東下り も、 關東 武士 遊 說の爲 で 

あつたで あらう と、 敷衍す るので ある。 こうなる と 勤王 黨の 旗頭の 大 忠臣と もなる。 濫行も 善 巧 

方便と してやつ たこと X までに、 辯 護す る 人 も ある。 

孝子と して 桓武 天皇の 御世に、 奈 良から、 まづ長 岡へ 遷都と なった。 今の 向町 驛の 近傍が、 

其 長 岡の 都の 跡で ある。 次に 今の 京都へ 更に 遷 された。 

都は遷 されても、 御門な ど はな ほ奈 良に 殘 つて をり、 臣民の 家 も 一時に 取拂 つたので はな かつ 

た。 業 平の 家 も、 初は奈 良に あった。 藤！ § 家 も 佐 保 殿 其 他の 家が 奈 良に 淺 してあった。 , 

「春 日 野 は 今日はな.^ きそ」 も、 「沖つ 白浪た つた 山 夜 牛に や 君が」 も、 つ- - 「井筒」 もみな 奈 良で 


の出來 事で ある、」 

次に 遷都に 伴って、 やはり 一 旦は長 岡へ うつり、 更に-業 平 は 勤務の 爲に 平安京へ 來 てるた が、 

母の 伊登內 親王 は 長 岡の 家の 方に 住して ゐられ たのであった 。「その 母、 長！： とい ふ 所に 住みたり 

けり、 子 は 京に 宫仕 しける が」 と tl いて あるの は 夫で ある。 

「いよ/ \ みまく ほしき 君 かな」 も、 「千代 もといの る 人の子の 爲」 もみな 名歌で、 如何にも よく 

情 を あら はして ゐる。 これから 敷衍して 孝子と する。 父子の 情 は 人の 自然で あるから、 この 位の 

歌 は、 口先のう まかった 業 平に は わけもなく 出来た ので あらう。 母親まで 忘れて しま ふまでの^ 

樂 もので もなかった らう。 この 歌 を 以て、 一方の 濫行を 帳， m しする わけに はいかない 。「雪 ふみ わ 

けて 君 を 見ん と は」 など- -、 うまい こと 云った とて 濫 行の 帳消しに はならぬ。 

不返寺 石 上の 方に も 在 原 氏に 緣の 寺が あつたと 兑ぇ るが、 業 平の 像 を も 長く 傳 へて みたの 

は 不退 寺の 方で ある。 

その 寺の 出來事 は、 まづ かう でもあった らう か。 桓武 天皇の 皇 長子の、 平 城 天皇が、 御 卽位ぁ 

ら せられた が、 程なく 皇 弟の 嵯峨 天皇に 讓 位あって、 古き 都の 奈 良へ 御 ！^::^ 遊ばされ、 奈 良の 窗 

殿 を 再 して 御 住居 あそばされた。 

に 五 中 將  S 七 


讀史隨 筆  二  0< 

其 平 城 天皇の 皇 長子、 高 岳 親王 は、 一 旦は 皇太子に も 御 立ちで あつたが、 出. 家して、 弘法 大師 

の 弟子と なり、 後に 人 唐な された。 其眞如 親王が、 奈 良に 御 建立 遊ばされ たが 超 昇 寺。 平 城 天皇 一 

の 御 住お の 建物 を 賜 はって、 業 平が 建てた のが 不退 寺であった。 奈良 にあった 平 城 天皇の 御隱居 

料と 云った やうな 領地 は、 この 二 寺に 施 入せられ たよし である。 超 昇 寺 は 天 正 年中に 廢れ、 不退 

寺 は 形ば かり 今 も存 して ゐる。 詳しく は 不退 轉法輪 寺と いふ。 其 寺に 傳 はって ゐた業 平 朝臣の 肖 

像 は 有名な ものであるが、 今、 井上 侯爵 家の 秘藏 となって ゐる とか 聞いて ゐる。 集 古 十 種に 載せ 

て ある。 

高 岳 親王の 御 同 母の 御 方に 巨 勢、 石 上な どの 御名が 見える から、 こ- - にも 石 上の 地に 緣が あつ. 

たこと- --は 見える が、 詳しい 事 は 知らぬ。 

業 平 朝臣 を 野心家と すれば、 南京 派と して、 北京 派と 爭 つたと も 見え、 又 平 城 天皇 系統に 羼し 

てるて、 嵯峨 天皇 系統と 爭っ たやうな こと も兒 えぬ ではない。 奈 良に 事跡の 傳 つたの は、 其故鄕 

であった のと、 領地の 關係 であらう。 寺の 二 個 も 建立す る 位で、 有 福に 暮 してる て、 物價 騰貴な 

どに 驚く 方ではなかった。 


桓武 天皇- 


伊勢 繼子 

I 高-お 親王 (眞 如) (超 昇 寺) 

,.巨 勢 親王 

1 上 毛 野 内親王 

1 石上內 親王 

- 大原內 親王 

, 平 城 天皇 


I 親王— 在 翁 Id- ( 石 上 在お 寺) 

？ 3 で 1^ 绿. T  (奈良 不退 寺) 

番 县藤繼 

-1 嵯哦 天皇 (大焭 寺)— 仁 明 天皇 —文德 天皇— 

淳和 天皇 (淳和 院)— S1 貞 


- 惟喬 親王 

清 和 天皇 


さ 近衛 中將 擊§ は、 道樂 もので も、 右近 衞中將 まで 昇進して、 一 i 四 年 五月 廿 八日、 r 上 

十六 歳で 終った。 其 頃の I は、 左 I 府、 右近 I の 一 一個 濃に なって ゐ て、 其 司令長官が、 

大將 次官 を 中將、 其 下に 少將、 將監、 將曹、 府生、 番長、 近衛 (卒) があった。 

今の 北 の 天 神のと ころ は 右近の 馬場であった とい ふから、 業 平が 馬に 乘 つたと ころで ある。 

中將 は、 從四 位下 相 當の官 で、 名譽 ある 地位であった は 申す まで もない。 關白、 i 政た る もの i 

在 五中將  . 
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子と か、 大臣の 子孫、 一 世 二世の 源氏 を 以て 任ぜられる 例と なって ゐ た。 業 平 も 皇孫た る 血統 上 

の關 係で こ i まで 曰 升った のであった。 

但し 古の 近衞府 と、 今の 近衞師 M と は 名 も 勤め 方 も 同じで あるが、 組嶽の 大小 はとても 比較に 

はならぬ。 一 府の卒 の 數は四 fc 人まで 位の ものであった から、 今の 1 1 個 中隊。 左右の 近衞 合せて 四 

個 中隊 ほどの ものであった らう。 其 か はり、 大將は 左右に 一 人 づ-- 中將も 一 人 づ\。 別に 欉中將 

數人 あるが、 これ は名譽 職で ある。 人 數が少 かった から、 其 頃の 屮將 は、 今の 中少將 より は、 やつ 

と 世に 尊敬せられ たもので あった。 且つ は 皇孫で も あり、 有； i でもあった から 、「伊勢 物語」 の 種 

子 を 造る だけの 资格は 十分 あつたと 思 はれる。 同じく 阿保 親王の 後で も、 業 平の 兄の 本 主の 子孫 

は大江 氏と なって、 代々 漢舉 者で あつたが、 業 平 は 漢擧の 素養 は淺 かった と 見える" 「略 無才 畢」 

と は漢學 がない と い ふ 意で ある。  、 

伊勢 物語 業 平 朝臣の 事に ついては、 「伊勢 物語」 の 記載 を 全く 抹殺す る わけに はいかぬ。 業 

平 生存の 時代 遠から ぬと きに 旣 になった もので あらう。 其 物語に も 異本が あって、 解釋が 難儀で. 

あるが、 其 すべてが 造り ごと- 1 のみ は 見えぬ。 竹 取 物語 や、 源氏物語と は 犬に 趣が ちが ふ。 且つ 物 

語の 記載と 他の 記 錄に傳 へて ゐる 事と、 少し は 符合す る 事 も ある。 それに 朝臣の 種々 な 方面の 事 


が あら はれて くる。 善事ば かりで は 勿論ない。 惡事 ばかりで もない。 この 善惡. 促 じて るると ころ 

に、 卽ち 事實が 認められ るので はなから うか。 

又能樂 にしても、 畫題 として、 そこに 中々 面白い ことがあら はれる やうで ある。. 雪 ふみ ゎナて 

君 を 見ん と は」 など も畫 としてよ く 描いた の も ある。 業 平 朝臣 は、 平安朝 時代に 於て、 犬なる 特 

色の ある 人で は あるが、 其 始末 を 明に する こと は、 今日に 於て は、 困難で ある。 ^し. iB かけよ 

中々 面白い ところが ある 0  〔大正八年十月、^^^§界〕 

東 京 の 昔 S 

東京 は 今 正に 一 大轉換 の 時機の 中に ある。 衆智 を 集め、 善美 を盡 した 復與 は、 諸人の 豫 期の 如 

くになる であらう。 玆に 顧みて、 如何にして 今日までの 大鬼 京が 築き 上 ゆられた かと、 其 過去 を 

考 へて 見たい。 羅馬は 一日に して 成ら や、 大 東京の 成る は、 一朝 夕の 故で はない。  ， 

十條 とい ふ 地名 東京の 市外 王子に 十條 とい ふ 地名が あり、 近年 鐵道省 赤 羽 線の 停車場が 其 

處に 設けられて 世に 知られた。 この 條 とい ふー闊 は、 土地の-促 劃 を 示す 語で ある。 一 町歩の 名 を J 

東京の 昔  ， 二， 
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评と稱 へ、 三十 六 坪 を 一 里と 稱へ、 三十 六 里 を 一 條と稱 へ、 條に 順序 を 立て- - 一 より 卅 六に 至る ひ 一 

其 中の 十 條の名 だけが 王子の 地に 永く 存 して ゐ たので ある。 かの 牽德 天皇の 時から 班田の 法を定 一 

めら れて、 國 K の 男子に は 二 段、 女子に は 其 三分 二 を 平均に 授けられる ことにな つて、 今の 國家 i 

社會 主義と でも 云 ふべき 事が 實 行せられ た。 其 爲に全 國の水 EE を 整理して、 條 里の 制 を 立てられ 一 

たので ある。 今 も畿內 地方に は 其 遣 跡 及び 文書の 存 して ゐる ものが ある。 王子の 十條も 其 一 であ 一 

つて、 文書 は 無い が、 遺跡 は 今も殘 つて ゐて 史跡と して 保存 せられる 事と なった。 この 班田の 法 

とい ふの は、 頗る 手数の 煩 はしい 事で は あるが、 この 武藏の 地に 行 はれた ことが この 遺跡で 知ら 一 

れ、 今の 東京の 地 も、 湯 島鄕、 櫻 田鄕と 云った 時代に 班田の 行 はれた 事が 推測 せられる。 た^ 地 

理の變 化が 劇しかった 爲に、 東京 市中に は 其 遣 跡 は 今 見られ 無い。 岐阜 縣の ト七條 村、 大阪の 九 一 

條島、 各地 方に ある 北條、 南條、 東條、 e: 條、 上條、 中條、 下條 など、 條と いふ 地名 は、 恐らく 一 

みなこの 班& 時代の 名に 起った ものと m 心 はれる。  一 

其 時代、 ， 荏 原 郡、 豐島 郡の 郡役所 は 今の 何處 にあった か 明で ない。 地方 廳卽ち 1： 廳は. 今の 府ー 

中に あった こと は 其 名の 示す が 如きで ある。 湯 島鄕、 櫻田鄕 から 献げる 祖調庸 は、 この 郡 國の役 一 

人の 手 を經て 京都の 大蔵省の 倉庫に納められた のであった。 この 班田が 大要 行 はれた のが 大 化か 一 


ら延喜 時代まで 約 三百 年間。  - 

1 方に 班田 制が 行 はれながら、 其の 間に ほつ，/ \ と 庄園 か 起って きて、 今の 東京の 地 も 亦庄圚 

制に 轉 じて、 從來國 庫に 納められた 租稅の 類 は、 ある 特權 階級、 其 時代の 詞で いふと 權門 勢家の 

所得と なった ので ある。 班 S 時代から 庄園 時代の 初期 は、 この 地の利 益 は 京都 地方へ 吸收 せられ 

てゐ たので ある，^ 庄園 時代に 武士が 起って、 武力に よる 土地の 掠奪が 盛に なり、 鎌 倉に 府が 立て 

られて は、 武藏は 其 背面の 守備の 要地と なり、 執權 北條泰 時、 經時 などが 武藏 守と なった に は、 ti 

略 的、 經濟的 意味が 存 して ゐ たので ある。 武藏 乃至 江戸の 利益 は 分割 せられて t お干 は 鎌 倉に 入る 

事と なる。 元弘. の亂に 武藏が 上野の 新田 氏に 占領 せられて、 銶倉 幕府 は陷 落す る 事と なった。 

江戸 城の 建設 元 弘の亂 に 下野から 足 利 氏が 起って、 本營は 京都に おき、 分 營を錄 倉に おき、 

其 親族の 上 杉 氏が 鎌 倉 を補冀 して ゐた。 上 杉 氏が 山 內と扇 谷との 二 家に 分れ、 山 内の 房 if は武藏 

の 深 谷に、 扇 谷の 持 朝 は 川 越に 居て、 こ. - にも 爭鬪が 絡えなかった。 梓 朝の ほ. l^ra 持资人 近 i! 

が、 川 越 城の 援護た るべき 要害の 地 を 求め、 之 を 江戸に 選定して 始めて 築城 マる。 ^KJ^^^i^k年 

の 事で、 元 弘の亂 から は 約 百 三十 年の 後、 英 II の 薔薇 戰爭の 最中に あたる。 川 越 城 は阜に 平野の 

中に ある。 江戶は 水陸の 便 を 得て、 門に は： おす 東吳萬 里の 船と 贊し たは、 常時の 文人のへ つら ひ 
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の詞 であったら、 フが、 备 地方の 物資、 ことに 和 泉の 梆 浦から 藥品 など を も 得た とい ふ は事實 であ 

つたら う。 爾後 八十 餘年 にして 武藏全 國が扇 谷の 上 杉 氏に 屬 する 事になる に は、 江戶 城の 力が 大 

にあった こと- 1 思 はれる。 古來 少量の 生産地に 過ぎなかった 江戸 は、 この 築城 以來 商業地と なり 

消費 地と なって、 經濟 上に も獨 立の 基礎が はじめられた。 

將 軍の 居城 小 田 原の 北條 氏が 榮 えた 時代に は江戶 域は轉 じて 其 下に 露し、 上 杉 氏 は 減び る。 

天 正 十八 年に 豐臣 氏の 爲に 北條 氏が 亡され、 其 八月 一日に 德川 氏が 遠州濱 松から 江戸に 移り、 爾 

來三 百年、 其 居城と なった。 但し 其 初 はもとの ま i の 小規模の 江戶 城であって、 關 八州の 中心地 

をして ゐ たまで あった。 慶長八 年 二月 十二 日に、 德 川家康 征夷 大將 軍に 補せられ てから は * 特 

軍の 居城と して- 天下の 諸 大名に 命じて 大規模に 改築 させ、 漸次に 整備 せられた。 これから 江户 

は 政治 上の 實 力の 中心と なり、 戰略 的、 經濟 的に 大なる 力が 集められる 事と なる。 但し 政治 上、 

戰略 上の 3 呉の 中心地 は 京都であった から、 西 面の 防禦の 爲に は大阪 がお いてあった。 國際 上に て 

は 長 崎が 前進 陳地 となって ゐた。 其江戶 と大阪 との 間に は 幕僚た る 諸將を 配置し、 東北、 西 偏の 

假裝の 敵と もい ふべき 外様大名に 對 して、 平衝を 保って、 武装した る 平和の 三百 年 を 安穏に 過ぎ 

たのであった。 


首府としての穿丄0^ 將 軍の 居城と しての 江 戶は實 力の 中心であった。 明治に なって 遷都せ 

られ、 名分と 實 力と がー 致して 眞實の 首府と なった。 其 過 期 渡に 幸に 臨戰 地と ならなかった 爲に 

三百 年の 蓄積した 力 は、 多く 失 はれす して、 大正 十二 年 八月 三十  一口まで はな ほ 現れして みた。 

經濟 的中 心地 名と 實 とも 合せた 首府と 東京 はなった が、 其 城廓、 市街の 外形に はな ほ將軍 

居城の 戰 略的舊 態を存 して ゐた。 之 を 現代の 都市と して、 國威 を！： 際 上に ほこるべき ものに 改 ゅ3 

せんとし たのが、 明治の 市 iHil 改疋 であった。 但し 其 最初の 計畫は 途中に して 縮少 せられた もの も 

あった。 人餘 り、 家滿 ちて るて、 頰が へしが 出来なかった。 この度の 大災害で は 幸か不幸か、 頻 

がへ しが 出来る やうに なった。 復興に 頗る 便宜が 多くな つた。 善美なる 復興 をば 期して まつべき 

である。 

江戸 を 防 iK の爲 、江 戸城 は 征夷 大將 軍の 居城と して 修築せられ たが、 征夷と は 名ば かりの 事 

で、 其實は 武士の 鬪爭 を鎭醒 する 爲 であった。 其將 軍の 末路に 當 つて 增 築せられ た 品 川の 棗 場 だ 

け は、 攘夷 問題の 盛んな 時に 出來 たのであった。 之で 黑船 を打鑲 はんとす る 勢 を 示した ので、 夫 

に 前後して 函 館の 五稜 廓、 伊勢 灣、 大阪、 兵 庫、 下關、 長 崎、 樱，： ：！！ 等の 各地に も 砲 察が 築かれた。 

併し 夫に 疑 をいだ くもの があって、 當路 者に 密かに 質問した。 あの 御裘場 で^して 能く 黑 船が 防 
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がれ ませう かと。 常路者 之に 答へ て 曰く、 御不霧 御尤千 萬。 供し あれ は 黑船を 防ぐ ので は 御座ら 

ぬ。 江戸み- 禦ぐ爲 で 御座る。 黑 船の 騷 ぎよりも 江戸の 騷 ぎの 方が 大變で 御座る。 御覽 うじ ませ。 

御臺 場が 出來 たので 江戶 がすつ かり 安堵し ました。 と 云った。 幕府の 當局者 は、 流石に 時世に 通 

達して ゐて、 要領 を 得て ゐ た。 

其 意味から 推測して みると、 大江戶 城 も 何の 爲に 築いた か、 一寸 不審が 起る。 江戸 城の、 今 も 

殘 つて ゐる 石垣の 上に は、 原來土 群があって、 夫に 矢 迫 間、 鐵砲迫 間が あけて あった。 延長 數里 

にも わたる もので、 維持費 を 巨額に 要する が 故に、 八代將 軍の 時に 軍事費 縮少の 意味で、 土媒を 

取拂 ひ、 其 趾に植 ゑら れ たのが、 今 も 見る 松の木で ある。 

世の中に かほ ど ォカシ な 事 は 無い アル へ ィ 取りて マ ッ カゼに するとい ふ 落首が あった は、 其 時 

である。 江戶 六阪の 連結の 爲に 築かれた 名 古屋に は、 明治 一新まで 同じく 石垣の 上に 土 群が あつ 

た。 一新の 際に 夫 を取拂 つた。 それ はみ な 俗に 枕 辨と稱 へて、 內部は 空虚に なって ゐる もので、. 

小銃 彈も よく 貫〉 i する 度の 薄弱な ものであった。 之 も 實戰の 用に 立てん 事を豫 期した ので はな 

かった。 江 戶ゃ大 阪ゃ名 古 屋ゃ其 他に 城廓 をお いたと いふ 事 も、 武装 的 平和の 象徵 としての 御 飾 

り 道具た るに 限ぎ なかった もので あらう。 武士の 鬪爭 を實 際に 鎭壓 した 力 は、 外部に 現 はれた 形 


式 以外に、 より 以上に 絡大の 力が 存 して ゐた 事と 察 しられる。 . 

西 鄕の包 E1 計畫 併し 又 この 江戶 城が、 戰略 的に 犬に 意味 をな した 事が 無いで はない。 かの 

東西 分け目の 大 戰關ケ 原の 戰 役に は、 江戸が 東軍の 策源地であった。 鬼 軍の 主力 は旣に 西に 遷っ 

た あとに、 敵軍 上 杉 は、， 改修 以前の 小 江 戶城を 眼前に 見ながら 進んで、 一指 を 觸れる 事 も 出 米な 

かった。 城廓の 大小で はない。 之に 伴 ふ 强ぃカ を 以て 守って ゐる 者が あった 故で ある。 由 井の 正 

雪の 燒打 事件 も 全く 未遂に 終った。 米 鑑は小 笠 原 島 を 占領して 開戰 の极據 地と したが、 浦贺 でお 

び やかした まで i 江戸に は 進入し なかった。 故に この 時 も 幸に 砲火 を 免れた。 もし その 時 兵端が 

開かれたならば、 今问の 災害 以上に 悲慘な 有様と なった であらう。 勝敗 は 別と して、 明治維新の 

際、 前 將軍慶 喜に は 切腹 させ、 江 戶城は 燒き拂 ふとい ふ 無謀 計畫を 立て...、 其 時の 官軍 は 來祉し 

た。 慶 喜の 生命 は、 和 {呂 の京訴 によって 幸に 救 はれた。 江戸 城の 兵火 は、 勝、 西 鄉の安 協に よつ 

て 無事に 引渡されて 免れた。 和宮 並に 島津 氏の 女に して 將軍家 定の室 天嘩 院の御 道具 は、 御齒黑 

！！-ま で滯 りなく 引取る 事 を 得た。 紅葉 山の 寶藏は 長 軍に 掠 摩せられた。 旗本 八^ 騎は 目出度 瓦解 

し、 城廊 殿舍、 市民 は あはれ にも 玉の 如く 全き を 得た 0 

明治 六 年 西 鄕が辭 職して 薩 摩に 歸 つて あとに、 其 幕僚 はな ほ 東京に 止って、 郊外 數 里に わたる 

東京の 昔  IllJ! 


讀 史隨筆  m_c 

地 を も 夜々 出で- >- 詳細に 測量して 去った。 費用 は守錢 奴と して 有名であった 倚 知 某の 贈與 した も 

ので ある。 後に 彼等 反賊 は 事を舉 けて、 熊 本 城 を も陷 れられ なかった から、 東京 は 其 包圍を 免れ 

た。 彼等 は 自ら 深く たのんで ゐた 武力 を 以て 1K 下 を 取らん としたの であった。 

日露 戰 役の をり に、 露の 巡洋鑑 は、 浦賀 沖まで 來 たが、 流石に 柬京灣 に は 進入し 得なかった。 

これら 數 回に 兵火に 權 るべ くして 然 かも 幸に 難 を 免れた 東京 も、 この度 は、 より 以上. の 災害に 

遭った とお も はれる。 

明治 一新に 官軍に 城廊を 引渡された 時には、 旣に 本丸に は 殿舍は 無かった。 西 丸 を 皇居と 定め 

られ たが、 六 年 五月 五日 夜中、 下婢の 柴 小屋より 失火して 燒 失する。 この 時舊 幕より 引繼 ぎの 書 

類も燒 失する。 殊に 修史 局が 旣に 設けられて ゐて、 そこにて 贵重 書の 燒 失した 物が 夥しかった。 

叉 其 後 民政に 關 した 書類、 小 W 又藏の 調査 書類 は、 大藏 省に 於て、 各地 方の 地租 改正に 關 する 訴 

願の 幾 萬の 書類と 共に 燒 失する。 叉舊 幕より 司法 省に 引繼 がれた 物 は 後に 東大に 引渡されて、 こ 

の度燒 失した。 舊 幕の 評定 所 卽ち大 {#院 ともい ふべき ところの 記錄 も、 亦 この度 東大に てみ な燒 

失した。 

東大の 前身と もい ふべ き舊 幕 S 蕃喾 取調 所 の 藏書、 醫學 部大擧 の 前身た る舊 幕醫樂 所の 藏窨、 


長 崎醫舉 校の 藏書、 及び 舊 幕！ K 文臺の 記錄、 ナ.ネレォン三世の寄贈の贵重誓などはこの度^3-大で 

燒矢 した。 

舊幕 は、 其 城廓と 共に、 記錄、 藏誉 もも 引渡した が、 新 政府に 於て 數 回に 記 錄藏書 をな くした 0 

但し 紅 山 文庫の 中にはな ほ 多く 存 して ゐる。 門 矢 など は 明治 初年に 少数 を殘 して 毀 たれた。 

其 土手 及び 石垣の 類 は、 戰略 上の 意味で 久しく 陸軍の 手に 保赞 せられて ゐ たが、 市 s 改： 止に よつ 

て 之 も 亦 形 を 失った ところが 多い。 今の 日 比 谷 大祌宮 と 帝 國ホテ ル との il にあった 土手 並に 堀に 

ついては、 敎部 翁な ど は 大神宮の 正面に 新道 を 開かん とし、 陸軍に て は ー5- 京 城の 防 槊の爲 に 之 を 

担 絶した 有名な 場所であった。  ， 

陸軍 士官 擧校、 砲兵 工廠 等の 如き は、 明治 初年に 戰略的 要地と して 占有 せられた 儘に 今に 存し 

てゐ るので ある。 丸の 內の 三菱 村 も 原來は 陸軍の 所管で あつたが、 時世の 變 化に 隨 つて 拂ド ゆら 

れた。 三 崎 町、 日 比 谷 公園 等 ももと は 練兵場であった。 靖！： 祌社は 幕の 練兵場の 跡で ある。 

武士 根性の： iL 惡 太 田 道 港の 築城に 始り、 將 軍の 居城と して 發途 した、 y 尸 は、 武士が 中心 勢 

力 をな し、 武士 根性に 俟 つて 支配 せられて ゐた。 この 武士 极 性に 對 して、 近世 は 武士道と 云 ふ M 

を 造り、 之 を 高尙な 道德の 如く 說き、 今 この 立憲政治の 時代に なほ 武士 逬を 頻りに 說 くもの が あ 
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る。 併し 之 は 以ての外の 量 見 遠で ある。 今 は 武士 は 一人 もない。 武士がなくて 武士道が 實 行され 

やうが 無い。 武士が 不都合 千 萬であった 爲に 之を廢 して、 立憲政治と したので ある。 今の ある 人. 

々が 云 ふが 如くに 武士道が 高尙 な道德 ならば、 まづ 武士と いふ 特權 階級 を 復興し、 切捨て 御免の 

時代に 戾 つたならば 妙で あらう。 

武士の 不都合 を 1 1 一の 例を擧 ゆて みやう。 武士の 親方 は 征夷 大將 軍であった。 其大將 軍の 元 鼠 

とも 云 ふべき 源 賴朝は 何 をした か。 兵力 を 以て 安德 天皇 を 攻め 殺し 奉って 將軍 になった。 其 親の 

義朝 は、 平 治に 反逆し、 叉 父親 をも實 弟 を も 殺して ゐる。 賴 朝の 後家の 政 子と 其 兄弟の 義 時と は、 

承久に 京都 を 犯し、 三 上皇 を 遠島に 遷 した。 頼 朝の 親族 足 利 尊 氏が 何 をし たかは 小舉 校の 生徒 も 

知って ゐる 通りで ある。 足 利の 陪臣 織 田 信 長 は、 足 利 を 亡し、 織 田 は其臣 木 下 藤 吉郞に 減され、 

藤 吉郞の 家 は 其 臣德川 家康に 亡され た。， 之が 武士の 親方の 實 行した 事跡の 萬 分の 一 である。 他の 

事に 至って は擧け きれない。 切捨 御免 どころ か、 切取り 强盜 武士の 常と 云 ふ。 石 川 五右衛門の 云 

つた 通りに、 天下 を 盗む を 武士の 究竟の 目的と し、 其 目的 を 達する 爲に は、 手段 をえ らばなかった 

は 前述の通り である。 其 不都合が 極度に 達した 時に、 親方の 將軍慶 喜が 政權を 奉還し、 切腹と S 

でに なった が、 幸に 免され た。 親方が それ迄に なった から 子分た る 大名 其 他 も 版籍 を 奉？ 一 〔いして、 


七 百年 來の惡 事 を さらけ出した。  - 

近 a ^外！： から 輸入の 過激 思想と やら、 危險 思想と やら 云 ふが、 武士 は 思想 だけで はない。 SK 

に 惡事を 直接に 行動して きた 者で ある。 過激、 危險の 度 は、 遙に 外^ 輸入の 上であった。 夫 を 今 

更に 武士道と 稱 へて 世に 宣傳 する は、 ^だ 不都合 千^な ことで ある。 この 不都合な 武士の 都.^ で 

あつたから、 束 京に は其餘 波が なほ 潜在して ゐて、 ときあって は、 發 して 廿粕 1^ 件 ともなり、 虐 

殺！^ 件 ともなり、 放火と もなる ので あらう。 上方 地方に 比して iH:i. の 多 いのも 亦危險 件の 時 あつ 

て 起る ので ある。 板 舟惠件 は^の 事情に もとづく。 

この 武士の 惡性 を、 古來の 歴史家 は 多く は 武士で あつたが 爲に、 乎 前 味 で 程よ く 取つ くろつ 

て 麼史を 書いて ゐる。 大義名分 を 正した とい ふ水戶 家の 大 日本史が、 天子 を 殺した 顿朝、 

逆 Hi 傅に 入れて ゐ ない。 あまり に^しい 手前勝手 である。 

もし 又 武士の 根性 を 採って、 之 を 他に 比較して みたならば、 少 分の 優秀な ところ も あらう。 た 

とへば 河原者 道、 水平 道、 素 町人 道、 土百姓 道、 非人 道な どに 比べて は、 流石に 命が けで 兢 し 

たにけ に、 何 かにつ けて 勝る ところ も あら ラ。 去りながら 大義から 見て は、 全く 價航 のない もの 

である。 
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京都、 奥 女中、 金 座 を 三 禁物と 稱 へて、 江戸 幕府の 執政 者 は、 之に 手 を 觸れる を 忌み、 單に成 

行に まかせる 例と なって ゐた。 京都と は 即ち 皇室の 事で、 大義名分に 關 係の 及ばん こと を 懼れた 

ので ある。 Ei- して 後日に この 三 禁物から 毒 を發 して 將 軍政府 は 瓦解す る ことにな つたので ある。 

江戸 兒 かたぎ 世に 謂 は ゆる 江戶兒 かたぎなる もの は、 みなこの 武士 根性 を 根底と して 民衆 

化した ものである。 江戸 東京に 於け る 飲食、 衣服、 住居、 行住座臥、 祌視 釋敎戀 無常、 猫 も 杓子 

も、 へちま もへ うたん も、 みな 悉く この 氣分を 受け入れて ゐな いもの はない。 信 濃から 居候が 來 

て も、 越後から 米つ き、 能 登から 三 介、 長 崎から ばってんが 来ても、 皆 何れも この 氣 分に 化せら 

れ てし まふ。 この 氣 分が 顯 はれて 雨と なって 横に 降り、 傘に 二重のお しあ ゆ を 作り、 道路に ぬか 

るみ をな して、 高下駄- ゴム 靴 を はかせる。 地震が あっても、 此氣分 だけ は ゆりく づ されない。 

火事に 遭っても 決して 燒 きつく されない。 日本 橋に 現 はれて は 若い 衆の きおいと なり、 吉 原に 入 

つて ハリ となり、 歌舞伎に 荒事と なって 褒められ、 一 巾 節と なって は ィキの 咽を聽 かせ、 古池に 

於て は 虹の 飛び込む 昔と なって、 閑人 をし のばせる。 紹の 皮と なって は 坊主 を 驚かせ、 目出度 さ 

うで 目出度な き 松 右衛門、 國粹會 の 親分 子分の 關 係， がえんの 消防 夫の くりから 紋々、 大工の 木 

遣りの 蚊の なくが 如き 聲、 御 祌樂の ヒ ツビ キ ヒィも 悉く この 氣 分の 外の もので はない。 


殿檨氣 分 天下 を も まう として 計略 を 立てて ゐた 武士 も、 多年^ 太平の 洗練 を經て は、 漸 

次に 變 質して、 is は ゆる 様と いふ ものが 其 中に 現 はれて きた 切り取り 强盜を 常と した 昔と は 

_:^-って、 御サ 十の 煮えた も i; 存じの ない アン. ホン 丹に なって しまった。 之が 卽ち 刀み 袋に 入れた 太 

平の 武士の 氣分 である。 故に 武士の 天下 は 共， T 部の 腐敗に よって 崩壊した ので あると 兌ら れる。 

江 戶兒も 亦其內 部から 瓦解した 趣の ある 蓽は、 松 平 外 記の 殺 寄 察 件に も あら はれて ゐる 通りで あ 

る。 時の 大老 を 白 蜜に 殺した の は、 外様の 武士ではなくて、 親 藩の！ 旗下であった。 近く 民政 か. 

分裂した が 如き 事情が、 江戶 幕府の. r 部に も 存在して ゐ たのであった。 

大阪と 江戸 萬の 財 を 精んで 見せても、 共 意志 を 動かさな いとい、 ：！^ 分が 江 r 门儿に は あつ 

た。 之 も 亦 武士 极 から 出た ので ある。 一文の 利益 を 見せる と 百年の 仇敵 も忽に 一致 和 八；： する 妙 

を大阪 もの は 有って ゐる。 彼 は 利に 敏 にして、 此 は意氣 地に 强ぃ。 この 西の 人氣の 同じから ぬ 

ところに 各： ぃ點が ある。 彼に 信用の 堅固なる ものが あって、 此 には淸 F 加 を 併せて \； ^むの 大度 

量が 示されて ゐる。 何れも 夫が 長所であって、 しかも 其 中に 短所 も；^ して ゐる。 

女子の 參政 女子の 參政權 とい ふ 事に ついて、 事新し さう に 論 fi せられる を M くが、 昔から 

女子 も 政治に は參 つた もので、 其 地位 を 世に 認められなかった もので はない。 世の中が EfT はかり 
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, で 出 來てゐ るので は 無い。 女なら では 夜の あけぬ 國 とも 云 はれて ゐる。 表面の 標準と して は三從 

七 去の 敎も あるが、 それで ゐて 好い加減に 女子 は 勢力 を 振った ものである。 力、 天下に カラ 風と 

いふ 諺の ある 通りに、 江戸 は 女子の 勢力の 强 いところ で、 女の 中で も 後家が 最も 猛烈に 奮闘した 

ところであった。 

後家の 天下 豐臣 秀吉は 貴族の 處女を 愛し、 天 正 十八 年 小 田原滯 陣中に も 例の 如く 漁 つ て 

下 總の生 賢 へォ イミ) 今の 五位の 地に 足 利 將軍尊 氏の 正統の 處女を 得て、 戰 塵を拂 はせ て 一 萬 石 

の 化粧料 を與 へる。 これで 鎌 倉 公方の 家名が 永鑌 する 事と なって、 喜 速 川の 足 利 家が 遣る ことと 

なった。 德川 家康は 之に 反して 卑賤の 後家 を 好み、 後 庭に 列る もの は 後家が 多かった。 大阪滯 在 

に 瘦 たのが 竹 腰の 後家、 男 山 八幡の 生れの もの。 夫れ に 生せ たのが 義直、 尾 州 家の 祖 である。 八 

幡の 八の字 を 採って 家の 相 印と する。 今の 名 古屋の 紋章 丸 八が 夫の 餘波 である J 大阪 との 講和の 談 

判、 京都との 禮 儀の 使節に もこれ 等の 後家が 出て ゐる. - 德川 幕府の 內政 外交に は 後家の 內助外 助 

が 多かった。 其 守成の 名君 三代 將軍家 光 を 傅育した 春 日 局 は、 稻葉正 成の ィキ 後家であった は 有名 

な 事で ある。 此度燒 け 遣った 湯 島の 麟詳院 、通稱 からた ち 寺 は 其 旦那 寺で ある。 ^谷の 金 王 八幡 宫 

の あの 異様の 社殿 は 春 日 局の 心願 成就の 御禮に 立てた ものである。 高 田の 砂利 場の 根 生院は 主人 


家 光の 爲に 壽 命 延長 を 祈 IS した 寺で ある。 其 家 光の 後 { 猿 にして 五代 綱 吉の母 S 独 n: 院が元 森の 奢 

侈 時代 を 現出せ しめた 原動力で ある。 この度 燒 けた^ 島の 露 雲 寺 は 其 祈願の 寺であった。 ^つた 

音^の 護國寺 も 共 建立で ある。 信 濃の 善 光寺の 今の 堂、 奈 良の 大佛殿 等のお^、 法隆寺 の 修絡も 

この tlliS 院の 心願に 成った ので ある。 叉 幕府の 末路 は、 十三 代 家お 將 車の 後 〔糸、 .i^is 〔糸の 女に し 

て近衞 家の 養女であった： 大璋院 と、 十四 代 {豕 茂將 軍の 後 { 永 |§ 宽院官 と 二 女の 力で、 めでたく 瓦解 

した。 この 二 女が 居なかったならば. * 德 川の 家名 は 絶え、 江 尸 は 燒き拂 はれた のであった らう。 

この 一 一女が 江戶に た爲、 官軍と 稱へ た征^3^軍も暴威をほしぃま--になし5:!なかったのでぁる。 

これ は 後 {\^ にして 人質の 意味 をな してる た。 

奧 女中の 身 一 冗、 勢力 江戸時代に は 日本 橋 魚河岸の 寶 上け 高が 一 曰に 金 愛 千兩。 公方 SS の 御 

臺所も 一 曰に 萱千兩 の 消 费と云 はれて ゐた。 奧 女中の 多かった ことが 察 しられる。 かく 女 護， ひ？ を 

造って 勢力 を 振って ゐた。 ある 美男子の 老中 は 御臺様 卽ち將 軍の 夫人から 「あれ はよ い Bf^」 とい 

ふ 一 首 を かけられた だけの 爲に辭 職す るの 止むな きに 至. つた。 賢 宰相 松 平-: H 信 も、 暴執政水^^越 

前 守 も 共に 奥 女中の 1 言の 爲に其 內閣が 倒 滑した。 之に 反して 幕末の 井伊 內閣は 奥 女 巾に 依って 

擁立 せられた。 淸铺 內閣が ひ ノ族院 に 擁立せられ たが 如き ものであった。 常の 政務の 将 観に 對 して 


讀 史隨筆  さ 一.. 1C  . 

可否の 裁決 を與 へたの は、 奥 女中であって、 今の 枢密院 ゃ內 大臣の 場に 似た 力 をな してる た。 

この 多 數の奥 女中 は、 旌本 家人の 家から 出た も あるが、 文筆に 達し 才識 のあった もの は、 多く 

は 上方 出身であって、 公家の 子女が 主であった。 かの 桂 昌院は 二 條關白 家の 臣下の 女であった。 

春 日 局 は 土 佐の 長 曾 我 部の ぼ齋 藤氏の 女で、 京に て 生長した ものである。 これらの 奧 女中の 墓碑 

が 近年まで 上野の 寬永 寺、 小石 川の 傳 通院の 中に 夥しく 存 して ゐ たが、 夫に 親の 名が 書いて あつ 

た を 見た 事が 少 くない。 增上 寺の 一 代祐 天上 人 は 奥 女中に 信仰 せられた 名 |5 であった。 其祐 ま， 

成 田の 不動の 靈驗 によって 德業を 得た とい ふ 劇が 作られてから 成 田が 繁昌す る 事と なる。 奥 女中 

として 勤める もの は 終身の 奉公であって、 親族との 交際 を も 自由に は 許されなかった。 佛 參墓參 

だけ は 許されて ゐた。 故に 夫れ に 托して 外出す るが 唯一 の 慰安と なって るた。 震災に 多く 燒 失し 

た 寺々 の 殿堂 は、 葬， 式 年忌の 爲 のみで はない。 奥 女中の 慰安の 意味 を も 含んで 設けられて ゐ たの 

である。 京女が 幕府の 大奥に 入り、 叉 大名の 家庭に も 入り、 これによ つて 京都 文化が 東夷の， 江戸 

へ も傳 へられ、 乃至 政治的に 公式の 意志の疎通 を もな したので あった。 家 光の 女が 後水尾 天皇の 

宫に 入り、 仁 孝 天皇の 皇女 和宮 即ち 靜寬 院宮の 降嫁の 如き は、 地位の 高下の 差 は あるが、 三百 年 

ii  、東西の 間に 廣く行 はれて ゐた 女の 取り 遣りの I 例で ある。  • 


尼將軍 德川 氏が 後 〔炎の 內助外 助に よって 興り、 又 亡びた。 更に 遡って みると、 武 {豕 の；： 儿. m 

ともい ふべき 淸盛は 養母 池の 禪尼、 即ち 忠 盛の 後 {诙 の 勢力で あれまで になり 上り、 北ハ 勢力の 爲に 

後の 强敵賴 朝 を豫め 除きお くこと が出來 なかった。 平氏の 末に 一 門 一 族 を 結束し ^：! たの は、 淸盛 

の 後家 二位の 尼の 德 であった。 頼 朝が 天下 を 取る について、 其 夫人 政 子の 內助は 有名な 事 •！：：• であ 

るが、 夫の 死後に、 形 は 比丘尼に なっても 心 は 娑婆 氣澤 山で、 尼將 軍の 異名 を 受ける 有様で あつ 

た。 承久の 戰亂に 京都 を 侵した 東軍に 對 して は 正に 總 指揮官の 地位であった。 もし 尼將 と大江 

廣 元が 居なかったならば、 あの 時 東軍 は 大敗と なった であらう。 徂 しこの 尼將 軍が霄 子 頼；： 《<、 資 

朝 を 共に 非業に 終らせた のは不 思議の 事で ある。 やはり 感情が 餘 りあって、 理性が 乏しかった 

爲 であらう。 

世帶 主たる 女 德川 時代に 三從七 去の 敎は あるが、 世帶 主たる もの、 處女も 後家 も、 町^ 村 

內の 相談に は 必卞與 る を 例と した。 この 事實 は、 今の 女子 參 政の 意味と 殆ど M じこと である。 明 

洽 政府で は 岩 倉 公の 建議で 女子の 參政 を嚴禁 せられて ゐた。 

書籍の 燒 明曆 大火の 正月 十九 日に 林道 春の 藏書 は、 八代洲 河岸の 本邸の 銅板で 包んだ 藏 

で燒 失した。 上野の 今の 山 王 裏. S 邊に あった 別邸に 於て 若： 十の 書籍が 殘 つた。 道 は 火 を 避けて 
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本邸から 別邸へ 立 退いた が、 銅 庫の 燒失を 聞いて 落謄 して 其 月 二十 三日に 年 七十 五で 死ぬ。 この 一 

度 は 各所で 書籍が 多く 燒 失した。 鬼 大圖書 館各硏 究窒、 外 國語舉 校、 御茶 水の 女子高 等 師範、 黑 

川 博士， 佐 藤誠實 博士、 南 條文雄 博士 等の 手澤 本、 靈雲 寺の 覺彥 比丘の 遺書、 鰹節 問屋 ィの藏 書 一 

一庫、 井伊、 水戶、 高 松、 藤 堂 諸家の 所藏、 河 竹 氏の 所藏、 近年 集められた 安田 氏の 松屋 文庫 等 

の 如き は、 余が 親しう 聞いた ものである。 何も 云 ふ も 今 は其詮 がない。  一 

濱 千鳥 ふみおく あとの 數 〔. 燒 けて かひな さ 恨と ぞ なる  ん 

さかし さも 尊き もみな 燒け はてて 殘れる 灰の 風に 亂るも  ； 

故 木 村正辭 博士 秘蔵の 萬 葉集數 種、 萬 葉 古義の 稿本、 荷 田 東 滿の萬 葉の 注、 名 古 屋市關 戶氏舞 

藏の書 若干が また 無くなった。 宮内省の 諸 陵 寮の 所藏 全部、 維新 史料 編轉 局へ 他より 借用の 貴重， 

書 若干 も 亦 失せた。 內務 省、 大藏 省、 文部省、 印刷 局 等の も 見られ なくなった。 

殘 つて ゐる書 籍 燒 けた 量 は 夥しい が、 殘 つた 量 も少く はない。 質に 於て は 一 致しない。 人； 

間 世界に 唯 一 のみで 一 一とに 無い ものが 多く 燒 失した。 出版 條例 による 一 一部の 納本の 中、 一 部 は 帝！ 

圃圖書 館に 殘り、 一部 は內務 省で 無くなった。 マクス ミュラ ー 文庫 は 東大で 無くなって、 モリソー 

ン 文庫 は巢 鴨の 岩 崎 別邸 內 にて 殘 つた。 岩 崎 氏の 靜嘉堂 文庫 は、 駿河臺 から 先年 高 輪 邸に 移され 一 


た 爲に殘 つた。 其 後に 至って 玉 川の 砧 村の^ 邸內に 更に 移された よし、 之 は^ 全の 策で ある。 昌 

平 坂 聖堂 は 此回燒 失した が 其 藏書は 今 は 博物館、 內 閣記錄 局、 宫内ハ 圖辔祭 等に 分けて 所 it され 

て殘 つた。 井上 賴簡 博士の 遣 書 は 西大久 保の 無窮 會へ 先ハ卟 移された が 爲に殘 つた。 軟派 もの は 早 

大 及び 帝 國圖書 館に よって 殘り、 東大の は 亡びた。 

舊 紅葉 山 文庫 舊紅紫 山の 靈屋の 側に 一 廓 をな して 費藏 が數械 あった。 其 中の 錢砲、 具足 は 

瓦解の をり 官軍へ 引渡された。 屏風 藏ー楝 物 If は藏 I 棟 は德川 家の^ 有： li として 封印して 長 州 丘 C か 

保管して 预 つたが、 全く 紛失した。 文 iiH- 亦 官軍に 引繼 がれて、 夫が 今內 閣記錄 局に ある。 中 若 

千 は 宮内省へ 先年 移された。 この 紅葉 山 文庫 傳來の 中に、 金澤文靡の哲藏及び慶长^,代に皇{^|か 

ら赐 はった 物が ある。 更に 遡って 云へば 金澤の もの は 京都の 淸原家 か， T 你 つたので ある。 t せ 〔み 江 

家 等 儒道の 家の 書 は 造らぬ が、 この 淸原 家の もの だけが 傅った ので ある。 ^に 文 とのみ 题 して 

ある. E 樂 天の 集 は、 留樂傲 惠蓦が 親しく 樂： 大に 逢って 寫し たもので あるが、 共 をり の ものと も兑 

られる 十 ：！ 寫 本が 金 澤に傳 り、 天 正中 豐臣秀 次の 手に 牧 めら れ、 轉々 して 近ギ久 原文 靡に 入った。 

1K 正 十八 年 小 田 原 落城の をり に、 鎌 倉 幕府の 記 錄東鑑 と 後 三 ¥ の綺卷 と を 北條. から 〔c^ 公 は 得 

られ た。 この 柬鑑 に據 つて 幕府 建設の 歷史を 知り、 その 歴史 を 基礎に して、 江戶 幕府 を 立て、 太 
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平政 策 を 開き、 各地から 醫籍を 集め、 出版 を もせられ た。 其 集めた もの を 紅^ 山に おき、 明膀大 

火に も 免れ、 其 後代々 の將 軍の 時に 漸次に 增 加せられ た。 

東^！^への集中 我國の 文化の 中心 は、 何と 云っても 上方 地方で ある。 從 つて 著作、 出版、 牧 

藏も 上方に 盛であって、 漸次に 他 地方に 普及した。 其 多く を 得た が 鎌 倉 江戸であった。 明治の 遷都 

と共に 束 京への 集中の 度が 甚 しくな つて 京阪から 遷 された 書籍が 夥しく ある。 古の 太政官 の記錄 

は、 其 外 記の 役 を 代々 勤めた 壬 生家に 傅へ、 源平 應 仁の 亂 にも 掠奪 を 免れて、 繼 縫して 明治まで 

記された ものが、 近； f 宫內^ に 納められた。 貞信 公忠 平、 御堂 關. E 道 長 以後 藤 代の 日記 を傳 へて 

るる 近 衞關白 家の 牧藏も 無事で ある。 二 條關白 家の は 古く 舊 幕へ 寫傅 へられた。 諸家の 記 錄を最 

も 多く 集められて ゐる柳 原 家の も 無事であった。 京都 其 他から 夥しく 集めた 前 田家の も存 してる 

る。 伏 見 {呂 家の も傳 はって ゐる。 其 光嚴院 の宸記 は今{ 呂內 省に ある。 屮 原の 康富 及び 師 茂の 記 は 

帝 EH 寄 館に ある。 往年の 華族 女舉 校の 火災に は竹屋 家の 舊藏 を、 此度は 東大で 野！ 呂、 廣幡 諸： 豕 

の もの を 無くなした。 明治 廿五年 四月 十日の 神 田 火事で は 勘 解 由 小路 邸に 於て 多く 燒 失した。 斯 

して 東京へ 集中せられ たもの は殘 つても ゐ るが、 又此 六十 年間に 夥しく 消滅して しまった。 人間 

世界に た 一  本 だけの ものが 無くなった。 


存方 現に ia^ 京に 殘 つて ゐる もの、 叉 他 地方に 存 する もの は、 限り もない が、 如何にし 

に 之 を 保 すべき か を、 此際大 に 考慮すべき であらう。 第一 は 場所の おで あ. る。 第二 は^ 築 物 

の 構造に 注意せ ねばならぬ。 但し 今日の 時代 徒らに 金 榧 石室に 死藏す べきで もない。 ま づは俾 

して 復本を 造り、 之 を 原本と 別の 場所に おくべき である" 此 度帝大 では 原 水很本 共に M 所に おい 

て 同時に 滅 したの もあった。 次に は 時代の 要求に 應 じて 印刷す る ことで ある。 この 印刷 は^ 利 

業と しても 成立す る。 但し 編輯 長た る 人 を 得る が 困難で ある。 又小资 本の 力に て は 及ばない。 资 

本の 回收が 長期になる 事 は 造林に 似て ゐる。 意外な 利 (化の 伴 ふ 場合の ある は^ 博に 類似して ゐる。 

國家 世界の 文化 を發展 せしめ、 人類の 幸 一 1 を 進める 蔡の廣 く 且つ 犬なる 點 は." 他に 之に 及ぶ もの 

はない。 其 利益 を與 へる 時期が 永久に またがる 事 は 他の 製造 工業の 比で はない。 

研究の 結果 同じく 書籍と いふ 中に も 種 々ある。 畢生の 心血 を そ.^ いだ 研究の 給 も 多く 亡 

びた。 品 田太吉 氏、 井上通泰 博士、 中田薰 博士、 黑川 氏- 歷 代の 原稿 等 は 無くなった。 ^藤 圭介博 

士 伊藤 篤太郞 博士の は災を 免れた。 物 集 博士の 廣 文庫 は、 中 村淸七 氏の 好意で 先年 出版 發齊 せら 

れ殘 本が 燒 失した。 紙型 は殘 つた。 
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黃 金王德 川家康 人相が 大黑 様に 似て 居た 家康公 は、 當時 黄金 王と して 世界に 雄た る もので 一 

あって、 其 名は歐 米に も 聞え て 居た。 成金 關白 秀吉の 黄金の 力に も 超えた ものが あった C 併し 其 一 

在世の 時には 吝坊 として 一 般 世人から 爪はぢ きせられて ゐた。 一 國の 興敗 この 一 戰 にあり とい ふ 一 

大阪陣 にも， 味噌と 鹽引 とで 自己 滿 足して ゐた。 秀吉 は大藏 大臣と して 增 W 長 盛 を 信用して ゐた 

が、 家康は 自ら 財政の 任に 當り、 他に 委せなかった。 其 頃す でに 算盤 はあった が 廣くは 行 はれて 

ゐ なかった。 普通に 計算 用と して は 算木が 用ゐら れてゐ た。 家康は 財政の 執務に は 算盤 も 算木. 一 

採らなかった。 かの 後家 上りの 奥 女中 をして 前に 半月 陣を つくらし め、 其 手の指 を 巧に 利用して. 

財務 を處理 して 一 厘 一 毛 も 誤る ことはなかった。 當時 戰陣の 勇者た る もの は、 皆 黄金 を 手に 取る 

さ へ もい さぎよ しと はしなかった。 家康が 厘毛 をせ - つて 世に さ ゆす まれた も 其 時代と して は尤 

千 萬な ことであった。  - 

併し 今日より 考 へて みるに、 海內 をよ く 統一 し 得た 原動力 は、 i この 黄金に あったら うと 思 はれ 


る。 源平 合 戰以來 幾 百 年、 紛擾 (サ鬪 を 極めて ゐた 天下が、 秀吉 によって 做に 十ケハ 牛に して 平 {儿 せ 

一 

られ た。 餘カを 以て 海外に も 兵 を 出した。 秀吉死後に{¥^^っか之に取って代った。 "一.^ ル：： 货金述 m の 

妙に 依って はたと m 心 はれる。 之に 反して 骨 童 を堺の 町人に 1^ 入して 北ハロ を；； やって みた 無力の 足 利 

將 軍の 末路 は 哀れであった。 なほ 遡って 考 へて みるに、 魏武 中興の 京都 政" 肘 は 紙 を發 行， -て失 

敗し、 政 t!m にも 軍事に も 失敗に 終った。 明治 政府 も 其 創立の 際 紙！？ を發 行した が、 此時は 夫に 伴 

ふ經濟 上の 組織が 立って をり、 國民も 夫に 理解が あった。 建 武には 組織 も 现鮮も 無かった。 禪傲 

か ら元國 の 紙幣の 事 を い て淺簿 な考に て投 倣した のが 誤で あ つ た。 元 も 亦共大 をな した は 紙幣 

の 故と 云 はれて るるが、 其 濫發の 結 は 忽に國 家の 滅亡と なった。 

陸 奥の 金鎮 往昔 我國で 黄金 を 多く 採掘した 所 は、 陸 奥の 金麟 である。 之に よって 大 なる 繁 

昌 をな した は 藤 原 經淸、 淸衡、 基衡、 秀 衡の數 代で ある。 其 遺跡と して は 巾 ti..: ォの 光堂、 と 

して は 金字の 經文數 部 を 現存して るる。 其 金字 經數 十卷 は、 此度湯 島の 靈雲 寺で 燒 失した。 建武 

中興に 皇族 を 陸 奥に 發 遣し、 亂が 京都に 起って から 一 一度まで も 騎兵の 大部 隊を發 して 長途 行 1^ し 

て 上方に 至らし めた も 其 黄金の 力で ある。 足 利 方で も 一 族 家臣 を 陸 奥に やって 勢力 を抉殖 した。 

義經が 金寶吉 次に 伴れ て 奥州に かくれた の も、 此 原動力 をた よりと したので ある。 平氏； 1 び、 義 
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Si 亡びた 後に、 源賴 朝が 親ら 兵 を 統べて 遙 々奥州に 進擊 したの も、 この 鑛 山の 占有が 目的で あつ 

た。 其 初めて 將 軍に 補せられ たと き 砂金 百兩を 包んで 勅使に 與 へた。 暴威 を ふるった と 云 はれる 

平 if? 盛の 財政 的 基礎 は 第一 其 親族 近衛 家の 庄園の 收 入であった。 次に は 支那 貿易の 利、 次に はこ 

の 陸 奥の 鑛 山の 利 ハ 〈1 であった。 重 盛が 支那の 育 王 山に 贈った 黄金 も 亦 奥州 產 である。 この 奥州の 

黄金の 初めて 採掘せられ たの は聖武 天皇の 時であった。 

費 金の 發見 人爲 による 火の 發明 は， 人類 文化の 紀元と 云 はれて ゐる。 更に 黄金の 發見は 文化 

の 一 紀元 をな して ゐ る。 火 も 黄金 も 神秘の ものにして 其 昔から 今まで 崇敬 せられて ゐる。 且つ 黄 

金 は近顷 まで 貴重なる 藥品 とし 丁、 も 尊ばれて ゐた。 货 金の 古くから 愛せられ 贵 ばれた のは罩 なる 

經濟 上の 意味の みで はない。 我國 でも 早く 採掘 せられた 鎮物は 銅で ある。 錢も 古く 利用せられ、 

黄金の 採掘 は 夫 等に 後れて ゐる。 鍍 山に 關 する 神社 は、 美 作の 中 山 神社の 金山 彥が 古い。 其分靈 

とお も はれる が 伊賀、 美 濃に 數社 及び 飛 驛 にも ある。 時代が 古き 故 か 之に 伴 ふ 採掘の 事資が 明で 

ない。 金山 彥の 金と いふ は 銅 か、 鐵か、 黄金 か、 はた 鑛物 とい ふこと かも でない。 但し 日本人 

も 古く 黄金 を 知って は 居た。 韓國の地には金銀ぁりとぃふ詞が.素蓋鳴尊の神勑中に：15^公」ゐる。 

祌功 皇后の 三韓 征伐の をり に は、 三韓 をタ カラの 國と 云って ある。 其 をり の 神勑に 眼に か やく 


金 鉛 彩色が 多く ある！： とも 云って ある。 征服 後に 三韓から 每年献 つた 百 八 ト艘の 1K 物の 主たる も 

の は 金^ 及び 鐵 であった。 近年 仁德 天皇の 御陵から 鍍金の 甲 胃が 出た ことがある" 推 古 朝 時代に 

佛 像の 爲に 特に 黄金 を 奉った こと も ある。 三韓が 隋 唐に 鹏 迫せられ て は、 其！： 人 は 我！： に M 化し 

たもの か 多く ある。 この 武藏の 飯 能に は 今 も 現に 高麗 王の 子孫と して 古 儀を俾 へ て ゐる家 も ある。 

武藏の 中に 歸化 人の 爲に 高麗 郡、 新羅 郡 をお かれた 事 も ある。 聖武 帝の 朝に 武藏 の！： 司と なった 

のが 百 濟王敬 福で ある。 この 敬 福が 陸 奥の 國 司に 轉 任して 發兒 したの が、 奥の 小 W 郡の 金鑛で 

あって、 之 を 採掘し 精鍊 して、 奈 良の 大きの 銅像の 鑛 金に 川 ゐられ た。 この 金鲼 は爾來 永く 採掘 

をつ づけて、 最後 は 足利時代まで 及んだ かとお も はれる。 其 間で 多く 出た の は 藤 原 時代から 鎌 倉 

の 初期までと おも はれる。 武藏は 我國に 於け る 初めての 黄金 採掘^ 敬； i の 治めた 國で、 货 金に は 

最も 緣が 多い。 諸 國の國 分 寺の 中で も、 武藏の は 特に 廣大 であった こと を 其 造 跡 を 兒て察 しられ 

るが、 之 も その 敬 一 1 等の 黄金の 力が 關 係した こと- T おも はれる。 江戸 城 を 初めた 太 m 逝潘 につい 

て、 山吹の 歌の 話 は あるが、 山吹色の ものに 幾何 緣 があった か 明で ない。 實のー つ だに 無き ぞか 

なしき 境界であって、 あの 哀れな 末路に 逢った とも 思れ る。 

それが、 德川 氏と なると 一 變 する。 其 黄金 を貯藏 してお いた 場所 は、 本丸の 天 守の 下の 地下室 
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で、 明曆 大火に 天守 は燒 けて 其 後 再興 は 無かった。 基礎の 石垣 は， 今 も 竹 橋內の 近衛 聯隊の 前に 

よくみ える。 其 精 鍊の事 を 掌った 金 座の 遺跡 は 今度の 災 をう けた 日本銀行の 場所で ある。 橋 場の 

小松宫 邸が 其 下 吹 所と 稱 へた 工場の 跡で ある。 

亞米 利加發 見の 動機 大山 師コ 口 ンバ ス をして 新 大陸 發 見の 爲に 冒險の 航海 をな さしめ た 

も 日本の 黄金 を 得ん としたが 動機と なった。 初め かの 紙幣 濫發 の元國 も、 多量の 硬貨 を 得て、 財 

政の 基礎 を 確立 せんとして、 黄金の 多き を 以て^え てゐた 日本に 對し 遠征 軍 を 一 一度まで 起した。 

其 もりに 支 都に 來てゐ た 伊國人 は、 元 人から 日本に 黄金の 多い こと を 聞き、 伊 國へ歸 つた 後に 

を 永く 傳 へた。 コ a ン バス はこの 話 を 記した もの を讀ん で、 生來の 山師 根性から 大冒險 をな すに ■ 

至った ので ある。 但し 目的の 日本に は 至らす、 新 大陸の 發見 となり、 後年 カリ ホル ュ ャ 等の 金山 

の 探 掘と なって、 世界の 黄金の 量を增 加す る 事と なった。 

重 金 主義の 影響 亞米 利加發 見の 後 百 三十 餘年 を經 て、 天 文士 一 年 (西暦 一 五 四 三) 葡萄牙 

人が 種子 島へ 來て鐵 砲を傳 へた。 それより 繽 いて 西班牙 人 も來て 切支丹 を弘 める。 其 頃の 我國人 

は 唐. 天竺の 外に 左様な 國が あらう と は 知らぬ から、 天竺から 羅漢 か來 て、 佛敎の 一派 を弘 める 

ものと 信じて 切 支 に歸 依した。 其 切支丹と いふ は， 羅馬 法王の 下に 屬 する ゼス イト 敎 徒と いふ 


極めて 危險 性の 甚し いものであった。 かの 敎徒 はま づ我國 に 黄金 白銀の 多き に 驚き よろこび、 あ 

ら ゆる 手段 をつ くして 之 を 菜め て 其 本 國へ密 に 持ち去った。 常時 かの 本國は 金主 全盛の 時代 

で、 世界 各國 から 累 りに 贵金屬 を 集める に 全力 を盡 した 時であった。 彼等 は 漸次 大野 心 を 起して 

金鑛 をば 占有 せんとし、 德川幕府の金奉行大久保石見守長安とのiiに秘密條約を；^ぶに-t^i-った。 

慶長 十八 年 1 1 月 長 安 死去の 後に 遣 族 互に 遣產の 分配 を (？！^ つて 訴訟し、 それから 始 つて 外人との 密 

約が 發覺 して、 切支丹の 禁止と なり、 大久保 一 族の 制裁と なり、 葡萄牙 人 •  EI 班 牙 人の 排斥と な 

る。 併し 之に 代った 和 蘭人に 依ってな ほ 貴 金屬は 彼の地に 輸出 せられた。 秀吉も 家 厳 も 霜 金 主義 

の 影響 を 受けた 人で ある。 

佐 渡の 鎮山 外人が 占有 せんとした 第一 の 鑛山は 佐 渡であった。 共 他 伊豆、 石 見、 跛 河 等 か 

らも 少 から 卞 採掘せられ た。 佐 渡の 金山 は 古く 知られて ゐて、 鎌 <:<4 時代に 能 登の 人が 柱って 利 を 

得た ことがある。 領主 上 杉 氏 も 之 を 獲て、 河 中島 戰爭の 軍資と した。 i>: 臣氏も 共 利 を 探らん が爲 

に 上 杉 氏を會 律へ 移した。 慶長六 年から は 銀が 多く 出、 同 十三 年から は 盛に 金が 出た。 慶長兑 聞 

集に 佐 渡 島 はた 金銀 を 以てつ き 立てた る寶の 山な り、 この 金銀 を 一 箱 四十 二 貫 E 入 合せて K;! 箱 

を 五十 駄 積の 舟に つみ、 毎年 五艘 十艘 づ-- 能き 風波に 佐 渡 島より 越後の 湊へ 着岸す と M つて ある 
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通りで 其 一 班が 察 しられる。 

德川 氏の 軍資 佐 渡 其 他から 得た もの は 大判、 小判. 一分 判、 丁 銀 等の 形 を 以て 貨幣と して 

發 行せられ た。 之が 謂 は ゆる 慶長 金銀で ある。 其餘 は駿府 今の 靜 岡の 吝坊將 軍の 手許に 金塊の ま 

..t で 保有せられ てるた。 其 死後 は 其 墓所た る久能 山に 移されて、 大阪 より 分捕の 金銀 塊と 共に 久 

しく 死藏 せられて ゐた。 

これらの もの は、 幕府の 金 奉行 は 管理せ す、 將 軍の 手許の 出納 を 掌って ゐる小 納戶の 手に 管理 

せられて ゐた 。後年 之 は 漸次 久 能から かの 江戸の 天守の 地下 窒へ 移された 。家 光將 軍が 日光の 社殿 

の 造營に 消費した 五十六 萬 八 千 兩と銀 百 貫目 は、 この 小 納戸から 支出 せられて、 金 奉行から 出た 

のではなかった。 

此事 は、 其 時の 普請 奉行 秋元但 馬守泰 朝の 詳細なる 記録が 其 家に 傳 はって るた が、 この度の 災 

に燒 失した であらう。 明曆の 大火に は 天守の 地下室の 金銀 塊.^ S 解した にっき、 大形の 分銅に 改 

鑄せられ て、 猶死藏 せられて ゐた。 元祿寶 永の 際に 漸次 之 を 出して、 通貨に 改 鑄して 濫發 せられ、 

是に 於て 元祿の 上景氣 時代が あら はれる。 但し 其 金銀 分銅の 若干 はな ほ 遣して あった。 其 後 寛 政 

改革、 天 保 改革の をり に は、 行政 整理して。 經費を 節約し 分銅の 數を增 加す る。 其 分銅の 銘に行 


軍 守 城の 用、 尋；： の^とな すな かれな どと 彫りつ けて あった。 

嘉永六 年 米 人が 浦贺へ 來て强 迫して から 海防 論が 盛に なった にっき 漸次 その 分銅 を 出して 5^ 用 

の爲に 通貨に 改 鏡した が、 數箇は 瓦解り 折まで 淺 つて ゐ たやう である。 江戶城 引渡の をり に は 

潜に 植木鉢の 底に 入れて 隱 して 之 を 持ち出し たと 云 はれて るる。 幾 筒 は 跳 子 港外 二て 船と 共， i 

んだ とも 傳 はって ゐる。 今の 日本銀行の ところに あった 金 座の 記錄 は、 瓦解の をり 車 倒と して 

多く は燒 捨てられて 新 政府へ は 引渡されなかった よしで ある。 共 鎭 守であった 金山 様、 稲荷 の 

祌體は 一旦 神 田 明 神へ 預けられ、 年經て 元の 金 座 役人 和 田 氏の 外 神 W 松 永 町の 邸內に 新に 社殿 を 

つくって 祀られ てあつた が、 此度燒 失した やうで ある。 金 座の 業 を 代々 掌って ゐ たもの は 後藤 庄 

三郞と 云った。 俗に 金 座 後藤と いふ。 河 を 隔て X 吳 服の 御用み. -勸 めて ゐた 後藤 縫 殿 之 助の nj; 敬 は 

あった。 之 を 俗に吳 服 後藤と 云った。 吳服 橋の 名稱 はこれ から 發 つたので ある。 二つの ゴ トウの 

間 を 結びつける 橋 を 一 石橋と 名づ けられた。 後； まの 菩提 所は淺 草の 誓願 寺で あつたが、 やはり 此 

度燒 失した。  - 

こがね 花 嘆く  H< 平 己 前に 朝鮮から 輸入 せられた 金塊が 今に 存 して ゐ るか 否か は 知らぬ。 天 

平の 金塊 は 少量で は あるが 某所に 確に 保有 せられて ゐて、 精銶の 度が わかる。 又錄 〈：3- 初期の 佥槐 
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も 同所に 存 して ゐる。 天平よりも 其拔 術の 進んで， ゐる 事が わかる 。天平 時代の 金錢も 遺って ゐる， - 

德川 時代に 發 行せられ た 大小 判 金 以下が みな 悉く 我 國の產 出の 地金の み を用ゐ たので はない。 支 

那、 西藏、 安 南、 歐 米から 輸入 せられて ゐる 事が ある。 

天平 廿 一 ^ 陸 奥の 黄金が 奈 良の 都へ 來て、 其 よろこびで 天平 感寶と 改元せられ、 再び 同年の 中 

. に 天平 勝寶と 改元 せられた。 其 時 陸 奥の 按察 使大 伴の 家 持の 歌に、 

すめら ざの 御代 榮 えんと 東なる みちの く 山 LL 黄佘 花咲 く 

上總屋 忌 部の 移民 東京の 吳服屋 の 中に 上總屋 とい ふ屋 號が少 くない。 上總國 から 出て Is- 

京へ 移った こと を 意味して ゐる。 上 總下總 の 地 は、 古くから 織物 を 多く 産出した 地方であって、 

夫 を 江戶へ 持って 出て 賣 つたの が 基と なって t この 地に 繁昌す る こと- - なった ものと みえる。 

古へ 四國の 阿波の 地 は、 織物の 原料た る 麻、 楮の 多かった 處 であるが、 神武 天皇の 御代に 其 地 

の 忌 部 氏の 人が 更に 東國へ 移った のが、 即 安房の 國 である。 忌 部 氏が 氏 祌を祀 つたの が、 先に 震 

災の 基し かった 官幣 大社 安房 神社で ある。 それから 北方へ 沃地 を 尋ねて 麻 や 格を植 ゑた。 そのよ 

く 繁茂した 地が フサの 國 と名づ けられた。 終に 之 を 一 一つに 分けて 上つ フサ、 下つ フサの 一 1 國 とな 

つた。 楮の 皮で 織った もの をュ フと稱 へた。 ュフを 盛に 產 出した ところが 卽ち 今の 結 城 地方で あ 


る。 この 忌 部 氏の 一 は、 なほ 北方へ 進んで、 今の 下野 國 に 入り、 そこに 麻に 適する 土地 を發兑 し 

て 杭 ゑた。 今 も 鹿 沼 を 中心として 産出して るる。 近年に なって 製麻 會 社が 出來、 共 本店が^ 京の 

日本 橋の 西 河岸に 珍ら しい 平面 を 占めて 高い 建物が 設けられて ゐた。 かの 地震に は损ぜ すして、 

その 火災に は燒 けた。 下野に 縣 社の 安房 神社の ある も、 忌 部 氏が 祀 つたので ある。 ^s-國の製麻の 

業 は 神武 天皇 時代から 漸次に 發 達して 今の 如くな つたので ある。 

望陀. 染 フサの 國で 出來た 織物の 中で も， 殊に 望陀 布と いふが 奈良朝 時代から 近世まで ii 

えて ゐた。 北ハ產 額が 多く 又 精巧で ある。 安房、 上總、 下總、 常 陸、 上野、 下野、 武藏 等に 於て. 滅 

及び 蠶絲を 原料と した 織物の 出來 たこと が、 延喜 式に 見えて るる。 共 中に 緋、 11 紺、 _:s: など 色に 

染めた もの もあった。 常 陸に は 倭 文 シヅ とい ふ 縞に 織つ た 特品も あ つ た。 

木綿の 傳來 今 廣く行 はれて ゐる 木綿 は、 一 度桓武 帝の 御代に 三 河に 漂ャ W した 印庞 人に 依つ 

て 種子が 傳 へられ、 近 江の 地に 植 ゑら れ たが、 程なく 絶えた よしで、 鎌 介 時代 衣笠の 內大 ほの 歌 

に、 敷 島の 大和に は あらぬ から 人の 傳 へし 綿の 種 はたえに きとい つて ある。 共 後 稗び 木綿の 種 は 

傳 はるが、 其 年代 は 明かで ない。 足利時代に 武 藏の靑 梅の 市で 木綿 布 を 喪って ゐ たとい ふから、 

東 國 にも 早く 行 はれて ゐ たので ある。 夫が 盛に なって 眞岡 木綿な ども 出來 る。 養 111 の 如き 役雜な 
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生産 は戰國 時代から は 衰微し、 德川 時代に は蠶絲 は、 唐糸 又は 白 絲と稱 して 支那から 多く 輸入せ 

ら れてゐ た。 鍋 織物 は 奢侈 品と して 少數 者に のみ 用 ゐられ た。 且 幕府 及び 大名 は屢俊 約の 令と い 

ふを發 布して、 衣服、 飮貪 等に 制限 を 加へ る 例と なって ゐた。 禮服 たる 上下 にても 麻 を用ゐ るが 

正式の 規定と なって をり、 夏 は 貴賤み な 麻の 帷子み」 着る を 常と した。 故に 麻の 織物が、 一般に 廣 

く 行 はれ、 之に 次いで 綿織物が 漸次 普く 着られる 事と なる。 人間の 生活 は 向上す るが 自然の 勢で 

ある U 幾 百年の 太平で 絹物が 漸次に 盛になる。 其 盛になる 頃に は 即ち 像 約 令が 布 かれる。 御目附 

とい ふ 警察官が 各個 人に ついて 一 々儉約 令を强 制する。 內部は ともかく 外面 だけ は 像 約の、 王 意に 

反く こと はならぬ。 この 儉約 令の 出る ときが 物價に 不意の 亂 高下の 起る ときで ある。 三 井の 先代 

はこの 點 にっき 犬なる 思惑 をな し、 松 坂 縞と か、 河內 木綿な ど h 一方 産の 綿織物 を 多く 仕入れお き、 

丁度 都合よ く儉約 令の 發布 にぶつ かって、 大成功 をな したと 云 はれて ゐる。 木綿で 儲けた 三 井が 

發 達して、 今 は 三越と なり、 ゼィ タク 品の 店と して 世界的に 信用せられ るまで なった が、 やはり 

彼の 火災 を 免れる こと は出來 なかった。 

關東 各地 方の 織物 武士た る もの は、 自ビ ンと稱 へ て 自身に ヒグを 剃り、 髮を 結ぶ を 正しき 

行と して ゐた。 其 家族の 女 は 自ら 綠 つて 着せ もし 着 もす る を 因習と して ゐた。 然し 勤桥 もの- -集 


つてる る ER 世帶 の江戶 では さう はならなかった。 新しき 衣服 上下 をみ な豫め 仕立てお き、 しかも 

家々 の^ 紋をも 付けて、 火災が あっても 即時に 事に 便す る だけの 供給 方法が 普く 行 はれて ゐた。 

女 氣の少 ぃ江戶 は、 かへ つて 織物の 需要の 盛なる 土地であった。 たと ひ 御^元から 母 叙が 丹誠 を 

込めて 飛脚に わざく 持たせて 下した 物で も、 木綿の どんつ くで は 好んで 之 をお 川し なかった 3 

仕 入 もの-. 紋 付が 流行して ゐた。 か- -る 大， m 费地を ひかへ た 江戶の 近傍の 織物 は、 ハ牛々 盛になる 

ばかりであった。 結 城、 眞岡、 佐 野、 足 利、 伊勢崎、 桐 生、 秩父、 靑梅、 所 far 八 王子、 郡 5： 等 

これ 、江戸 を 目的と して 產 出した のであった。 八丈島の 如き は租稅 としても 織物 を 納める 例と な 

つて ゐた。 

無地 もの は 武士の 用、 縞物 は 町人の 用と、 云 ふ大體 自ら 階級が 分れて ゐた。 ^&、 茶 €1 の 如き 

は 古 は 乞食 奴隸を 示す 色で あるが、 江戶の 町人 は 好んで 之 を 着て、 しかも、 江戶兒 たるの 誇りと し 

てるた。 知ら や/ \ の 問に 奴隸の 因襲 を 守って るた。 上方の 下女の 白た けなが など も 又^ 級 を 意 

味して ゐ たので ある。 八瀨大 原の 白 脚 雜 など も同斷 である。 

火災と 織物 江戶の 花と 云 はれた 火災。 しかも 装 一い 時期に 多かった。 ！夜大 火災が あれば • 

織物の 大 需要が 俄に 起る。 江戸 近傍の 織物 を 盛なら しめた 事情に は、 第一 この 火災 を 加へ ねばな 
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らぬ。 夫れ のみで はない、 急場の まにあ はせんと て 此爲に 粗製が 多くな つた。 之 をよ き 事と して 自 

ら覺ら や、 遂に 其の 因襲 を永鑌 して、 頗る 信用 を 落した とい ふが 如き 例 も ある。 かの 武士の 家族 

の 自家用 品 も、 商品と なって 江戶に 集る ことにな り、 南部、 米澤 などの 家內 工業が 盛に なった。 

館 林 藩の 如き は 消防 夫 用の サシコ を 武士が 內 職して ゐ たの もあった。  一 

取引の 組織の 消滅 單に 江戸 東京 を 中心として 集散す るの みで はない。 關東產 の もの も I 

旦 上方に 行って 精製し * 加工 せられて 再び もどる" かく 取引 關 係が 複雜に なった。 かの 災害 は、 一 

此 等の 取引 關係を 忽ち 消滅せ しめた。  ，  一 

白糸 唐糸 蠶糸 は、 今では 我國の 生產品 中に て 重要なる 地位 を 占め、 又 輸出品と しても 巨^ i 

に 達して ゐる。 然るに 之が 六十 年 以前まで は、 支那よりの 輸入品と して 重き をな して ゐた。 夫. 一 

白糸と も 唐糸と も稱 へた。 土 井大炊 頭が 唐糸の 少許を 拾って 侍臣に 預けて おいた とい ふ 話の 遣つ 

てるる も、 高價 なる 輸入品 を 粗末に せぬ 心掛を 云った ので ある。 

彩 霞 錦 夫が 德川 時代に は 多く 輸入せられ たが、 古く は 我國で 良品が 少 からす 製せられ た 0  ： 

神話に も 其 事が 現 はれて ゐて、 蠶 糸の 我 國に行 はれて ゐ たは、 久しき 以前よりの 事。 雄 略 帝の 頃 一 

に 山城の 秦 氏の 人が 之に よって 大に富 をな したと いふ 事も傳 はって ゐ る。 又 支那で は 我 國の彩 霞 一 


錦と いふ もの を稱 美して ゐ る。 之 は 今 も 其 織 方の 傳 はって ゐ るゥン ゲンの！！ の 事で あらう。 各種 

の 色彩 をダ ン ダラに 織 出して 其 中に 菱形の 紋様 を あら はした ものである。 飛.：：！ 時代から 藤 S 時代 

へ かけて は、 特に 種々 な 緒 織物が 各地 方から 産出 せられて ゐる。 北ハ 中の お干 は 今 も 製法が 傳 はつ 

て はるる が、 一 般の 需要 品に はなって ゐ ない。 かやうな 類 は、 共 昔で も #：; 迎の 商：： g になって ゐた 

ので はない。 信仰 上の 所用、 乃至 京都の 贵 族の 生活に 必^と せられた だけの ものであった" 今の 

人が IS 洋を露 似る が 如くに、 昔の 人 は 支那の 眞似 をしたり、 極 樂淨土 を この 世に 校^たり しな ど 

する にっき、 かの 楊 贵妃の 着た とい ふ霓裳 羽衣 や、 極樂 にあり とい ふ 1K の 妙 衣の 校 ゆ 3 品 もなくて 

はならなかった。 夫 等の 爲に 今から 考える..： 意外な 精巧な もの も出來 た。 今 も 錦 織、 絞 部， 服 部 

などい ふ 地名、 苗字の 存 して ゐるは みなこれ 其 生産の 關 係から 起った 語の^り である。 

源平 合戰 などの 後、 京都の 賣 族が 衰微して は、 精巧 品の 需要が 減じて、 症 出が 減少す る。 iS 織、 

金襴 廣東織 等 は、 其 後に 於て 支那から 輸入した ものである。 勿論 少量に 過ぎなかった。 

白糸 割符 慶長八 年に ボルト ガル 人が 長 崎 港へ 白糸 を 多く 舶載して きたが、 賈人 がな かって 

二た 牛 もお. 一 しく 滯 在して ゐた。 長 崎 奉行 小 笠 原 一 庵の 盡カ により 德川家 厳の 命 を 受けて、 堺、 京都 

の 町人が わざく 長 崎に 下って 之 を 買 取った。 これが 原と なって、 夫 等の 町人が 支那より 輪 入の 
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白糸 を 買 取る 特許 權を 得た。 それが 卽ち 白糸 割符 (ヮ ップ) とい ふので ある。 其當 時の 荷 は、 百. 

六十 目 一 斤の 物 五十 斤 を 一 筒と して，. 之 を 一 丸と 稱 へた。 最初の 間 は 京都 百 丸、 驟百 1 1 十 丸、 長 

崎 百 丸、 之 を 標準と して、 輸入品 を 分配して 買 取った 故に 割符と 稱へ るので ある。 寬永 中に なつ 

て、 江戸の 町人 も 其 中に 加 へられ 五十 丸の 權利 を與 へられた。 其 頃 未だ 江戸の 商業の 他に 比して 

振はなかった ことの 一 端 は 之で も 察 しられる 。元祿 時代に 及んで は 之 を 改めて 江 戶も百 丸と なり、 

刖に 大阪の 五十 丸 を 加 へられる。 後に は吳服 所の 六十 丸、 筑前博 多の 六 丸 半、 筑 後の 五 丸 * 肥 前 

の 五 丸、 對 馬の 二 丸 半、 小 倉の 一丸、 平 戶の十 丸 等 も 其 中に 加 へられた。 

これらの 白糸 割符の 町人 は * 頗る 多く 利益 を 得た にっき、 報恩の 爲に 日光 山の 東 照 {呂 に 唐 銅の 

燈籠ー 對を 奉納して、 今も存 して ゐる。 諸 大名の 納めた ものよりも 巨大であって、 其 製作 巧妙、 

二十 四 孝の 圖が半 肉に して 鑄 出して ある。 日光 山中 他に 之に 及ぶ もの は 無い。 又 大阪の 役、 島 原 

の 役に は、 糸 割符 町人が 軍の 後方 勤務に カを盡 して ゐる。 長 崎の 海 口に 幅 三十 間 • 長 三 里の 船橋 

を 架けた こと もめる。 これら 皆 報恩の 意味であった。 其吳服 所と いふ は、 卽ち 後藤 縫 殿 之 助 等の 

事で ある。 かくして 德 川の 末まで この 白糸 割符の 制は存 してる た。 

貿易の 利 *K 德川氏 は、 寬永巳 後 鎖 國 制 を 定め、 長 崎 一 港の み を 貿易 地と して 特に 許して あ. 


つた。 北 ハ 利益の 一 半 は、 長 崎 土着の 市民に 各稱の 形式に よって 分配せられ てるた。 他の 一 半は此 

白糸 割符の 町人が 占有して ゐた。 名義 は 白糸と いふが、 他の 贸；： ^"s にも 其 力 を 及 ほして、 永く E 

利 を 得た。 共 上に 録錢の 特許 を 得た こと も あり、 寶 永年 中には 糸 割符 町人の 一人 は、 前例の 無い 

十 文錢を 鏍造發 行す る 權をも i:- たが、 之 だけ は 忽ちに して 禁止され た。 益：！政主^^の^^^は、 お =^ 

の關稅 によって 財政 上に 利 を 得る とい ふ 方法 を 採る こと を 好まなかった。 故に {凸 しく 市人、 町人 

の 豪 富 をた すける に留 つた。 御用商人 にして 永く 巨利 を 〔むた もの は、 この. Ill 糸關 係お に 及ぶ もの 

は少 からう。 

織物の 生産地 戰國 時代 以後に 織物 を 以て 聞え たと ころ は 西で は 博 多で ある。 近 幾で は^で 

あった。 京都の 地の 平和と なった 後に、 から 西陣に 移って、 卽ち 西陣 織が 出來 た" ，てれ を 多く 

消费 した は 此江戶 である。 其 製品の 中で、 特に 技巧 を 極めた もの はま づ 能装束であった。 かの 災 

害で は寶 生、 喜 多、 栴 若の 諸家 及び 若干 諸侯の 家の ものが 燒 失した" 共 古き は：： 止 利 時代の 舶來 品で 

ある。 新しき も慶長 元祿の 名品であった。 觀世兩 家、 金剛 家の もの は 幸に 難 をまぬ がれた。 (い：：^ 

^の 雅樂傅 習 所の 建物 は燒 失した が、 其 装束 は 他に あって 同じく 雞 をまぬ がれた は 幸であった。 

集中の 災. W  二百 五十 年 問の 白糸 貿易に は 成 ST が あり、 變 化が あり、 紛議が あつたが、 横濱 
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の燒 糸の 如き 大損 害 を 生じた ことはなかった〕 保險、 倉庫 其 他の 組織が 完備して るて、 然も 損害 

が大 であった。 もし 彼の 如く 一  ケ 所に 集中せられ す、 散在して ゐ たなら ば、 あれほどの 大損 害に 

はならなかった であら..，。 

戰亂 の爲に 一 日 一は 衰 へ て、 然も 外國 より 輸入 を 仰いで るた 蠶 糸が、 一 新 後 は 全く 一 變 して 輸出 

品の 大宗と なった。 之れ 實に 我國 民の 努力の 結 である。 綿糸 も 砂糖 もみな 大 努力に よって 今日 

の狀 態に 進んだ。 復興の 如何 も 亦 努力の 程度に 從 ふので ある。 必 しも 悲觀す るに 及ば や、 徒に 樂 

觀 すべきで もない。 

僖馬町 日本 橋 15^ の 大傳馬 町 小傳馬 町， 及び 京 橋 IhM の 南傳馬 町、 これ は 共に 震災に 罹った。 

赤 坂 iHil の 表 町、 裏町 はもと 表 傳馬町 裏傳馬 町と 稱 へた 處 であるが、 維新 後略 稱が 本名に なった。 

傳馬 町と いふ 地名 は、 他の 地方に も あるが、 東京に 殊に 多く、 其 面積 も廣く 占めて ゐる。 之 はや 

はり 將 軍の 御 膝元と して 軍事上の 意味 を 含んで るるので ある。 

傳 馬驛 馬の 制 傳馬、 驛 馬の 制は旣 に太寶 令に 規定 せられて ゐて、 夫が 永く 傳は つたので あ 

る。 令の 規定で は驛 馬は國 道の 驛毎 においた もので、 山陽 道す ぢには 一 驛に 廿匹づ --、 東海道な 

どに は 十 匹 宛であった。 交通の 繁簡に よって この 差 を 生じた ので ある。 傳馬は 諸 國の郡 毎に 飼つ • 


た官 おの 馬で、 1 郡に 一;- 匹 宛と いふが 規定で ある。 liiiT か <=3 時 は 最善の 交通 機關 になって ゐた。 驛 

をゥ マヤと 訓むも か 飼って あった 故で ある。 菅 公が 左遷の 時に も驊： くこと なかれと いふ 詩 

が ある 通りに、 馬で 行かれた ので ある。 驛 HI とい ふ詞は 近世 は 無くなって、 傅 バと いふ 訶 のみで 

行 はれて ゐた。 

兵站線 太寶 令の IJ 馬傳 馬の 制 は、 中央政府との 連絡 を 保つ が 主たる 勤めで、 常時 臨時の 官. 

吏の 往復、 租稅 貢献の もの- - 輸送の 爲 であった。 德川 時代 は 武家政治の 世であった から、 一 i^l 

物み な 軍事の 意味み 含んで ゐ ない 物 は 無かった" この 傳馬も 軍 察 上の 意味で おいてあった ので、 

今の 詞でー K へば 兵站線で ある。 東海道の 五十三次、 中 仙 道の 各驛の 如き は、 其 要な 位 をい；： めて 

おり、 古の 驛長、 近世の 驛の 問屋の 主 入 は 兵站 司令官と もい ふべき である。 江 p、 大阪 など は 兵 

姑 基地に あたる。 江 戶幕ー 肘の 創立の 當時 はな ほ 其 機關が 十分 發违 して ゐ なかった が、 關" 原 戰ゅ、 

大阪兩 度の 戰爭、 數 回の 將 軍の 上洛、 殊に 三代 將 軍の 時の 島 原 合 戰の爲 に 大に擴 張せられ、 共 後 

二百 年の 問 諸 大名の 參勤， 幕府 官吏の 各地への 往 來の繁 くな つたに つけ、 整備して きた。 江戶が 

全 國に對 する 中心 點を 占めて ゐ ただけ に、 其 設備 も廣大 なる を必！ i 女と したので ある。 

赤 坂 奴 島 原 合戦の もりに 其 輸送 を 請負った のが 高 野 (かう の) 茶と いふ ものであった。 從 
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來の 大傳馬 町、 小傳馬 町の 外に 新に 南傳馬 町の 地に 其 司令部 をお いて、 人馬、 糧食、 兵器の 處理 

をした。 幕府で 豫 期した より は 戰爭が 永く のびて、 軍司令官が 交替す るまでに なった 爲に、 輸送 

の 事務 も 多くな り、 更に 赤 坂の 地に 支部 を 設けた。 夫が 卽ち 表傳馬 町、 裏傳馬 町の 地であった。 

司令官 高 野 某の 人馬 を 使役した 手ぎ はが 如何にも あざやかで、 目 出た く其戰 役に も 御 奉公 をした 

が、 戰後も 其 集團を 解散せ すして、 永く 幕府 大名の 御用 を 勤める こと- r なった。 之が 即ち 赤坂扠 

となる ので ある。 

侍の 訓練 「高枕 これ も 日光 細工な り。」 德川 氏が 太平 政策 を 定めて、 江 戶域內 に 眠って" Q る 

時に、 其 部下の 八 萬騎、 外様 譜代の 三百諸侯、 其 部下の 定府 勤番の 武士， 何れも 枕 を 高く して 安 

眠して ゐ たが、 油斷 大敵、 たと ひ 寢てゐ て も 戰國氣 分は猶 失はなかった。 四代將 軍の 時代まで は 

曰々 江 中 戸に 殺傷の 話の たえた 事 は 無かった 程と 云 ふ。 主人に 手 討になる. 家来 やまれに は 仲 

間 奴に 殺される 腰ぬ け 武士 も 少くは 無かった。 之 を 思想 善導の 意味に 於て 訓練して、 箸の 上 ゆ 下 

し、 疊ざ はり を 行儀よ くす る爲 めに、 曾 我、 吉良、 小 笠 原、 伊勢 等の 諸禮 家が 重んぜられた。 一 

擧】 動が 標準 通りでなくて はならぬ 事と なった。 赤穗 事件の 淺野內 匠 頭の 如き $-、 我 ま X 殿様で 

なほ 訓練が 足りなかった ので ある。 


使用人た る 家來、 仲 IT 奴の 卑しき もの も 亦 太平 時代に 相應 する だけの 訓練 を 必要と した。 一二 

百：！！^ 侯 S 登城と なると， 場所 は狹 く、 人 は 多く だ混雜 する。 其 混雜を 秩序 正しく 整理せ ねばな 

ら ぬつ 他 共に 無禮 になって は 互に 迷惑す る。 共 人 ごみの 中で 主人に 草：^ を 屈せる が 奴の 勤めで 

は あるが、 足 許へ 草 をなら ベ る だけの 餘裕は 無い。 遠方から 主人 を まちが へ ぬ やうに 兑 わけて • 

共 足 もとへ 草履が 左右 正しくなら ぶ やうに 投げる 例であった。 これ だけの jsf が 百發百 中す る だけ 

の 技術がなくて は 赤 坂 奴と しての 一 人前の 草履 取で はなが つた。 水を滿 てた 茶碗 を贺， ^にの せて、 

共 水の こ ほれぬ 程度に 動搖 なく 界く だけの 練 かなくて は 一 人前の 駕籠 Jri- ではなかった。 主人に 

伴 はれて 道 を 通って ゐて、 先方から 來る 大名の 行列 は、 何もの たる か を id 覺 する だけの 服 力が な 

くて は 供 頭 は 勤まらなかった。 如何なる 混 雜の中 を も 主人の 籠を靜 かに 禮俊 正しく 通過せ しめ 

る.： U けの 權威 がなくて は摔 ばな たる 資格はなかった。 駕籠の 棒の 先に 手先 を かけて 案. s: をす るが 

故に 棒ば なと いふ" これらの 訓練の 一 部分 は 近年まで 人力 単 夫の 中にはな ほ存 して ゐた。 

人夫 一 萬 人馬 千 匹 尾 州 家が 三 家の 隨 一 として 油斷 なく 軍務に 從 ふに ついては、 、江 戶には 

平常 1$ 日 人夫 一 萬 人、 馬 千疋を 動かす だけの 準備が してあった。 共 請負 をして ゐた中 村 某の 子孫 

は 今 も 市外に 繁昌して ゐる。 東海道五十三次の 驛 にも 各 若干の 人馬 を 《s 儲して あって， 名 十； と 
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江戸との 連絡に 少しも 油斷 なくして あった。 十 萬 石 程度の 棠 大名 は、 毎日 幾 百 人 分の 足輕 とい ふ 

名義で、 費用 を 支出して ゐた" 實は夫 を 以て 赤 坂 奴 を 數十人 使用して ゐ たに 過ぎぬ" 赤 坂 奴 一人 

は、 足輕 幾人と 均しい 扶持 を 得て ゐた のであった。 犬に 優待 せられて ゐ たが、 赤 坂 奴の 境遇で 

あった。 

高師 直の 子  其 島 原 役の 輸送 を 請負った 高 野と いふ は、 有名な 高師 1^ の 子孫であって、 高 

野の 「野」 字 は 野原の 意味で はなく テ ユヲハ の 「ノ」 である。 伴 野の 野と 同じで ある。 德 川氏以 

前から 江戸に 住して ゐて、 江戸 城 修築の をり に 城外に 移り、 近年 南傳馬 町に 依然 繁盛して ゐ たが 

氣の 毒ながら この度の 災 はまぬ がれなかった。 

因習の 結晶 東京 ほど 因習の 甚 しく 永く 行 はれて ゐる所 は 他に 無から う。 近世に 於け る 日本 

の大變 化、 國際 上に 內治 上に、 政治に 經 濟に敎 育に 宗敎 にみ な 悉く 東京 を 中心として 其變 化が 行 

はれ、 普く 地方に 及んで ゐる。 併し 東京 人の 實 際の 生活 は、 依然として 因習が なほ 存 して ゐる。 

先頃の 害から 起って 區 劃が 整理せられ、 建築が 新しくな り、 公私の 文書 記 錄も燒 失して 之 は 永久 

復興 せられぬ もの も あるから、 因習 も 滅びた。 こ i に 直に 新しい 文化が 實 際の 生活に 廣く行 はれ 

るか どうか は、 大 なる 疑問で あらう。 


因習の 善惡 及び 中性 博 突う ちの 綱 張と か、 スリの 綱 張と かいふが 如き 颇る惡 性な もの も 

勵 行せられ てゐ て. E 額の 經費を 費消して ゐる敬 f 一 s 視廳の 威力 も、 之 を 如何と もす る 能 は ざろ - 

に 風 せられて ゐる。 敎育、 宗敎、 社交 等の 上に は眞に 善性なる M 習が 伴って るて 其 を輔け 

て ゐるも ある. - 又 善惡を 離れて 中性と みられる もの も ある 山。 法規 は 朝 令 ia!^ 改の 弊が あり、 之 を 

取扱 ふ 官憲 も 共 人が か はれば 手心 も變 じて 動搖 する。 因習 は、 三百 ハ やの 永い ii、 各 の 大變化 を 

凌いで、 系統 をな し 組織 をな して、 人心に 深く 染み込んで ゐ ろから， 古い 人 問が 生き 殘 つて ゐる 

限り は、 因習 も 亡びない。 形式 は變 化する。 

四 種の 社 會 と 因習 束 京に 依って 生活して ゐる幾 百 萬の 人 は、 大體に 於て i: 秘に 分けら 

れ るかと おも ふ。 屋敷と いふ 詞を 以て 代表せられ てるる 俸給生活^ 乃至 不勞所 〔む による 生活お リ 

其 十 2 に 遡れば、 之 等 は 武士 系 を 受けた ものが 多い。 謂 は ゆる 支配階級 とか 资 本家と か 云 はれて ゐ 

る もの も此 中に 多い。 因習の 上から みると、 必 しも 其 維持 者で はない， - 古い 參勤 交替が あった 如 

くに、 今も轉 任が あって、 一所 不 住の 華が 多い。 或は 定住した るが 如き もの- - 巾に は * 多く 來京 

の 因習 を 理解して、 柬京 化した ものが ある。 次に 營利 生活 者。 町人の 語で あら はされ てゐる もの。 

之 も 盛衰 榮枯定 りない が、 其 中には 慶長元 和以來 火事に も燒 かれす、 地霍 にも ゆりく づ されす し 
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て 今に 及んで ゐる ものが ある。 これら は 幾 百年の 力 を 蓄積して 土地に 固定せ しめて をり、 他面に 

は 東京 以外に も极を 張って るる" 故に 嚴 然として 何事に も動榣 しないの である。 次に は 職人 等の 

名 を 以て 喚 ばれて ある 勞働 者。 其 職業 上に 於け る 祌聖觀 念が 强烈 であり、 因習 を 守る 力が 堅固で 

ある。 第 四 に は 寄な. 生活 者" 之 は だ 種類が 多く 惡性も 善性 も あるが、 前 三者に 伴 はねば ならぬ 

事情が ある。 因習の 中心 をな して ゐ るので はない。 

區劃 整理に 俘 ふ 因習 德川氏 入城 當 時が 第 一 回。 明曆 大火の 善後策と して 行 はれた が 第一 一 

回。 この度の が 第三 回。 貸 I 〔-關 係が 次第に 復雜 になって きて ゐ るから 今回 は 最も この 事の 實 行に 

困難 は 多から う。 よく 之に 克ち 遂行せられ るに 遠 ひ は 無い。 但し 之に 伴 ふ 因習が 如何に 變 化する 

か。 東京に て は從來 門松 及び 年 首の 祝に 巨額の 費用 を 要した。 之 は單に 年の 始を祝 するとい ふだ 

けの 意味で はない。 門松が 土地に 關係 する 因習 を 代表して ゐ たので ある。 „ ^(家に 就ても 吉凶の 儀 

式が 滯り なくす まされる 祟 を 意味して ゐ るので あった。 かの 災 後の 灰 かきの 資 行が 暫く 後 t- たの 

は、 因習 を 破らん とした 爲 であった と 思 はれる。 もし 因習に よれば やっと 早く 出来た。 灰 かきの 

因習 は 東京に 於て 尤もよ く發 達して ゐる。 

豆蓠賨 子の 順番の 因習 公設 is 場に 豆腐屋 を 見かけない。 市場に なくても 一 日 三回 は必チ 


廻って くるから 勝手元に 不自. ra はない。 其 一 日 三回 ま はる 資子は ：！： じ (氷の もので はなく、 敢 軒の 

寶 子が 順序 正しく 廻る。 同一 道筋 を 最初に 廻 はるが、 十 ：！ くから 營業を 鼸^ して る 店 の^子で あ 

る。 營業を 始めた 新 十 2 によって 共 順序が 定る 因習 を 守って をり、 S 後に 廻る が 新ば の ものである。 

自由 兢 (米の 時代に 於て、 この 因習に よって 秩序が 保 たれ、 供給、 需要が 程よ く 謂 節せられ てるる。 

其 形式 は： ：1：1 ではない が、 各營業 共に か- -る 因習 を 守って 繁榮 して ゐ るので ある。 セルと 稱 へて 

この 闲 習 を 破って 競爭に 勝たん とする ものが 往々 あら はれる が、 よく 勝ち得る もの は 殆ど 無い。 

故に 因習に 從 つて 行く が 職業 上 全く 安全で ある。 他から 之 を 破る It は 容= ^に 出來 ない。 

，用 聞 豆腐屋 は 一 日に 三回 ま はる。 御用 は  一 口に 一  一^ ま はる。 午前に へれ 文 を^いて ま は 

り、 次に 共 品 を配述 する。 降っても照っても 正月で も 御祭で も. si- をか乂 さない。 共 注文に 應 卞 る 

は營業 品の みで はない。 借家の 世話、 下女の 口 入、 選舉述 動、 時には 妾の 旋 でもす る。 もと 御甩 

聞 は 酒屋、 八 百 屋が 主として 行った 事で あつたが、 近年 夫が 他に も 及んで きた。 牛 肉屋で 之を始 

めた のが 西 川で ある。 この 方法に て 其 繁盛に 至り、 他の 牛 肉屋、 鳥屋 も 之に まねる 事と なった。 

寺小屋 學校 東京で は 代用 學 校の 名義で 寺小屋が 一 1 十 年 前まで 存 して ゐた。 今の 公市 立の 舉 

校の 中に も 其 系統の ものが ある。 今の 公市 立の 舉校も 規定の 月謝 及豫， S のみで は 支持 せられな 
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い。 獎擧會 其 他の 名義 を 以て 寺小屋 時代の 因習が 一 般に 復興して きた。 之 を 保護者 も 生徒 もみな 

悅 んでゐ る。 これ 等 は 法規の 缺點を 因習で 善性に 補った ので ある" 

つく まさ S 件 善性に 於て 法規の 蓮 用と 因習と が 衝突す る 場合が 少 くない。 憤然として 法規 

の 運用と 戰 つて 因習 を 存し發 達し 確固たら しめた 例も少 くない。 往年 漁業 權が新 法規に よって 設 

定 せられん とする 際に、 一 二の 新 智識 者 は 法 を 利用して 因習 を 破って 個 島の 漁業 權を獨 占 せんと 

した 場合に、 其 漁民の 家から 出て 博徒に なって ゐる個 政が、 自已の 生命 を 拾て-^ 大に戰 つて、 遂 

に 因習 を 保護し、 之 を 新 法規の 下に 確立せ しめた。 不文の 因習が 成文の 法規に 善良なる 手 鑌で認 

定 せられた ので ある。 此 事が 代議士 若く ば 辯 護士、 公吏、 官吏に よって 爲 され 中に、 博徒に 依つ 

て遂 ゆられた。 東京の 因習の 堅く 守られて ゐる 意味の 妙が、 こ- - にも あら はれて ゐる。 - 

江戸川 は、 現在で は 川 流と して 大 をな してるな いが、 我が 都市の 草創から 始 つて 永く 市民の 生 

活に 最も 關 係の 深い 川で あり、 其 水脈 及び 沿岸の 變 化の 甚 しかった 川で ある。 

小川 町、 西 小川 町、 新 小川 町、 今 川 小路、 平 川 町、 水道 町、 水道 端 町 * 水道 橋な どの 地名 はみ， 

な この 川の 關 係から 起り、 安政 大正の 大地震に 倒潰の 甚 しかった 地 は、 其 沿岸の 水 濕の地 を 埋め 

立てた ところで ある。 牛 込 赤 城の 臺地、 小石 川 關ロ臺 など は 其 埋立ての 爲に土 を 探った あとの 殘 


りで ある。 

慶長 以前に 此の 川が 如何に 流れて る たかは、 今 は 明に 知る こと は 出来ない が、 火腮に 付いて；： み 

へば、 飯 W 橋邊 から、 今の 釵田町 を^いて 雉子 橋の 方へ 流れ、 常 盤 橋、 日本 橋 を 經て隅 m 川の 下 

へ 合した ものと みえる。 

長 祿に太 田 道 液が 始めて 江 戶城を 築いた 時には、 この 川 を 前面の 防禁： 鋭と して 耍窖を 占めた も 

のとお も はれる。 德川 氏の 設計 もな ほ 其舊に 依った もので、 今の 盤梳、 古 名大 橋が 江戶 城の 正 

門の 入口であって、 謂 は ゆる 追手 口であった。 日本 橋 も原來 は江戶 川に 架けられ たので ある。 こ 

の 江 戶川を 利用して 維子 梳 以下の 外堀 を かためられた。 それだけ では 單線 であるから、 更に；. 水 

の 防禦に せんが 爲に、 釵 W 橋から 兩國 への 祌田川 を 掘られた。 之が 爲に 本鄕 甕と 河 _M とが 切 離 

された。 防禦 線で あるが 故に 昔は此 問に 御茶 水 橋 は 無かった。 (これ は戰略 上の 關係) 

神 田 上水と して 江戸川 は 叉 利用 せられた" 江戸の 下町の 地 は、 原 來飮料 水に 乏しく 赤 坂の 

溜池の 水な ど を 用 ゐてゐ たが、 江戸川 を 利用して 水道に したの は 早く 宽永 中よりの 事と 傅 はって 

ゐる。 寛 文の 末 W 修の をり に 藤 堂 家が 工事 を手傳 ひ、 共 臣松尾 忠左衞 門 後の 俳人^ 燕が 工事の 監 

督を 勤めた と 云 はれて るて、 其 遣 跡の 笆蕉 庵が ある。 其 水源 を 豐 かにす る爲に 所々 の 水 を 梨め て 
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落 合 ふところが 卽ち落 合 村で ある。 其 水 をせ き 上 ゆて 上水と すると ころが 關ロ である。 玉 川上 水 

は祌田 上水より 後に 出來 て、 明曆 元年、 かの 大火の 二 年 前に 完成した。 この 兩 上水 を 木造の 樋で 

各 町に 引いて、 新 水道のと きまで 利用せられ てるた。 (これ は 衛生上) 

工業用 として 之 を 利用して ゐ たの は 砲兵 工廠であった。 新 水道の 通じて 後 も、 神 田 上水の 

舊 水路 を 砲兵 工廠の 中まで はもとの ま X に存 してあって、 日淸、 日露 兩戰 役に 使用 せられた 兵器 

製造の 爲には 犬なる 効果 を あら はした。 關 口に 於て は 水車に 利用せられ、 又染 物に 利用 せられて 

ゐる。 江戸川 製紙 も 最初 この 川の 水に 依って 牛 込で 製造せられ たのであった。 (工業 上) 

風致と して 砲兵 工廠の 後 庭、 後樂 園と いふ 舊水戶 家の 庭園 も 神 田 上水 を 利用して 犬に 趣 を 

なして ゐる。 この 水がなくて は 其 風致の 半 を 減 やる。 近年 江戸川の 沿岸に 樱 をうる r 又關 口に 小 

公園 を 設けられて、 山と 水と を 合せ 有して、 巿內に は 珍ら しい 景色 を 兌る に 至った。 音 羽護國 

寺、 傳 通院、 牛 天神、 赤 城、 築 土 等み なく この 川に 依って 起った ところと 思 はれる が、 現在で 

は 連絡の 意味が 乏しくなって ゐる。 (風致 上) 

運輸の 爲 道灌 が江戶 城に 居た ころ 京都 相國 寺の 僭 萬 里が 來て、 江戸の 形勝の 地た る こと を 

稱 美した ことがある。 門に は 泊す 東吳萬 里の 船な どと 云った 東吳は 詩人 誇張の 語で あるが、 船が 


江戶 城の 門に ついた とい ふの は 追手の 邊か、 平 川邊の 事で、 ；； d 戶川を 遡った ので あらう。 近 

田 町驛で 水陸の 連絡が 出来て 運輸の 爲に大 に 利 川せられ てきた。 往^ 北 澤正誠 氏が、 荒 川と 水 ひ 3 

橋との 問に 運河 を 開く 設計 を 立てられ たが、 市 15!: 改正に 採用せられ なかった。 n 木！ g 川から 外 掘 

を 貫いて 丸の 內へ 入り、 和田介 門外へ 通じた 堀 は、 市 1^ 改 .i=- に 立てられて 內 堀と 外堀との 運輸 

は 止まった。 江戶 川筋 沿岸 は 近年 改修せられ たが、 運輸 意味 は 顧ら れ卞、 船は關 口まで 通じな 

い。 牛 込 橋から 市 谷、 四 谷へ かけての 外堀 も、 a; に 無用の長物 となって ゐる。 

商業地と して 一 石橋 を 揮んで 金 座 後藤、 吳服 後藤の もが EE 來、 魚 河 E:i、 大极河 E!H:、 多 町の 

市場 其 他日 本橋祌 田の 商 地 は、 この 江戸川 乃至：！： 流と もい ふべき： 地 河 を 利 川して 發违 したの 

である。 本流の 利用 はかへ つて 後に 忘れられた 氣味も ある。 

牛 込の 埋立 牛 込の 低地 を？ 3 立てた の は、 佐藤サ K とい ふ 旗本で、 北 望那 寺、 荬濃 深の 正 

眼 寺に 其 始末 を 記した 方形の 碑文が 立って ゐる。 

隆慶橋 寛 文中 幡隨院 の 長 兵 衞が水 野の 屋敷で 殺され、 死體 はこの 川に 扮 てられ、 翌， 

橋に か- - つてる たの を 人が 見付けた と 云 ふ。 隆慶は 筆 道大橋 流の 祖大橋 降 鹿の 名に 依た ので、 共 

屋敷が 此 近傍に あった 由。 其 下屋敷の あとが 戶 塚の 南藏院 である。 家 光 公が^, おの 序に^々 立 寄 
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られ たと ころで ある。 牛 天神 は 隆慶の 信仰した 社で ある。 

豊島 郡と 存原 郡の 境界 今、 ^は、 郡 以外の 地と なって ゐ るが、 古制で は 郡の 中であった。 

江戶の 地は此 江戸川 を として、 左岸が 豐島 郡、 右岸が 荏 原 郡で あつたと 思 はれる。 牛 込 行 願 寺 

舊藏應 永 中 書 寫の大 般若の 奥 書に 牛 込 を 荏 原 郡と して あるな ども 其 一 證 である。 今 神田祌 社の^ 

子と なって をる が 古の 豐島 郡の 地。 日 枝 神社の 氏子と なって をる が 荏 原 郡の 地と おも はれる。 态 

良 朝 以來の 區畫が 氏子の 境界と なって 今も存 して ゐ るので あらう。 夫 等の 神社に 月 掛と稱 へて^ 

子から 毎月 若干 づ X 徵 集して ゐる もの はこの 都市が なほ 田園であって、 秋 獲の 後に 初穗を 神社に 

献 けた 因習が、 貨幣 經濟の 時代と なっても なほ 行 はれて ゐ るので あらう。 之 も 亦た 古い 因習の 、ぶ 

く 遺った 一 である。 

東^0^^架港に伴っ て 江戸川 筋 等に 外堀が、 再び 犬に 利用せられ、 山手 方面から 郡部 へ 對す 

る 輸送が 開ける であらう。 
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昌 K1- 坂 聖堂 九月  一 口に 昌平 坂の 聖堂 も 烏 有と なった 0  、江戶 時代の 築 物 中、 共^^な もの 

として 著名で あつたに 眞に 惜しい ことで ある。 近ハキ 史^の 一として 指定 せられて ゐ た。 此 為 有に 

なった 建築の 出來 たの は 寬政十 一 年で、 共 形 は水戶 家に 傳 はって ゐ る朱舜 水の 乎に 成った 支那の 

聖堂の 雛 形に 據 つたので ある。 工事 は 大楝梁 平內大 隅と いふ 其 時代の 名工の^: 監^の 下に 成就. 

したので ある。 建築 全部 を 布ぎ せに して 漆塗りに し、 屋根 は 銅 瓦に なって ゐた。 §i! 堂の！^：::. ^ の 力 

にもと は 書 靡が 數 棟あって、 其 外部に は 防火の 爲に椎 の 木が 植ゑ てあつた C 近年 .ma. のおに 其 太 

は 伐 取られて、 寄 庫の あとの 邊を 電車が 通って ゐる。 今の 女子高 等 師範の 方 は 平 坂舉問 所の 謹 

堂、 其舉 校の 長であった 林 氏の 邸の あとで ある。 もとは 六 千 坪 ほと であった の を、 宽 政に 約 一 萬 

二 千 坪に § 、めら れた。 

思想 善導の 政策 寬政は 田 沼の 放漫 政策の 後み」 受けて、 名 宰相 樂 翁が、 緊縮 政策 を斷行 せら 

れた ほで、 之 を 徹底的に する には敎 育の 根本から 立て直さ ねばなら ぬと、 內^ 會 謎が 決定し、 朱 
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子學を 標準と して 舉 政の 大 改革 を 實 行せられ た。 其 政策の 一 として 聖堂 も 改築せられ たので ある 

から 犬に 力 を こめられた のであった。 其 際の 大擧總 長と も 云 ふべき 林 家の 主人 は、 岩 村の 松 平家 

から 養子に 來た名 は衡、 跪 を 述齋と 云った 人で ある。 寬 政の 樂翁 內閣に 列した 松 平 乘完は 述齋の 

いとこで ある。 文化の 內閣に 居た 松 平 乘保は 乘完の 子。 文政の 乘寬も 亦述齋 のい とこであった。 

か. > る 背景の もとに 述齋 はかの 高等 政策に 多年 カを盡 した もので、 其述 齋の黑 頭巾と して 佐 藤 一 

齋 がつ いてる た。  - 

官吏の 養成 昌平 坂 學！： 所 は 表 向は擧 問の 研究所で ある。 そラ して 朱 子 攀專 問と 規定せられ 

た 故、 八方 か. ら 異論 抗議が 出た。 併し 夫に ついて 樂翁公 は 共著 花 月 草紙の 中に 云って ゐる。 儒敎 

の 本家本元の 支那で さへ 敎義の 解 釋 に 異議が あって 一 致しない。 日本に 於ても し 各 梨 派が 子の た 

ま はくの 解釋を 互に 評論して ゐ たなら ば、 何時 果てる か 知れない。 政治的 立場から みれば、 無用 

の 事で ある。 朱子舉 だけで 澤山 であると 云って ある。 さて 朱 子學に 依って 例の 如く 修身、 齊 家、； 

治國、 平 天下の 耍道を 以て 新進の 子弟 を 訓練し 養成 すれば、 擧問 所と しての 目的 は 達した ものと 政 

策 を：^ 定 せられた のであった。 當時 天下の 御 直參の 内部の 腐敗 は甚 しい もので、 旗、 本屋 敷が ばく 

ち 打の 奥に なり、 二三 男 は 義太夫 かたりに なり、 吉 原の 地 ま はりに なるとい ふ 有様にまで 墮 落し 


てるた。 之 を 子の 玉 はくで 鍛え す は 容《 ^ではなかった が、 さすがに 効 ^はあった。 e-:-:: 大-ヒ の 

今日まで 《讣て 平 校の 在藥者 であって、 政治 界に も寶 業界に も 功緒の 多かった 人は數 へきれ ない 0 

かの 三菱の 元祖 彌太郎 の 如き も 其 一 人で ある。 

大學 本校， 商 校、 東 校 維新の 後、 其 藏書は 一 且藏 前へ 移された が 後に 內^ に 保管せられ、 

少 部分 は 内お に輕 じて、 何れも この度の 災を 幸に 免れた。 建物 は 大梨頭 松 平 ij;^ 嶽の 下に 本校と 

して 和漢 擧 を敎授 すると ころと なり、 夫に 對し て蕃窗 取調 所から 進化し、 今の 神 田 錦 町に あった 

洋 i! 取調 所が 大擧南 校と なり、 更に 一歩 を 進めて 開成學 校と なった。 故 小 村 侯 高 橋 前 政 友， 5: 總裁 

など はこの 開 成 校 出身で ある。 夫が 又 一 轉 して 鬼 京大 舉の 法舉 部、 文學 部、 理舉部 合せて 三學 

部と なった。 其 建物の 一部分 は擧士 會に存 してる たが、. 災害に 亡びた。 た^-三舉部の講義{^1、 Q 

本に 於て 始めて 進化論 を 講じた 廷物 は、 轉々 して 早稻田 大擧の 中に 今も存 してる る。 

大舉 本校に 對 して、 和染 橋に あった 舊 幕の 醫擧所 を大學 校と 稱 へた。 之が 柬大 醫舉 部の 前身 

である。 

林 家 昌平 坂 擧問所 を 代々 支配して るた 林 家 は、 林道 泰の 家す ぢ である。 共.；， 1 邸 は、 r^tw 

河岸に あった。 本邸 內に 述齋の 設計で 赌 てた 寶庫齋 とい ふ 防火の 特殊の 構造 をした 建物 は、 維新 

東京の 昔  ヌ.. 1 
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の 際に 其舊 領地 熊 谷へ 移して 存 して ゐる 由、 明曆 大火に 銅 庫の 藏 書の 燒 けたの はこ i の 邸の こと 

である。 

寛 永 七 年 道 春に 忍 岡に 於て 別邸 を 玉 はった のが、 今の 西鄕 銅像 以南の 地で ある。 明曆 大火の 際 

そこで 道 春が 死ぬ。 こ- -の書 齋を弘 文 院と名 づけ、 道 春の 子の 春齋 が、 そこで 本朝 通鑑を 編輯し 

た。 寛 永 九 年に 其 邸 內に尾 州 家の 祖義 直が 金 を 出して 孔子の 廟が 建てられる C 之が 昌平 坂 聖堂の 

前身で ある。 

聖堂の 移轉 三代 將軍家 光の 第三 子綱吉 俗に 犬 公方と いふ。 其 人の 爲に 犬に 儒 敎にカ を 致さ 

ねばならぬ 事情が あって、 其 母 桂 昌院、 其 傅 堀 田 正 俊が 綱吉を 儒敎へ 導いた。 綱吉 就職して 後に 

元祿 三年、 忍 岡から 聖堂 其 他 を 湯 島に 遷す 事に なり、 そこで 將軍 自ら 書み」 講じて 士庶 一般の 人に 

聽聞を ゆるされて、 三百 餘の 聽講 者が あって 屋外に あふれた。 綱吉は 自ら 書 を 講じ、 其 臣下に も 

大名に も 講じさせる 事 を 一 の 道樂の 如くに 行って るた。 徂徠 とか 白 石と かが 大名に か.. t へ られる 

事と なる は その 爲 であった。 元祿 三年 は 大阪落 域の 後 七十 五 年に なり、 旣に戰 場の 勇者 も 死して 

錢 つて ゐ なかった。 そこへ この 講 釋 道樂が 盛に なって、 戰國氣 分が 眞の 太平 氣 分に 變 化した。 

林 家の 墓 元祿 三年に 聖堂が 湯 島に 移った 際 林道 春 其 他の 墓 は 牛 込 山伏 町に 改葬 せられた。 


自ハ. -か 明治 十八 年 一 月 一 日に、 參詣し たをりに は 垣 もなくて、 道 春の 墓碑が 中央 鬼 向に あって、 

其 前の 左右に 儒 敎の禮 儀に 從 つて 歷 代の 墓が 配置 せられて ゐた。 近 < ^改葬 せられて 配置の 形が 變 

じた 0 

林 家 は 熊 谷 及びお 都 八瀨の 領地の 民政が 善く 行 届いて ゐるを 以て 古 來投範 とせられ てるた。 子 

孫は數 家に 分れて 今 も 繁昌して ゐる。 築地の 林 病院の 林 氏な ども 其 一 である。 

東 敦山寛 一 sit 上野 公園の 寬永寺 其 他 は、 幸に この度の 災害 を 免れた。 それの みで はない。 

こ- -で 助けられ 救 はれた 人 は 幾 萬あった か 知らぬ。 明曆の 大火の 頃 はま だ 郊外の 地であって 勿論 

災害に か- -ら なかった。 

大正 三年 五月 二 曰から 四日まで、 帝 國圆書 館に 於て、 卜： 野 公園み, 先に 帝窒 から 東京 へ 下賜せ 

られた 記念と して、 圖畫の 展覽會 を 開かれ、 主として 錦 書 を 材料と して 往時の 有様 を 示された。 

かう なれば 錦 繪もー の 歷史の 資料と なって 現在の 有様で は 見られぬ 點、 又 文書 記錄の 及ばぬ 點を 

よく あら はし、 昔時の 盛觀 をし のばしめ る。 

戰略 要地 上野の 地 も 亦 東京に 於け る戰略 要地の 一 として 古くから 注目 せられて ゐた。 今の 

招 鉢 山に は 五條の 天神、 鶯 谷の 新 坂 上に は 三 島 神社が あつたよ しで、 原 來は社 地で あつたと 兌え， 
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る。 德川氏 入府 以後、 今の 動物園 以南の 地 は、 藤 堂 高 虎の 邸と なって ゐた。 其餘 波と して 藤 堂 氏 

累代の 墓 は 動物園 內 にある 。東照宮 はは じめ 藤 堂 邸の 鎮守であった。 其 五重塔 は、 谷 中 及び 芝、 

池 上な どの 夫に 比して 頗るよ く 出 來てゐ る を 以て 有名で ある。 上野と いふ 地名 も 藤 堂 氏の 本 城 伊 

賀の 上野から 移した 事に 古く 云 はれて ゐ るが、 旣に 北條氏 時代の 記錄に 上野の 名が 見えて ゐ るか 

ら、 德川氏 以前よりの 地名で ある。 

近年 開けた 寛 永 寺 坂の 邊は 津輕 氏の 邸の ありし ところ。 其餘 波と して 同氏 歷 代の 墓が そこに あ 

り、 津梁院 が 其 旦那 寺で ある。 美術 協 會の遷 から 西方へ かけて が 堀 丹 後 守 直 寄の 邸であって， 其 

球形の 石碑が 協會の 前に ある。 この度 首のお ちた 大怫は 同じく 直 寄の 造 立で ある。 もとは 之に 堂 

があった。 安政の 地震に も 首が 落ちた。 明治 以後ぬ れ佛 となった。 

東敦 山の 號 比 叙 山の 高僧 慈覺 大師 圓仁は 下野の 壬 生 出身の 人で ある。 この 緣で 天台の 宗門 

は 古く 東 國に廣 まり、 川 越の 喜多院 などが 鎌倉時代 以後に は 其 中心に なつ C ゐた。 喜 多 院の尊 海 

は 即ち 日蓮 上人の 師 である。 日蓮 はこ- <  で 天台 を 學ぱれ たので ある。 東 叙 山の 號 はもと 喜 多院に 

附 いて ゐ たの を 上野へ 移した ので ある。 德川氏 は參河 以来 淨土宗 に 歷代歸 依した 家で あるが、 家 

康公は 故あって 慈眼 大師 天 海に 歸 依せられ、 天 海 は 始め 喜 多院に 住して 江戸へ 通って ゐ たので あ 


る。 寬 永に 至って この 寺が 始めて 建立 せられて、 即ち 寬永 寺と 命名 せられる。 共. 大海の 止 住し 

たは、 燒 けた 梅 川 樓の邊 の 本覺院 で、 其餘 波に 今 も 其 墓が 存じて ゐる。 但し この 墓 は 供 の もの 

で、 遺骸 は 日光 山に 葬られて ゐる。 其 南 隣が 林道 卷の^ 邸であった。 

ティの 木 今の 突 術 舉校も 亦 三十 六坊の 中の 跡で あるが、 其處 にある ティの 木 (木へ ん聖の 

字 を 書く) 天台の 祖傅敎 大師 最 澄が 支那の 天台 山から、 比 叙 山へ 移された 木の 種 を わけた ので あ 

る。 比： _s 山の 親木 は 近年 枯れた よしに 聞く が、 こ i にあった の も 亦 枯れた。 

御靈屋 古く は御怫 殿と 云った。 六代將 軍の 時から 御靈屋 と改稱 せられる。 S 谷の 新 坂の 邊 

は 家 光將軍 を假に 葬った 跡で ある。 東に あるが 二の 御 議 屋と 今稱 へる。 最初の 懇 物は燒 けて 今 は 

再建の ものである。 家 光、 家 綱、 家 治、 家齊四 代の 位牌が おいて ある。 西の方 一 の 御 靈屋は 五代 

綱吉將 軍の 爲に 建てた ところで、 吉宗、 家定 等の 位牌 も 合紀 して ある U 天璋院 即ちね 難 氏の 女に 

して 家定將 軍の 夫人と なった 方の 墓 もこ こに ある C 圖書 館の 角に 一 廓 をな して ゐるは 綱吉將 軍の 

近臣 大河 內輝貞 の 墓で 遣 命 を 以て 主人の 廟 に相對 して 葬った ので ある。 一 一 筒 所の 靈 厘に 附 嵐した 

建物 其周圍 など は 維新 後に 改廢 せられて 舊形を 止めて ゐ ない。 兩 大師 堂の 束の 墓地 內に 三代 將 

に 殉死した 阿部、 堀 田、 奧山、 三 枝 松、 內田 等の 墓が ある。 これら は 在世の 時 家 光との 約束で 死 
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を 共に したので ある。 日光に も 其 供養の 墓が ある。 

輪 王 寺 門跡 俗に 上野の 宮様と 云 ふ。 其 名稱は 大和の 金輪 王 寺 を 移した ので ある。 其 初代 守 

澄 法 親王 は 後 水屋： 大皇の 皇子で、 母 は 京 極 局、 故あって 東 福 門院 (家 光の 妹) が 養育な された 方 

である。 一 は 其 愛情から この 門跡 をお かれた ので ある。 之に 政治的 又 宗敎的 意味 も 加った。 この 

門跡に は 哀訴の 特權 があって、 宫 様の 一言 は 死罪 を も 救 ふこと が 出 來た。 元祿 時代の 公辨法 親王 

が ことに 賢明 を 以て 聞え てるる。 根本 中堂 等 は 其 時に 建てられた。 吉祥 閣の額 は 其 御 筆で めった 

が 戊辰の 戰に燒 失した。 

上野 停車場の 昔 停車場 は 俗に 下 寺と 稱 へた 普 明院等 十一 ケ 寺の 跡で ある。 普 明院に 英人ァ 

ンジ ン 及び 其 子孫の 墓が あつたが 戊辰の 兵火に みな 亡びた 0 其 寺 跡に 日本 鐵 道の 停車場が 設けら 

れた。 右大臣 岩 倉具視 公の 力で この 鐵 道が 出来た。 精 養 軒 も 亦 同 公の 力に よって 公園 內に 開業し 

て 永く 榮 えて ゐる。 

木の 枯れる 原因 上 野の 木 は 近年 夥しく 枯れた。 自分 は 其 原因 を 水の 不足と 思 ふ。 鐵道 線路. 

及び 公園 內の 排水 工事の 爲に 水が 缺 乏して きた。 水 を 好む 杉の 木が 全く 無くなった。 汽車の 烟の 

來 ない 東照宮の 近傍の 木 も 亦 枯れた。 公園 內の 井戸水 も淺 くな つた 0 
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庭園 我國に 於け る 文化 は、 柬西兩 方に 中心 點を 有って をり、 庭園 も 亦 上方と 關束 とに 發 達し 

てゐ る。 庭園 築造の 意味が 双方 同じで はない。 從 つて 顯 はれた 形式 も 犬に 相違して ゐる。 上方 は 

宗敎 上の 意味 を 基と した ものである。 關 東の は戰略 上の 設備の 一 をな す ものである。 關東 にあつ 

た 大名の 邸宅 も 位置の 選定、 家屋の 構造、 周 圍の廣 い 溝、 s,:^ 戰 略の 意味 を 含まぬ もの はない。 但 

太平の 世に 戰略 とか 軍備と かいふの は、 甚だ おだやかで ないから、 非常と いふ 訶を 用ゐる 例と な 

つて ゐた。 非常と いふ 詞の 中には 地震 かみなり 火事 も 含む が、 主たる 意味 は 軍事に 外ならぬので 

ある 0  . 

生命の 保護 更に 細か 云 ふと、 大名の 主人の 生命の 安全 を 保つ 爲に 軍備の 意味 を 含んだ 邸宅 

庭園が 必 ffl であった。 武士 は、 切捨 御免と いふ 防禦 法 を 有たねば ならぬ ほどに 不安 全な 運命に 支 

配せられ てゐ た。 從 つて 油斷 大敵。 寢ても 起きても 敵の 襲 擊に備 へて ゐ ねばならぬ。 門 を 出れば 

七 人の 敵 ありと いふ 諺 も 行 はれて ゐた。 井伊の 某 は 門 を 出て 十七 人に 殺され、 吉 良の 廿 は 邸內に 

東京の 昔  ，  0^ 
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ゐて 四十七士に 殺された "無用の もの 出る ベから すと いふの が 武士 生活の 原則であった。 もし 主人 

に 不慮の 死で も あれば、 一家の 興亡 一藩の 存廢を 意味す る。 櫻 W 事件の 如き、 法理 上で は、 かの 家 

を 減し、 其 藩 を 解散せ ねばならなかった。 從っ 主人の みならす、 其 左右に 奉仕す る 武士、 奥 女中 

も 亦 無用の もの 出る ベから すの 生活 をな して ゐた。 此 出る ベから す の 生活の 爲に、 常住の 上屋敷 

の 外に 下屋敷 を 必用と し、 餘裕 ある もの は 更に 海岸に 濱 屋敷 を も 有して ゐた。 各 夫々 廣大な 庭園 

をお き、 みな 池 をう がつ 例と なって ゐた。 池 は 其 水を飮 用、 防火 用に する のみなら や、 器具、 逢1 

類 を も 投入れ て 火災 を 免れし める 爲 であった。 水へ 投入れ る 事を豫 期して、 德の 山と いふ 防水 紙 

の 帳簿 も 行 はれて るた。 德の山 は 美 濃 紙の 產 地の 名。 

吹 上の 庭 明曆 大火の 經驗 から 將 軍の 爲の 不用心 を 感じて 設けた ものである。 明治 一 一 年 一 一月 

一 一十三 日から 三日間 ここ を 一 般の 人の 拜觀を 許されて 夥しい 人が 集った が、 其 取扱 かた 宜しき を 

得 中して 入口と した 半藏 門外に 於て 多數の 死傷者 を 出した ことがある。 四 年 十一 月 十七 日 ここで 

大嘗祭 を 行 はれた。 明 唇まで は 尾 州 家、 紀州 家な どの 邸宅が ここにあった。 濱 離宮 も將軍 家の 御 

濱 御殿と 云った ところで ある。 

一 尸 山の 邸 明曆 大火 後尾 州 家の 上屋敷 は、 市 谷に 移された。 今の 士官 擧 校の 地で ある。 近 江 


八景の 庭の なごり はな ほ存 して ゐる。 其 下屋敷が、 今の 戶山舉 校な ど^ ある 地で、 總坪數 十三 萬 

六 千 二百 餘坪。 日本 第一 の 名 園と いはれ た。 寬 文七ネ から 二十 年 問に 工事が 施された。 其 跪大な 

周圍に 同大の 檜 丸太の 柵が めぐらし てあつた。 庭園 は 束 海道 五十三次 を 校した もので、 制札から 

商店まで も模 してあった。 春秋の 好 時期に 奥方が 駕籠に 召して 冬數の 女. 2. と共に こ X にて 束 海道 

f4 行 をな される を 何よりの 樂 しみと せられて るた 由。 維新 後 荒れて、 其 中の 良き 石 は、 大隈邸 及 

び 鼓が 關の有 栖川宫 邸へ 遷 された。 其 他に も 散 じた。 

1H 水戶 家が 明曆 大火 後 吹 上から 小石 川へ 遷 つた 後に 出來 たので、 朱舜 水杯 も關 係して 

やはり 東海道 及 京都 名所み. 模 した 中に 支那 趣味が 混じ 儒敎 によって 藉 田な ども 設け、 祌出 上水 を 

利用して 瀧が おとして ある。 大 日本史の 編輯 所の あった は 西の方 牛 天神へ 近き 邊。 安政 地 麓に 藤 

田 東 湖の 厭 死した は 東の 方 春 日 町 停留 場へ 近い 處の 由で ある。 近年 工場の 爲に 狭められ たが、 な 

ほ 主 耍 部は舊 形が 存 して ゐる。 

蓬萊園 松 浦 家の 庭園。 池 水 を 利用して この度の 火災 を 免れて 有名で ある。 本 所 横 網の 安 W 

邸 ももと 松 浦 家の 富士見 屋敷と 稱 へたと ころで ある。 もし かの 時 橋 場の タ ンクの 瓦斯が 隅 田 川へ 

放流せられ なかったならば、 安田 邸、 藤 堂 邸、 小 梅の 水 戶邸等 は 助かった であらう。 被服 廠 跡の 
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慘事も 無かった であらう。  j 

清澄 園 深 川の 岩 崎 氏の^ 邸。 この度 多數の 人が 助かって 有名に なった。 原 來は紀 文が 六十 一 

六 ケ國の 石 を 集めて 築いた とい ふ 民間の 著名な 庭であった。 維新 後 岩 崎 氏の 有と なり、 丸の 內 の- 

大名屋敷の 石 を もこ- -に 移し、 更に 世界 各 國の石 を も 集めて 修補し、 其 建物 は皇 城の 建築と 同時 一 

期に 施工 せられた。 こ、 は 一般の 人に は 見せぬ 事と なって ゐた。 岩 崎 東 山 (彌 太郞) の 弟チ久 mj 

簡齋 翁が、 ここの 風致 を 長編の 詩に 賦 した ものが あるが、 夫れ も 世に 發 表せられ てるない。 

浴 恩 園 松 平樂翁 公の 好みに なった 名 園で あつたが、 其 在世の をり に旣に 火災に 棍り、 維 

後 海軍省の 手に 歸し、 この度の 災 後に は 魚市場と なった。 妙な 變化 をした 0  一 

巢 鴨の 岩 崎 氏 邸 これ は 元 祿に榮 えた 柳澤 家の 下屋敷で、 寬政 頃に は 林 述齋の 有と なって ゐ 

た。 述齋は 庭園 を 好み 各所に おいて 常に 夫 を 巡って ゐ たと 傳 はって ゐる。 岩 崎 氏の 有に なって か 

ら现 鴨の 籐堂 氏^ 邸の 地の 若干 を も 併せて 廣 くせられ たが、 近年 解放 せられて 主要部の みとな つ 一 

た。 其 をり 藤 堂 邸の 一 部分が、 一 旦 東京 府へ買 上げ、 程なく 岩 崎 氏へ 拂 下げられた。  ^ 

植物園 東大 附屬の 小石 川 植物園 は、 五代 將 軍の 小石 川 御殿の 一部の 殘 りで 今 も 御殿 町の 地. 

名が存してゐ^Q。 周圍 にあった 外堀 も 全く なくなった。 元祿に はな ほ 山 猪が 出た とい ふ 地で あ d 


る。 八代將 軍のと き藥草 園に なり、 その 緣で大 學へ屬 する 事と なった ノ 

博物館の 庭 舊寬永 寺 本坊の 庭で ある。 此寺は 天台宗で あるが、 共 茶 窒六窓 庵は奈 良から 遷さ 

れ たもので、 六 窓 一 猿と いふ 法相 宗の 意味み 寓 したので ある。 之 は 服 耳鼻 舌 身 意の 六識 は I 心が 

本元と なって はたらく とい ふ 事の 喩 である。 造 庭 法の 本尊 石と か、 心 字の 池と かいふ 類 も lig も 

みな 原來 は宗敎 から 起った ことで ある。 

建築 前に 庭園の 事 を 書き、 こ- -に 建築の 事 を 書かう と 思 ふに つき、 斯道の 古老 大岛盈 株 翁 

に 曾て 聞いた 事 を も 取 交せて 書く。 

日本 建 i$ の 保存 期限 建築に 對し 耐震、 耐火、 耐濕 等の 性質 を 充分なら しめて、 永久に 保 

存 せんが 爲に、 新しい 材料、 方法が 近ハネ しきりに 行 はれて きた。 尤も 古から 左様な 考 はあった。 

從來傳 はって ゐる 所では、 寺院 懇 築の 保存 期限 は 五十六 億 七 千 萬 年と 定 つて ゐる。 神社 建築 は fK 

孃 無窮と なって ゐる。 城廓に 就て は、 御 家 萬 代 萬々 代と 立てられ てるた。 狭い 日本の 國內に 於て 

かやう に 長い 時間 を 考慮して この 江戸 城 も 築かれた のであった。 之に 伴 ふ 士農工商の 住宅に も 亦 

共 意味 は 含蓄して ゐて、 年の 始の門 飾りに 海老と 橙と 炭と を 加へ るの も、 目出度く この 家に 代々 

住む とい ふ 意 を 表して 祝した ものと やら。 「下野 や 神の しづめ し！ 一 荒 山 一 一度と だに 御代 は 動か じ」 
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と其當 時うた はれた 位で 三百 年に して かやう になら うと は 古人 は 思 ひ よらなかった 事で ある 0 理 

想 は 如何に 永久にな つて ゐて も、 木造 建築に は 夫れ 相應の 自然の 期限が ある。 神社 建築に 1 1 十 年毎 

に 改造す る 古例の ある は其爲 である。 結構と 云 はれて ゐる 日光の 社殿 も 一 一十 年毎に 大 修繕 を 施し 

て 今に 至ってる るので ある。 常に 火災の 絶えない 江戸の 民間で は、 最短 期 五 年と いふ を 標準と し、 

其 間に 建築費 を 消却し、 乃至 再建の 用意 をす る 例と なって ゐた。 明曆 大火 以後の 江戸の 普通の 住宅 

は 之が 爲に 自ら 俊 約に なった。 天井 を繩 でつ ると いふが 如き は、 全く 江戶兒 の新發 明であった。 

• 三百諸侯の 住宅に 於て は、 かの 非常用 心の 意味 を 基礎と して 設けた ものであった から、 其 ある 

部分に 如何なる 構造が して あつたか は、 今に 於て は 容易く 知るべからざる 事で ある。 近頃 毛 利 家 

で編暮 せられた 「もりの しゅり」 をみ ると 江戸の 邸內に 巨額の 非常 豫備 金が 埋藏 せられて ゐ たこ 

とが 見えて ゐる。 軍事的に みれば 江 戶は將 軍 及び 三百諸侯の 要塞の 集圑 地と も 云 はれる ので ある。 

其 一 々の 要塞 は 何人の 手に 成った か， 、亦 秘密に してあった。 

工事の 分割 舊 幕府に て は、 作 事 方、 普請 方、 小 普請 方と いふ 三つに 工事 を 分割す るが 其大 

體 であって、 殿舍、 門樓 等の 事 は 作 事 方に 屬し、 地形、 石垣 等の 事 は 普請 方に て 行 ひ、 家屋 內部 

の 造作 等 は 小 普請 方に て 掌る が 例であった。 何に つけても 事 を 一 に 集めす して、 分割して 處理 す， 


ると いふが、 舊 幕府の 全般に わたる 方針に なって ゐた。 そうして 互に 相 制し 又 相 助ける 事に なつ 

て ゐた。 この 三つに 各 奉行、 棟梁 等 をお いて 事務 を 執らせて あった。 

大^^梁 建築に ついて 實 地の 責任 を 有って ゐ たは 大 棟梁で ある。 文化 八ハ 牛の 式 鑑を兑 ると、 

「御作 事 方 大楝梁 5. 良筑 前、 平內大 隅、 辻內 飛驊、 石丸定 六」 の 名が 載せられて ある。 此四 家が 

各 歷代其 職 を 奉じて るた.^ 前に 云った 如く 木造 建築 S 實 際の 保存 期限 は 短い 故に、 之 を 多く 所有し 

てるる 所では 專屬の 工匠 を か- -へ おいて、 不斷に 修縫を 加へ ねばならぬ。 奈 良の 鬼大寺 と，；：： 小 都の 

小 野宫は 年中 手斧の 音が 絶えた ことがない と 古く 云 はれて るる。 束大 寺は创 ，おと 同時に 一 一 百 人の 

奴婢 を 施 入して、 共 中から 工事に 長 じた 者 を 造寺ェ として、 子孫 代々 永く 夫れ に 奉仕せ しめて ゐ 

た。 奈 良の 春 日に は 新 座 本 座 一 一組の 番 匠が 屬 して、 每 年の 若宮 祭の 假殿を も 作る 例と なって るる。 

其 中の 枚 岡と い ふ 家 は 春 日の 本元と いふ 河內の ヒ ラ ヲ 力に 住して ゐた。 大阪の 四： 大王 寺で は 今 も 

毎年 乎 斧始の 儀式が 行 はれて ゐる。 

豐臣 秀吉が 天下 を 取って 大に 成金 氣 分み 發展 せしめて、 大阪 城、 聚樂 城、 伏 見 城 等 を 造り 各 約 

ニケ 年で 工事み， 竣 つた。 之に 屬 する 諸侯の 邸宅 等 は實に 夥しい 者であった。 其爲 に海內 各地の 大社 

大寺其 他に 散在して ゐた 工匠 を徵 集した。 法隆 寺から 之に 應 じたの が 中 井 大和と 云った。 大阪の 
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天守 は此中 井が 造った。 法^ 寺に 今 も 中 井代々 から 奉納した 金燈 籠が 掛 つて ゐる。 德川 氏が 天下 

を 取って、 江戸 城の 大 改築が 始り、 諸侯 も 邸宅 を 江戸に 作る 時と なって、 豐臣 氏の 集めた 工匠 は、 

更に 江戸に 移り、 天守 はや はり 中 井 大和が 造る。 元 和の 日光の 最初の 社殿 も 同じく 中 井が 作る 0 

この 中 井の 子孫 は 後に 京都に 住して 榮 えて ゐた。 先年 御璽 を 刻した 中 井 敬 所 翁 はこの 中 井家の 1 

族の よしで ある。 かの 大 棟梁の 家々 も 大阪の 用 をつ とめた もの- f 由で ある。 

甲 莨 建 仁 寺 流 日光の 現存の 東照宮の 建物 を寬 永に 建てた の は、 甲良豐 後で ある。 其 始祖 は 

建 仁 寺の 榮西禪 師に從 つて 支那に 赴き、 かの 地に て 建築 を 研究して かへ り、 建 仁 寺の 創立、 東大 

寺の 再興 を も 勤めた。 子孫が 永く 之を傳 へる。 其 緣で之 を 建 仁 寺 流と 云 ふ。 世に 唐様と 稱 へる 作 

りかた はこの 時に 我 國に傳 はった よしで ある。 芝增上 寺の 現存の 山門、 上野の 東照宮 及び 五重塔、 

永 田 町の 日 枝 神社、 遠く は 信 濃の 善 光寺の 現存の 本堂な ど みなこの 甲 良の 家で 作った ので ある。 

文化の 武鑑に は 高 百 俵、 住宅 は 六 間 堀に あつたと ある。 幕末に は拜領 屋敷 は 祌田皆 川 町に あつ 

て、 住宅 は 外 神 田 佐久間 町に あり、 別に 新橋の 金 六 町に も 工場が あって、 そこで 增上 寺の 常 式の 

御用 を 勤めて ゐた。 明曆 大火 後に 巿 谷の 尾 州 家の 邸 等 を 造り、 其 爲に巿 谷に 別に 屋敷 を もら ふ。 

夫が 今 も 地名に 甲 良 町と して 存 して ゐ る。 > 


內 四天王 寺 流 甲 良 は 本國近 江、 藤 原 姓を稱 へる が、 平 內は忌 部 姓で 木 國は紀 州。 祌武 1K 

皇の檯 原宫の 殿舍を 作った 紀 伊の 忌 部の 家す ぢ である。 日本の 工匠と して は 2;^ も 古い 家で ある 0 

其 家に 傳 へた 技術 を 四天王 寺 流と いふ。 飛鳥 朝 時代に 三韓から 傳 はった こと を 學んで 永く 失 はな 

んだ ので ある。 世に 和 様と 稱 へる 手法 はこれ が 本と なった ので ある。 和 様 も 廒様も 江戸に 採用せ 

られ た。 

東京の 建築 大 棟梁 辻^ 飛 IT 石 丸定六 C 辻^ は 文化の 武鑑に 百 俊、 住宅 は 神 K 皆 m 町と し 

て ある。 石 丸 定六は 京 橋 新 肴 町と して ある。 各 建 仁 寺 流を傳 へて ゐた。 其 他に 小 普請 方の 大工 楝 

梁 七 家が 武鑑に みえて ゐる。 明治時代に 聞え てゐた 柏木 探 古 はこの 家筋の 人であった。 又. 

梁に 櫻 井 其 他 五家の 名が みえて るる。 

この 大 棟梁の 家 は、 歷代其 職 を 奉仕して 權カは 高かった が、 今の 請負師の 如く 大 富豪で は 無 か 

つた。 其 手下の ものにせい 汁 は 吸 はれた ものと みて よい。 但し 城. S の 殿舍門 樓の綺 n 其 他が- 个時 

に 整って ゐ たから、 事 急なる 場合に もこの 大 棟梁の 家に 就けば、 其 工事が 速に 運ぶ。 楝梁 として 

勤務に 事 を か 、ぬ だけの 準備 は、 多年の 經驗 から 蓄積 せられて ゐた。 故に 他が 之に 容易く 代る 事 

が出來 なかった。 比較的 安價に 工事 を 施す こと も出來 たので ある。 今の 事毎に 綺阖 から 新に 引い 
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て か i ると は異 つて ゐ た。 施工の 最初から 上棟 をす ませて 引渡す までの 順序 を かくべ きで あるが 

夫 は 後に 回して、 建築の 歷史の 事 を 云 はねば ならぬ。 

各種 建 の 標本 東京 及び この 近傍 は、 原來は 文化の 後れて ゐた 地方で あるから、 古 建築 は 

まづ存 して ゐな いとお も はれる。 ことに 市中 は屢 災害が 多かった 爲に殘 つて ゐ ない-。 

稀に 遺跡の 存 して ゐる もの、 或は 建設 は 新しくても 古代の 形式 を存 して ゐて、 ー應 標本と して 

說 明の 材料た る ものに は必 しも 事を缺 かぬ。 

古代の 住宅 日本人の 古代の 住宅 は、 如何なる 形で あつたか は、 今 頗る 明かで ない。 た^ 御 

一代に 一度 行 はれる 大嘗 祭の 神殿 は、 古代の 住宅に 似た もので あらう と 思 はれる。 大正に は京瓤 

にて 行 はれ、 明治 四 年 十一 月に は 東京 皇 城の 吹 上に て 行 はれて、 今 も 親しく 知って るる 人が ある。 

其 神殿と 云 ふ は 南向きで、 楝が 南北へ 通り、 南の 妻が 入口に なって ゐる。 屋內は 南北 ニ窒に 分れ 

北の. I 至に 神 座が ある。 神 座と いふ は 神様の ダシ ナル 所に 作って ある。 之が 古の 寢窒の 形と みえる。 

建物の 構造 をい へば、 屋根 は 切妻 造で 雨水 は 左右の ヒラ でお ちる。 柱の 配置 は 正面、 背面に 各 三 

本 づ\ で 柱 問 二 マに なって ゐ る。 側面 は 五 マに なって ゐる。 この 妻の 柱 マ は 偶數、 ヒラに 柱 マ は 

奇數 とい ふ 事 は 原則として 今に 廣く行 はれて ゐ る。 又 この 妻 を 入口と する が、 nj 本の 古風と み、 ス 


るが、 東京に は 土 藏に其 風が やはり 存 して ゐる。 土藏の 屋根 も 切妻で ある。 出雲大社、 住吉、 舂日 

みな 妻 入で ある。 

神明 造 大嘗 祭の 神殿に も 千木、 鏗魚 木が 上 ゆて ある。 神明 造の 神殿に も 之が 上 ゆて ある。 

九 段の 靖！： 神社の 本殿、 燒 けた 日 比 谷の 大神宮の 本殿な ど 共に 神明 造で ある。 但し 之 は ヒラが 正 

面に なって ゐる。 正面の 柱 間 三 マ、 側面 は 二 マで ある。 屋根 は 勿論 切まで ある。 大脊 祭の 神殿 は 

床が 低い が 神明 造 は 高い。 この 高い は 倉庫 建築の 形が 傅 はった ので あらう。 盜難を 防ぐ 爲に、 又 

鼠害 を 防ぐ 爲に 床の 高き を 必要と する。 神明 造の 本元 は 伊勢の 大神宮で あるが、 そこの 年貢の 榖 

物 を牧納 する 御稻の 御倉、 叉 寳物を 入れて 置く 東寶 殿、 西寶 殿み な 同じ 形で ある。 勢で は 礎石 

は 地中に 深く  1^1 め、 從て 柱の 根 も 地中に 裡 つて ゐる。 之で 風の 害 も 地震の 害 も 免れる 蓽 となって 

ゐる。 伊勢で は 屋根が 茅葺 となって ゐ るが 東京の は 防火の 爲 に銅葺 となって ゐる。 

校倉 (ァゼ クラ) 神殿の 事 を 俗に ホ コ ラと云 ふ。 ネコ ラ (秀 庫)、 床の高ぃ廊とー；ムふ^；：-味のゃ 

うで ある。 單に 庫と して 傳 はった もの は、 東京に は 博物館の 庭屮の 大般？ 右の 校倉が ある。 之は奈 

良から 近年 移した ものである。 下野の 足 利の 大日の 寺に も 鎌倉時代 額 田の 僧都 寬傳の 奉納の 宋版 

1 切經の 校倉が ある。 ァゼ とい ふ は 三角形の 木 を 組合せた 事で ある。 仙臺 から 昔羅 馬へ 使した 支 

東京の 昔  ！ S 


讀史隨 筆  ま 0 

倉 (ハシ クラ) の 姓 もこれ から 出た ので あらう。 日光 東照宮の 三 神 庫な ども 三角の 材で 組立て-！ 

ある。 近年 小石 川の 氷 川 神社に も 出来た C 校倉の 今傳 はって ゐるは 瓦葺が 多い。 兩下 (マヤ) 四 

注 (ァヅ マヤ 7 校倉の 屋根の 形 は 寄せ 楝 になって ゐて、 雨水が 四方に おちる。 之 を 古語に は 四 

注 造、 又ァヅ マヤと 云って ある。 祌明 造の 如く 雨水が 兩方 におち るの を兩下 造と も マヤと も 云つ 

て ある。 日本 建築の 屋根の 原形 はこの マヤと ァヅ マヤとの 二種の 外に は 出ない。 それに 廂を 加へ 

などして 種々 に變 化して くる。 |£< 京の 地に は 民家に もァヅ マ ャ 即ち 寄 楝の多 いのは 風害 を 免れん 

とする ので ある。 

入母屋 &3、 力 タヤ 上部 を マヤに して 下部に 庇 を 四方に 添へ て 四 注の 如くした のが、 入母屋 

造と 稱 へる ものである。 東京の 寺院の 殿堂 はこれ が 普通で ある。 上野の 東照宮の 神殿 もこれ で、 - 

民家の 住宅に も 之が ある，^ 玄關は 入母屋に して 妻 を 見せる が 常例と なって ゐる。 

兩下 造の ヒラ 入りに して 正面に のみ 庇 を 加へ て、 庇と 大屋 根と を 結合せ しめた S が 即ち 流れ 造 

である。 明治 神せ 3 の 本殿 は それで ある。 最も 優美な 形と 云 はれて ゐる。 

マ ャを 略して、 一 方に のみ 雨水のお ちる を、 古へ 力 タヤと 云った C 相撲の 語に 力 タヤと いふが 

今 も ある。 昔の 相撲 場に は 力士の 控 として 東西に 各 力 タヤ 造の 建物が 設けて あった 事が、 語に 


のみ 永く 淺っ たかと おも はれる。 

直線と 曲線 大甞嘗 の 神殿 も、 神明 造 も、 校倉 もみな 直線の 湊 合した ものである。 流れ 造り 

は 曲線に なって ゐる。 其 流れと いふ 語 は 曲線 を 意味した のか。 或は カタ 流れと いふ 語の 略された 

のか 明で ない。 流れ 造に も 其 原始的の もの は 直線で ある。 流れ造が板！^^でぁるものは今见るとこ 

ろ も 直線 をな して ゐる。 檜 ハダ 葺 なる は 曲線に なって るる。 春 日 造な ども 曲線が 加って ゐる。 大 

陸 建築の 風が 混じ、 乃至 材料の 相違から 曲線が 創った とみえる。 

大 高 善 兵 衞 

千 葉 縣山武 郡 大富村 富 田に 大 高と いふ 舊 家が あった。 代々 善兵衛 とい ふ 名 を通稱 にして、 千 俊 

以上の 牧人の 獲られる 田畑と、 四十 町歩 餘の 山林と を 所有し、 六 百餘年 前より 九十 九 里 地方で 屈 

指の 資産家と して 世に 聞え てるた。 

其 家の 裏山に は 周圍數 丈の 老松な どが 生 茂って ゐ て、 里人 は 之 を 善兵衛 森と 呼び、 漁船の 口 標 

となって ゐ たが、 近年 其樹を 伐った 爲に 崖が 崩れて、 木の 伐 株 も 押しな がされた。 其 中に 椎の古 

大高 善兵衞  IK1 


株に は 疊四帖 敷 ほどの もの もあって、 幾 百年 を經た 名木と 見えた。  .. 

其 家の 一 代 東 園と 號 した 善兵衛 は、 文事に 志が 篤く、 書 を 能くし、 折節 江戸へ 出て、 其 頃の 名 一 

家に も 知 あ ひが 多く、 交際が 廣 かった ので， 江戸から 遙々 訪ねて 遊びに 來る人 も 常に 絶えな かつ 一 

たが、 畫家 では、 文晁、 靄 崖、 雲 南な ど、 書家で は 平林淳 信な ど、 又和學 では 平 田 篤 胤な ども 長 i 

い 間 其 家に 寄寓して ゐ たこと もあった。  ： 

かやう に 東 園の 善 兵 衛は廣 い 交り をして、 種々 益 を 得た 事が 多く、 並々 の 百姓の 富豪と は 心の！ 

おきかた も 違って ゐて、 道路 を 開いたり、 堤防 を 築いたり、 水路 を 通じたり して、 公共の 事業に" 

カを盡 したから、 世の中から も 尊敬 せられて、 福 も あり、 德も ある 感、 しな 人と 立てられて ゐた。 一 

is^ 園の 長子で、 家を繼 いだ 善 兵衛は 幼名 を 保藏と 云った が、 これ も 親に 劣らぬ 志 を 持って るて， 

隣村の 睦岡 村の 垣 谷 蕨 蘭 翁と 云 つ た 人の 門に 入 つ て 敎育を 受けた。  ， 

其 頃まで この 地方に は、 甚 宜しくない 風習が 行 はれて、 子供 を 三人 以上 は 育てぬ とい ふ 事に なつ „ 

てゐ た。 資産が あって 衣食に 困らぬ もので も 三人 以上に なれば 嬰兒を 押し 殺したり、 墮胎 などす 

る 事に なって ゐた。 夫を官 から は 厘 戒められ、 禁じられ たが、 久しい 間の 惡 弊で 容易に 止まな か 

つた。 保藏の 善兵衛 はこの 事 を 深く 心配して、 かやうな 不幸な こと、 無慈悲な ことが 全くな くな 一 


る やうに と カを盡 した 上に、 遂に  . 

困窮に して 子供が 多く、 育て 難く 寄る ベな き孤兒 あらば、 それ を 我に 與 へよ。 養育し 

て 一 人前の 農民と なすべし。 

とい ふ 標札 を 書いて 世に 知らせた。 

長い間の 惡 風と は 云 ふ もの X、 流石に 親の 心と して 子 一 ゲふ权 す を 善い とも しいと も m わって ゐる 

ので は 決して 無い ので、 この 善 兵衛の 廣吿を 見て、 子供 をた のみに 來る ものが 次第に 多くな つて、 

程なく 三十 餘人 にもな つた。 善兵衛 は、 乳母 を 雇って 育てさせる ことにし たが、 自分 一人の 力お 

けで は、 とても 手が 届かぬ から、 わざ， <\ -江戶 に 出て、 幕府の 領地の 支配 をして ふる 勘定 奉行の 

役所 へ 願って、 この 惡弊を 全く 止めさせる やうに した いとい ふこと を 申し あけた。 

併し 其 頃 は、 開港 鎖 港、 尊王攘夷 などの 議論が 盛で、 國家 多事の 時で もあった から、 折角 fji 兵 

衛の申 上げた こと も、 善い 事で は あるが、 取り上げられなかった。 

そこで 善 兵 衛は签 しく 國 元へ 歸 つたが、 なほ 其 志 を 捨てす、 自分 一人の 力 を 以てな りと も 救へ 

る だけ は 救って 見たい と考 へて、 段々 骨折った が、 思 ふやう にも 行きと にき 兼ねて、 共 爲に 一 方 

ならぬ 難儀 を もした。 
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其 後、 明治 御 維新に なって、 木 更津縣 とい ふ を 置かれて、 其の 地方 を 治められ たが、 縣廳に 於 

て もこの 事に 鼠が ついて、 資金 を 募って、. 之を實 行せられ たにつ いて、 善 兵 衛は其 資金の 中へ 二： 

百 五十 圓を 献納した。 只今で は 二百 五十 圓と いふ は、 多い 金と は 思 はれぬ が、 其 時代で は 世に 評 

判せられ たこと であった。  一 

明治 六 年に 木 更津縣 令 柴原和 氏 は、 善 兵衛を 縣廳に 招き、 其 多年の 善行 美事 を 賞し、 褒狀 に、 . 

銀 一  組と 白 絹 一 疋 とも 副へ て 保藏と 善兵衛 とに 贈られた。 其 頃の 鴻懦 安井 息 軒 は、 これらの 行 一 

事 を 文に 記して、 其 功績 を 後世に 傳 へる ことにせられた。 

叉 善兵衛 は、 自ら 資金 を 投じて、 區內の 原野 若干 町 を も 開墾し、 或は 備荒 蓄積の 事な どに も 力 

を盡 した。  - 

隣村 睦岡村 戶田區 と、 善兵衛 の區內 との 共同 草 生地が あって、 從來 樹木 は植 ゑて はならぬ 事 にー 

なって ゐ たが、 其 ま V にしておく は、 雙 方の 不利 ハ 化で ある こと を 申 論し、 善 兵 衛が發 起 人と なつ 一 

て、 明治 十三 年から 松 苗 五 千 本 を植ゑ 立てたら、 よく 生 ひ 茂って 生長した" それ を 三十 二 年に 伐！ 

り 採り、 賣り拂 ひ、 其 代金 を 以て 村內 用の 惡水堰 修繕費 其 他に 利用した" 其 他 地方の 公益の 爲に 

心 をつ くした こと は、 一通りで はなかった。  一 


明治 二十 六 年 三月に 善 兵衛は 七十 三 歳 を 一 期と して 安らかに なくなつ たが、 其 志と 其 遗業は 長 

く傳 つて ゐる。 叉 其 實弟平 山 仁 兵衛も 兄の 善行に 感じて、 同じく 棄子 を 養育したり、 非人 乞 〈：5{ を 

救濟 したりな どした。 誰も かやうな ことに 氣 がっかぬ ではない が、 自ら 貨財 を 投じて 夫を實 行す 

ると いふ は、 致しが たいこと である もの を、 善兵衛 はよ くそれ までに 致した ので ある。 

大 高保藏 

大 高 善 兵 衛 

其方 共 儀 房 總間從 來墮胎 洗兒之 惡弊ヲ 慨歎 シ 一 家 之 力 ヲ以テ 許 多 之 棄兒ヲ 保育 候 上廣ク 國內育 

兒之 方法 ヲ案シ 再三 舊 幕府 江 及 懇願 其 他 貧民 赤子 M 種痘 ヲ施シ 之 カ爲メ 夥多 之 资財ヲ 竭シ候 末 

今般 當縣 一一 於テ 育兒 方法 相設候 一一 付家庶 之衰 シ ヲ 不顧 衣食 ヲ 節約 シ 爲育兒 资本金 蕃兵衛 ハ 成 

五十 圓保藏 ハ^ー 一  五十 圓差 出シ且 近傍 諸 村 ヲ鈹舞 シ育兒 方實地 施行 之 場合 一一 至候憐 奇特 之 幕-一 

候 依之爲 褒賞 善兵衞 へ 三組 銀盃 一保 藏へ御 緒 一 匹 被 下 之 

明治 六 年 二月 廿 八日 
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—テ だ 

賴 山陽 夫人の 手紙 

頼 山陽の 夫人の 名 は 「りえ」 と 云って、 字 は 梨 枝と も 梨 影な どと も 書いて ある。 山陽の 母 は、 

「しづ」 と 云って、 梅 驄と號 した。 この 母に 育てられ この 夫人に 助けられて、 山陽 は 犬なる 業 を 


なした のであった。 夫人 は 普通に は 小石 元瑞の 女と 傳 へて ゐ るが、 實は近 江の 生れで 小石 氏の 養 

女と なって、 頼 家に 嫁した のであった。 山陽 は 初め 廣岛に 居た 時、 寛 政 十一 年 二月、 同藩 御園^ 

英の女 「じゅん」 と 結婚し、 都 具 雄、 後に 聿 庵と 云った 長 ER も 生れた が、 山陽が 國 元を脫 走した 

ことな どの 爲に 不緣 となった。 次の 手紙の 中に、 「江戸.. つめ 賴餘 一、 子どもの 實の 兄」 と 云って あ 

るの は、 即ち この 都 具雄聿 庵の ことで ある。 後 文化 八 年、 京都に 上って 住居す る こと- - なった が 

なほ 獨 身であった。 同 十二 年の 秋、 かねて 親しくして 居た 小石 元瑞の 家に つとめて ゐた梨 枝 を 小 

右 氏の 養女と して、 娶 つたので ある。 山陽 は 三十 六 歳、 梨 枝 は 十九 歳であった。 先に 山陽 は、 脫 

定 して 捕 へられ， 永く 座敷牢に 入れられて ゐ たこと があった。 その 中で 筆硯に 親しむ こと を 許さ 

れて 書き はじめた のが、 日本 外史の 初 稿であった。 京へ 上って から 遂に 之 を 補修して、 脫 稿した 

のが 文政 九 年 十二月であった。 その 時、 山陽 は 四十 七 歳であった。 その後 六ケ 年を經 て、 天 保 三 

年 八月 二十 三日の 夕方、 山陽 は 肺病で なくなった。 年 五十 三。 

次の 手紙 は、 その もりに 婦人が 仙臺の 癭田權 太夫へ 贈った ので ある。 權 太夫 は、 京都の 仙臺邸 

に 勤めて 居て、 山陽と 睦 じかった 人で ある。 この 手紙 は、 如何にも 梨 枝 夫人の 誠心が こもって る 

て、 その をり の 情が よく あら はれて ゐる。 その 文中の 後藤 俊 藏は松 陰と 號 した 人で、 子孫 は 今に 

II、 山陽 夫人の 手紙  S 
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：大 阪に榮 えてる る。 福 井、 新 宫は醫 者で、 之 も 京都に 子孫が 繁昌して 居る。 『主人た くわへ にて 取 

つ. き」 と ある は、 山陽 も 京都へ 來 てから は、 貯 財に 餘 念な く、 この 不幸の をり にも 備 中の 小 野 

泉藏 方に は百兩 預けて あって、 其 利子 を六兩 送って 來た ことがある。 この 時代の 百兩は 今の 萬 金 

にも あたる ので ある。 山陽 自身が 病身で もあった し、 又 他に 仕へ すに 獨立 生活して ゐた爲 に、 よ 

く 心 を 致して、 家族の 爲 にした ので あらう。 「粉々 たる 帳簿、 婦ノ； M に當 る」 と 山陽の 詩に も ある 

通り、 梨 枝 夫人が 家政に 行き届いて 居た ことが 察 しられる。 「問 はや 計餘、 幾許 をか餘 す」 と ある 

如く、 主人と して 山陽の 監督 も 厳密であった の を、 詩に はわ ざと 「問 はや」 と 云った ので あらう。. 

「お ぢ」 と ある は 頼 杏平の ことで ある。 「右 主人ち ょ述 うつしに せき 五郎と 申 人。」 ちょ 述は今 世 

に 行 はれて ゐる 日本 政 記の ことで ある。 せき 五郞は 門人 關藤 蔭の ことで ある。 備中 吉濱の 人で あ 

る。 政 記 は 山陽 死去の 時、 なほ 完成して ゐ なかった の を、 この 藤 蔭が 骨折って 脫稿 ざせ たので あ 

る。 牧善助 は 門人、 美 濃の 人、 牧百 峰の ことで ある。 後に 叉 ニ郞， 三 木三郞 兄弟 を敎 育す るに 就 

て、 後藤 松 陰な ど i 共に カを盡 した 人で ある。 梨 枝 夫人が 貞節 を 守って、 子供 を敎 育して ゐるこ 

とが 肖ら 世に 聞え て、 弘化 三年 五月 廿 七日、 京都 町奉行 伊奈 遠 江 守から 褒められた ことがある。 

山陽に 後れる こと 廿四年 目、 安政 二 年 九月 十七 日に 年 五十 九で、 梨 枝 夫人 はなくな り、 東 山長樂 


寺の 山陽の 墓の ならびに 葬る。 後藤 松 陰が その 碑文 を 撰して ゐる。 山陽の 子、 聿庵は の顿家 

をつ ぎ、 又： 郞支峰 は 京都の 家 をつ ぎ、 共に 今に 榮 えて ゐる。 三 木三郞 は、 江戸へ 下って ゆ 問 を 

し、 勤王家と して 人に 知られて るた が、 安政 七 年 十月 七日、 井伊 大老のと きに 罪せられて、 年 三 

十五で 死刑に 處 せられた。 それから 八 年 目に 幕府 は 亡び、 三 木 三 郞の遗 骸は長 州 藩、 山尾應 三に 

よって 改 難せられ た。 山陽 も 三 木 三郞も 後に 贈位 せられて、 その 勳功を 賞せられ た。 京の 顿{氽 に 

假名で 山陽の 講義 を^ 記した ものが 多く ある。 之 は、 梨 枝 夫人が 講義の たび 毎に、 物 かげで 聽ぃ 

てるて 维 記して 遣した ので ある。 この 手紙に も ある 如く、 鬼の やうに なって 子供 を敎 育した はに 

子孫 をして 名 を 成し、 家 をう しな はしめ なかった ので ある。 山陽の 生前に も、 死後に も、 梨 枝 夫 

人の 德の及 ほした 力の 犬なる ものであった ことが 察 しられる。 今更い ふまで もない 事ながら、 日 

本 外史の 立派に 出來 上った の は、 この 夫人の 內 助の 功と 云って よから う。 次の 手紙に よく その 人 

となりが あら はれて ゐ る。 

十お サ五ヨ 出御 狀、 一昨日 廿 六日 牧善助 ぶリ屆 け 參候。 早速ひらきはぃし上^^:?^。 まづく 其^ 

つ 御 地 御 まし、 御 機 げんよう おわし まし 候 段、 御めでぉく存上*,^1^ 0 奴此元 主人 事、 こま/^ 御 

-i^ づれ被 下お ぼしめ しの ほど、 翁べ 存候。 主人 こと も、 六月 十二 日より とけつ (吐血) 誠 に くいさ さか 
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なる 事に て、 いつ-、 う 氣分も かわり 不申候 得 ども、 何分 新宫 (凉 庭) 小石 (元 瑞) とも はいけ つ (肺. 5 にて、 

ひっしの 症と 申されお どろき 入り 候 0 五六 日 ほどいた，' 候ても、 氣 分す 、 , しも かわ： r 不申、 十 二日よ リ、 

しょくじ は 白 かゆの み、 御酒 は 1 つもれべ 不申、 よう？ しょう きびしく 致し、 其 內ちふ 述の物 ども、 v々 

に 手 わけ 致 候て うつさせ、 いるく と左樣 S 世話い；： し 候。 通 鶴 はも はや 出來 あがり、 昨年： ろより 心 

つも リのぜ いき (日本 政， 記) と 申ち ょ述, ^^候つ もりに て、 夫 を 塾 中に 入られ 候 人に うつさせ、 や はリ日 

々つくえに かか リ少 しづ、 本 見たり、 すこし づゝ 文事かん がえ、 し.， *  くじ もお いしくい つ，、 うよろ し 

きあんば いに て、 十二 日、、 ろぶ り卄 日： ろまで は、 ち 出、 其 後 はお さま リ、 まづ それき リと悅 び 候 

所、 七月 廿 五日、 又々 はじめより 大に 出、 誠にく おどる き、 どういれ し 4： 物 かと 存じ 候へ ども、 大病 

に 候へ ども、 何 かに 心 もつ さ、 私に はたし かに 存 居られ、 又 五. K 日 LL て 血お さまり 候 所、 七月 廿 八日： 

るよ リ當地 あっさた へがた く、 となり ざしき 一 借リ、 うちより ゆき ゝ致、 ひめ； じ (姬 路ン 、可 合よ リ かい 

ほうに I 人 上京、 三十日 ほど、 とうりう いたし もら ひ、 右 座し きに て 又 八月 十八 日大 にいで、 廿ニ 三日 

又 出、 是 にて 誠-, I つかれ 出、 身 も，. * わり 候へ ども、 やはり 氣分 は少も かわり 不申、 夫ぶ り乜 きがつき、 

夜分 もろく に ふしが たく 候へ ども、 さしてなん； V 、はなく 候 。日々 しょく、、 のみ 申され 候 ども、 い JJ つ 

て^ぶる しく、 小石 又 福 井、 新宫、 不明) 九月 三 Hfs リす 敷 內へ歸 られ、 やはり 時々 つくえに かゝ り、 

時 々せなか さすり、 塾 中 三人 にん 手 かわり、 一 人づゝ 夫-し 私 か いほうし くじ、 くすり 一 度 も 人手に か 

け不申 力 月 十日より お 丸に か、 リ、 十六 日、 、、れ 、..<  りさつば りと、 と、、 にっき、 兩 べし ミも其 まゝ， * 


て 取 由 候。 誠 LK- 氣 分か わりな く、 し fs もつ の はなしん、 人が ぜ 2 と 申.^ ちれ 候 0 廿 三日、 朝より 何 か 

私 むれ LL  、、れ へて、 めとの、、 と 申され、 とんと く此ま ゝ此家 LL て 住み、 此家 此方へ もとめ、 地代 拂ひ 

候 やう、 子ども 又 ニ郞十 歳、 一二 木 三郎八 歳、 三 鼓む すめ、 私と もに- 是 迄のと ぅリ 何も かわりなく、 子 

ども そ； U て、 子ども 內に置 候 得ば、 やくにた ゝす とな リ候 ゆへ、 はん (飯、 料 出し 候ても、 外 へ^し、 京 

にて、 二 家、！ g をた て 候 かたのしみ にいれ すべく と ゆいごん 有リ。 此分も 口お f  く 候へ ども、 とて）， 

ぶく は出來 がた く 串され、 誠につ らい 事に て、 母に ささ 立！^ 事、 不幸 W 度々 申され 候。 しかし、 是も呼 

びよ 乜、 なぐさみん すまし、 それ おも ひ 候へば、 ま：；，： し J*>J 申され 候。 どうぞ/. \ 'と存 候て、 くすり 

かす S め、 いる/. ^、こいたし 候へ ども、 1 つもき ゝ不 申、 誠-」 の、、 リ おしく 存候リ 

サ 三日に も、 くれ 六 まへまで も、 はなしい たさ.，、 さしてく ろう もな し 誠に^. \ らくなる リん 終-」 て、 

私に も、 いっかう 事 絕ぇ候 事と 存不申 、むれ..^ おさへ て (不明) 候へば、 其 ま-^ LL 眠られ、 】 寸前まで 物 

申 居られ 候。 此度 誠にく 大病と は 存候得 ども、 どうぞ 致 候 中 Li は 又ぶ るし く  7」 存 候處、 右の 次第 にて 

唯々 ゆめの やうに のみお も はれ、 今にが てん 參リ不 申、 奴々 おこさ こと.^ 致、 今 十 年 せめていて くれり 

れ 候へば、 供 も、 又 子供ら も、 め 口つ き (不明) なかく 今やと 死なれ 候 事と は、 つゆお も はす、 何 

につけて いたくし く 存^ oio なげき 候ても、 いたし 方な く、 いま ざしきに、 神主 まつ リ lii、 百ケ 

日 迄 日々 そな へ 物 せめてと 存、 夕方 いれみ (伊丹) 酒 そな へ 申 候 0 こうぶつの さかな、 く はしと も そな へ 候。 

到らい 物 はな ほそな へ 申 候。 まづく 今迄の ごとくに 存、 何も 其 心に て、 ？め、 ！ i 元へ ゆかれ、 留守 
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中と 存 i5 候リ いるく の 事、 存出 候へば、 むれ ふさがり、 口お しくい まくし くな リ、 はらが 4^ ち 3^ 

て、 どうも ，，/\\、 いふ LL いはれ ず、 のこりおしく なり 候 0 今迄の ごとくに、 供へ 物 も 病中に たべさ 4,,^<、.5. 

にて、 いたし 居候。 まづく あと も、 生 人より 可な りに いたしお き くれられ、 又 ニ^が く 間 致 候て 取つ 

き 候まで は、 此所 にて、 わたくし、 むすめ、 下女 も 主.， 病中 三人 をり 候へ ども、 うば 事、 此 ほど- S め 

人 致 十三 年つ マ」 め 候 下女と しま 一 人に、 小 女 I 人、 是は來 春 迄、 ミ.， ，」 ま はいつ まで ま 人に も尋 もリか 

いごる し！. i いれし 候 物 にて、 是 迄の 通り やはり、 三本 木 丸 屋町賴 又ニ郎 遊して 相 か はらす 御狀 下さ 

れ度 誠-, i/\ 私事 さぶ しくく らし^ oio おなじみの ぶしみ に 相 か はらす、 御狀乂 ニ郎へ 御つ か はし 

下され 度、 願 上 候 。又 二 郎は牧 善 助 方へ 遣し 申 候 0 三 木 三 郞外は 玉 三^. と 申 方へ、 病中 遣.，， g 候へ ども、 

さぶ しくと りかへ I 候 。今 ほど 塾屮 一人、 右 主人ち ょ述 うつし 候。 せき 五郎と 申 人、 めいわくが リ、 ち 

つと も 外に 出？ - 候て、 つし 候 事 出來ぬ 物に. て 、むり LL 賴、 いさ (政-記) うつし 居、 いづれ はやく 版」 い 

たこ 候、 主人む 子どもの 家 德と申 いられ 候 0 江戶づ め賴餘 一、 子ども、 實の兄 に て、 來 春-、 うたいに て 

まち 入存候 。しんせつに、 書狀參 りうれ しく，^^;^ >/l^o 何かと 取： み、 心 はいの 中に、 又 三 歳の むすめ、 

霜月 i: 日- 6 り、 ほうそう 殊にむ づ かしく、 すでに： う- 大心ば いいたし 候へ ども、 ふうふう としの ざ、 

私少も はなれが たく、 去リ なが-り、 御 こん もじの 御 人 さま ゆへ、 あとの 所 も 御 もんじ 下され 候と 存、 御 

返事 上 候 かしく 

後 霜月 卄 八日  賴又 ニ耶母 r* リ 


さくら ：；，^ さ ま  - 

御お も "しさ ま 人々 

なほ f 先便に、 つうお、 (通 議) 下し 申 候。 主人 每々 さくら 田へ つう ャヽ うつし 候て 逍し 候-，、 中 いら 

れ 候。 は、 事 御 たづれ 下され、 誠-いくお も ひわけ よるし く、 私へ も；.！. しかな 文 度々 參リ、 安心い 4^ し 

候 0 私しめ づ らしき 事な く、 よの 中 有が ちの 事 ゆへ、 鬼の やうに なり、 子供 そだて 候 やう. &- 、され 候。 

なほ）， \ おひく に 寒さつ くお わし まし 候 間、 ずいぶん— 御い とひ 御用 心 遊， はし、 誠に 此^ 主人 いら 

れ候 節、 病中.；^ えす 人出 入お ほく 候へ 共、 誠に 口々 さぶ しく 暗し ^0丄0  V- ん ぞく 子ども 二人とも 可 

なりの 人 に なリ候 やうと、 是 のみ せめてた のしみ、 子ども 等ぐ わん ビ なく、 喪中に て-.. - おと、 い (兄弟〕 

せリぁ ひ、 夫 は あう せなる 物に て、 喪中 日々 二人 づれ にて、 はか 參 りいた し 候。 西 寺に 候へ ども、 

つれ/^ 山 このみ 候 故、 此度東 山ち やうら く 寺 山へ 地 もとめ ほうむり いたし 候 G ぃま：；：ゎたくしは^^ 

W 不申候 へ 共 山地い： ふよろ しき 所ミ、 日々 子ども 歸 リズ はなし 申 候。 山の 上- J- て此 もと 三本 木 もみな 

く 見,^ るし 候 事、 誠に あん 外なる 事に て、 奴々.；^ ん そくいお し 候。 國元 母よりも 申參 り、 つれ/ぐ 病 

氣 なくても 病. Ef^ ゆへ 國 元お；！ > さ まも 申な され、 ォ氣り ある 物 は、 とて！. -長 いき は 出來 ず、 五十 11! までが 

せいぜいと 申され 候。 殘リ候 物 は、 誠にお しき 事、 いたし 方な く候リ お. ちぶり、 國 元へ みな- 子供つ 
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れて 下リ候 やうと 申 參リ、 母 も 同 やう 申、、 し 候へ 共、 主人 京に てく らし 候 やう 申 置 候。 子ども 學 問いれ 

し 候て、 そどくの 先生 どもいた し 候まで、 ほそん \Li 主人た くわへ にて、 取つ 1- き、 賴ニ けんたて 候つ 

もリ にて、 ミ かうな き 事ながら、 私 氣ばリ いれ 申 候。 くれ-^ も 子供 ども 御 ひきたて 下され 候 やうた の 

み 上 候 J 兎角 こん もじ に なリ候 御主人 にんくと もり 候ても、 じついな く、 けいはくお ほき 物に て、 主 

人 一ばん のでし、 大阪 にて みゼ 出し 後藤 ぽ藏と 申 人に 御座 候。 此人 病中に も 度々 見え 詩文に 主人 も ゆる 

し 候 ほど 出來、 誠-.: 才氣な 人-」 て 人. で h もよ ろしく、 此家 大事に いたし くれ 候。 なほく 主人 印..^、 其 

内に は、 みなく ふういんん、 して、 壹本づ 、ゆい もつ にいた し 候 間、 又もとの 便-」 もげ 申 候。 此度此 状 

はや はリ牧 rs リと け參 り、 又 返事 牧申 遣し 申 候。 先日の つう 議、 御 ゆい もつ に 上 候。 それに 御 やさし 

きれ -<リ にいれ し 候。 とく  LL 相と ^1 き 候 事と 存 候。 ど ふぞく 主人 大いにわん じ、 ほれ おられ 候 事 ゆへ 

ちぶ 述り もの 御らん 下され 候て、 主人に おめ ひ ぉぽ しめして 可 被 下 侯。 誠に なくなられ 候： 兩 三日 まへ 

もし はし に て ふ しられ 候へば 文.^ 人-しき ろく  4* いたし 候と 申 おられ 候。 誠 Li  くいれ くしく 候事此 i 

く 出. 1^ 樣 のみ-」 て、 さてく 存 出し 候へ 共、 日々 にさぶ しく、 あけくれ おも ひ 出し 候へ ども、 今からの 

所-」 ての、、 リ おしく 侯 事、 御 さっし 可 被 下 候。 

(「なほ ）（\ おひぐ に 寒さつ よ くお わし まし 候 間」 から 後 は、 原文 Li は、 よく ある や、？」、 手紙の 最 

初の 部分に 一 行お きに 書き いれても る 0) (大正 九 年 八月、 婦人 畫報) 


音 羽の 護！： 寺 は、 德川 五代 將軍 綱吉 公の 祈願の 事に よって 創立 せられた 寺で、 今年 五月に 其 第 

三世 快 意 大僧正の 二百 年忌の 盛儀が 行 はれた。 此寺 及び 護持 院に ついては、 世に 種々 な 問 题も傳 

はって ゐる専 故、 余が 聞き及んで ゐる 二三の 事 を、 此の 序に こ \ に 書かう とお も ふ， - その 山來す 

ろ處を 遡れば、 二 代 三代の 時に も 及び、 德川 氏の 一般の 政策 を かへ りみ ると、 遠く 小 牧合戰 にも 

關 係して ゐる。 護國 寺が 突然と して 元祿 期に あら はれた ので は 無い。 


天 和 一 一 壬 戌年 4.- 一  月 吉祥 日 

奉 獻上觀 昔 寶前燈 籠 一 基 

從 W 位下 備後守 源 姓 牧野 氏 成贞 


護^寺 表門の 內 

四角形 石造 燈籠 

の.^ *  ：；某；同斷 


一 Ig 曰 堂の 創建 この 一 1 基の 石燈籠 は、 音 羽の 地に 觀音 堂が 始めて 立てられて 供養が 行 はれた 
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讀史隨 筆  一 K 六 

時の しるしで ある。 其 時の 本堂 は、 今門內 坂の 半なる 東側に、 西 向に 立てられ たる 寶 形造の 堂が、 

夫れ に當 る。 今の 本堂が 出来て 後に、 こ- -に 移して 大師 堂と したので ある。 牧野 成 貞は、 五代 將 

軍の 近臣で 信用の あった 人" 此 堂の 棟 札に よると、 工事の 監督 をして ゐる。 造營の 奉行 は、 小菅 

猪 右衛門 正武。 土 匠 は 溝 口 九兵衞 尉時紀 である。 

延寳八 年に 綱吉 公が、 兄 家 綱 公の 後 を 承け て將 軍と なって， 其 翌年 天 和 元年の 二月 七日に、 か 

ねて 歸 依せられ てゐ たト. 野 闽碓氷 八幡宮の 別當 大聖 護國 寺の 亮賢 を江戶 城に 召して、. 高 田の 藥園 

の 地 を 賜 はり、 寺 を 建立すべき 由 を 命ぜられる。 さて、 五月 廿 八日に 寺 領三百 石 を 寄せられ、 京 

の 仁 和 寺の 直 末寺と し院 家と 云 ふ 格式 を 命ぜら る。 翌廿 九日に 亮賢は 登城し 十帖 一 卷を捧 ゆて 領 

地 等の 事 を 謝し 奉る。 十帖 1 卷は紙 十帖と 織物 一 まきの 事で、 其 頃の 献上 物の 一 種の 形式で ある 0 

七月に 至り、 京の 仁 和 寺から は 使 を 江戸へ 下し、 太刀 目錄、 御 窒燒の 茶碗、 花瓶、 硯 屏を献 ゆて、 

護國 寺の 事 を 謝せられる。 九月 十一 日、 先に 江戶 城の 二の丸の 御 駿造營 に. つき、 其 安鎭の 修法 を. 

行 ひし ことにつ き、 亮賢は 銀 三十 枚と 時 服 三つと を 賜 はる。 

護國寺 正面 石段の 上、 六角形 唐 銅の 燈 籠に は 「天 和 一 一 年 壬 虎年 十二月 吉祥 日」 の銘 と、 下に は 「奥 

津兵 左衞門 藤原宗 賢、 本庄太 郞兵衞 藤原宗 俊、 大澤左 兵 衞藤原 基哲、 同！^ 三 郞籐原 基 濃、 佐野彥 


九 郞藤原 勝 由、 同 助 十 郞藤原 茂赋、 進 藤 新 五郎 藤 原義 雪、 六角 孫 九郞藤 原廣： m」 の 名が 列記して 

ある。 これら は 五代 將 軍の 母 桂 昌院の 親戚に あたる 人々 で、 綱吉 がな ほ 館 林の 藩邸に ゐ たころ か 

ら仕 へて をり、 後々 所領 を も 次第に 加 へられ、 官位 を 進められる。 其 中 宗俊は 名を资 俊と 改め、 

今の 本. m 子爵の 先代に あたり、 桂 昌院の 御 里方になる 家で ある。 


奉 寄進 銅燈籠 

觀音寳 前 從五 位下 本 住 因幡 守 藤 原 朝臣 宗資 

奉爲 御 祈禱也 

貞享贰 M 年初 夏 吉祥 日 


これ は 石段の 上、 g: の 方に ある 0 

t 一  銅 11- 六角形で 前の 天 和 二 年 十二 

月のと 1 對に なって ねて、 屋根の 

上に、 本庄 家の 紋所、 九タ H 結の 

紋が ついて ねる。  ， 


桂昌院 の參詣 天 和 二 年に 堂が はじめて 出来て、 同 三年、 貞享 元年と 間ニケ 年を經 て、 負 享 

二 年に 桂昌院 が參詣 になる T 四月 十日 枝昌院 殿、 高 田の 大聖 護國 寺に 詣 でた まひ、 御 かへ りに 小 

石 川の 離 第 (今の 植物園の 地の 御殿) に 休ら ひ 給 ふ。 戶田 山城 守 忠昌、 牧野 備前 守成 貞、 並びに 

留守居、 目附 歩行 頭 等 供奉し、 また 留守居 內藤出 羽 守 正方 はじめ * 目附、 歩行 頭 i: 先に まかる。 
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また 歩行 五 隊は御 道 を かため、 三隊は 郊外 を 警衛す。 御所 (綱 吉) より 御 側 朽木和 泉 守 切 綱 P 使 

して、 杉 重 二 組、 鮮鯛を ま ゐらせ 給 ふ」 と御實 記に ある。 この 時の 記念に この 銅 燈籠は 立てられ 

た。 本 庄宗資 は、 桂 昌院の 弟で、 前の 宗 俊の 父に あたる。 

奉 寄進 石燈籠 兩基 

觀音 寶前 

元祿三 f 年 九月 吉日 前 美 作 國主從 四 品 下行 伯 耆守源 朝臣 森長武 

元祿 三年 九月 廿 五日に 桂昌院 また 護國 寺に 參詣。 この 六角 1 一基の 石 燈籠は 其 時の 紀念 では ある 

が、 何故に 森 氏から 奉納に なった とい ふ 事 は 明かで ない。 續 藩翰譜 によるに、 長武は 長繼の 三男 

で、 延賨ニ 年に 兄 忠繼が 死去の 後に 家 をつ いで、 美 作を領 し、 從四 位下と なり、 貞享 三年 五月 二 

十七 日に 兄の 子 長 成に 家 をゅづ り、 家の 領地 十八 萬 石の 中から 二 萬 石 を 分けて、 己の 領 とする こ 

と を 許され、 別に 一家 をな した。 これらの 事に 關 係した 意味に て 奉納した ので あらう。 元 綠九年 

に長武 死去して 子が 無かった 故に、 其 家 は 絶え、 同 十 年に は 本家の 方 も 故あって 所領 を 削られる？ 


表門の 內、 北の 石段 

下、 六 角 形 石 燈ニ基 

同銘 


この 十月 廿 五日の 桂昌院 の參詣 は、 御實 記に も 見えて、 戸田山 城 守 忠：： 〕、 牧野 倫 前 守成 irf はじ 

め 供奉し、 御 側 曾 我 周 防 守 助與御 使して、 檜 重 やま ゐら せら たこと が 云って ある。 


元 祿四辛 未年 八月 吉祥 日 

奉 寄進 一 切經堂 寳前燈 籠 一 基 

六角 越 前 守 藤 原 朝臣 廣治 


西の方 柬". g の 一 切 Si 

蔵の 前 二 基の e:  J?: 形 

石造、 銘はニ 基 同じ 0 


この 六角 廣治 は、 高 家に て 母 も 妻 も本庄 氏で 桂 昌院と 最も 親しき^がら である ゆ ゑ、 この 四 年 

八月 H 日に 三の 丸 即ち 桂 昌院の 事 を專ら 承るべき よしを 命ぜられた。 其の 紀 念の もので あらう。 

この 四 年の 八月 十三 日に も 桂 昌院の 護國寺 參詣が あり、 序に 高 田 八幡 宫 へ も 參詣。 土 屋相投 守 政 

直- 牧野 備後 守成 貞等 例の 如く 供奉し、 i: 側 曾 我 周 防 守 助 興 を 使と して 检重を 進ら せられた。 

元 祿七年 十月 十八 日、 將 軍綱吉 公、 桂昌院 共に 參詣。 このと き寺領 三百 石 を 加 へられて、 都合 

六 石と なる。 別に 銀 百 枚、 昆布 一 箱 を、 衆 僧に は 銀 五十 枚 を 賜 はる。 桂昌院 より は、 錦 kE 把 门比 

布 一 箱 を 下さる。 知 足 院の隆 光へ は 特に 銀 百 枚 時 服 三つ を、 桂昌院 より は 銀 三枚、 綿 十 把 を。 
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喬朝 は、 j に喬 知- W して ある 

ミ同じ 人で、 日光の 東照^の 

造營 奉行.^ 勤めた 泰 朝の 孫 11 

あたる。 椎名 伊豫 は 日光 東 照 

営の 唐 銅： 寶塔. ^鑄た 兵 庫の 

1 族で もら 、つ。 


觀 一昔 堂 建立 供養 現存の 觀音 堂が、 この 年に 建立 成就した ので、 喬朝は 其造營 奉行であった，^ 

御實 記に、 この 元 祿十年 二月 十五 日に、 護持 院護國 寺の 新堂營 造の 命の あった こと を 記し、 且つ 

相 馬 彈正少 弼昌胤 は護國 寺に 人夫 を 出し、 仙 石 越 前 守 政 明 は 護持 院に 人夫 出す ベ きょし 命ぜられ 

た。 この 時の 護持 院の 地は祌 田の 一 ッ撟 外で、 今 は 錦 町の 中に 人り、 護持 院ケ 原の 字が なほ 存し 

てゐ る。 同じ 宗 3 曰で 同時に 造られた ので ある。 序に 云って おくが、 大名が 工事 を 手 傅 ふの は 王朝 

時代に 諸 II の國 司が 工事 を 奉仕した 習慣が 傳は つたので、 德川 氏に 始ま； i つ ことで ない。 大名 は 

廣大な 領地 を もって ゐて、 租 稅を國 家に 納めない。 此 等の 工事と、 非常の 儲が、 大名の 義務に な 


つてる た。 幕府に 惡意 があって 强 ひて やらせた やうに 傳 へる は 其の  一 I の 歴史 を 知らぬ 誤- 

元 綠十年 七月 九日 觀音堂 上棟式。 御實 記に よるに 護 II 寺觀音 堂、 護持 院 五智 堂 _济 成に て、 上棟 

を 行 はれ、 惣督 秋元但 馬守喬 知、 並に 目附、 小 普請 奉行 組頭 等 まかり 出で た、 先手 頭釋衞 し、 大 

ェ楝 梁に 褒美と して 銀 を 給 はった。 又 同 七 W: 十日に、 其赏 として 喬 知に は 片山ー 文字の 御 刀 を 下 

され、 小 普請 奉行 組頭 東條源 右衛門 正甫、 菅 沼次郞 右衛門 勝 重に は 時 服 叫つ 宛、 小|"^:.^奉行には 

銀 三十 枚 を 賜 はった。 此の 造營の 棟梁 は 棟 札に よるに， 村 松 石 見 藤原定 能。 ^の大 さは 十 二 

尺 三寸に 十 一 問 四 尺 三寸. - 向 拜は六 間 四 尺 六寸に 1 1^ 三尺 五寸. - 

同じく 元 祿十年 八月 四日に 觀音 堂の 供養が 行 はれて、 桂昌院 が參詣 になる。 御 記に よるに、 

八月 四日 桂 昌院、 護國 寺に わたらせ 給 ふ、" よりて 御 側 安藤 伊勢 守 定行を 御 使と して、 ^m: 粉 折 を 

進ら せられる。 今 曰 はかの 寺の 觀音堂 を 造り 畢 つたに よりて 供養 を 行 はれる。 今迄の 觀昔 おは 改 

めて 大師 堂と せられる。 住職 僧正 快 意に 銀 百 枚、 護持 院の 大僧正 隆 光に 銀 二十 枚、 大護 の 孝 治 • 

圓福寺 惠戒眞 福 寺の 性遍、 彌勒 寺の 亮贞、 极生院 の 榮專に 各 十枚づ --。 觀 嘉院、 亮尙院 に 三枚.：^ 

下される。 又觀音 堂に 御臺 所から 銀 二十 枚。 五の 丸の 方. 鶴姬 君より 十 枚、 八 m, 姬ぉ ぶり ニ千疋 

を 納められた。 
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この 時の 紀 念の 唐 銅の 燈 籠が 本堂の 前の 西の方に あって、 秋 元 氏のと 一 對の 如くな つて ゐる Qi 


奉 寄進 

護國寺 

觀音之 

寶前 銅 燈籠 銘幷序 

元 祿十年 丁 丑 之 秋 祌齢山 

護 國 寺 之 

堂 造畢越 八月 廿 七日 

邇下賀 落 成 臣等奉 扈從于 

公幸 拜賀 時お 辱 蒙 

命 不料奉 寄進 銅燈籠 

1 基 於 

圓通 大士之 寶前 嗚呼 恩 遇 


之籍 甚^ 躬 之 眉目 無辭于 

拜 謝焉規 祝 之 至 謹褐銘 

曰 

玉 堂 功 就 法 燈影明 

妖魔 潜 跡 薩 埵照鎮 

德輝萬 世 澤映 八紘 

祌齢山 永 護！： 天 誠 

元 祿十年 丁 丑 從五 位下 安藝 守 藤 原 姓 本莊氏 宗悛朝 Hi 謹， 吒" 

十 一 月 十八 日 


この 後 元 fS 十四 年 七月 十日に 護摩堂が 出来る。 この 時 は 柳澤保 明が 萬 事 を 監督す る" この 堂 は 

今は存 してるな い。 石段の 東、 今の 富士山の ある 處に、 もと 綱吉 公、 桂 昌院尼 等の 影 堂が あった 

が、 今 は 像 を 他に 移し、 堂 はない。 本堂の 西南に 藥師 堂が、 東 向に ある" 其 前に 茅場 町 鴻池太 

郞兵衛 奉獻の 石燈籠 四角形 一 對、 寬政ー 一 年初 秋の 銘が 見える。 この 南に 前述の 一 切經 藏 が 並立し 
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讀 史隨筆  0 

てゐる 0 

元綠 十二 年 四月、 特に この 寺の 爲に火 消 役 をお かれる。 享保ニ 年 二月に、 神 田の. K 災で 護持 院 

が燒 けて、 名義 を この 寺に 合併し、 本堂に 護國 寺の 名を存 する 事と なる。 明治に なづ て、 一 旦は 

廢寺 となった もの を、 限 生院の 直樹俊 海の 盡 力で 再興に なりて 永く 繁昌す る こと- - なる" 

境內 及び 寺領 境 內の廣 さ 現在 は約貳 萬评。 古 は 五 萬 坪。 維新 後 寺の 西の方 は 陸軍 墓地と な 

り、 東の 方 は 宫內 翁の 陵墓 地と なって、 新に 豐島 岡と いふ 名 を 命ぜられる。 數 回に 買 上 ゆられた 

が、 代 價ー坪 五十 錢、 特に 三割增 を 以て 下賜 せられた。 今の 御用 地の 門が 古の 寺の 通用 1:。 

寺領 は、 天 和の 創立に 三百 石、 元祿七 年に 更に 三百 石 を 加 へられて 六 ぼ 石と なり、 十 年に 百 石 

を 加 へられ， 十六 年 九月 十 一 日將 軍綱吉 公、 桂 昌院尼 參詣の をり、 なほ 五百石 を 加 へられて 都合 

千 一 一 百 石と なり、 享保ー 一年に 護持 院 合併の をり に 其 領地 を 加 へ られ て、 すべ て 二 千 七 百 石と なり、 

維新の 際み な沒收 せられた。 石高 は 今の 地價の 如く、 土地 を收 入に よりみる 一 の 計算 法で あるが、 

實 際の 牧入は 平年に 於て、 石高 一 石に つき 玄米 三 斗 五 升 入の もの 一 俊の 程度で ある。 

措昌院 尼の 信仰、 豫 言の 適 中 護國寺 は、 五代 將軍 綱吉 公の 信仰に よって 創立せられ たので 

あるが、 其 もとづく 所 は、 公の 生母 桂 昌院尼 • 本庄氏 光子に おこる。 前の 燈 籠の 銘に 見える 本庄 


宗俊は iiJX ムの 甥で ある。 今の 本 注 子 家 爵ニ家 は舊丹 後宮 津の 領主 及び 美 濃の 高 富の 領主で あつ 

たは 其 里方に あたる 緣で 大名に なった ので ある。 

我國の 文化が 大體に 於て、 古來 西から 東へ 流れて るる。 人の 身の上と 水の 流れ は 1 了へ がク から 

ぬと 云 ふが、 女 もまた この 流に 隨 つて、 西から 東へ 流れて をり、 夫れ にも 幾 筋 かの 水 派が あって、 

江戶城 乃至 大名の 大奥へ 流れ込む ものと、 市中へ 流れ込む ものと、 吉 原へ 流れ込む ものと 自ら 筋 

を 異にして ゐた。 桂 昌院は 芙蓉に 似た 險、 玉に 似た 胸 を 駕籠に のせて 江戶城 中に 流れ込んだ 多数 

の 中に i 命の めでたき 一人であった。 一般に 上方が 文化が 進んで ゐて、 女に して 教育の ある も 

の 力、 上方に 多かった。 ことに 一 F 語が 秀れ てるる 爲に 上方 女が 他から 歡迎 せられた ので ある。 

霊院 殿。 露 は 綱吉。 ^1  (家 光) 第 四の 御子に して 御 小字 if 字。 正 保 章 正月 八日 

本 城に て I まします。 SS 原 氏 光子と いふ。 二 條家の侍 北 小路 太郞兵 I 正と い 女な リ。 

(御 兄 雾內大 輔道召 出され 北 小路ん まめ 本 f 稱し、 後に 御 i ゆるされて 松 平氏-」 なさ 5 はやく 

ぶり 御お にみ ゃづ かへ ま ぬらせ、 お 玉の 局と 申す。 後に 從 一位 桂昌院 殿と 聞え たま ひしな り。 

之 カ德川 家の 正史た る御資 記に 載せた ことで ある 故に 間違 は 無い。 京都 生れで は あるが、 大名 

の 家から 出た 人で はない。 世に 傳 へて、 西陣の 霊に あやとりと いふ f して ゐら せられた をり 
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もあった などい ふ。 子守歌に 「油 かひに 茶 買 ひに 油屋 のまへ で」 などい ふ は、 このお 玉の 局の 幼 

き攝 ひし ものな どと も 云 ふが 信と もお も はれない。 其 頃 常に 糊 を 買 ひ 行かれし 家が 今に 西陣に あ 

りな どと もい ふ 0 

其 幼き ころ、 京都 西 山の 三鈷 寺に 居た 儈 某が 見て、 貴き 子 を 生む 人相が 具 はって ゐ ると 云った 

が、 誰も 信す る ものがなかった。 如何なる 緣 あって か、 關 東に 下り、 江戸 城の 後 庭に 仕へ て、 男 

子 を 生む。 北ハ 未だ 生れぬ 前に、 上野の 大聖 護國 寺の 僧亮 賢に また 占 はせられ たに、 ：大 下の 主たる 

べき 男子 を 生む と 云った。 其 誕生 後、 常に 亮 賢に 祈禱 させられて ゐ たに 果して 將 軍職に 上られた。 

四 男で ある 故に 長子 相鑌を 重んじた 時代に は、 家 を繼ぐ はま づ難 きこと である。 夫が かうな つた 

ので ある。 豫 言の 二回の 適 中と、 祈 禱の靈 驗とを 深く 感じて、 護 1: 寺 を 音 羽に 建てられ るに 至つ 

たと 瞎 へて ゐる。 たに 此事 は、 桂昌院 尼の 心の奥に 覺ぇ のあった こと-. -は みえる が、 他人が 知る 

ベから ぬ 事で ある 。護國 寺の 傳に、  • 

「亮 贊。 贈 僧正。 師 本姓 須 藤氏。 上 州 甘樂郡 小軒邑 人。 隨得成 寺 慶深闍 梨 難染。 ： 蕾 ^跡。 更進 八幡 村 

八幡宮 別當大 護 國寺。 當時小 野 領主 前 田利豐 家臣 女 古牧 (こぼ) 爲 桂昌院 侍女。 知師之 高德。 啓之于 

睡昌院 0 院 偶盲襄 胞、 告之 mo 乃 占 相 男、 男子 誕育有 四海 統御 之 J ^勢。 豫言適 中。 蒙 桂昌院 公歸^  0 


爲開. 歸祟 最涯。 貞享四 年 n 一月 七 B 寂。 世壽 七十 七 0 

春 日 局の 信仰 桂 昌院尼 を 其 はじめ 江戸へ 伴ひ歸 つた は、 _ ^日 局で あると 俾 へて るる。 謹 If 

寺に 合併 せられた 護持 院 はもとの 名 を 知 足 院と云 ふ。 夫 は 家 光 公の 爲に 祈禱 をな した.； ォ である。 

護國 寺に 關 係の 深い 根 生 院は春 日 局の 創立の 寺で ある。 春 日 局の isif に 遡らねば、 護國. の もとは 

明に ならぬ ことがある。 

春 日 局 も 亦 上方から 江戸へ 流れ 下った 女の 中の 一 人で ある。 但し 娃昌院 の 下られた と は蔡： ^が 

違 ふ。 生れ も 京都で は 無くして 土 佐で あるつ 土 佐 生れと 云 ふこと は、 何故か 從來廣 くは傳 へられ 

てゐ ない。 春 R 局 俗名 は 福と 云 ひ、 里方の 字は齋 藤氏で、 今 も 京に 榮 えて ゐる。 共 〔豕は 土 佐 

の 長 曾 我 部 氏の 親戚で、 かの 地に 古く 住して るた ものである。 稻 の 傅 其 他に 兒 ゆると ころに 

も 土 佐 生れの 證は ある。 土 佐と いふ 事が 寺の 方に 關 係して くる。 

泰日局 は、 綱吉 公の 父、 家 光 公 誕生の をり に 其 乳母と して 上方から 江戶に 下る。 北ハ 前 に 今の 稍 

葉 子爵 家の 祖正 成に 嫁して ゐ たが、 其 時分れ て 下った ので ある。 紹介者 は 徳川家へ 出入の 町人 後 

籐縫殿 之 助、 俗に 吳服 後藤と 稱 へて、 吳 服の 用 をつ とめて ゐ たもの が、 局の 身元 を引ラ けて 紹介 

したので ある 此事は 後藤の 家の 傳に 委しい。 
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家 光 公の 乳母と して、 晝夜 奉仕す る 際に、 春 日 局 は 人力の 及ば ざらん ことの ある を 想 ひ、 神佛 

に 祈願 を かける。 ことに 始の水 ほうそうの 時、 後の 本 ほうそうの 時には 我が 生命 を 以て、 若^の 

命に か はらんとまで 誓願 を 立てた こと もあった。 其 祈願 を かけた 場所の すべ て は 今日で はわから 

ぬ。 其 分って ゐるは 東 照 {呂* 筑波 山、 永 田 町の 山 王卽ち 今の 日 枝 神社、 溢 谷の 金 王 八幡宮、 鎌 倉 

の 八幡宮、 相模の 大山 石 尊、 伊勢神宮、 、江 州の 多 賀祌社 等で ある。 家の 關係、 源氏の 關 係の 外、 

大山、 筑波、 多 賀は壽 命 延長の 神で ある。 祈った 主意が お ほよ そ は 之で 察 しられる。 又 其 爲に祖 

生院を 創立 せられる。 藥師如 來が其 本尊で ある。 藥師は 衆病悉 除の 誓願が あって、 同じく 生命 延 

長の 怫 である。 

筑波山 は、 男體 山、 女 II 山に わかれて るて * 古くから 舆 神と 女神の 祀 つてあった 所。 奈良 朝の 

末に 惠 美の 押 勝の 子と 云 ふ德ー 菩薩が、 この 山に 入って， 佛 法を弘 める。 寺 を中禪 寺と 云 ひ、 千 

手 觀昔を 本尊と する。 明治維新 後に 祌怫 分離と なって 佛像、 佛具 は護國 寺へ 遷 された。 今 も 境内 

にある 銅 S1 の 露佛の 如き は 其 一 である。 他 は密藏 院へ遷 された 。其 中に 護持 院の隆 光の 像 も ある。 

千 手觀昔 だけ は、 かの 山に 村有と なって 存 して ゐて、 其 大きなる 額に 家 光 公の 中興の よしが 記し 

て ある。 知足院 は、 この 筑波 にあった 寺の 一 で、 夫 を 祈 禱の爲 に 江戸に 遷 される。 御實 記に、 寶 


永 十六 年 四月 七日- 筑波山 知足院 の府內 (、江戸) 護摩 所に 千 三百 兩、 相模國 大山 寺に 壹萬 兩造營 

料と して 下された 趣が 記して ある。 知足院 の中與 第一 世は宥 俊、 第二 世 は 光譽、 慶長 十六 年に 大和 

の 長 谷 寺の 梅心院 から 筑 波の 知足院 へう つる。 この 時 家 光 公 八 歳。 第三 世 は 榮增。 寬永 元年に 長 

谷 寺の 喜多坊 から 知足院 へう つる。 共 後 十 一 世隆 光の 時に 元祿 元年 知 足院を 改めて 護持 院 とし、 

神 田の 一橋 外に 立てられ たは- 有名な 事蹟で ある。 三世の 榮增 6- 弟子 榮譽 が、 卷日 局の 俗緣 のつ 

ながった M である。 

法 印 榮增。 宽永ニ 年 ( 一 說に 元年) 從豐山 喜 名坊柊 0 正 保 二 年 十月 四日 寂 0 弟弟子 榮譽字 文 春 a 

局 S? 而 根生院 開山。 增師後 称 於 西 新 井 總持寺 再興 之 0  (護！！ 寺 所傳) 

根生院 開山 榮譽法 印、 ^、 諱榮譽 0 字文秀 0 世姓齋 藤氏 0 慶長八 年 癸 卯 誕生 十； 州幡多 禮州 同縣山 

村 石 見 寺 榮雑法 印爲師 出家、 登 和 之 豊山矣 (豐山 は 長 谷 寺 )o 知足院 第三 世榮增 法師 土 州 之 人 0 而染 # 之 

法 兄 也。 卽蒙家 光 公 命 住持、 一 日 春 日 局 語 榮增： ir 土 州 有榮謇 15 在 0 師有 面識 平 0 墦曰譽 即石見 寺 榮雅. M 

法資、 今 見 在璺山 修學。 局 云、 我 有 通 家 好〕 師爲我 召 之。 掛 諾召譽 0 旣到之 日 0 謁局。 麻衣 隨 は。 

連 線 在 衣 襟 上、 侍女 白 局 0 局 製 新^ 賜 之。 囑榮 墦寓住 知足院 o( 知 足 院此時 在 神 田^ 屋町 )o 局 啓^ 由於猷 

廟。 爲 護？ ^僧。 局賈 白壁 街 之 家、 號根 生院。 勤修 大樹 (家 光) 及 局 祈願。 亦猷廣 親告 榮增、 以洁 53^ 院殿 

(家宣 公 II； ハ义綱 舰ズム )o 靈仙院 (千代姬君ヒ^€憲院殿爲師檳越0 云々 C 長^1^銜本堂及居間卷||葉侯辨2:建* 
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.1^ 室 之。 (生 根院 所傳)  ； 

根 生 院之事 榮^^法印 知 足院第 111 世  一 

榮譽法 印 根生院 中興  ， ： 

右 兩！？ 共生 綠者、 春 日 様 御 國之由 0  . 一 

合 德院樣 (秀忠 公) 御代、 知 足 院榮增 に、 榮 譽之義 被. 收御尋 候 故、 和 州初瀨 51 Jl^s 山 罷在候 旨 申 上 候 得 一 

者、 呼 寄候樣 にと 之 事に 而 下行 有 之砌- 知 足 院に致 寄宿 居 申 候而、 大猷 院樣春 日 樣之御 祈 禱行有 之 候。 

榮譽法 印 遷化 以後 は、 神 田 白壁 町 Li 而 町家, H 既っ 寺.^ 建、 极生院 と號し 候而、 御 祈 禱相勤 居 申 候處、 春， 

R 樣御 威光.^ 以寺地 拜領被 仰 付、 長者 町に 引 移 申 候 由 0 云 々o  (稻葉 家 所傳)  . 

知 足 院の榮 增も、 根 生院の 榮譽も 共に 土 佐の 人であって、 江戸に 於け る 知 足 院の祈 禱はニ 代將ー 

軍の 時代 家 光 公の：^ 少の 時から 始 つて ゐる 事が 察 しられる。 四代將 軍を經 て、 五代 將 軍に 至って 一 

盛になる ので ある。 

この 他に なほ 大和の 長 谷 寺 小 池坊の 方丈、 俗に 千 疊敷を 建てた は、 第 九 世 賴意儈 正で ある。 こ 

の 頼 意 は、 春 日 局の 里方 齋藤 家の 近親 津野勝 奥の 臣市川 彌市兵 衛の三 子て ある。 其方 丈の 戎 つた „ 

一 

は 寬文六 年で 局の 死去より は 後で ある。 其 附屬の 護摩堂 は、 桂 昌£^ の 祈願の 爲に 出来た。 時に ー兀ー 

九 年。 其方 丈の 大 講堂 は、 堅 十五 間橫十 間の もので あつたが、 去る 明治 四十 四年燒 失して、 大正 j 


十三 年 再建が 出來 て、 十 一 月 四、 五、 六日に 供養が 行 はれる。 其 記念の 爲に田 中海應 氏の 胸：； 山 小 

史が 近頃 公に なった。 夫れ に大傳 法院の 額が か- - つて ゐた。 

眞言 宗新義 派と 德川 家、 根 來寺及 小池坊 知積院 護 國寺も 根 生 院も長 谷 寺 もみな 3sn 宗 

新義 派で ある。 眞言 宗 は我國 では 弘法 大師に 始り、 其 創立の 寺の 重なる もの は、 京都の 鬼 寺と、 

紀 州の 高野山で ある。 後に 京の 西北に 仁 和 寺. 東南に 醍醐 寺が 出來 る、〕 仁 和 寺で 舉 問した 覺錢 上人 

は ♦ 鳥 羽 天皇の 勅願 を 以て 高野山の 中に 大傳 法院、 覺皇院 など を 建てる。 此 上人の 說を 世に 新義 

と 云 ふ。 弘法 大師の 敎 のま i を傳 へたの を 新 義に對 して 古義と 稱 へる。 此後 高野山に て 十 ：！ 義と新 

義 との 爭が 烈しくなる。 覺錢 上人 は 別に 紀の 河の 右岸に 根 來の地 を 得て、 こ i にも 板 來寺を て 

る。 後に 中性 院の 賴瑜 のとき に 新 義の徒 はみ な 高 野 を 去って 极來 にう つる。 かくて 十：！ 義新 義が彌 

對立 する ことにな り、 共に 僧兵 を 養 ふ。 丁度 天台の 寺 門と 山門の 爭 に似て ゐる。 

天 正 十 年に 本能 寺で 織 田 信 長が 死し、 其 年 山 崎 合 戰に豐 臣秀吉 が 勝利 を 得て、 將に 天下 を 取ら 

ん とし、 翌十 一年に は 大阪城 を 築きて 移り • 大和の 郡 山城に は 弟の 秀長 をお いて 大阪の 北：： 面 防禦 

とし、 大和の 社寺の 領地 を 多く 沒牧 する。 其翌 十二 年に 信 長の 遣 族 伊勢の ^主 織 m 信 雄 を 亡さん 

とし、 小牧山 を本營 となして 小 牧合戰 となる。 信 雄 は德川 家康の 援助 を 得て、 三 河から 伊勢 紀州 
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の 制 海權を 得、 极來の 僧兵と 連絡し 大阪の 秀吉の 根據を 襲撃 せんとした。 秀吉 は大阪 から 進んで 

小牧 山の 北 三 里の 犬 山城 を本營 とし、 左翼の 軍 を 進めて 家 康の极 據地岡 崎 城 を襲攀 せんとして * 

途に 長久 手に 於て 家康の 軍に 遭遇し 大敗 北と なる。 一方 を 顧れば 大阪 が危險 である。 そこで 早々 

にして 豫定 ならぬ 退. 却 をし 和議と なる。 德川 氏と 根來卽 ち新義 派との 關係 は、 之より 以前からで 

あったら うが、 深くなる は 小 牧合戰 の 際からで ある。 

秀吉 は、 一方に 德川 氏と 和談 をむ すび、 一方 は翌 十三 年に 兵を紀 州に 進め、 高野山 は 行人 方の 

應其 上人の 斡旋 を 以て 、武装 を 解除せ しめ、 侵略の 土地 を 返却せ しめて、 寺院 は 無事なる を 得た。 

根 來の方 は 其 年 三月 一 一 十九 日に 掩擊 して 全滅せ しめる。 其 中の 舉僧 專譽は 後に 長 谷 寺に 入りて 小 

池坊を 建てる。 之が 今い ふ豐山 派で、 護 國寺等 は 之に 屬 して ゐる。 叉 根來の 玄宥は 京都に 入り 智 

積院を 建てる。 今い ふ智山 派で ある， - もとの 根 來の名 を わかちて 智 山に は 五百佛 山根來 寺と 稱へ、 

豐 山に は 根 來山大 傳法院 の 號を傳 へて ゐる。 

かの 謹國 寺、 護 iS 院 などの 創立の 頃 は、 兩 派から 關係を つて ゐて、 根 牛； 院が 久しく 新義 派の 

觸 頭と 稱 へて 宗務 を 掌って ゐた。 護國 寺、 護持 院の 住僧 は、 享保九 年 十 一 月 九日から 幕府の 命で、 

專ら 小池坊 即ち豐 山より 補せられ る ことにな つた。 


根 來の偕 兵 は、 漸次 德川 氏の 下に 屬 する。 夫が 根來 同心と 稱 へる ものと なる。 高野山 は 行人、 

學侶、 聖の三 派に 分れて るて、 其聖方 は德川 氏に 親しく、 行人 方 は 豐 ほ 氏に 親しかった。 

德川 氏と 豊臣 代との 對宗敎 政策 眞言 宗に對 する 場合の みが、 璺-臣 氏と 德川 氏と 政策 を異 

にし 一し るた のみで はない。 全體 にわた つて その 政策が 異 つて ゐ たかと はれる。 

まづ 日本の 最古 は祌祗 のみで 怫敎 はなかった。 後の 人が 之 を 祭政 一 致の 時代と 一： ムふ。 怫 敎が傳 

はって 後 は、 原則として は 祌佛區 別せられ てゐ たが、 相 方 互に 近づきあった もので、 佛敎の 中へ 

神道 を 取り入れ、 神社に 附屬 して 寺 を 立てた。  . 

更に 云へば、 慾が 深くて 利口な 人間 は。 神 や 佛を拜 み 倒して、 夫に 勞働 させて、 深い 愁を滿 足 

せしめて きた。 あまりに 勞働 搾取が 烈しくな つて、 神怫が 同盟 罷ェ しだした。 保 元の 亂、 平ュ 出の 

亂、 源平 合戰、 丞久、 建 武の亂 の 如き、 みなこれ 同盟 罷ェの 結 が あ-" なって 現 はれて、 人 §1 は 

悲慘な ことに 陷 つて 愁の 皮が 破られた。 罰が 當 つたので ある。 

そこで 人間 は、 祌佛 を勞働 させす して、 自ら 裔鬪 する ことが 盛に なった。 信 長と 秀士 ：！ は • 人 問 

奮鬪の 隊長であって、 同盟 罷ェの 神佛を 制裁した。 長のと き は 場所が 狭かった が、 秀士 2 は 泡 5： 

の祌怫 をみ な 征伐した。 根 來ゃ高 野 も 其 一 であった。 伊勢の 大神宮 も、 熱 田 も 日光 も奈 良の 大怫 
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も法隆 寺で も 長 谷 寺で もみな やられた。 本願 寺 は 背面 攻擊を 受けて まるって しまった。 さう して 

秀吉は 自身が 新に 神と なった。 

德川 家康は 最初 三 河の 一向 ー授 です つかり 手を燒 き、 ことに 譜代の 家臣に 難 ゆられて、 甚だ 困 

しんだ。 逃れた 本 多 佐 渡 守の 如き も、 譜代の 主人から 離れて は 意を得ない ことば かりであった。 

そこで 双方 安 協が 成立して、 佐 渡 は德川 家へ 房って 再參謀 長になる。 かくて 奇計、 妙策、 深謀遠慮 を 

めぐらして、 一方に は豐臣 氏を滅 し、 一方に は祌佛 に再勞 働させる。 寺社 奉行 は 其勞働 同盟の 會 

長、 大僧正 天 海、 玄{ 有， 專譽、 增上 寺の 觀智 國師、 吉 田の神 龍 院梵舜 などみ な 同盟の 委員であった。 

德川 氏が 太平 政策 を 布く や、 公家 法度、 武：： 豕 法度、 其 諸宗の 法度 を 漸次 制定して 法治の 標準 を 

立てる。 一 國 一 城 基礎と して 軍備 を縮少 する.^ 自給自足 を 原則として 經濟を 安定す る。 而 して 神 

怫の 活動 を 回復して 精 祌上を も 安定す る。 現在 は祌、 未 來は怫 とま づ繩張 を 協定す る。 但し 怫も 

現在に 及ぶ を さまたげない。 土地 を根據 として 氏神 氏子の 結合 を 定める 。家 毎に 佛擅 をお かせ、 旦 

那寺、 旦 家の 關係を 固定せ しめる。 I 母 年 宗門 改を行 ふ。 寺社 奉行 は 正に 思想 善導の 支配者で ある。 

夫の みで はない。 久しき 戰亂， 織 田、 豐臣の 暴虐で 破壞 せられた 社寺 を 復興す る。 但し 其 昔の 廣 

大な 領地の、 先に 沒牧 せられた もの 迄 は 返さなかった が、 維持す る だけに 領地 其 他の 方法 を 立て 


る。 ^物の 再建、 修縫 はする。 新設 は 禁じた。 知 足院、 极 生院、 謹！！ 寺の 如き も屮 興の 名 魏で建 

設 せられた もの i 1 で、 太平 政策の 中の、 精神的の 郜 分の 一 事業 をな したので ある。 

大師 號の 追贈 綱吉 公の 傅育に 丹誠 をつ くした 堀 俊 は、 まづ^ 敎 によって 輔導し、 共感 

化 は 1^1 深かった。 故に 公 は 忠孝と 云 ふこと を 厚く 重んじ、 ©^nn 院尼 公の 爲 には^く 心 をつ くし、 

共 言 は 背か ざらん こと を 期せられ た。 元 綠 時代の 寺社の 事 は、 多く 尼 公の 詞が掛 つて ゐる。 法隆 

寺の 修縫 や、 奈 良の 大怫 殿の IW 興な ども 夫れ によって 出來 た。 元 fS 三ハ やに は 新 翁 派の 祖ぉ錢 上人 

に興敎 大師の 號を、 朝廷に 奏請して 追贈 せられた。 大師 號の事 は 久しく 中絶して るた が、 こ-" で 

再興 せられた。 次に 元祿十 年に は 淨土宗 の 祖法然 上人に も 園 光 大師の 號を 贈られる。 大師 號は至 

尊に 法を說 いた 高 德の僧 を 表 はす 言葉で ある。 禪宗の 國師號 の 如き も、 「國」 と は fK 子 を. お 味した 

語で ある。  .  . 

護國 寺の 本尊 護 國 寺の 本尊 は、 號拍 にて 彫刻した 觀 音の よし。 前 川 と 云 ふ 人が 支那 か 

ら 得て、 之 を 黃檗宗 の 僧 上野の 黑 瀧 の 潮音に 傳へ、 潮音より 桂 Is 院 尼に 獻げ、 之を遷 して 本 

安 S せられた ものの 由。 共 前 川と 云 ふ 人の 事 は 未だ 知らぬ。 

額の 文字 寺號 院號 山號 本堂 內に 「悉 地院」 とい ふ 額が 报 けて ある。 之 は 綱 i.: "公の^ 
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である。 表門に は 「神齡 山」 と 云 ふ 額が 揭げて ある。 之 は 九州の 高 良 山の 座主 寂 源の 華で ある。 一 

この 寺の 山號 であって、 綱吉 公の 壽 命の 延長 を 祝した 語で ある。 束の 門に は 「護國 寺」 と 云 ふ 額， 

がか- -げて ある。 之 は 松 井 拙 齋と云 ふ 人の 筆で ある" 三つと もに 表面に は 落款 や 印 は 無い。 之が 一 

古制で ある。 (靖 國祌 社の 社 格 檩は吉 田晚稼 氏の 筆で は あるが、 同じく 落款 は 無い。 「振 天 府」 の 一 

額 は 小 松 宮の御 筆で あるが 同じく 表面に 落款 は 無い。 落款 を 入れる 爲に 主要の 文字の 位置が 宜し 

きを 得ない もの を往々 見る。 之 は 新式で ある。 前に あげた 護國 寺の 各燈 籠の 銘の 官位 姓名の かき- 

かたは、 朝家に て 行 はれて ゐ たものと は異 つてる る。 之 は 其當時 江戸に 行れて ゐた 風で ある。 一 

「神 齢 山 護 國寺悉 知院」  ： 

とい ふが、 この 寺の 詳しき 名で ある 。「護 國」 は 仁王 護國 般若 波 羅密經 から 採った ので- 七難.^ ^ 

除き、 七 福 を 生じ、 國 治り 民 安らかな らんこと を 祈り >  叉 守りた まふ ことの 意味 を 込めた もの。 一 

例の 太 や 政策 を 信仰の 上に 含めた ので ある。 この 寺に 傳 へた 桂 昌院尼 公の 眞 筆に 「この 寺の あら 一 

ん かぎり は」 とい ふ 歌が ある。 同じく 意味 を 三十 一 文字に よって あら はした ので ある。 怫敎に 於け 一 

る 現世 安穏の 意味の 上に よって 。建てられ たので ある。 後生 善 所 は 自ら 夫に 伴 ふ。 この 寺 は 謂 は ゆ 

る 躊寺 である。 滅罪 寺で はない。 〔日本 及 日本人〕 其 後 大師 堂燒 失。 藥師 堂. 5^ 移して 大師 堂に せられた 


八十 四 歳の 高齢で、 翁 は 大正 十四 年 二月 十三 日に 殁 せられた。 建築 界の權 威と して 世に^え て 

ゐ たが、 誠に 名殘 惜しい ことであった。 英！： 皇帝から 日本 建築 設計の 功績 を 認められ、 翁に 金牌 

を 賜 はって 表彰 せられた 事 も、 日英 博 覽會の 時の 昔ば なしと なった。 

翁の 傳 へられた 技術の 系統 を 建 仁 寺 流と 稱 へる。 初め 京都の 建 仁 寺の 開山 榮 西 禪師が 支那に 赴 

きて 之 を 傅へ， 宋人 陳和鄕 など を 伴ひ歸 へって、 其 寺の 創立、 奈 良の 大怫殿 等の 禅 興 等 をな す。 

其 中の 一 つで ある 大佛の 樓門は 現存して をり、 運 慶港慶 作の 二王の 巨 •  像が 安置し である。 この 時 

に傳 へた 様式 を 唐様と 稱へ る。 之に 對 して 夫り も 古くから 行 はれて ゐた 様式 を 和 様と 名 づける。 

即ち 聖德 太子 以來、 四天王 寺 ゃ法隆 寺な どに 傳 はって ゐた ので ある。 木造の 日本 赌築は <s に 小破 

修緩 やなし、 二十 年 1  母に は大 修繕 を 要する 例と なって をる 故に、 建物の 多き ところ は、 みな マ屬 

の 工匠が あった。 京の 小 野せ ：！ と奈 良の 東大寺と は 手斧の 音が 絶えた こと は 無かった とも 云 はれて 

ゐる。 手斧に よって 昔 は 製材した 故で ある。 

豐臣 氏が 天下 を 取って、 所謂 桃山時代 となり、 大阪 城、 聚樂 城、 伏 見 城 其の 他の 大工 事 を 興し 
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たをりに は、 約 ニケ； 卟 にて 各 之 を 完成す る 手順 を 取り、 夫に 應 じて 材料、 工匠、 人夫 を 集めた。 

其爲に 古來の 社寺 專屬の 工匠 もみな 招き 集められた。 其 をり に 中 井 大和 は、 法隆 寺から 來て、 大 

阪 城の 天守閣 を 造る。 之 は 和 様の 家す ぢ である。 秀吉 薨去の 後に は、 其 子 秀賴の 心願に よりて、 

近畿の 諸 社、 諸 寺に 工事が 行 はれた。 德川 氏、 か 興る に 及び、 江戸、 駿府、 名古屋 等に 築城の 工事 

が 更に 盛に な"、 且つ 諸侯 は德川 氏に 誠意 を 表する 意味に 於て、 桃 山 式に も 劣らぬ 華麗な 邸宅 を 

江戸に 設けた。 今の 參謀 本部 は 其 をり の 加藤淸 正の 邸の あとに あたる。 

これらの 邸宅 及び 江戸 城の 殿 舍も門 摟も明 唇 大火に て 一 掃せられ る。 中 井 大和の 造った 江戶城 

の 天守閣 も燒 失した。 其 後の 復輿 事業と して、 區 割の 整理 を 行 ひ.' 中心に は 吹 上 庭園の 签 地を設 

け、 社寺、 大 邸宅 を內 部から 四方の 外部に 移轉 せしめ、 其時代としての大江戶が^^」出した。 この 

ことから 引續 いて 元 祿の犬 公方 綱吉將 軍の 奢侈、 信仰の 生活と なり、 更に 寺、 邸宅の 造 營が盛 

になる。 明 曆の後 約 五十 ケ年 建築の 全盛と も 云 ふべき 時代と なる。 紀伊國 文左衛 門が 材木商と して 

川村隨 賢が 請负師 として 各 豪 富 をな した はこの 際で ある。 江戸 幕府 創業のと き 狩 野 探幽は 京より 

下りて、 杉戶、 張 付、 襖 障子 等 を 描いて 名家と なる。 工匠で 下った もの は 中 井 大和の 外、 鶴 刑 部 

左 衛門正 照は紀 州から 來る。 之 は 神武 天皇の 槿原宫 を 作った 紀 伊の 忌 部の 末裔で あるが、 四天王 


寺 流 を 傅へ てゐ た。 同じく 紀 州から 平 ノ內大 隅 •  正 信。 之 も 忌 部 氏で、 四"： 大王 寺 流で ある。 辻 內刑 

部 右衛門 景家、 甲 良 小 左衛門 宗廣は 共に 建 仁 寺 流 を 以て、 各 近 江から 下る。 宗廣 が江戶 にて 造つ 

た 巾の 一 つが 芝の 增上 寺の 山門で ある。 夫は不 m ほ 1 に 度々 の 災害 を 免れて 現^して をり、 二度 ま 

で 其 雛 形が 外！： の 博 覽會へ 出品 せられた。 日光の 東照宮の 元 和の 造 營は中 井 大和の 手に 成った が 

寛 永の 造替は S. 良 宗廣の 手に なり、 此時 名を豐 後 守と 改る。 現存の 東 照 官 の 社殿が 失れ である" 

唐様 を 基礎と して 各種の 様式 を 折衷し、 新式 を 創め たのもの も 多く ある、 玆も 現場の 工事 は 約 二 

ケ 年で 成就して ゐる。 其 孫 宗賀は 明 暦 大火 後の 復興に、 市ケ 谷の 州 家の 邸の Hi5!F を 命ぜられ、 

其爲に 邸-:^ を 賜 はり、 今に 甲 良 町の 名が 存 して ゐる。 又 元 fi の 建築の 全盛期に も カを識 し、 北ハ後 

十五 年 本 鄕の前 田家の 邸への 將 軍の 御成の 時には、 宗賀は 本邸 を 造る。 木 原 木工と 大谷 E. 斐 とが 

御成 御殿 を 作る。 宗賀は 晚ハ+ に 信 濃の 善 光寺の 工事 を 托され、 仕 を 11 し、 入道して 赴く。 現存の 

本堂が 其 時に 成 つた ものである。 

甲 良 氏の 本邸の 地 は 神 田 皆 川 町に あつたが、 近世 は 佐久間 町に 住して ゐた。 又 新 5g の 金 六 町に 

も 邸が あった。 之 は 六代將 軍の 時に 新設 せられた 新橋 御門の 工場の あとで、 E. 良 氏 はこ i を 上 

寺の 常 式の 工事の 工場と して ゐた。 盈株翁 はこ- -で 生れられ、 安政 地震に は 十六^で、 八代洲 
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岸の 林 家の 邸へ 見舞に 行き、 死傷者の 始末 を も手傳 はれた。 ：H 、後の 復興に は、 父 七 右衛門 楝 正に 

從ひ、 馬場 先 門、 和 田 倉 門 等の 工事に 與られ た。 又 文久の 日光の 東照宮 其 他の 修營 に與 り、 其 頃 

京都に 工事 見習に 行かれた こと もあった。 明治に なって、 四 年に 鐵道廳 に 人り、 最初 敷設せられ 

た 新橋と 橫濱 間の 工事に 從ひ、 日本 鐵道會 社 創立 以後 は、 其方に 轉じ、 都宫 停車場 等 を 設計せ 

られ た。 其官は 技監に 進んだ。 明治 二十 三 四 年頃に 鐵道 工事より 退き、 大蔵省の 命に て釀 造試驗 

所の 建築 を 掌り、 其 後に 農 商務省の 命で、 日英 博覽會 出品の 日本 家屋 を 設計し 監督し、 赤 坂の 三 

會 堂の 地 內に假 に 之 を 建て-人に 示された。 之が 金牌 を 賜 はった ので ある。 八十 年の 長い間に 關 

係せられ た 公私の 工事 は擧 ゆつ くすべき ではない が、 邸宅に て は 高 橋 是淸氏 邸、 圑驟磨 氏 邸、 京 

都の 村 井 氏 邸な ど 有名で ある。 星 ヶ岡の 村 井 氏 邸 は 令息 正 橘 氏の 設計に なった ものである。 其 他 

表面に 名は顯 はれて ゐな いが、 翁の 手 控に存 してる る もの は 極めて 多い。 嘗て 鬥 司の 本願 寺の. S 

院を 設計せられ たが、 之 は 寺の 都合で 實 現しなかった は 惜しい ことで ある。 

翁 は、 其 流 養に 傅へ たことの 蘊蓄と 多年の 實驗 と、 之を說 明すべき 理論と に 達して をり、 一 言 

にも 多量の 意味 を 含んで るた。 たと へば 雪隱の 如き は、 普通 三尺 四方に 造る が、 三尺 五寸 四方に 

造るべき ように 云 はれた。 之 は 種々 な 意味に 於て 尤な こと-. 思 はれる。 奈 良の 大怫殿 修繕の をり 


に は、 其 監督 1ォ 妻 木頓黄 博士に 招かれて 數回實 地に ついて 意 を 添へ. ^れ た。 かの W 大な拄 を 立 

てた ま- - で根繼 をした など も 翁の 言から 出て ゐる。 之に よって 少 からぬ 經 費と 時 問と を^いた。 

日本 建築の 技術 を 千 幾 百年の 久しい 間傳 へて きた 名家 は數々 あるが、 明治維新の 改革で 一大 變 

化 をな した。 ^良家の 血統 は 今 も繁榮 して ゐ るが、 其 技術 は 翁に よって 新しい 敎育を 受けた 築 

家に 傳 へられた。 今日 本の 建築 史に 於いて まづ擧 ゆられる 天 地 根元 宮の說 の 如き も 翁から てゐ 

る 建 仁 寺 流の 說 である。 之 は 全く 他に は 聞かぬ ことで ある。 蓋し 大嘗 {a の 事 を 云った のかと 思 は 

れ るが、 朝廷 を はばかって 名を更 へて 傳 へたので あらう。 

晚 年の 翁 は、 門弟の 指導と 傳來の 建築の 繪圖の 整理と に カを盡 された U 又 其 間に 各地 を 旅行し 

て 有名な 建築の 實测圖 を 親ら か- -れ たもの が 多く ある。 西！： 三十 三ケ 所の 各觀 音の 太 堂の 如き も 

ほ 完成せられ .^。 最も 精力 を盡 された の は江戶 城の 本丸、 西の 丸の 殿 舍の圆 であって、 共 平面 

圖、 伏せ 圆、 四方の 立 面 圖、 耍 所の 斷面圖 等 を 完成 せられた。 江戸 城の 工事 を 親しく 知って ゐた 

翁に して 初めて 成し 得べき ことであった。 

翁の 言に よるに、 江戶 城の 殿舍の 工事に ついては、 大工、 左官、 疊方、 指 物師、 &師 屋、 又繪 

所 等に 各 詳細の 記 錄ゃ簿 11 があって、 一旦 災害に 遭った 場合に は、 各自の 記錄 にもとづいて 設計 
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し、 湊 合して 完成す る。 故に 事 は 迅速に はこんだ。 但し 一 少 部面で も 模様が へと 云 ふ 事 は 容易で 

なかった。 もし 模様が へ すれば 關 係の 各方 面の 記 錄を皆 悉く 改正せ ねばならぬ 故であった。 

其 監督の 役所に ついて 云 ふと、 作 事 方と 小 普請 方との 二つに 分れて をり、 各受 持の 場所が 異っ 

てゐ た。 かくして 互に 相戒 しめ、 互に 相 競って 事に あやまちな からし めんと したので あった。 二 

の 二つに 分ける と 云 ふこと が舊 幕政 治の 一 般 にわた つた 高等 政策であった。 故に 江戶の 町奉行 も 

南と 北と ニケ 所と し、 金 座 も 京と 江戸と にあり、 本願 寺 も 西と 東と を 立てた のであった。 建築. ェ 

事 も 同斷の 方法に なって ゐ たので ある。 

其經 費の 如き は、 世に 入用お かま ひ 無しな どと 傳 へて ゐるは 全く 誤りで、 古く は 入札が 行 はれ 

日光の 東照宮 も 細かに 入札に よった ものである。 近世 は本途 帳と いふが あって、 夫に 標準 價 格が 

詳細に 規定して あり、 夫に よって 豫算を 立て 老中の 認可 を經て 工事に 着手した ものである。 もし 

時價に 大變化 あれば 本途 帳の 價 格に 若干の 割增 をな した ものであった。 

大械 梁た る もの は、 設計、 監督 はする が 直接に 工事 を 請負った もので はない 。其 部下に 元締 楝 

梁と 云 ふが 居て 夫が I ^接 工事に ぁづ かる。 其 後に は藏 前の 札 差が ついて ゐ るが 例であった。 つま 

り 札 差の 金 を 融通して 業務 を 執った のであった。 


其殿舍 は、 明曆 以後 は 質實、 堅固 を 主と した もので、 決して 華美な もので は 無かった。 殿舍 

に 等級が あって、 夫に よって 用材、 工事に 等差が わかれた。 たと へば 上々 の 御 〔¥ とい ふ 等級 は、 

大廣 11、 白 書院 等で、 軒 は 二重の 棰。 大楝づ くり。 妻 は 千鳥 破風。 屋根に銅瓦^„^。 內部は 格 IK 井 

土 蠆は槻 であった。 次に 遠 侍、 虎の^な ど は 上々 の 家に 准 じた ものであるが 大形の 土の 瓦で い 

てあつた。 次に 上の 御 家と 云 ふ は、 御座の 間、 御 休息所、 黑 書院 等で、 軒 は 一 霜の 極 、屋根 銅兀。 

天井 は 張 付に なって ゐた。 次に 上の 御 家に 準す る もの は 小 座敷、 新 座敷、 御隨 立の 問华》 で ほ V 同 

様の 作りで ある。 次 は 雁の 間、 菊の 間 格の 家で 其 二 間 及び 柳の 間、 紅葉の 控" f 敷 等 は、 軒 は 

一 m- 棰。 小楝づ くり、 銅 瓦葺、 內部 は猿頰 天井、 土臺は 檜であった。 次に 中の 家 は、 蘇鐵の il、 小 

十人义 S 所、 つ k じの^、 燒 火の 間、 羽目 之 中 之 gi 等 は、 土 瓦、 小械 造、 猿頻： 大井。 土 一：：： 也は檢 

であった。 次に 御 小 納戸、 末の 問、 奥 御 小 納戸 等 は小楝 造で、 銅 瓦。 張 付 犬 井と なって ゐた。 次 

に 中の 口の 下 部屋、 御臺所 口の 部屋、 御 勘定 所。 御 膳 所な ど は、 二階^、 素 軒、 小 棟^、  土： 丸、 

板 天井、 土臺は 栗に なって ゐた。 

地形に は 手 をつ けない 例に なって るて、 再建の 場合に も 礎石 だけ は 取 かへ る。 失 は^ 豆の 小 松 

石 三尺 立方の もの を据 ゑつけ、 二重 高 矢 倉 を 立て、 大眞 棒に て 之 をつ き 固め、 北ハ 後に 地上に 出づ 
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る 部分 を 高さ 三寸、 大さ 一 尺六寸 四方に きる。 据 ゑつけ て 後に 工事 を 行 ふに より 之を据 ゑぎ りと 一 

名 づける。 土臺 は、 柱よりも 四 分 ましと 云 ふ 木 割にな つて ゐた。 柱 は、 八寸 五分 角から、 六寸角 

まであった。 大楝 建の 家屋 は、 勿論 總檜 木造で あるが、 荷 持 柱と 稱 へる 重量の 多く か- -る注 は、 

特に 槻を ffl ゐ、 なみの 柱より は 三分 ましと 云 ふ 木 割にな つて ゐた。 且つ 柱の 上下。 即ち-柱の 下ば i 

と、 土臺の 上との 間に は 鐵の四 分の， 厚さの 敷金 を 入れて あった。 かやう にして 堅固に つくる 等、 - 

耐震 耐火の 意味に 於て、 深く 注意が して あつたと。  」 

三省堂の 百科 辭書 編纂、 の をり にも 建築に ついては 翁 を 煩 はした 事が 多かった。 余 は、 長い間 翁 一 

に 交って、 日光で は 共に 暫く 滯 在して ゐ たこと も あるが、 工事の 長所 を發 見す るに 妙 を 得て をら 

れ、 短所 を擧 ゆられた こと を 知らぬ。 東京で は 平內大 隅の 手に なった、 御茶の 水の 聖堂 を ことに 

褒め、 屡 人 を 伴って 見に 行き、 其极 本と なった 朱 舜水書 も熟讀 して ゐられ た。 又關 東よりも 上 iq; 

地方に 名 建築の 多い こと を 云 はれた が、 晩年に 長 州の 功 山寺と かの 塔 を 見て かへ り、 しきりに 夫 一 

を 褒められた。 其 組 物 は、 組ま やして、 犬なる 材を 切りぬ きて 肘 木、 升形 を 作った もので、 升钐； 

一 

の 左右 へ 出た 部分 は 木 を 打ちつ けて あるよ し。 か- -る 手法 は 遂に 他に て 見す とて 屢 ほめて 居られ 一 

た。 翁 は 戒名 を 智樹院 太 柱盈株 居士と 云 ひ . 府下 中 野 町新義 眞言 宗正 藏院に 葬る。 男 正 橘 氏 は 先 一 


だって 殁 せられた。 

翁 は、 其 道の 古人 先輩 を 尊敬し、 鶴 氏の 淺 草の 威光 院、 甲 良 氏の 芝の 正 念 寺、 平內 氏の 芝の 長 

延寺、 辻內 氏の 築地の 圓 光寺 等の 墓へ 時 をり 參詣 し、 甲 良 宗廣の 墓 は 東京に て 不明な りし を、 京 

の 3 呉 如 堂に 尋ねて 苔 を 掃 はれた。 

翁の 著書の 公に なった もの は 床 棚の 圆、 玄關の 圆各愛 冊。 其 也。 

, 地震，、」 火事 J 

. 大正 十一 一年 九月 一日、 大地 I たび 動いて、 人間の 缺點 弱點が 忽ちに 暴露した .0 今まで は 安心し 

て、 强ぃ 堅い 間違 ひない、 安全で ある、 確實 であると 思って るた 物 も、 蔡もみな悉く：^5^-?^せられた 

と 感じた。 限りない 强大な 自然の 力に 對 して は、 人 問の 力の 遙 かに 及ばぬ 事 を 明に 示した。 夫れ 

は 今更 驚く に は 及ばぬ 事で は あるが、 かく 短い 時間に 各種の 破壞が 同時に 發り、 且つ 世界 备國に 

迄 關係を 及 ほした の は 珍しい。 又 夫れ と 反對に 人間の 力と いふ もの は、 か-. る 強大な 自然の 力に 

育く 勝つ ことの 出來 ると いふ 實例を も 示し、 其 上に か- f る 破壞の 力に も堪へ て繁榮 して 行く と 
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いふ 人 問の 長 じたる ところ、 秀れ たる 事 をも顯 はして るる。 無事 太平、 平々 凡々 の 間で は 賢愚 も 

15^^ はない。 か- -る 事變に 際して は 賢愚 善惡の 差違が 犬に 現 はれて くる。 

日本 は 地震の 多き 國 として 世界に 知られ、 東京 は 火災の 繁き 地と し、 海內に 名高い。 從 つて 東 

京の 人 は、 地震に も 火事に も 慣れて ゐて、 比較的 驚かない。 平常 夫々 に 注意して 生活して ゐる。 

大地震に は 火事が 伴 ふ は 十 n 來 厘經驗 して ゐろ 事で ある。 併し この度の 如き 大火 災は古 來我國 に は 

甞て 無かった ことで ある。 從 つて 損害の 度も大 である 事が 察せられる。 何に ついても 實 際の 事が 

まだ 發表 せられて 居ない から 詳細の 事 は 知る よしが 無い。 

明曆 大火 江戸の 大火と して は 四 代 家綱將 軍の 時、 明曆 三年 丁酉 正月 十八 日 午後 二 時 頃より 

三日 Si にわた る大 火災と 此度 のが や- - 似て ゐる。 天 正 十八 年 德川氏 江戸 入城の 後 六十 七 年 目に 當 

る。 家康 公の 將 軍に 任ぜられた 慶長八 年から は 五十 四 年 目に 當る。 諸侯の 參勤 交替が 嚴 重に 行 は 

れて、 其 邸宅が 巿內 に造營 せられ、 桃山時代の 大阪伏 見の 繁榮を 江戸に 移して、 夫 を 三日間に 燒 

き拂 つたので ある。 但し この 時に 地震 は 無かった。 且つ 市街の^ 域が 今より は狹 く、 今の 難 町、 

神 田、 口 本 橋、 京 橋の 諸 iHil 及び 芝、 淺草、 小石 川 諸區の 一部 を燒 いたので ある。 其 他 本 所、 深 川 

四 谷、 牛 込、 等 はま だ 市街 をな して ゐ なかった。 上野な ども、 郊外の 地であった。 市街の 邸宅の 


密度 は 今より は甚 しく、 丸の 內 にも 吹 上 其 他の 签地は 無かった。 夫 故に 本丸の 殿舍も 本丸の 天守 

も燒 失した。 其 他 大名屋敷の 燒失 五百ケ 所餘、 旗本の 邸宅 七 七十 餘、 組 屋敷 は 無數、 社寺 三 ぼ 

五十 餘、 町屋 四百 町、 片側 町 八 百 町、 燒死十 萬 七 千 四十 六 人。 

火災の 甚 しかった 事情 は、 まづ 前年の 十 一 月から 雨が Is- に 無くて 火災 後の 二十 一 日に 大雪が 降 

る。 江戸で 瓦を燒 始めた はこれ より 僅に 十二 年 前で、 大名 屋數 でもな ほ 其 頃 は、 こけら i^it をば 普 

通と し、 以下 ソギ板 ブキ、 一般 は 茅ブキ であった。 今の 茅場 町、 茅 町な どの 地 は、 共 問： Hjj の藍跋 

である。 又 消防の 組織が 無かった。 土 藏造も 勿論 稀であった。 但し 前々 から 火災 は をり ふし あつ 

て、 防火に 注意 はした もので、 當時大發明ともぃふべ き穴<ぉとぃふ地^^{^^を、 始めて 工夫した は 

其 前年の 事で、 まだ廣く行はれてゐなかった。 發明者は和^^水屋九左衛門とぃふものでぁる。 近年 

火災 保險、 金庫な どの 行 はれて 後 は.' 穴藏は 全くす たれた。 稀に 殘 つて ゐて、 此度用 をな した も 

の を 聞いた。 

火事 は 何處じ や、 丸 山 じ やとい ふ 竟謠が 今も殘 つて 居る が、 明 磨 大火の 火元 は、 本鄕丸 山の 日 

蓮 宗の本 妙 寺、 今の 女子 美術 擧 校の 地であった。 江戸の 習慣と して、 扉 儀に t ツギの 上に 小袖 を 

掛ける。 其 小袖 は 寺へ 納める 例に なって ゐる。 ある^ 鹿の子 絞の 振袖 を 掛けた 葬儀が 本 妙 寺で 行 

也 震と.^ 事  ぎ 一.？ 
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はれた。 住僧が 事畢 つて 後 夫 を 古着 屋 へ賣拂 つた。 程 經て其 同じ 振袖 を 掛けた 葬儀が あった 。夫.， 

を 再び 賣拂 ふと、 又程經 て、 其 振袖 を 掛けた 葬儀が 有った。 其 頃 はま だ 友 禪染が 無かった。 鹿の 

子 絞に 刺繡 をした ものが、 最上の 女の 衣裳であって、 價は 勿論 高い ものであった。 三度 目に 振袖 

の 葬儀が あった 爲に、 流石の 坊主 も不氣 味に 思って、 三度 目に は賣拂 はす、 其 正月 十八 日に 屋外 

で 振袖 を燒 いた。 折惡く 風の 强ぃ 日で、 振袖の 火が 飛んで よく 乾いて ゐた 屋根に 付いて. 遂に 大事 

となる。 其 火の 鎭 まらぬ 中に、 十九 日の 午前 十 時 頃に 小石 川 新 鷹匠 町 今の 富坂邊 よりも 失火し、 

其 日に 別に 翻 町 五丁目に 近い 番 町から も 失火して、 江戶を 遂に 燒き盡 したので ある。 

其應急 策と して、 幕府の 內閣 會議を 露天に 開いた 中で、 最も 重大な 意味 をな したの は、 參 勤し 

てゐる 大名の 處置 である。 大名が 江戸へ 參勤 するとい ふ 事 は、 奈良朝 時代から 行 はれて ゐ る諸國 

の 兵士の 分番 交替の 因習に 基づいた 事で、 今 Q 衛戍 勤務と いふが 如き もので、 司令長官 たる 征夷.. 

大將 軍に 絶 對服從 して ゐ たので ある。 但し 夫 は 表面の 形式で ある。 內 心に 於て は、 ことに 外 樣大. 

名に 於て は、 いつ 何時でも 德 川に 代って 天下 を 取る だけの 軍略と、 之を實 行す る だけの 實カを 有 

つて ゐた もので、 其危險 程度 は 今の 社會 主義者 や 赤化 團 とやら の 如き、 又 風 間の 不 、逞鮮 人 等の 如 

き 薄弱の もので はない。 幕府の 高等 政 まとして は、 其危險 派た る 大名 を 拘束し、 爾 迫す る 爲に參 


勤 交替せ しめる ので ある。 此 大災害の 際に も 幕府 は 政策 を嚴然 動かさない だけの 威力 は 有って ゐ 

た。 併し もし 政策 を 其 ま 、維持 すれば、 夥しき 餓死 者 を 生やる。 又 生きん が 爲の暴 徒が 起った か 

もしれ ぬ。 そこで 內 閣き議 は 因習の 政策 を 捨て、 人道主義に 依って 解放し、 大名の 自由に 歸國 す 

る 事 を 命令した。 之が 應急 策と して は耍を 得て ゐ たと 當 時好 評 を 受けた。 

其 頃 は 今の 如き 水陸の 交通 機關が 整って ゐ ない。 經濟 組織が 備 つてるな い。 货幣は 流通して ゐ 

て も 信 相 制度 は發 達して ゐ ない。 物々 交換の 古風が 經濟の 重要の 地位 をな して ゐた。 幕府の 力 を 

以て 江戸へ 集中す る 米穀 は 一 ケ 年に 三 斗 五 升 俵 約 六 百 萬 俊に も 及んだ であらう。 共 中の 若干が 非 

常用と して 貯藏 せられる 制と なって ゐた。 夫 等の 米穀が、 ほとんど やはり 燒 失して に 柳充は 

出來 ないから， 在住者 を 解放す るより 外に 方法がなかった ので ある。 大名 を 解放しても 何の 危險 

も 起らなかった。 人道主義 がよく 行 はれた ので ある。 

災 後の 善後策と して は、 、江戸 市街の 輪廓 を擴 大して、 寺院 を 市中から 市外へ 出した。 祌 W 明 神 

下にあった 東 本願 寺 をば 今の 淺 草の 地へ、 西本願寺 は 横 山 町から 築地へ、 吉祥 寺 は 水 ai 橋 内より 

駒 込へ、 海 禪寺は 湯 島から 淺 草へ、 誓願 寺 は 小 柳 町から 淺 草へ、 善 國寺は 1! 町 善闽. ii 寸 谷から 牛 込 

へ、 今の 祌樂 坂の 昆 沙門と いふの が 之で ある。 諸 寺の 移轉 之に 準じて 行 はれた。 今の 吹 上の 地 か 
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ら尾州 家は巿 谷へ、 紀州家 は 赤 坂へ、 水 戶家は 小石 川へ 移された。 諸 大名 も 之に 準じて 轉 じた。 

今の 牛 込の 酒 井 邸. 本 鄕の本 多 邸、 駒 込の 太 出 邸、 土 井 邸な ど は 夫より 前からの 下屋敷で 當時 

は 郊外の 地であった。 大名 以下 この 後 火災 を 避ける 爲に 郊外に 下屋敷と いふ を 設ける 風が 盛に な 

つた。 又 丸の 內に 登城の 支度の 爲に、 中 屋敷と いふ 小 邸 をお く 例と なった。 下屋敷の 辜 を 町家で 

は 寮と 稱 へた。 又 防火の 土手 を 設けた。 白銀 町から 柳 原へ 十餘 町の 地に、 高さ 二 丈 四 尺の 石で 築 

き あゆた。 日本 橋 萬 町から 四日 珩へ かけて、 今の 日本 橋江戶 橋の の 川端に 高さ 四 の 東西 二 町 

半の 石 壁が つみあげられた。 二 ケ所共 今 は 無くなった。 日本 橋から 京 橋の 間に 三ケ所 火除け 地が 

設けられた。 茅場 町の 茅 商人 はま づ兩國 へ 移され、 後に 本 所四ッ 目へ 移される。 番町 にあった 一 

番組から 六 稀 組までの 大 番組の 武士 は、 四 谷 方面へ、 即ち 今の 番衆 町、 大番 町の 地へ 遷 された の 

である。 

この 明曆 大火 後の 市區 改正の 形が 今も存 して ゐ る。 火災 はこの 後な ほ 年々 多くなる 傾向 を もつ 

てゐ て、 遂に 江戶の 花と いふ やうに なった のて あるが、 防火の 設備 は 之に 伴って 整備して きた。 

但し 今の 如くに 機械的の 防火の 方法 は發 達が 遲く、 自然の 力 を 利用す る 方法 を 採り、 火 除 地と 稱 

へ て 《41 地 を廣く 各所に 設 りた こと」、 椎の木 樫の 木の 如き 禁 廣ぃ常 綠樹を 邸宅の 司 其 他に 植 


ゑる 例と なって ろた。 此度 災害の 甚 しかった 本 所 安田 邸 は 舊松沛 氏の 邸で、 椎の 木が 多かった 爲 

に、 椎の木 松 浦の 稱が ある。 昌平 坂の 聖堂の 如き も、 背後に 椎の 木が 多く あつたの を 近ハゃ 電車 を 

直通す る爲 に伐拂 つた。 一 旦椎の 大木 をき り 取った 跡に 設けた のが、 今 ある 小 公園で ある。 

今の 秋 葉 原の 荷物 停車場 は、 秋 葉の 原と いふ 火 除 地で ある。 今の 商科 大舉、 外 si ，校、 士 

會、 職業 擧校、 錦 町の 一 部 は、 元祿に 繁昌した 護持 院の遗 跡で ある。 其燒失 後、 寺 を 音^に 移し、 

土地 は 火 除 地に してあった 故に、 今 も 護持 院ケ 原の 稱が殘 つて ゐる。 1  お 地であった 爲に 一柚 末に 蕃 

書取 調 所 を 其 中に 設け、 夫が 開成擧 校と なり、 東京 大學の 法理 文三舉 部と なり、 三 舉部は 本鄕に 

移轉 して、 なほ 擧士會 が 遣って ゐた。 其 緣で外 國語擧 校、 高等 商業が 出來、 1^ 舉習院 もあった。 

蔡習院 が 四 谷へ 移って 舊 地が 平 沼 氏に 拂下 けられて 錦 町と いふ 市街地と なり、 後に 安 W 氏の 所有 

となって、 火 除 地の 意味 も 形 も なくなった。 番町も 江戸 城の 北に 當 つて、 本丸 西 丸に 影 i: しゃす 

いから 火 除 地に なって るた。 幕末に 夫を佛 式の 練兵場に 利用し、 戊辰の^3-北戰(伞後にそこで戰死 

者の 招魂 祭 を 行 ひ、 遂に 永久の 靖^ 神社と なり、 又宮內 大臣 官邸 等が 設けられて 市 術と なり、 

除 地たり し 事 は 忘れられた。 此度も 番町は 火勢が 强 くして 平 河 町に 及び、 皇城も 如何と 案じられ 

る やうに なり、 兵隊の 力で 破壞 させて 災を鎭 めた。 もし 其 ま i であったならば、 、水 W 町に も 及 
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んだ であらう。 今度 燒 けた 水道 橋 外の 松 平氏の 表門 は 火 除 地を拂 下： t て、 從來 あった 松 平 邸 を 

擴 大したと ころで ある。 この類 は 他に も 多く 例が ある。 社寺 は 元 來は廣 犬な 境內を 有して ゐ たも 

ので、 夫 はみ な 高等 政策と して は 軍事上の 意味 を 有って るた ものである。 近年 は 民家 を 連り に ® 

發 して 兵士の 宿舍に 充てる 例に なって ゐ るが、 昔 は 寺院で 事が 足る やうに してあった。 智恩院 の. 

如く、 現に 若干の 防禦 工事 さへ 設けて あるの を も 見る。 江戸 社寺 は 太平の 繁昌に つれて 貸 地す る 

事 は 公許 せられて ゐ たが、 建物 は眞の 一 時 的の もので、 一 商店の 廣 さは 一 坪 大車附 きで、 移動 自 

由に なって るた。 其 他 は葺簀 張の 小屋であった。 夫れ を取拂 つて 永久 的に した 始めは 淺草觀 音の 

中 店の 赤 練 瓦であった。 此度 やはり 火 を 免れなかった。 又 明治維新 後に 上 地と いふ 名義で 社寺の" 

境內を 盛に 沒牧 し、 一 且沒牧 して 後 更に 拂下 ゆられた。 官幣 大社 日 枝 神社 を 始め、 府 社の 神 田 

明祌其 他み な 舊境內 の 半 を も 今 は 所有して ゐ ない。 境內の 樹木 も 亦 伐 取られた が 多い。 淺草觀 

昔 深 川の 永代 寺 は 近年 行政訴訟の 結 ST 還付 せられる 事と はなった が、 其 地が 公園 名義に なって. 

ゐる爲 に 還付が 實 行せられ やにる た。 此度 やけた 深 川 八幡、 金毘羅、 成 田 不動な ど はみ な 永代 寺 

の 地に 居た ので ある。 この類の 不正の 沒牧は 全國に 夥しく あり、 行政 裁判所の 評議 官の 中に、 正 

義に 基き 還付す べしと いふ 法理 派と、 政府の 便宜で 還付す るに 及ばぬ とい ふ 便宜 派と 1 1 派に なつ， 


た。 此 社寺の 境 內を巿 街 地と し、 樹木 をき つたの も 火勢 を 犬なら しめた 原因の 一 。 

舊幕 時代に は、 江戶 京大 阪其 等の 都市 は無稅 地であった。 特許料と もい ふべき ものにして、 あ 

る 商業に は 株に 對 する 冥加金 を 納めた こと は ある。 耐火の 意味に 於て 土藏、 土藏造 等の 住宅、 商 

店、 瓦葺 をば 獎勵 し、 其 爲に资 金 を も 貸與 した ものであった。 併し幕府の獎勵した耐火建築の^:^ 

味 は、 近年 起った 火災 保險と 家屋税との 爲に 一 頓挫 を 生じて、 夫れ が 又 この度の 火災 を大 ならし 

めて ゐる G 

かの 節 十 萬 八 千 人の 燒 死者の 遺骸 を は、 非人 をして 船に 乘 せて 本 所に 運ばし め、 二 町 ra: 方の 地 

に 埋めさせた。 其 地に 追福の 爲に 建てた 寺が 國豐山 無緣寺 回向 院 である。 この 時 はま だ 兩國橋 は 

無くて、 本 所 は下總 國の內 となって ゐる。 今の 淺草橋 近傍が 燒 死の 最も 多かった 地で あるから、 

そこから近ぃ地に！^葬場を定めたもの乂ょしでぁる。 十 萬 七 千 餘の數 は、 實 際の 數 である と^は 

つて ゐる 0 

明曆 大火の 後、 市民 上下 共み な 火災に は、 大に 注意して ゐ たが、 年々 增 加す る倾 向 を 有って ゐ 

た。 翌年 萬 治 元年 正月 十日の 本鄕 火事、 江戸の 大半 を燒 く。 萬 治 二 年に は 正月 二 m から 三月 卄四 

日までに 大小の 火 さい 百 五 度。 次の 萬 治 三年 正月 十四日 十八 日に も 大火。 寬文 ー兀年 十月 廿八 日大 
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火。 寬文 1 1 年 三月 廿 四日 正午 大地 しん。 寬文八 年 1 1 月 一 日 牛 込 酒 井 邸より 出火. - 1 一月 四日 鮫が 橋： 

より 出火。 六日 小 日向より。 この 三！： ：！ に 武家屋敷 三千 百餘、 寺院 百廿九 等せ う 失。 延資 元年に 正 _ 

月廿七 曰に 磨 匠 町 小川 町より。 延寳四 年 九月 廿 二日 增上寺 火事。 十一 月 七日 吉原 火事。 延寳七 年 

五月 廿 九日^ 町 芝居より。 天 和 元年 十一月 廿 八日 丸 山 本 妙 寺より、 十二月 廿 八日、 川 田 町より 

天 和 二 年 十二月 廿 八日 駒 込大圓 寺より、 本 所 深 川に 及ぶ。 此後本 所 深 川 は 人家が なくなって 元の 

田圃と なる。 天 和 三年 防火の 意味に て 車 長 持 を 禁ぜら る。 二月 六日 市ケ 谷より 二月 十六 日 牛 込よ 

り、 三月 廿 九日 八百屋お 七 火刑と なる。 元祿 元年 再び 本 所に 武家屋敷 をお かれる。 天 和 火事の 後 

六 年 目であった。 元 祿八年 一 1 月 八日 四 谷 傅 馬 町より、 十二月 数寄屋 橋 逢より 。元 祿十年 十月 十七 日 

大 嫁より、 十一 年 九月 六日 新橋より、 其 日 京都より 上野の 敕額 到着す。 故に 敕額 火事と いふ。 十 

二月 十日。 本 石 町より。 g: 月 四日 曰 本橋邊 より、 元祿 十三 年 二月 下 谷 車 坂より、 元祿 十五 年柳澤 

の 屋敷より、 何れも 出火。 

元祿地 しん。 其 十六 年卽 ち赤穗 義士の 敵討ち を はって 二月 四日に 自盡 した。 共 十一 月廿 二日に、 

宵から 雷が 强く 鳴り、 夜 二 時 頃に 地が 雷の 如く 鳴り、 大地 しんとなる。 其 後津浪 となり、 房總の 

地に て 人馬 多く 死ぬ。 西 は 小 田 原の 地が 損害 甚 しかった。 死亡者 二 千 三百 人。 小 田 原から 品 川 ま 


でに 一 萬 五 千 人" 江戸 は 三 萬 七 千 人。 其中廿 九日の 火災にば、 兩國 橋に， て 死んだ もの 千 七 百 三十 

九 人。 廿四 日夜より 雨ふり、 曉に地 しん 少しく 止む。 北 〈後 十二月まで 魔 ゆする。 十一 m: 廿九 n 夜 

大風 本鄕 追分 水戶 邸より 出火。 又 小石 川より 出火。 翌日 午前 八 時 頃 消える。 之 >ゲ 地 しん 火 察と い 

ふ。 地 しんの 様子が この度の に似て ゐる。 火事 は 地 しんより 日 を距て 、發 つたので あるから、 此 

度 ほどに 甚 しい 害はなかった。 新 井 白 石の 祈た く柴の 記の 中に この 事の 記載が あって、 人に 知ら 

れてゐ る。 白 石 は 湯 島の 天神 下の 纏の もとに 住んで ゐ たが、 地 しんにて 損じた 土 藏の應 <!. ふ 修现を 

した 事が 云って ある。 地 しんと 火事との 間 一週間の 間が あった 爲に、 他：： 一 も 之に 準じて 修理の 出 

來てゐ た 事が 察 しられる。 地 しんの しん 動が 輕 くな つて 後で あるから、 屋上に 上って 防禦した も 

の も あらう。 今回 は 地震に 恐れて 屋上に 上った もの は 稀であった。 東 鄕大將 の 家、 華族 會館、 宮 

內哲 など は 屋上で 消防して 効が あった。 地 しん 火事に は 湯 島 天神、 聖堂、 上野の 一部、 今の 世 

橋邊、 向 柳 原、 淺草茅 町、 神 田、 傳馬 町、 小舟 町、 堀留、 小 網 町、 本 所、 深 川 永代 橋迄燒 ける。 

兩 Ei 橋 は 西の方 半分 燒け ておちる。 

かやうな 大 さい 害が あれば、 人心に も 烈しい 感動 を與 へて、 善惡 ともに 大變 化を發 し、 叉 迷信 

も强 くなる。 今回の 虎の 門の 金 昆羅、 淺草 の觀 音の 如きが よい 例で ある。 元 祿 の 地 鍵 火事に は 回 
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向院の 山門の 上に 一 一一 一一：： 觀 音が 安置して あつたが、 住僧 靈 夢の 吿 があって 地 しんに 前って 山門より 

下した。 其 後門 は 北へ 倒れ 大火に て 諸 堂は燒 失した。 觀音 だけ は 靈吿で 無事で ぁづ たとい ふので 

繁昌した さう である。 一一 一一 HI で 祈願が 叶 ふとい ふので、 一言 觀 音と いふ 名が 出来た。 

震災 豫防 調查會 とい ふが 廿四 年の 尾 濃の 大地震の 後に 出来、 年々 有益な 報告が 出て ゐ るが、 少 

數の專 門 家の 目に 觸れる だけで、 一般の 民衆 は、 そんな 報告の ある 事 も 知らない であらう。 もし 

この 報告の 意味 を 知って ゐて、 之れ を實 行したならば、 さいがい を 免れたら うと 思 ふ 事が ある。： 

智識 階級の 大擧は 申す まで もな く、 富豪 は 其 富の 力で 豫防 する 方法が いくら もあった らうに、 翠 

痴 ながら 殘今； であった。 危 險地帶 と確實 に報吿 せられて ゐる ところ、 叉屢 危險の 驗を 有ち な. が， 

ら、 泰然自若 として 危險 地帶 に、 危險な 家屋に、 危險な 生活 をして ゐ たの は、 智識 を 重 じな かつ， 

た 罰が 當 つたので あらう。  ，  ： 

明 暦の 大火に も豫 知した 話が ある。 夫 は 甘 K 檢校の 盲が、 音律の 上に 大變 化の 發 つて ゐる 事に 氣 

がつ いて、 大火の 前兆で あらう とい ふので 江戸 を 去り 他に 行って 助かった。 其 後に かの 大火 は發 

つたので ある U その 檢 校の 云った のによ つて 考へ るに、 江戸 は原來 飲料水の 乏しい 所で、 最初 5:- 

赤 坂の 溜池の 水 を 用 ゐてゐ た。 其 後に 神 田 上水が 出來、 承應ニ 年から 明 唇 元年まで 約 三年 間に ヌ 


川上 水が 完成した。 これで 江戸の 市街 一般に 水が 行き わたった。 從 つて 古來の 自然の 狀 態と は 全 

く 一 變 してきた。 陰陽 家の 說 では 自然の 狀 態に 於て 物事 は 安泰で あるが、 之に 人爲を 加へ て 自然 

狀態 を破壞 すれば 再び 自然に かへ る 時が ある。 江戸の 兩 上水が 出来て、 水の 勢が 盛に なり 過ぎて 

火の 勢と 平衝を 失って きた 故、 何時か は 大火が 起る であらう と檢 校は考 へて ゐた。 然るに 水道 完 

成 後に、 次第に 音律の 上に 變 化の 起った の を、 即ち 大火の 前兆と 認めた よしで ある。 震災 豫防謂 

亮會の 報告に は、 まだ 音律に よって 豫知 する 事 はとても 研究 せられて ゐ ない。 或は さう いふ 事 も 

あらう。 今回の 事に 音樂 家で 豫 知した 人が あつたか どうか 聞いて みたい。 且つ 如何なる 變 化が あ 

つ たかを 知りたい。 地質、 氣候、 建物の 形、 其 構造、 材料の 强弱、 地震の 動き 方、 共力の 大小、 

强弱、 遲速、 方向な ど 物質の 事 は、 頗る 詳しく 研究 せられて ゐる。 この 點は 日本が 世界 第一 であ 

ろ。 之を觀 測す る 方法、 器械 も 日本に 於て 多く 發 明せられ てるる。 只 一般 民衆が 其 結^ を 知り ノ 

S ハ 利益 を 受ける 事の 少 かった のは殘 念で ある。 大學の 諸 建物 は^どみ な破壞 せられた が、 池の 北 

の 方に ある 耐震家屋 は、 屋根の 下りむ ねの 少 部分が 損じ、 ガラスが 破れた だけであった。 全^と 

して は 破損がなかった。 

元祿の 地震 火事の 後に も、 なほ 火 害 は 止まなかった。 寳永 三年 正月 十四日 神 田須田 町より、 翌 
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日鎭 火。 四 年 正月 十五 n 濱 町より 本 所 中の 鄕に 至る。 正德 元年 正月 四日 芝 土器 町より 海 通まで。， 

同 十九 日 新 泉 町より 戴 岸 島まで。 叉 祌田連 雀 町より 靈岸岛 まで。 又 神 田 連 雀 町より 靈岸 島まで。， 

この 年濱 御殿、 吹 上の 庭 成る。 正德ー 一年 二月 八日 淺 草より 本 所四ッ 目まで。 同 三年 十二月 下谷淺 

草 大火。 五 年 十二月 晦日 籠の 口より、 元日 夕 止む。 享保 元年 正月 十一 日 池の 端より 靈岸島 迄。 同 

十八 日淺 草より 本 所まで。 同 二 年 正月 廿 二日 小石 川より 築地まで。 神 田の 護持 院燒 る。 十二月 二 

十八 日 牛 込より 芝 田 町まで。 享保 三年 町 火 消の 組合 定 る， 翌四年 火 消の ィコ ハ組始 る。 五 年 三月 

廿 七日、 I 泊屋 町より 三の 輪まで。 四月に 町家の 土藏 作り 塗 家 瓦 葺等を 許された。 從來は 禁止 せら 

れてゐ た。 六 年 正月 八日 吳服 町より 靈岸 島まで。 二月 三日 神 田 三 河 町より 淺 草まで。 同 四 ri: 牛 込 

より 日暮 里まで。 十二 月 三 河 町より 築地まで。 七 年 本 城 近き 所に 茅屋 根 を 禁じられた。 八 年 二月 

十六 日 赤 坂から 西の 久 保へ。 十 年 三月 十四 日 靑 山より 下 谷 金 杉まで。 十六 年 目白 臺 より 芝、 鐵砲 

洲 まで。 元 文 二 年 五月 三日 下 谷より 金 杉 迄。 延享ニ 年 二月 十二 日靑 山より 品 川 迄。 三年 二月， = ^日 

築地より 本 所 淺草小 塚 原まで。 寶暦十 年 二月 四日 赤 坂より 品 川へ。 同 六日 神 田より 洲崎 迄。 明 和 

元年 二月 二十日 新 銀 町より 丸の 內へ。 四 年 四月 九日 駒 形 失火。 五 年 四月 吉原 火事。 八 年 正月 麻布 

より 芝へ。 安永 元年 二月 廿 九日 行人 坂より 撟 場まで、 翌日 鎭火。 長 六 里、 巾 一 里 やける。 天明 一二 


年 十二 巧淺 草より 深 川へ。 ra: 年 八代洲 河岸より 芝 n へ。 六 年 正月？ よ， り^ 川へ。 元 に の 

聖堂 燒る。 同月 西の 久 保より 芝 田 町へ。 寬政四 年 七月 二十 一 日 麻布より 小川 町に。 -r;- ハ牛十 H 卄五 

日湯^：！？ょり日本橋に。 六 年 |g 町より 芝 口に。 九 年 卜 HI: 廿 二日 神 W 佐久 町から 深 川へ。 文化 元た や 

芝 車 町より 淺 草に。 八 年 二月 巿ケ 谷念佛 坂より 芝 赤 羽に。 十一 年淺 荜藏 前の 火 除 地に 掛店を 許さ 

れた。 文政 二 iif 二月 八日 飯 倉より 築地に。 十二 年 三月 廿ー 日祌 K 佐久間 町より 佃，： S まで。 神^ 龍 

閉 町より 元 岩 井町まで、 焦土 を 以て 火 除の 土手 を 築く 高 二 丈。 長さ 五 百 五十 問餘。 舗 九 間、 ,§ 

六尺。 1K 保 五 年 二月 七：：：！ 祌田 佐久間 町より 木 挽 町まで。 弘化ニ 年.^. 月廿 i: 日靑 山より 高 輪に。 三 

年 正月 十五 日 小石 川片 町より 個 .EK^r 嘉永 三年 一 一巧 ig 町より 芝に。 

安政 二 年 十月 二日 夜 大地震、 火事。 翌朝 鎭火。 死者 男女 四千 二 fd 九十 三人。 怪我人ニ^^-七！^五 

十九 人。 之 は 町 {テ<  の人數 であらう。 寺院で 葬りし 人數 は..； ハ千六 kn 四十 一人と ふ。 この 時の 事 は 

今 もな ほ 親しく 知って ゐる 人が ある。 其 後 安政 六 年に は 靑山穩 2 より 牛 込 高 m に。 慶應 元ハゃ 十二 

月 十二 日淺草 失火、 雷神 門 やける。 同 三年 十二月 廿 三日 江戶城 二の丸 やける。 

江戶の 花と 火事の こと を稱 へる 如く、 江戶東京の市：^は火事にょって漸々發^1^;|したもので、 .Isf 

に 他の 都市に とんと 類の無い 歷史を 有って ゐる。 此度も 亦 この 名物の 華が 開いた ので ある。 これ 
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によって 燒 けぶ とりに 更に ふとる。  二 

やけぶとりに 發 達した 土地で あるから、 火事と いふ 非常の 事變に 際して 身を處 して 事に 當 るの 一 

訓練 も 亦 妙に 發 達して ゐる。 之 は 水道の 水で うぶ 湯 を 使った 人に 限る 事で ある。 御國 ものの 官吏 一 

商人 は 共に それが 缺 けて ゐるは 止む を 得ぬ。 お 國キ？ の 中に も 少し は 火事 化した 人 も あらう。 物齊ー 

配給に も、 都市 復興に も、 この 訓練の 力 をよ く 利用せ ねばならぬ。 かの 自警 圑も亦 同じ ことで あ 

る。 今の 官吏 公吏 はみ なお 國 もの- -、 新敎 育に よって 地位 を 得、 權カを 得た 人た ちであって、 一 

明叙智 なる 事 はべ ラ ン メイの 徒に 超え、 法規に 精通して ゐる 事はガ ェ ンの 輩の 及ぶ ところではな 一 

い。 但し 其 法規の 中に 大火 事の 消防法 災 後の 處 置が 規定して ないから、 聰明 歆智 でも 無い ものば： 

運用が 出來 ぬ。 物質の 廢 毀せられ、 事業の 緩 漫も亦 止む を 得ぬ 點 である。 もし 幾何の 學者 を擧ゅ j 

て 江 戶兒の 自治の 舊慣 調査 委員 を 任命しても、 やはり 急場の まに は あはない。  .ー 

近年 東京 府、 市 * 警視 廳が 此舊慣 を破壞 する に 力 を 盡し， 輸入の 自治 制 を 以て 之に 替 へ ん とした： 

が、 それ も 行 はれ 卞、 その 新舊 自治 制の 過渡期が、 此 災を大 ならしめ たかと、 自分 は觀 察する 點！ 

が 種々 ある。 それ を 詳細に 說 くこと は 出来ない が、 まづ 物資 配給の 方法に ついて 一 言 を 添へ てお 一 

きたい。  . " 


物資 配給 法 傷病 者の 手當は 無料でなくて はならぬ。 救 恤品も 無料で， 配給せ ねばならぬ。 北ハ他 

に對 して 無料に 配給す ベ き 時期 はすで に 過ぎた。 若干 低资に 救恤品 をも齊 却す る を 適 ("S の 方法と 

おも はれる。 內外 各地 方から 寄贈 せられた 救恤品 をば、 官吏 公吏の 手の みに て 配給 資拂 をな し 得 

る もので はない。 又 一 一三 犬 富豪 を 指定して 之 を 行 はしめ る は 其 弊害が 多い。 

家は燒 け、 人 は 一 旦散 じても、 舊 住居に 執着 深くて みな 歸 りつ i ある。 此際 同業組合 を I 仅活せ 

しめ 連帶 責任と し、 とも ぎんみと して、 それに かの 寄贈の 救恤 品の 中 其 業務 相應の もの を 低價に 

拂 下げる がよ い。 ま づ時價 の 四が け 位の ものが 毎月 拂下を 行 ひ、 代價は 月末 毎に 納めさせる。 2 

れを 時價の 七が け 程度に 賣拂 はせ る ことに 制限 を 付して おき、 それらの こと はみ な 一 般 市：^ へ八ム 

吿 してお かねば ならぬ。 かくすれば 市民 は 資金 無くして 商資 が出來 る。 救 恤品を 公 Isr か拂 下け 

た 代金 は 他方 面の 復舊资 金と なる。 かくして 分業に よって 多數 のこと に 慣れた もの V 手に て 1;^ 圾 

はする が、 最も 物資が 普及し やすい。 早く かたがつ く。 法規に 拘束 せられて ゐる 少数 公， W 吏の 手 

では 早く 配給 せられす、 官公吏の 手で 行 ふ は 市民の 業 を 復興せ しむる に 便宜 多き t おで はない。 市 

民は燒 けても どうしても 購買力 を 失 はない 處が束 京人の 妙處 である。 無 代の 給與は 頗る 弊害が 多 

い。 官公 is{ が 自ら 分配す る もの は、 正に 此 限りで はない。 船より 陸揚 する は 勿論 横濱 にかぎ るの 
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か- r る 大災害の 善後策と して は、 舊幕 時代に は 如何なる 方法 を 採った もの か、 とい ふ 事 を 具 體 

的に 聞きたい とい ふ Is 問を厦 受ける が、 煩し くと も具體 的な 事 實を擧 ゆる は 易い 事で あるが、 寺 

世が 甚 しく 相 遠して 今に は當て はまらぬ 事が 多い。 否其爲 にかへ つて 誤解 を 生じ 易い。 近年の 西 

洋の 理論 を飜譯 して、 日本の 事實を 所々 に 尤もらしく 嵌入した ものに、 この 誤解の 傾向が 頗る 多 

い。 國 家の 組織 は 申す まで もな く、 政治 經濟敎 育宗敎 衣食住 等 は、 今と 德川 時代と は 異てゐ る。 

軍人と 武士 は 似て 非なる ものである。 昔の 僧侶と、 今の 肉食 妻帶の 僧侶と は、 名 も 形 も 以て、.：： 3 が 

同じで ない。 今の 消防隊、 昔の ガ H ンの 火消し 組、 昔の 救 ひ 小屋、 今の ばらつ く、 今. の 配給、 昔 

の 施し。 同じ 人間で あり 乍ら 何故に 今古 それほど 相違す るかと いふ 事 を、 だん， 遡つ！， マ くと、 

哲擧 的、 宗敎 的の 人生に 對 する 极 本の 観念の 異同から 生じて くるので ある。 勿論 今古の 兩觀念 は 

明かに 分界 を 立て-. 別れて 事 實に現 はれて るるので はない。 其 二つが 混同して ゐる 場合が 多い。 


現 はれた 事實 を精祌 的に 見る と、 全く ある 一方の 觀 念から 來 たの も あり、 新窗 七分三分、 四分六 

分な ど 混同の 程度 は 一様で はない。 人間の 本性 は 欲の 深い、 得手勝手な ものであるから、 今の 災 

後の 種々 な 策な 聞いて みると、 自己の 都合 次第で 兩刀使 ひの 宫本 武藏 流が 多い。 たと へば、 新 m4 

想で 出 來てゐ る 火災 保 險に對 し、 契約 を 破毀して、 保險 金を會 社に 支拂 へと いふの は、 即ち；^ 口 忍 

想が 復 輿して 出て 來 たので ある。 眞に舊 思想に よるならば、 初めから 保險 など を あてに すべき も 

ので はない。 罩 に油斷 大敵の 一語 を 自已が 確く 守って をれば、 卽ち 保險に 優る 効^も られ る。 

宫. 械及三 寺の 殿堂 は殘 つたと いふ 寬永 寺、 淺草 寺、 墻上 寺の 連合 廣吿が n 十め に 新 問に た。 之 

は^ 侶の した 事と は 兌え るが、 新 思想の 方で ある。 舊 思想で は濟度 衆生が 主で あるから、 この 際 

に 殿堂の 錢 つた 事な ど を廣吿 はしない。 釋迦 が旣に 深く 虚妄の 法に 著し 堅く 受けて、 捨っ ベから 

す、 我雙 にして 自ら ほこる こと 高く、 詔 曲に して 心實 ならす と 云って おいた のは卽 ちか. - る IT で 

ある。 他が 生命 を 失 ひ 財產を 無くした 際に、 我の みは 殘れ りと こと に .si; 吿 したの は、 c ら ほこる 

事髙 きもので ある。 殘っ たもの は 他に も 多く ある を 知らなかった の は、 卽ち 我^で ある。 K せ. の 

如きに 深く 執着して、 やはり 虚妄の 法で 今日 有って 昨日 無くなる ものである。 官 城をッ マに 添へ た 

のは大 不敬で ある。 この 廣吿の 中に 濟度 慈悲の 意味 は 少しも 存 して ゐ ない。 營 利，^ 社が 株主に 對 
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する 廣吿 にも 劣って ゐる は、 心實 ならざる の甚 しきもの である。 狼 狠宫內 省の 脊廣 服の 勒使も 亦 

新 思想の 代表的で ある。 皇 ii? 一の 尊嚴 をけ がし、 國體に 瑕つ けた ものである。 社會 主義の 實 行者が 

ま づ宫內 省に あら はれた。 之を大 杉が 聞いた か 如何。 聞いたならば、 手を拍 つて はやした であら 

う。 舊 思想で は 山 はさけ 海 は あせなん 世な りと も 君に 一 一心 我が あらめ や も。 天皇陛下の 公式の 代 

表 者の セビ& は、 社會 主義でなくて 何 か。 此際 正に 山 はさけ 海 は あせて ，11 心が 涌 出して きた。 御 

寫 眞に對 して は此 度も舊 思想の 取扱 を 聞いた。 献身的と いふ； 1H 粕 某が、 實に 直に 献身せ やして、 

裁判所に 引出されて、 詞を 二三に し、 部下に 責任 を與 へて ゐる は、 古武士に なく、 今の 軍人の 思 

想で ある。 ことに 對 手の 屍 を 古井戸に 投じた は、 全く 人道の 情け を 解し ない 現代の 軍人ら しいと こ 

ろで あらう。 昔なら ば 自己が 全責任 を 負 ひ、 對 手の 死 體は禮 儀 を 以て 處理 し、 自身が ぐ.. つ/^ せ 

すして、 献身的 行爲に 進まねば ならぬ。 彼等 は 他の 生命 を 奪 ひ、 他の 死 體を隱 くし 棄て、 自己の 

生命 を 保ち、 肉體を 持ち 逃け して、 あはよ くば 軍の 神に でもなら うとした とも 云 はれよう。 これ 

は 武士道の 誤解で ある" 今 は 武士 は 一 人 もない。 人が 無くて、 武士道が K 行せられ る もので はな、 

い。 其 昔の 武士道が 如何なる ものであった かとい ふ 事 は、 武士の 親方、 頼 朝、 尊 氏、 信 長、 秀士 a 

家 康が何 をした かとい ふ 事 を 今の 世に 照して 考 へて 見る がよ い。 又廢藩 置縣の 詔に も 云って ある 


通り、 武士の 七 百年 問の 所爲が 不都合で あつたから 之を廢 止して、 今の 立憲 政ュ 〔になした ので あ 

る。 立憲政治と 武士道と は兩 立す る もので はない。 立憲政治の 下に 武士道 を 說くは 思想の 混亂で 

ある。 

敕恤 品の 多く 集った の は、 舊 思想の 施與、 慈悲の 意味から 出た ので ある。 夫の 取扱が 綏澄 にな 

つて 魔 毀が 多くな り、 又は 奪掠した もの、 多かった の は 新 思想に 依った ので ある。 帳簿、 證喾な 

どの 燒 失の 爲に 頗る 混亂狀 態に ある は 新 思想に 依る 形式が 破壞 せられた ので ある。 舊 思想に はさ 

る 煩 はしい 手鑌、 形式 は 無かった。 

新 思想 は、 ヒゥマ 一一 ズムの 人文主義 を 基調と し、 深く 科擧を 信じ、 現實に 重き をお き、 權 利と 

いふ もの を 立て X、 現世に 於て あらゆる 欲望 を滿 足せし めんと する ので ある。 あらゆる 代の 生 

活は 之に 據 つて ゐる。 この度の 災害 は、 夫が 破壞 せられた ので ある。 其 問に をり をり 哲 思想 も 現 

はれて くる。 舊 思想 は ニニ 世 輪廻、 因 梁 應報を 基調と して、 現世に 於ても 未来に 於ても 欲望 を滿足 

せしめん として ゐ たので ある。 主從 君民の 關係も 三世に 及ぶ。 故に 免職 は 無い。 失業 難が 少な か 

つた。 時効が 少ぃ。 人文主義に 於て は、 積極的に 生 を 守る 事と して、 保險 をつ け、 所 荷 を 登錄し 

て、 生命 財産の 安全 を はかる〕 定業の 死 を も 免れん こと を はかる。 舊 思想に 於て は 定業の 死 はま 
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ぬがれぬ ものと 安心して" 非業の死 は 免れん こと >ゲ豫 め はかる。 油斷 大敵 を 生活の 基礎と して、 

身 を 守り 財 を 護る。 場合によりて は 非業の死 も辭 しない。 死は辭 しないが、 未來を 認める 爲に强 

いところ が ある。 今 はみ な 悉く 生に 立脚 せんとして 此破壞 に 遭って 狼 犯した ものが 夥しかった。 

昔 は 死に 立脚して かねてな き 身と 思 ひ 定めた ものであった。 

十月 十九 日 は 震災の 四十九日に 當 ると いふので、 本 所の 被服 廠 跡に 於て、 盛な 追 吊 會が行 はれ 

た。 宮內 省から も 花環 を 賜 はり、 後藤 大臣 も 吊 辭を讀 まれた 由。 之 も 三世 思想で 行 はれた 事で あ 

る。 もし、 人生が 現世 だけで ケリ がっくと いふ ものなら ば、 追吊會 など は 全く 無意味な ことで あ 

る。 日 々多数の 人が 其 處へ參 詣に來 ると いふ も、 亦 三世 思想に 導かれて るるので ある。 かやうな 

凶事の 場合にば かり 三世 思想が 伴 ふので はない。 江戸の 親玉 は、 征夷 大將 軍、 其 家来が 旗本 八 萬 

騎。 この 主 從の關 係が 三世 W 心 想 を 基調と して ゐた。 從 つて 今の 如く、 朝に 拜 命して 夕に は 免職せ 

られる 事 は 無かった。 一 旦主從 の 誓 を 立てた 上 は未來 まで も 孫 曾孫の 末まで も 其 誓 を 相互に 守る 

事と なって ゐた。 軍の 無い 時で も 多い 祿を 興へ て 遊ばせて おく。 この 風 は德川 家の みで はない。 

1 般の 大名、 町人、 百姓の 主從 みな 同じ 意味に 於て 結合して ゐた。 現代 は それが 法律 的に 改造せ 

られ、 IS 令 書の 範 圍內、 俸給 を 頂戴して ゐる 程度 を 限りと する から、 現世の 中に 尙狹ぃ 場合 だけ 


の 結合と なって るる。 但し 今でも 親分 子分の 名目 を 以て 結合して ゐる 社き に はな ほ哲 三世 思想が 

殘 つてる る。 故に 親分た る もの は、 用はなくて も 子分 を 遊ばせて おいて、 食 はせ て 着せて 小 使 ま 

で與 へて おく。 ある 經濟學 者の いふが 如く 勞働絞 取な どと いふ 事と は 全く 意味が 遠 ふ。 故にい ざ 

仕事に 掛 つたと いふ 場合 は、 八 時間 勞働 でも 十 時間 勞働 でもない。 生命の あらん 限り 働く。 夫が 

災 事の 場合に は 消防隊の 活動と なって あら はれた。 安政 地震 其 他 消防隊が 發 達して 後に 犬なる 勤 

勞を 致した の は、 この 三世 思想 を 基調と しての 上の 事で ある。 この度 も 巡 其 他に 盡 力した 人 は 

夥しく あった 由。 其 中には 昔ながら の 三世 思想に 知らす //\ に 動かされ たのと、 今の 現世 思想の 

辭令書 だけに 働いた のと ある やうに 感ぜられる。 現世 思想に しても 三世 思想に しても、 定 命の 死 

は 免れられない。 夫に 對 して 覺 悟がなくて はならぬ。 油斷 から 起って 非業の死 を遂 ける は、 いは 

ゆる 犬 死で 最も 愚な 事で ある。 行住坐臥 一 擧 一 動み な油斷 して はならぬ。 犬 死す る やうで は 一 人 

前の 人間と は 認られ なかった。 家に は、 非常の 準備が 無くて はならぬ。 今 は 大{ 芏咼樓 にして 非常 

の備 のない のを屢 見る。 之 は 油 斷の大 なる ものである。 大學 の圆書 館の 如きが 其 一 例の 著しき も 

のであった。 非常口が 用 をな さなかった 。建物に 伴 ふだけ の 梯子 もなかった。 池が 傍に ありな が 

ら其 水な 利用す る 慕 も出來 なかった。 近年 東；！： 小の 火災に 死者の 伴 ふ を 多く くが、 之 は 油 斷が多 
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い 故と おも ふ。 奈 良の 公 會堂を 建てた 大工が、 楷段を 只 一 ケ 所に のみ 作った 事 を 悔いて、 遂に 憤 

死した とい ふ は 尤も 千 萬な 事で ある。 日本銀行の ガラス 張の 天窓、 其 隣に 三 井 銀行の 窓の 扉 を 閉.， 

める を 忘れた など も 亦油斷 である。 外部 をば 不燃 質に しながら、 床 を 木造に してお いた 某 銀行。 

大舉の 圖書館 も 亦 油 斷のー つで ある。 が S 汽車の 不通と なる 箱 根の 山中に、 大工 場 を 設けた 如き 

は 油 斷の甚 しきもの である。 災害が 起つ マ、 即ち 非常 扉を閉 して ェ 女の 避難 を さまた ゆた が 如き- 

は、 覺 悟が 足りなくて 狼 狼した ので ある。 淺草 花屋敷で 其 時に 直に 猛獸を 射殺した の は 流 Z に覺 

悟 をして ゐ たのであった。 埼玉縣 知事が、 流言に 動かされて、 虐殺 事件 を 各所に 起ら しめたが 如 

き は、 覺 悟が 無かった ので ある。 罹災者 を、 强 いて 縣 外へ 送り出さん としたが 如き は 一時の 責任 

を 免れん とした 新しい 官吏 根性が あら はれて ゐる。 舊 思想で は 地方 官を 牧民 官と 云った。 あれで 

は 牧民の 意味 はない。 

防火の 爲に 江戸に. 化て 發 達した 土蔵 及び 土蔵 造りと いふ 建築 法の 起源 は 明かで ない が、 平安朝 

時代に 旣 にあった ぬり ごめ とい ふが 夫れ らしく 思 はれる。 鎌倉時代に 畫 いた 舂日權 現靈驗 記の 繪 

卷の屮 に、 土藏が 火災に やけ 淺 つた 有様が 描いて ある。 今の 置 屋根の 土藏の 如き ものである。 鎌 

倉 時代から 足利時代へ かけて は 質屋が 土藏を 建設して 繁昌した。 故に 土藏 とい ふ 一 語が 卽ち 質屋， 


とい ふ 意味 をな して をり、 巨額の 租稅 を食擔 した 事が 記錄 にみ える。 故に 一 面に は 土 藏は營 利の 

建設 物と いふ 意 をな してる た。 たと へ 其 構造 法 は 質屋の 土藏と 同じで あっても、 營 利の 意味の な 

いもの は、 寳藏、 經藏、 文庫な どと 稱 へて 土 藏の語 は 用 ひなかった。 戰闽 時代に なって、 戰 岡が 

烈しくな り、 築城が 多くなる に 伴れ て、 城 廊の矢 倉 其 他に 土藏の 構造 法 を 利用し、 防禦に も 攻撃 

にも 防火の 意 を 加 へられる ことにな り、 其 立 面が ー變 する。 江戸 城の 矢 倉 は 二-直のと 三重のと 今 

も 二 棟^して ゐる。 二重の は 安政 地震に 顚覆 して、 堀の 屮に 逆立ちと なった が， 此度は 異狀が 無 

かった。 本丸の 天守 は 前に も 云った 通り、 明曆 大火に 燒 失して W 建に 及ばす、 其 臺の 石垣の み 今 

も殘 つて ゐる。 昔 は 砲の 有効 射擊 距離が 短 か- - つた 爲に、 あの 位置で も戰 闘の 川 をな したので あ 

る。 元 和 以後 太平と なり、 一 國ー 城と いふ 軍縮 法が 勵 行せられ て、 築城に 伴 ふ 土藏の 發逮は 止ま 

つたが、 、江戸の 火事の 爲に 大名 町人 共に 土藏 及び 土藏 造りの 家屋の 建設に 力 を す ことにな り、 

異常の 發達 をな した。 其 構造 法が 精妙 を 極めた のみで は 無い。 之 を 火 の 前後に 又 平日 如何に 取 

扱 ふかと 云 ふ 事 も、 亦遷 苦しき 經驗を 經て發 達した。 如何に 精巧な 土藏 でも 周 圍の燒 ける に まか 

せて おいて は、 耐火の 目的 を 達しない ものと いふ 決 論に 歸 着して るた。 そこで 土藏に は必す iiisj- 

師と いふ も S が 伴 ふ 例と なって るた。 燒 くも 燒 かぬ も 仕事師の 一 心 次第であった。 平常の 手 入、 
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ある 時期に 於け る 目塗り、 目 塗の 土の 準備、 火事の 場合に 類燒を 防ぐ 方法、 萬 一周 函が 類燒 して 

も土藏 のみ は 完全に 災を 免れし むる 方法 は、 彼等の 一 心の 秘密であった。 

大事 件に は 種々 な 枝 紫が 伴 ふ。 宮中の 御 歌 會始も 御 取 止めの よし。 御 會始の 御題と いふ もの は 

近年 生產的 意味 を 以て 奉仕 せられて ゐる。 この 御 取 止めの 爲に 夥しき 失業者 を 生じる。 この 際に 

あたり 特に 業 を 失 はしめ 生活に 苦しまし める は、 恐らく は 天意に 背く もので あらう。 

地震と 火事 iJI 

今の 市長と 申す は 町奉行の 事 かと 德川慶 喜 公が 仰ら れた 由。 併し 市長と 町奉行と は 似て 非なる 

ものである。 古今 互に 相 比すべき もの は 無い。 政治 組織の 根本と して、 昔 は 武士が 卽ち 行政官で 

あった。 今 は 文官 武官が 明に 別れて ゐて， 互に 融通せ ぬ 事に なって ゐる。 今 は 三權分 一：： 一 說に 基い 

て、 立 法官と 司法官と 行政官が 互に 分れて ゐて 混じて はならぬ 事と なって ゐる。 昔 は 武士が 普通 

の 政務 事務 を 取扱 ひ、 夫が 又 行政 も 司法 も 立法 を も 兼ねて ゐた。 今 は 權利を 分割して 正しき を 得 

ん とし、 昔は湊 合して 妙味 をぁぢ は- -ん としたの であった。 これらの 點 に 於ても 巿長. と £： 奉 と 


は 比較の 出来ぬ ものである。 今 は 東京 市と いふ 土地に 區域を 人爲に 定めて、 夫 を 行政 上に 用る、 

其 中に 居る 人民 は 外 國人も 內地人 も 文官 も 武官 も 資本家 も勞働 者もチ ン ワン ネコ 金魚に 放し 龜、 

味 嗜 も 糞 も、 市長 閣下の 支配の 下に ある。 昔 は 江戸と いふ 市街の 區域 はや はり 設けられて ゐた。 

但し 朱 引內を 一人で 支配す る 程の 權を 有って ゐる もの は 無かった。 町奉行と いふ もの は、 江戸の 

中の 町人 即ち 商業 工業に 從 事して ゐる もの だけ を 支配した に 過ぎぬ。 其 町奉行に も 南と 北と 兩方 

に 役所が あって 二人に て 分割して 支配して、 合議して 大事 は 裁決して ゐた。 同じく 朱 引內に i5 て 

も 僧侶 は、 寺社 奉行 支配。 百姓 は 勘定 奉行 支配。 御 族 本、 御家人 即ち 天下の 御 直參は 若ハ牛 寄。 大 

名 は 老中。 一朝 非常の 事變 あれば、 平時 編制から 戰時 編制に 忽ち 轉換し 得る 準備 もして あった。 

大目 附は 今の 參謀總 長に 似た 點 があった。 非常の 事變を 常に 顧慮して 編制して あつたから、 人間 

に 重 をお いて 支配す る 事と なって ゐた。 今の 土地 を專ら 基礎と する 方法と、 昔の 人 問に 依る 支配 

の 方法と は、 常に も 非常の 場合に も大な 差違が 生じて くる。 殊に 今 は 人文主義の 手段と して 土地 

や 人 問から 更に 一歩 を 進めて、 土地 は 土地 臺 帳と いふ ものに 作り かへ、 人間 は 戸籍と いふ ものに 

書き入れて、 其 帳簿 を 取扱 ふこと が 即行 政 事務と なり、 司法 事務 ともなって ゐる。 死んだ 人 も 其 

ま V 戶籍の 上で 取扱 はれ、 有る 土地 も臺 帳に 漏れた もの は、 取扱 はれない。 赏 物に、 よると、 文書 
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に 依る とは甚 しい 相違が ある。 今戶籍 役場に 於て 幾 萬 幾 十 萬の 人間 を 文書 を 通して 扱 ふ。 眞に巧 一 

妙 を 極めてる る。 併し 文書の 記載 は 其 人間の 全 生活に は 及ばない。 煩 鎖な 文書 も 全 生活の 一面の 一 

み を 登錄 する に過ぎない。 昔の 市民 を 直接に 支配した 名主 は 其 支配 下の 市民に、 常に 親しみ 互に： 

顔 を 知り あ ひ、 無くて 七く せ を も 知り、 平常に 於て、 全 生活が ほ^ 知られて ゐた。 故に 非常の 際 一 

も 事 を 早く 處理 する 便宜が 多かった。 文書に 重 をお いて 事 を 扱 ふ は 頗る 便利で あるが、 文書が 今一 

回の 如くに 無くなれば、 全く 差 支 を 生じて くる。 昔の 粗大に して 要 を 得ん とした 方法と、 今の 精一 

密 にして 少しの 隙 も 無い 方法と は、 比較し がたい 事が 多い。  1 

土地に 附 いて 云へば、 江戶巿 內は總 ベ てが 無稅 地であった とい ふ點が 今と 著しく 異 つて ゐ た？ 

之に は歷 史的 事情 も あるが、 かの 太平 政策の 一部と して 經濟上 都市の 發展、 又物價 調節の 意味に 

於て 無稅 にして あった 由で ある。 幕府の 財政の 窮乏す るに 及んで は 商業 上の 冥加金な どい ふ 專躉ー 

特許料の 如き もの は、 漸次 多き 種類に 及んで るた。 今の 營業稅 に似て ゐる。 夫に は 收稅の 費用の 

殆ど か. -らぬ 方法 を 探って るた。 土地の 支配の 上から 云 ふと 人民と 同し く 町人の 住 地 は 町奉行に 一 

て 支配し、 寺社の 土地 は 其 奉行に て 支配し、 大名 旗本の 宅地 は、 又 夫々 に 武家に 支配 せられて ゐ： 

た。 が 何れも 今日の 如き 安全な 所有 權は 無かった。 元來 江戸の 地 は 武士の 親方た る 征夷 大將 軍の； 


城廓 及び 其 附属の 土地で、 旗本 家人 は將 軍の 直 馬の 武士、 大名 は將 軍に 絕 對服從 せる 武士で、 獨 

立して 戰陣に 臨む だけの 實カを 有し、 平時 は衛戌 勤務と して 江戸に 屯營 して ゐ たので ある。 將軍 

の 一 令の 下に 何時でも 戰 線に 進出す る だけの 用意 はして るた ので ある。 町 入 はこの 大名 旗本に 物 

资を 供給す る 御用商人 である。 其 御用 を 勤める に 差 支の 無い やうに； IK. 乇 店舗 を 頂戴して ゐ たので 

ある。 C 水 州^の 町人が 獨立 巿府を 形づくって ゐ たと は、 犬に 事情が 違 ふ。 江戶 にて は 商業と して 

は、 小賫が 異常に 發逹 して 今 も 御用聞きと いふが 盛んに 行 はれて るる。 將 軍の 命の ま- -に 住宅で 

も^；^舗でも移動せねばならなかった。 明曆 大火 後の 巿 151! 改正が 意外に 容易く 行 はれた の はこの 故 

である。 併し 將 軍の 命令 は嚴 重で あっても、 もと 太平 政策 を 根本と して 町人 を 保護した もので あ 

るから、 營業、 住居に 苦しませ るが 如き 收用 をした もので は 無かった。 一 方に 牧用 すれば 他方に 

於て、 之に 劣らぬ 替地を 下された ものである。 併し 今の 民 權と云 ふが 如き 思想 は 無かった。 市民 

を撫恤 して 營業を も 生活 を も 安定せ しめる に 犬に 力 を 致した ものであった。 地主た る もの を 特に 

優遇して、 城內に 於て 能樂を 催して 之を拜 見せしめる 特例が 與へ てあつた。 且つ 共 日に 限り無 禮 

講で、 將 軍の 出 座 ある や、 待ッ テマ シタ、 ィャ 親玉、 など-" 土 問の 見物 席から 大聲に はやした て 

るを默 許して あった。 其 間に 云 ふに 云 はれぬ 親しみが あった。 他方に 御手 討の 厳重なる 制裁が あ 
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ると 41" ハに、 一方に はか やうな 親しみが あった。 恩威なら び 行 はれて ゐ たので ある。 今の 觀菊觀 櫻 

陪实 陪觀 とや はりす こぶる 趣が 違って みえる。 今度 も大に 問題 を發 してる る 他人の 地 IS に 家 を 建 

てると いふ 風習 も、 火事から 起った ことで、 江戶 東京に 於て 特に この 事が 盛で ある。 他の 都市 は 

東京 ほどに 甚 しくない。 往年 ヘイグの 平和 裁判所へ. >  居留地の 永代借地 權の 事から 天皇陛下の 御 

名に 於て 出訴に なつ たをりに、 他人の 土地に 家屋 を 建てる とい ふが 如き 奇なる 風習 は歐 米に 於て 

は 全く 認めない とい ふ 事で、 乍 恐まん まと 天皇陛下の 敗訴と なった。 か i る 紛議 を 起し やすき 風 

習 は 早く 除き 去る やうに したい ものである。 

安政の 地震の 時と 此 度と 經濟 上の 狀 態が 頗る 似て ゐ ると いふ 說も ある。 似た といへば 安政 時 

代 は德川 幕府の 末路が 近づいた 故 か、 諸事 行きつ まり、 百の 弊害が あら はれて、 一方 を 改めん と 

すれば、 他方に 更に 大 害が 生じて くる。 古家の 造作、 破れ 障子の 切り張りの 如く 如何と も 手の つ 

けられぬ までにな つて ゐた事 は、 當 時の 憂國 者の 文に 見えて ゐる。 特に 經濟 上から みると、 かの 

天 保 改革、 水 野 越 前守忠 邦が 辭 職した のが 天 保 十四 年閏 九月 十三 日で ある。 次に 弘 化が 四 年、 嘉 

永の 六 年を經 て、 次に 安政 二 年 十月 二日が 大地震になる。 其 間 約 十二 ケ年 である。 天 保 改革と い 

ふ は 經濟の 行つ まりを 開いて、 新生面 を發 出さん との 政見 を實 行した ので ある。 然るに 夫 は 經濟. 


上の 智識 は 全く 缺 乏して ゐて、 何 ぞ利を 云 はんや、 た^ 仁義 あるの みと 云 ふが 如き 懦 敎の 淺^な 

說を其 ま、 に 信じて 改革 を 行 はんとした のであった。 其 手段の 一 として は 問屋が 巾^に 居て ネ利 

を 得て ゐる。 宜しく 問屋 及び 專賣 權を與 へて ある もの をみ な 禁止し、 生産者から 直接に 需要 者へ 

供給せ しめんと して、 將 軍の 威令 を發 し、 一 紙を頒 ちて、 ^^に之を實行せしめんとしたのでぁっ 

た。 ともかく 表面 だけ は 禁止 せられた 事に なって、 自由 贩寶 を獎勵 せられても、 俄に さやう に は 

轉換し 得られす、 今の 如く 交通 は發 達して ゐ なかった から、 舊慣 は破壞 せられても、 新 組織 も 成 

立せ す、 豆腐、 なっとく、 七味とう がらし の小賣 値段まで 公定 せられても、 決して 實 行せられ 

t 御 觸の發 布 益々 繁 くして、 實施は 愈々 困難に なって、 水 野 內閣は 八方 ふさがり となって 願 覆 

した。 安政 は此天 保の 經濟破 壞の後 を 受けて、 ダイヤモンド 社の 放資 案内に ある 反動 期であった 

らう。 大正 地震 は、 歐洲 戰爭の 活躍 期の 後 を 受けて 反動 期に 入って からで ある。 大正 九 年の ガラ 

に 出 遭った の は 天 保 改革に 似て ゐる。 但し 天 保 改革 は 善意に 於け る 一 の 暴政であって、 御家^々 

代と祝ひ納めてゐた時代には人爲にして然かも地震ょりも被害の！！^域の廣ぃ突發事件でぁった。 

日本に 於て よく 之 を 免れた もの はない。 京大 阪江 戶の大 問屋な ど は 其 組織が 犬で、 根牴が 深く、 

資力が 多かった 爲に其 後 幾年よ く 復與し 得た。 各地 方の 小 資本の 問屋、 赛賣 業者. は 一 令の もとに 
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澄れ てし まった。 問屋が 滑れて 組織が 破れた 爲に、 需要供給の 權衡を 失 ひ、 其 結果 は 物價の 暴騰 

となって、 爲政 者の 豫 期に 反した。 其 時に 地震が 發 つた。 

大正の 活躍 期 は、 其 原因が 歐 洲戰爭 にあって、 戰爭が 止めば 反動 期に 入る こと は、 眼前に 明か 

な ことであって、 九 年の ガラ は必 やし も突發 事件ではなかった。 故に 豫め 注意して 用心して ゐた 

鐘 紡 其 他 は ガラに 何の 影響 も 受けなかった。 不注意の 郵船 其 他 は 其 後紛々 が 絶えない。 ガ ラの爲 

に 損害 を 受けた の は 注意の 度の 差に 依て 同じで はない。 天 保 改革が 一 般 的に 及んで 免れた もの. f 

無かった と は 同じで ない。 寬 政から 文化 文政へ かけての 十一 代 家齊將 軍の 豪奢の 生活、 惡 貨幣の. 

濫發 による 上景氣 は、 丁度 政 友會の 放漫 政策 に似てる た。 原因 はと も 角 も、 活躍 期の 上景氣 から 

反動 期に 入り、 そこに 災害の 起った とい ふ 事 は、 頗る 双方 似て るると 云 はれる 0 長 明の 方丈 記に 

みえて ゐる 通りに、 平家の 全盛の 上景氣 時代の あとに 地震と 大火と があった。 其 あとに 鎌 倉 幕府 

力 出來て 京都 は 有名 無實の 地と なる。 德川 氏の 初期に しても 三代 將 軍の 上景氣 時代の 後に 四代將 

軍の 明 暦の 大火と なる。 この 大火で 慶長 以後の 江戸の 施設 はすべ て 一 變 せられる。 安政 地震の 後 

約 十二 ハ 牛で 幕府 は 亡びて、 政治 はお 國 もの k 手に 歸 する。 歷 史上に も 自ら 渐騰 期、 活躍 期、 反動 

期、 保 合 期と いふ 類の 循環 は ある。 但し、 其 循環が 如何に 時と 伴って、 何年 目に 來 るか。 如 な 


る 程度に くる か は 何人も 豫 期せられ ぬ點 であらう。  . 

似た 點を あける と 似た 事 は 多く ある。 異 つた 點を擧 ゆると 夫 も少く はない。 政治 組織、 社會組 

織、 人生 觀、 世界 觀 共に 違 ふ。 最も 違 ふの が經濟 組織の 相違で ある。 公債と いふ は 全く 幕府に は 

無かった。 貯金局と いふが 如き、 振替 貯金な ども 決してなかった。 從 つて- i 金の 元簿 通帳 も 消滅 

して、 血 も淚も 虎の子 も行衛 不明と いふ 事 も 勿論ない。 族 本の 多分 は 領地 を近縣 におって ゐ たか 

ら、 生活に はこ まらなかった。 大阪に は 手形 は發 達して ゐ たが 交換所 は 無かった。 江戸に は 手形 

は 殆ど 行 はれて ゐ なかった。 火災 保險の 意味に 於て は、 各自が 用心に 郊外に 村 木 を 貯蓄し、 又 仕 

事師を 常に 養って ゐた。 生命 保險の 意味に 於て は 職業が 世襲 的に なって ゐて、 父兄の 死去の 爲に 

家族 は 路頭に 迷 ふに 至らなかった。 武士の 家 祿は十 年 二十 年後の もの を、 必用に 應 じて、 主家 か 

ら 前借す る 事 も 出来た。 たと ひ 武士 は 雨の 漏る 家に 居ても 稅も か-. -ら す、 食 ふに 困らなかった C 

君の 爲に馬 前に 打 死す る を 常態と し、 安穏に 生活す る を 寧ろ 變 態として 居た。 所謂 文化 生活と 表 

裏の 相違で ある。 自己に 責任の ある 御 役所の 貴重 書類 や 記 錄の燒 失 を 不可抗力で 御座る と 傍觀し 

てゐる 事はなかった。 地震、 雷、 風、 火事の 事 變に應 じて 如何にな すべき かとの 非常に 處 する ffl 意 

が 常にあった。 之を覺 悟と 云 ひ油斷 大敵と 云って ゐた。 覺 悟の 無い は 一 人前の 人と は兑 なされな 
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かった。 これ 等の 事 は 安政 明曆の 時代と 大正と は甚 しく 相違して ゐる。 況んゃ 無抵抗の もの をみ 

だり に 殺し、 3^ 器 を 持せ ざる もの を 殺す を 以て 自ら 警 むる 所以と は 思って ゐ なかった。 もし 夫 等 

の 事が あれば、 卑怯の しきものと せられた。 人を咀 はば 穴 二つと いふ 覺悟は 有って ゐた。 大石 

內藏之 助 も 敵 を 討って 首 は 取った が、 其 屍體、 首級に 對 して は 相 當の禮 儀な 以て 處理 して ゐ る。. 

古井戸に 投込 まや、 放水路に 棄 てなかった。 其 罪 は 憎んでも 其 人 を 憎まなかった。 非常の 場合に 

非常の 手^と して、 公園の 如き 住宅地に 非る ところに 居住せ しむれば、 又 非常の 手段 を 以て 生活 

の 道 を 立てさせる。 巿民 が祖 稅を拂 て、 市民の 爲に 公園 は 設け.^ れてゐ ると いふ 類の 覺悟は 有つ 

てゐ た。 

師匠 坊、 白 天 目 

茶 入 師匠 坊 ある 陶器 棄定 家の 謂 は ゆる ダイ ミヤ ゥ モノの 一。 其 挽 家に も、 確に 師匠 坊 と金 

銘が 記載して ある。 茶人 文盲、 門徒 物 知ら や、 禪宗錢 無し、 と 古来 相場の きまって ゐる通 を 表現 

して ゐる處 に、 即ち ォ チヤが あると みえる。 併し、 それで は 今日の 文化に は相應 しない。 懌り乍 


ら、 この ゴミの 出 所 を 明かして みやう。 之 はもと 奈良 にあった もので、 本字 は 四聖 坊と S! くべき 

である。 聖の 字、 漢音で は セィ、 吳 音はシ ャゥ。 吳 音で よびった へて ゐる。 四聖 は奈 良の 來大^ 

創立の 關係者 四 人、 本願 は聖武 天皇、 開基 は良辨 僧正、 勸進は 行 基 菩薩、 供養の 導師 は 印度より 

来朝した 僧 菩提 仙那。 之 を 合せて 四聖と 云 ふ。 其 報恩の 爲に寺 を 設けて、 其 像 を 安置し， 四聖 坊 

と名づ けられて ゐた。 朝夕 其 四聖の 靈 前に 茶 湯 を 供養す る。 其爲に 久しく 用 ゐてゐ たが、 この 師 

匠 坊の茶 入で ある。 桃山時代に 故あって 他に 譲られ、 なほ 品物の 名と して 寺の 名を稱 へて るた。 

其 傳來の 詳しい ことが 忘れられて、 文字が 四聖から 師匠に 變 じた。 

茶道の 中興、 東山義 政の 師匠 珠光 は、 奈 良の 僧で、 其遣跡稱^^寺もなほ存してゐる。 原 來我國 

の 文化 は 大和に 發す るが 茶 もまた 奈 良から はじまる。 茶器の 名品 も奈 良から 他に 出て ゐる。 此ほ 

かに 藥師院 と 云 ふ 茶 入 も 其 一 である。 茶に 關 係した 記錄 は、 東大寺 耍錄に 行 基が 始めて 梳 たこと 

が 云って あるより 古い もの は 無い。 

更に 遡って 云 ふと、 茶 は 支那で 仙人になる 法 を 修行す る 人が 發 明して 一 種の 藥 として ゐ たも 

で、 其 種 を 得て 行 基が 播種し、 若芽 を 精製して、 陲氣 ざまし の 藥に衆 僧に 服用 させた ので ある。 

故に 古い \i ^みかた は 他の 藥 種と 合せて 用ゐ たもので ある。 近世の 茶人が 東大寺で、 ヒキ 茶の 節會 
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を 行 はれた と 云 ふ。 茶 だけの 儀式が あつたの では 無い。 其ヒク とい ふ 語 を 臼で 挽いた 抹茶の 意味 

に 解して ゐ ろが、 そうで はない。 ヒクは 引出物な どの ヒク でク パル 事で ある。 儀式に 列した 衆 僧 

各自へ 茶 を クバ リ與 へ られる を ヒクと 云った ので ある。 かやう にして 少數の 人の 特殊の 場合の み 

に 大切に 用ゐら れてゐ たは 久しい 問であった。 弘仁六 年嵯峨 天皇が 近 江へ 行幸の をり に志賀 寺で 

茶 を 召し 上った 事が、 其 頃の ものに 珍し さう に 記して ある。 

鎌倉時代 になって、 建 仁 寺の 榮西 禪師が 更に 支那から 種を傳 へられてから 飮 用が 盛になる。 禪 

師は、 夫 を 世に 廣 める 爲に 喫茶 養生 記 を 著 はされ た。 この 時 もま だ藥 となって ゐる。 この 後 効能 

が 次第に 知られて 路傍で も賣る やうに なって、 一服 ー錢 とい ふ營 業者が はじまる。 穴錢 一文で 茶 

を  一 Kc. つ- -賣 つたので ある。 寺で 無料で 吞 ませた が 接待 茶。 伊勢 街道に あった 明星の 宿の 清めの 

茶屋 は、 名 古 屋大須 の眞福 寺の 開山 能 信 上人の 發 願の 永久 的の 接待であった。 話が 横に それた。： 

その 四聖 坊と云 ふ 寺 は、 維新 後 絶えた。 右の わけで 四聖 坊は、 奈良朝 以来の 茶の 藤 史に關 係して 

ゐる ものであるに、 如何に 茶人 文盲と は 云へ、 文字 を 誤って 傳來を 失った は殘 念な ことで ある。 

傳來を 重ん すると 云 ふ 茶人の 風習 も 甚だ 信じられぬ ことで ある。 他の 茶 入の どれで あつたか 梅 は 

ちの 紋の景 が 小さく あら はれて ゐ たがあった。 これが 御 家の 御紋 とい ふので、 格別 大切に なって 


ゐ たので ある。  - 

古い 茶人の 形が 犬なる は、 今の 如き 五 人の 客の 料で はない。 前述の 衆 僧の 爲の 設けと して 必要 

の 量 を 入れる に 足る だけに 作った ので ある。 五 客と 云 ふ 形式が 定まって 後 は、 即ち 夫に 相當 する 

小なる ものが 稱 美せられ る ことに 變る。 なほ 此の 師匠 坊の茶 入が 前 田家の 所有と なった は、 元祿 

十五 年 四月 廿 六日の 事で ある。 

「白 天 目」 と 定家卿 小 本 之れ も 矢張り 加賀 様の 賫 立の 中に あった 名物、 白 天 目。 瀬 戶燒で 

其 祖藤四 郞春慶 が、 建 仁 寺の 榮西禪 師に從 つて、 支那に 行って 傅へ たとい ふ は、 俗にい ふ シブカ 

ミグ スリが 主で、 今 も 日用品に 廣く行 はれて ゐる。 其 他に 黄色の クスリ があった が、 货瀬戶 であ 

る。 白く 燒き 上け る 事 は、 支那 人が 春 慶に敎 へなかった。 其 中に この 白 天 目が 偶然 出來 たの は、 

珍ら しい 變り ものと して 紹鵡も 珍- m して ゐ たもので ある。 今の 瀨戶燒 の 白 いのは、 今利燒 から、 約 

二百 年 前に 傳へ たもので、 なほ 之 を 新 製と 稱 へて ゐる。 この 白 天 目 を 關白秀 次が 得て、 藥院に^^ 

へる。 藥院は 委しく 云へば 施 藥院全 宗と云 ふ 叙 山の 僧で、 元 龜の亂 に 生き 殘り、 醫術を 以て 秀吉 

に 仕へ て 深く 信仰せられ、 この 茶碗 をも傳 へたので あらう。 かって 秀吉に 嘆願して、 延膀寺 を 

江 州に 再興す る を 許され 假に 堂舍を 建てる。 寬 永に 獻 山の 舊地 にか へ る を 許されて 東 塔の 地に、 
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藥樹院 を 建て-. - 己の 寺と する。 後人が 其 功 を 記して、 唐 銅製の l-n- 碑 を 庭 中に 建て i 今も存 してる 

る。 この 全宗 から 愛宕の 長 床坊が 所望して 得た こと は、 利 休の 文に みえる 通り。 其 時の 代價、 二 

貫 文が この度 は 二 萬 八 千 九百圓 になった。 三 島 花 入 (ニニ 四號) 俵の 形 をして ゐる。 之 は 古墳 時 

代の 渦紋 土器に は屢 在る ものであるが、 夫が 三 島 手と なって ゐる は、 土器の 藤 史上 珍と すべき も 

ので ある。 禍紋の 古 製と、 クスリ を 掛けた ものとの つなぎになる。 二 一  五號の 高麗 扁壺花 入 も， ま 

た 形 は 古墳時代から ある もので、 今 も 現に 彼の地 方に も滿 州で も 日用品と なって ゐ る。 但し 之に 

は 耳がない。 特に 省いた ものと みえる。 白 グスリ に 鯉の 畫は 面白い。 

四十 四 號定家 卿 小 本。 別の 鑑定書に は定家 卿に 非す して、 後 京極攝 政良經 として ある。 之は定 

家 卿と した 處に 大にォ チヤが ある。 其 故は此 本の 表紙 うらに 嘉應 元年 七 ce: 廿 四日 戊 寅天晴 賀茂齋 

院內 親王 式 子 退職 御腦 として ある。 御腦 は病氣 のこと である。 この 式子內 親王 は定家 卿の 愛人と 

して、 一時 朝野の 大 問題に もな り、 親の 俊 成 も • ことの 外に 心配 せられた。 後人が 語りった へて 

謠 曲の 一 にも 作り、 又定家 カツ ラと いふ 植物 も、 定家 卿の 愛情の 深き を象徵 して 名づ けられた ほ 

どの 事。 百 人 一 首の 中へ も內 親王 を 入れた も大に 深意あった ことで ある。 

そこで この 書 入れから 此の 本の 書 者 を定家 卿と してお いた。 眞にォ タイ n 藍定 とい ふ もの- -代 


表 的た るべき ものである。 秋草 蒔繪の 箱に 入れて、 厚く 珍藏 せられて ゐ たので ある. - 

前 田家の 蔵 品由來 近世 は 貴重品が 大名の 庫屮に 集められて ゐた。 北 ハ昔は 寺に あった。 寺に 

あった は 布施 思想に よる。 金銀 珊瑚 眞珠摩 尼 碑 IS 瑪琐 金剛の 諸 珍、 奴婢 車乘， 寳飾 せる 輩 輿 を も 

歡 喜して 布施し， 敎に 廻向す ると 經 文に 云って ある 通りに、 怫の敎 と 交換 せんが 爲に施 入した の 

である。 故に 諸 寺に みな 寳藏 の設 があった。 奈 良の 正 倉院は 東大寺の 費藏 である。 京都の 束 寺の 

金剛 藏も なほ 存 してる ろ。 仁 和 寺に 今 は 貸た ま- - になって るる 弘法 大師の 三十 帖 冊子 は、 もと 此 

金剛 藏の ものである。 近年 好事家の 間に、 有名に なった 駿 河の 久能 寺に あった 久能經 は、 もと 鳥 

羽の 安樂 壽院の 寶藏の もの を、 承久の 亂に關 東の 武士が 掠奪した 品で ある。 時代が 變 つて は、 魏 

の 富豪に 貴重品の 集って こと も ある。 大名で は 周 防の 大內、 豐 後の 大友 氏、 相模 の北條 氏な どへ 

集まる。 更に 轉 じて、 織 田 氏、 豐臣 氏へ 集まる。 

前 田 氏 は鐵田 氏の 時代に 北 園に 居 を 占めたが、 其 身元 を 洗って みれば 淸須 の足輕 であるから、 

夫で 他の 事 も 察せられる。 元 龜の歡 山の 燒 打の 時に、 住僧 寶器佛 像な ど を 各自に 奉持し 湖 を 渡つ 

て 逃れた。 其 中の 二三 人が 前 田 氏の 下に かくま はれる。 之が 前 田 氏へ 寶 器の 入る 始めと、 北 ハは木 

下 順 庵が 云って ゐる。 其 後 桃山時代に 多く 入る。 ことに 利 家 公の 女が 秀吉の 後 靡に 入って ゐて、 
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淀 君 ほどに 有名で はない が、 寵の 厚かった 人で あるから、 秀吉 死後 この 手に あった もの も 亦 前 田 

氏に 入る。 利 家 公 は 包容の 德 があった 爲に、 織 田豐臣 氏の 下に 立ち 兼ねた ものが、 多く 其 影に 隱 

れた。 熱 田の 大宮司の 家 も 一 旦秀 吉に滅 ほされて、 累代の 寳器 文書 を 擁して 金澤 にの がれた。 千秋 

とい ふ 家が 今 も ある。 其 後 松 雲 公 (綱紀) 時代に なり、 特に 多く 集められた。 前 田家 は菅 公の 子孫 

とい ふので、 菅 公の 句 ひの する 物 は 八方に 手 を わけて 尋ね 出して 集められる。 仁 和 寺 御 窒竇物 目 

錄ー卷 は、 菅 公の 孫 文 時の 筆と 云 ふので 前 H 家に 人る。 鎌 倉の 荏抦 天神の 緣起も 亦 入る。 今度の 

寶 立に 出して 居た 六 八號の 北野緣 起、 詞書は ニ條爲 重と ある もの。 四 九 號 の菅 公の 法 華 經と云 ふ 

も 亦 其 一 である。 凡そ 菅 公の 子孫と いふ 高 辻 唐 橋 五條 東坊城 諸家に 傳 はって るた もの は、 金に あ 

かせて 前 田家へ ゅづ りう けられた よしで ある。 この類の もの はこの 度 は 一 も 出て ゐ ない。 あの 御 

家と して は、 茶器の 外 はゴミ のみ を 出された ので ある。 これ 迄 美術 協會 などへ 出された もの、 た 

と へ ば 刀劍の 小道具な ども 見えない ので 察 しられる。 

上野の 帝 國圖書 館の 所 藏に今 はなって ゐる屮 原の 師 茂の 記、 康 富の 記 等の 原本の 如き も、 京都 

の 某 家から 前 田家へ 內密に 譲られた もので、 讓り狀 がつ いて ゐる。 維新の 際 取扱 ひ 者の 間違で 政. 

府に引 わたされて 上野へ 藏 めら れた 珍ら しい 書で ある。 か \ る 類 も 他に 多く ある 由に 聞いて ゐる 


が、 此度は 出て ない。  * 

此 度御拂 下け の聖德 太子 等の 寫經、 各種 墨蹟 類、 如何にも 大名 道具の 感じの 深い もの、 其 手 入、 

其 装飾 共に 善美が つくして は ある。 今の 高等 批評家に いはせ ると 問題が 起る。 

明治 大正の 文化 

一切の 衆生 は、 ^これ 吾子な り。 深く 世樂に 著して、 惠心 ある こミ 無し。 三界 は 安き 事無し 0 なほ 火 

宅の 如 L。 衆 苦充滿 し- 茶 だ怖畏 すべし 0 常に 生 老病 死の 憂-』 I あ "0 是の 如き 等の 火、 微 然として. nl ま 

ず。 如來 はすで に 三界の 火宅. - 離れて、 寂然 ミ して 閥 かに 居リ、 林野に 安 處し玉 ヘリ 0 今 この 三界 は、 

皆 これ 我 有な り 0 其 中の 衆生 は禾 わくこれ 我 子な リ 0 而 るに 今此處 に、 諸の 忠難 多し 0 唯 だ 我 一 人の みぞ 

能く 救 ひ護リ てん。 (法 華 譬喩 品) 

三界 無 安獬如 火宅と 三千 年 前にす でに 斷 案が 下されて るる。 火災 保險で この 斷案を 免れん とし 

て も 夫れ は 出来なかった。 文化 生活と やら は 深く 世樂に 著して 惠心 ある ことなき もの。 災 後の 野 

宿 ノ ラック 住居 は 寂然と して 閑 かに をり 林野に 安處 せる もの。 能く 之 を 救 ひ 之 を 護る もの は 抑 
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も 誰で あらう か。 

大正 十二 年 九月 一 日に 發 つた 災害に 對 して、 之 は 天譴で ある、 天が 日本人 を戒 しめたの である、 

と 云 ふ說を 聞く。 この 大事 變に對 して 能く 一  言 を 以て 批評し つくした ものと 云って 宜しから う. - 

個々 の 事實に 就いて 其 例 もも 擧 けて ゐ るの が ある。 請負師の 惡事 など は 正によ く 之に よって 露顒 

したの が 多い。 併し 又 天譴 を 受けるべき 惡因を 有ちながら 免れた のが ある。 之は惡 運が 强 いもの 

と解釋 せられて ゐる。 又 他方に は 運命 說 があって、 地震に も 火災に も 免るべからざる 運命が 神秘 

的に 存在す、 と 信じて ゐる 人を閒 く。 この 說は 襤災者 をも災 をまぬ がれた もの を も 併せて 說 明し 

やすい。 但し 其 運命の よって 來る ところ は、 やはり 明かで ない。 この 神秘の 運命 を 知る 方法と し 

て は、 ト筵、 方位 說、 九星 說 などい ふ ものが 古くから 今 もな ほ 信用 せられて ゐる。 試に 今 世に 行 

はれて ゐる もの を 見る と 次の やうに 云って ある。 ま-つ 四綠 木星の 人の 九月の 運勢に は、 此月は 

濶に は出來 ないです、 突發 事件が 起り、 思 ひがけぬ 損失 を 招く が、 用心 すれば 大難が 小難です み 

ます、 など-.. 云って ある。 正しく 災害 を豫言 して ゐる とも 信じられぬ でも 無い。 又 九 紫 火星の 人 

の 九月の 運勢 を 見る と、 此月は 辛勞の 多い 時期 故、 何事 も 骨の 折れる 割に は 効 茶が 擧 がらないで 


す、 それ 故 平常 世話好きの 賣下 でも 斯る時 は 、りに 他人の 事に 關係 すると、 飛んだ：：： r に 遇 ひます 

ぞ、 又 家內の 病人 盜難 金錢 上の 間遠 等 も 生じ 3^ い 故、 注意なさい、 精神的 肉體的 共に 氣を 付けね 

ばなら ぬ 時期です と。 之 も考へ かたに よって は、 大 によく 災害の 豫 言が 的中した とも：：； r せられお 

う。 かの 震災 豫防調 _ ^會の 報吿 などの 類 も、 科學 上の 研究で 頗る 確寶の ものであるが、 夫が 發表 

せられても、 災害 以前に 於て は、 責任 ある 或る 種の 人々 に 認められた 程度 は、 恐らく はこの 力 星 

說 くら ゐの ものと 思 はれて 信じられて ゐ たので あらう。 

三界 は 無 安と 云った 佛敎 では、 色 は 句へ ど 散りぬ る を 我が 世誰ぞ 常な らんと も 述べて ある。 こ 

の 無常の 狀 態が 種々 の 詞で說 明して ある。 其 一 に 成住壞 空の 說と いふが ある。 世界 は 成る 時と、 

人の 住して 靜定 する 時と、 破壞 せられる 時と、 無くなって 空になる 時と あると 說 いて ゐる。 革 や 

木 や、 人 も 犬 も 馬 も 其 一生に みな 成住壞 の 四つの 時期の 變化 をな して ゐ る。 is は ゆる 建設 は 成 

の 時期で ある。 爛熟 は 住の 時期で ある。 災害 は 壊の 時期で ある。 燒け あと を 眺めた お 様は赏 に 穴 山 

の 時期で ある。 神皇 正統 記の 始に もこの 說が 引いて 記して ある。 「天竺の 說には 世の 始りを 劫 初と 

いふ。 かくて 萬 億の 世界 同時になる。 之 を 成 劫と いふ。 この 萬 億の 世界 を 三千 大千^ 界 とい ふ。 

光 天 の 天 衆 下 生して 次第に 住す。 之 を 住 劫と いふ。 かくて 大 火災と いふ こと 起り て、 三千 大 千世 
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界 同時に 滅盡 する。 之を壞 劫と いふ。 かくて 世界 虛空黑 雲の 如くなる を 空 劫と いふ」 (取 耍) な 

どと 云って ある。 如何に 防禦 せんとしても、 たと ひ豫知 せられても • 免るべからざる 運命が 自然 

に 存在して ゐる ものと おも はれる。 世界の 成住壞 空の 說は 頗る 妙 を 得て はゐ るが、 もとより 一 種 

の 想像であって、 科擧 上に 於て 其 詳細 を證明 せらるべき 限りで はない。 天 保 改革、 明治の 瓦解に 

始 つて 此 度の 災害に 至る までが、 舊 文化の 壞劫 とも 見られる。 

二 

我 歷史を 作った 人種 は、 ある 單 一な 人種の みで は 無かった。 夫 は 今 も 現に 見る 通りに 容貌 骨格 

の甚 しく 相違して ゐる 者の 多い 事で も 察せられる。 姓氏 錄 などに 記して ある 趣で も 諸種 族の 混じ 

て rO る 事が 明で ある。 かの 天から 降って 来た 天神の 子孫と 稱 へた 種族と、 旣に 夫より 前に 土着し 

て ゐた國 つ 神の 子孫と いふ 種族との 間に 烈しい 生存 競爭の 起った 趣 は、 古 傳說に 見えて ゐる 通り 

である。 夫が 協和 せられて 統一した 國 家が 成立し、 若干の 平和な 年代が 績 いて、 そこに 初期の 爛 

熟した 時代が あら はれた ので ある。 夫が 如何なる 有様であった かとい ふ 事 は、 なほ 今では 明かで 

ない。 追々 其 資材が 發 見せられ、 詳に 研究せられ るに 及んで、 明かになる 事が 多から う。 中央 種 

族の 勢力が 確立す ると 共に、 東西の 偏土に 居た 他 種族 も 漸次に 征 伏せられる。 其 征伏は 平安朝 ま 


でも 繼鑌 して 久しき にわた る。 其 征服が 終る と共に 種族 的の 競举は 殆ど 無くなる。 この 競^の 無 

くな つたと いふ 事が、 我國 家が 單 純な 一種 族から 成立せ る やうに 思 はれた。 且つ 洋 中の 島 魄に孤 

立せ る 祌の國 として、 他國の 侵略す ベ からざる 國 土と 深く 信ぜし むる やうに なった。 

種族 的の 競爭 がま だ 終らない 先から 東西の 地方が 相對抗 して 競 (命が 始る。 西 地方 は氣 候が 温 

暖 にして、 地形 は 海岸線の 變 化の 多い 地で、 しかも 大陸の 影響 を 受け やすいと ころで ある。 _ ^北 

地 卞は氣 は 塞 冷に して 地形 は 山岳 重疊 して 文化に 後れて ゐる 場所で ある。 双方 各種の 一 致しが 

たい 事情 を 含んで ゐて、 永く 鬪爭 が續 いて 今に 及んで ゐる。 蘇 我 氏の 爲に 聖德 太子の 子孫が 滅さ 

れんと したと き、 東 國の壬 生 部の 民を徵 して 擁護 せんとす る 策略 を 立てた ことが 兒 えて ゐ るから 

東西の 爭は旣 に 古くから 起って ゐる。 壬 申の 亂は 東が 勝ち 西が负 ける。 保 元の 亂は 西が 勝ち m が 

食け る。 源平 合 戰、 承 久の亂 は 共に 東の 勝利に 歸 する。 南北朝 は 頗る 混 戰に陷 るが、 遂に 贝. の 勝 

となる。 應 仁の 亂は 勝負 を 見す して 物 わかれと なり、 關原 戰爭は 東が 優れ、 明治維新 は 西の <sa 

となった。 明治 大正の 文化 は、 この 西南 種族に よって 東方に 建設せられ たもので ある。 此 度の災 

害に 遭っても 西南 種族の 勢力 は 決して 衰 へ す、 ますく 盛んなる ばかりで あると おも はれる。 

之 を國內 について みると 右の通り であるが、 もし 又 海外との 關係 をみ ると 餘程 古い 時代から 大 
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陸との 交渉が 多かった。 ことに 漢末六 朝 時代に かの 國の 動搖定 りなき を 避けた 種族の 中、 東方へ 

向った もの は 三韓 其， 他 を て 我 國に歸 化した もの X 多い 事が、 姓氏 錄 にも 阈史 にも 記して ある。 

支那が 統一して 唐朝と なり、 德を 積み よろこび を 重ねて 餘慶 あり。 永 徽の人 舞て 詠 や。 政 や はら 

ぎ 世 を さまり て 音洋々 たり、 開 元の 人樂 しみ 且つ 康し。 法 曲々々 堂々 をうた ふ。 堂々 の 慶び 無彊 

に 垂る。 (新 樂府取 要) とい ふ 時代と なって は、 支那 人 も 日本へ は歸 化しなかった。 明朝の 亡び 

た ときには かの 朱舜水 其他歸 化した ものが ある。 沖繩へ も來て 土着した。 慕 末から は歐米 人の 歸 

化した もの 叉 は 血統 を內 地に 遣して いった ものが 少 くない。 

こ- -に 面白い こと は、 歐米人 自身 はもと より 世界に 於け る 優秀な 種族と 自己 を 確信し、 日本人 

を 東洋の 猿な どと 云って ゐる。 日本人 自身 も 亦 彼等に は 及ぶべからざる ものと 自ら 劣等と 深ぐ 信 

じて ゐる ものが ある。 古人が 神國 として 自ら 高く 持して ゐ たと は 犬なる 差が 明治 大正に は 現 はれ 

てきた。 

三 

大君 は 神に しませば！ K 雲の いかづちの 上に いほりせ すか も。 かの 神の 子孫た ろ 人々 の 中には 

なほ 長く 神と し て 民衆から 特に 崇敬せ られ たの も あ つ て、 其 生活 狀態も 亦 尋常の 人と は異 つ てる 


たよし である。 til^ 存の 中に 旣に 神であって、 死後 もや はり 神と あがめられ たので あらう。 尋常の 

人 は、 死後に も 人と して 靈魂 をの こす ことに 信ぜられ たものと はみ える が、 生れろ まへの 前世 を 

認めた かどう かと 云 ふと 明かで ないやう に 思 はれる り 人^の 中に 特^に 神た る もの 、あると いふ 

事が 國 家の 統 一 に は 犬に 力が あった ことに 思 はれる が、 夫が 原始時代から なほお くっ^いて、 明 

治 大正に も 及んで るる。 三世 轉 生の 思想 は怫敎 によって 輸入せられ、 人 を 神と する S 心 想と 雨 立し 

て 行 はれて きて ゐる。 君臣 父子 夫婦 兄弟 朋友の 關係も 三世に 及ぶ ものと して は、 楠 正 成の 七 世 生 

れか はるの 信念 ともなり、 於 半長 右衛門の 一蓮托生の 希望 ともなった。 近年 唯物論が 盛に なり、 

科擧の 思想の 及す ると 共に 三世 思想 は 大に衰 へたが、 なほ 全く 之 を 忘れる に は 至らない。 明治 

大正の 文化 は、 因襲の 三世 思想と 唯物論との 混沌 時代であって、 解剖の 屍 體 に對 しても 宗敎 上の 

儀式. か 行 はれ、 唯物論の 主張者の 物質 (屍 體) に對 しても 告別式が 行 はれた ので 知れる。 法 g: は 

殆どみ な 現世 主義で 出 來てゐ て、 墓地 整理な ど は 遠慮なく 行 はれる。 併し 地方に は 祖先 拜が唱 

^せられて ゐ る。 

四 

明つ 御 神と 天の下 知し めすと いふ 天下 は、 1 に大 八洲と も 一 K つて 洋 中の 島數 筒に 過ぎない 狹ぃ 
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ところで ある。 併し 之 は 特に 神の 生み 玉 ひし 優秀な 國土 である。 他の 國土は 潮沫の 固まった 劣等 

の 地と して 信じて ゐ た。 更に 其 上に 高天原と いふ 神の 世界が あると 信じて ゐた。 夫も國 土から あ 

まり 遠から ぬ 場所であった。 之 は我國 民が 古く 信じて ゐた 世界で ある。 後に 三韓、 支那、 天 竺な 

どの 國 土の ある 事 を 知って は 三國の 語が 起り、 富士山 はな ほ 三國ー の 名山と 信じて るた J 天竺 か 

ら かの 三千 大千 世界の 說が 入って は、 三 國も大 八洲 も 其 一部分と おも はれ、 流石に 狭小なる こと 

を 感じて は 粟散遍 土と して 滿 足せざる を 得ざる に 至った。 粟散遍 土の 中に 三國ー の 文化 を 爛熟せ 

しめんと したの が奈良 朝で ある。 近年 地球 說が行 はれて は、 三國は 五大州と なり、 日本 はいよ い 

よ 小き を 感じ、 空漠な 三千 大千 世界 も 煙の 如く 消えう せて しまった。 明治 大正の 文化 は 高天原 か 

ら 引越して きた 大 八洲の 文化で もな く、 唐 天竺から 渡來 した 三國ー の 文化で も 無く、 五大州 中に 

對立 する だけの 文化 をお つ 立てん としての 努力であった。 高天原の 神の 罰に 當っ たか、 天竺の 佛 

の 恩に 背いた と 思 はれた のか、 六十 年の 努力が 一 震り で 崩れ、 三日に して 燒き識 くされた。 大八 

洲國 のさ やぎて ありけ る 音 は、 其 昔 高天原に 響いた とい ふが、 一 震り の 音 は 無線電信に 據 つて 忽 

ちに 五大州に みな 悉く 知られた。 交通の 發達、 驚くべき ものである。 

五 


汝 こそ は 男に いませば、 打 見る 島の 崎々、 かき 見る 礎の 崎お ちす、 若草の 妻もヒ せらめ、 吾 

はもよ、 女に しあれば、 汝 おきて 男 は 無し、 汝 おきて 夫 は 無し。 と 須勢理 比賣の 歌に 詠んで ある 

通りに、 我 古代 は 一夫多妻の 風が 行な はれて るて、 冬 も 春 も それであって、 其 因襲 は 今に 及んで 

ゐる。 其 婚嫁は 古代に あって は 祭祀に 伴って 行 はれて ゐた。 其 習惯は 明治 大正の 時代に も、 5g 鄙 

の 地に 殘 つて ゐる。 それにつ いて、 特に 有名な の は 大嘗祭 神嘗祭に 伴って 行 はれた 五節で ある。 

美人と して 有名な 衣通姬 も新嘗 祭に 婚 嫁した 人で ある。 a 節 は 神事に 伴 ふが、 ，辜で は. 、い。 三 

善淸 行の 意見 封 事の 十二 ケ條の 中の 第五に、 五節の 舞妓の かす を 減ぜん こと を 請 ふ。 朝家の 五-節 

の 舞妓 は 大嘗會 の 時には 五 人 也。 卽ち 叙位に 預る。 新 嘗會に は 四 人な り。 叙位に 预 るの 例な し。 

これによ つて 大嘗會 の 時には 權 貴の 家 競 ひて 其 女 を 進む。 尋常の 年に は 人み な辭 しての がる。 大 

して 故 實を按 する に、 弘仁 (嵯峨 帝)、 承 和 (仁 明 帝) の 二 代 尤も 內寵を 好みた まひし 故に あまね 

く 諸家 をして、 此の 妓を擇 び 進めし む。 以て 選納の 便と なすり 方今 聖朝 (醍圏 帝) 共 帷薄を 修め 

其 防閉を 立てら る。 これ 等の 妓女、 舞 を はり ぬれば 家に 歸 りて 燕 寢に預 る ことなし。 然 らば 則ち 

此妓數 人 ありと も 遂に 何の 用 か あらんと いふ 事が 委しく 云って ある。 五節と いふ 舞 は 天武： 大皇に 

始 つたと い.^ 傳說が ある。 神事に 婚 嫁の 伴 ふ 例 は 夫より 以前から ある。 故に 五節の 舞妓 は 元來ょ 
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未婚の 女に 限る ことであった。 大正の 五節に 旣に 婚約の 正しく 成立して ゐる もの を 召された の は 

新 例であって、 形が 殘 つて 意味 は 忘れられ たので ある。 あたかも 男子の 乳の 如き ものであった。 

かの 應神 天阜の 朝に 儒敎が 支那から 傳 つて、 五倫 五常な どと いふ 事 を 建て- -、 人間の 生活 關係 

に 窟を こねる 事が 行 はれ、 其 理論と 實 際の 生活と は 一 致せぬ 點が 現れて きて、 其爲に 宇治の 稚 

郞 子の 自殺の 如き こと も 起った。 この 理論と 實 際の 予盾は 永く 繼鑌 して 今に 及んで ゐる。 其爲に 

表面に 於て は 理論の 如き 形に 見せかけて、 裏面 は 理論に 背く 生活 をす る 事が 盛に なって、 二重 乃 

至 三重の 生活に なって 來た。 明治 大正の 文化に はこの 理論と 實際 とが  一 i? 甚 しく 混 亂 になって き 

た。 かの有島^！：！-の如きはこの混亂の適例でぁらぅ。 

怫敎 が欽明 天皇の 朝に 傳 はって、 其敎義 では 表面に 嚴 重な 禁欲主義 を 主張して、 重要な 信條と 

して ゐ たが、 其 裏面 はや はり 性欲 滿足を 目的と して ゐた。 極樂淨 土に 於け る 一蓮托生と いふ は、 

性欲 滿 足と 異語 同義で ある。 高野山 は 弘法 大師が 自己の 入定の 爲に、 土地 を 賜 はって 建 てた 寺と 

表面 はなって ゐる。 或は 修禪 の爲に 建てた 寺と も 云って ある。 裏面に 於て は 其 土地 を 施した 大擅 

越 某の 爲に瑜 祇經の 秘法 を祈禱 する 爲で あった。 其 寺の 名 を 金剛 峰と いふ は、 金剛 峰構閣 一切 瑜 

伽 瑜祇經 から 採った もの- - 由であって、 瑜^ 塔と 云 ふ も 建立 せられた。 瑜祇 S の 敎義は 性欲の 滿 


足を說 いた ものである。 この 事 は 近頃 高野山で 發 行せられ た 立 川 流の 研究と いふ 本に は 特に (ゼ略 

せられて ゐる。 其瑜 欲の 敎が 年と 41 ハに 盛に なって、 武藏國 立 川の 地で 廣 まった のが 卽ち立 川 流で 

ある。 淸水、 石山、 長 谷 等の 觀 音が 繁昌した はや はり 其爲 であった 事 は 中 十 2 の記錄 物語、 近く は 

能樂 などの 中に も 見えて るる 通りで、 皆 人の 知る が 如き ものである。 六角堂 觀 昔の 親 人への 

夢の 吿の 如き は * 他の 觀音 にも 毎々 あった 事で あらう。 それで 怫敎も 亦 表面 は 禁欲、 は 性欲 

滿 足の 二重 敎義を 有して、 其 僧侶 信徒 も 亦 同じく 二重生活 をして るた。 法 華 li に復 菩薩 を： るに 

身 肉 手足 及び 妻子 を も 施して 無上 道 を 求む と 云って ある。 何の 必用で 施した かと 一 考 して みれば 

忽に 其襄， 面が 察せられる。 明治に なって、 一般 僧侶の 肉食 妻 帶を國 法 上で はま づ 解放せられ、 各 

宗に 於ても 漸次に 同じく 解放 せられた。 なほ 戒律 宗 だけ は 禁欲 制 を 維持 せんとし てるる。 

更にた ち歸 つて、 武家時代と いふ を 顧る に、 佛敎の 禁欲 說の爲 に 男女と も 其 生活 をした ものが 

ともかくも 多かった。 ことに 軍務の 爲に據 なく 不自然 生活 をした ものが 多かった。 德川 時代に 至 

つて 太平に なっても 治に 居て 亂を 忘れす の 軍務に 暇がなかった から、 天下の 御 叮參は 京大 阪駿麻 

甲 府長崎 日光 等の 軍務に 從 はねば ならぬ。 諸 大名の 家臣 も 亦 江戶其 他の. € 戌動務 があって、 子 

は 之に 服す る爲に 不自然 生活 をな し、 其 妻妾 も 亦 其 間 は 不自然に 過さねば ならなかった。 府及 
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び 諸 大名の 大奥に 勤める 夥しき 婦女 も 亦 不自然 生活 をした。 宗門 帳 制度の 爲に 勢力の 盛であった 

僧侶 も 其 表面 は 不自然 生活であった。 この 不自然 生活 をして ゐる 武士、 奥 女中、 僧侶 をして、 裏 

面に 於て 自然 生活に 近づかし めんと する 需要に 對 して、 供給せられ たもの が 江戸に て は 卽ち吉 原 

の 一 郭、 根津、 品 川、 新 宿、 千 住 等の 宿場であった。 其 他に 大 繁昌 をな した 芝居と いふが ある。 

名 題 役者に は必 や. 奥 女中が ついて ゐ たとい ふので 其 一 面が 察 しられる 。江戶 の 爛熟の 文化 は、 この 

不自然 生活の 文化で ある。 明治 大正 は 之が 解放せられ、 自然に かへ らんと してな ほ 行きな やんで 

るた 文化で ある。 かの 遣 聞く 心中なる もの は 理論と 資 際の 矛盾、 不自然と 自然との 衝突と を 解決 

せんが 爲に、 一蓮托生の 未来に 大滿足 を 求めん とする ので ある。 近年 生活 改善な どい ふ 事が 盛に 

唱 へられて ゐ るが、 生活 改善の 根本 は、 この 久しい 因習の 不自然 生活 を 改めて 自然に かへ らしめ 

るに ある。 然るに 敎育 上な どで 男女 を 全く 區 別して 敎育 する 事が、 すでに 小學 校から 行 はれて ゐ 

る。 之が 不自然に 生活す る 第一歩で あらう。 性と いふ 事と、 性の 交りと いふ 事と が混雜 して 解釋 

せられて るるとお も はれる。 

凡そ 在京の 文武の 職 事、 及び 太 宰壹岐 對馬皆 官位に 依りて 祿を 給へ。 八月より 正月に 至る まで 


にっかへ まつりし 日、 一 百 廿日 以上な らんに は、 春 夏の 祿を 給へ C 正從の 一位に は、 施參 拾疋、 

眞綿參 拾つ- -み、 布 一 百 端、 鈸壹 百肆拾 口。 乃至 正 五位に は 施 伍疋、 眞綿 伍つ- -み、 布拾武 端、 

鍬貳拾 口。 凡そ 皇族 は 年 十三 以上なら ば 皆 時 服の 料 を 給へ。 春は繩 ニ疋、 糸 ニ鉤、 布 四 端、 鍬 十 

口 云云と 太 寶の祿 令に 見えて ゐる。 之で みると 鈸は賜 はった が、 鎌ゃタ ゴは赐 はらなかった。 鍬 

を 賜 はった ので、 農事に 從ひ、 皇族 も 有 位 者 も 生産 階級であった 事が 察 しられる。 贺陽 親王が 人 

形 を 造って、 早の 時に 我 田へ 水 を 引かれた 話な ども 傳 つてる るから、 親ら タゴを 御 かつ ざ 遊ばさ 

れた御 方 もあった らうと 察 しられる。 後三條 天皇 は御儉 約と は. S. しながら、 萨 3 の 頭まで 召し 上つ 

たと あるから 其 程度が 思 ひ 奉られる。 今 は 貴族 富豪と いふと 概して 本能 滿足 キ； 義を嚴 守して ゐる 

遊民で あるが、 其 祖先に 遡って みれば 決して さう ではなかった。 近衞、 九條の 家々 の 御 狐 先 もみ 

な この 鍬 を 頂戴した 人々 である。 三 井 爵の 祖先 は 日本 橋で 刀の つか 袋を賣 り、 鴻 池 Ei^a^ の 狐 先 

は洒を 一 駄づ、 積んで 馬のお 尻 を 叩きつ --、 大阪 から 東海道 を はる- 1\ 江戸に 下った 馬方で あつ 

た。 たと ひ 天から 降って きた 神の 子孫と しても なほ 生產 には從 事した ものであった。 奈良 朝の 爛 

熟 時代 は、 この 鍬が 最もよ く 使用せられ たので ある。 それで 開墾地 を 長く 私有に する 事 を ゆるさ 

れ、 みな 廣く 庄園 を 設けた。 この 土地^ 濟の 全盛時代が 卽ち奈 良 朝と 云 ふので ある。 そうして 多 
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くの 注 園に 依って 生活に 餘裕 が出來 てく ると 平安朝、 藤 原 時代の 享樂 主義の 時代と なる。 生產者 

と 不生產 者と が區 別せられ る" 其區 別が 戰爭の 多くなる ま-^ に 著しくな つてき て、 德川 時代に は 

生產 者た る 農工 商が 不 生産者の 公家 武家 を 養 ふこと X なる。 初め 中央政府の 權 力が 衰 へて、 地方 

の 住民の 兵力に 依る 土地の 掠奪が 起る と 之が 年々 甚 しくな つてき た。 源氏、 平氏、 京方、 鎌 倉 方、 

南朝 北朝、 應 仁の 東軍、 西 軍な どみ な 土地 掠奪 を 目的と した 圑隊 である。 其 最も 多く 掠奪した の 

が 豐臣秀 吉と德 川家康 であった。 秀吉は 掠奪し 得た が 平衡 を 保つ こと 能 はやして 顚 覆し、 德川氏 

はよ く 平衡 を 保って 久しき 間 覆を顚 免れた。 不正の 掠奪 を 正義の 所有に 歸 せしめた のが 明治の 維 

新であって、 しかも 目的 を 達しなかった 部分が 多い。 行政 裁判所に 於け る 政府の 敗訴 は卽 ち、 明 

治の 不正 を 意味して ゐ るので ある 事 を 屡 聞いた。 

武士が 土地の 掠奪 をな すに は、 堅固なる 主 從の圑 結 を 必用と し、 三世に わたる 主從の 誓約 を 基 

礎と した。 故に 其 所有 は必 すし も 名義人た る 主人の みのもの では 決してない。 其 土地 は 主 從の共 

有の ものであった。 故に 其 中から 家祿其 他の 名義で 從者 にも 分配 せられた。 明治維新に はこの 共 

有の 意味が 誤解 せられた 爲に、 家臣 は 小額の 分配 を 受けて 放逐せられ、 主人 は 多大な 资財を 得て 

遊民に 落ちた。 自ら 其資 產を獨 立して 管 if する 事が 出来す、 舊 によって 昔の 家臣 を 使用して、 渐 


く 家名 を 維持して ゐる 者と、 自己に よって 管理 せんとしても 力 及ばす、 禮遇』 5： 止の 地位に 下った 

ものと ある。 明治 大正の 華族 は勞働 者の 居ない 大工 場の 如く、 株主の ない 會社 となった。 他方に 

貴族 村 を 建て- -、 皇室の 藩薛 とやら いふ もの を 認められても、 自己 さへ 獨 立して^ 在し 得ない も 

のが、 して 他の 藩薛 によく 成り 得る か。 自ら 火 を 出した 警視 廳は、 他の 延燒を 防ぐ 能 はす、 他 

の 生命 を も 保護し 得なかった は、 正に 天譴の 意味 をよ く あら はして ゐ るので あらう。 明ュ" 大正の 

華族の 有様 は、 自火に よって 盛に 燒け 亡び つ- r あるが 如き ものである。 

奈良朝 以前にあって は、 自足 自給、 自ら 井 を 掘って 飮み、 自ら^ を 耕して 食 ひ、 自ら 布お を 織 

つて 着て るた。 其 君主に 献 ける 貢物 も 好意的であった こと は、 海人が 仁德 IK 皇に 捧げた 魚の 傳說 

でも わかる。 標準 を 定めた 强制 的の ものではなかった。 奈良 朝に 至って は 人に より 家に より 土地 

によって 強制的に 徵牧 せられる 事と なった。 併しな ほ 其 額が 少 かった。 武士の 遊食 者が 多くな つ 

て は 徵收が 夥しくな つた。 廣大な 江 戶大阪 の 城廊、 華族の 因習の 奢侈の 生活 はみ な 互 額の 强 制の 

租 稅の變 形した ものである。 今 は 微妙なる 經濟 組織の 發 達に 據 つて、 资 本家と して 利息、 利 ハ\ 叙に 

て 遊食 せんとして ゐる 者が 多い。 一方に 資本に よる 遊食 者が 多くなる と共に、 资本を 認めない 遊 

食 者 は 頗る 减 少した。 これ は 乞食の 事で ある。 上に は 法皇、 法 親王、 門跡、 大愤 正な どい ふ 者 か 
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くの 庄園に 依って 生活に 餘裕 が出东 てく ると 平安朝、 藤 原 時代の 享樂、 王義の 時代と なる。 生産者 

と 不生齑 者と が區 別せられ る" 其區 別が 戰爭の 多くなる ま- -に 著しくな つてき て、 德川 時代に は 

生產 者た る 農工 商が 不 生産者の 公家 武家 を 養 ふこと. - なる。 初め 中央政府の 權 力が 衰 へて、 地方 

の 住民の 兵力に 依る 土地の 掠奪が 起る と 之が 年々 甚 しくな つてき た。 源氏、 平氏、 京方、 鎌 倉 方、 

南朝 北朝、 應 仁の 東軍、 西 軍な どみ な 土地 掠奪 を 目的と した 圍隊 である。 其 最も 多く 掠奪した の 

が 豐臣秀 吉と德 川家康 であった。 秀吉は 掠奪し 得た が 平衡 を 保つ こと 能 はやして 顚 覆し、 德川氏 

はよ く 平衡 を 保って 久しき 間 覆を顚 免れた。 不" 正の 掠奪 を 正義の 所有に 歸 せしめた のが 明治の 維 

新であって、 しかも 目的 を 達しなかった 部分が 多い。 行政 裁判所に 於け る 政府の 敗訴 は卽 ち、 明 

治の 不正 を 意味して るるので ある 事 を 厘 聞いた。 

武士が 土地の 掠奪 をな すに は、 堅固なる 主 從の圑 結 を 必用と し、 三世に わたる 主從の 誓約 を 基 

礎と した。 故に 其 所有 は必 すし も 名義人た る 主人の みのもの では 決してない。 其 土地 は 主 從の共 

有の ものであった。 故に 其 中から 家祿其 他の 名義で 從者 にも 分配 せられた。 明治維新に はこの 共 

有の 意味が 誤解 せられた 爲に、 家臣 は 小額の 分配 を 受けて 放逐せられ、 、王 人 は 多大な 資財 を 得て 

遊民に 落ちた。 自ら 其资 產を獨 立して 管 现 する 事が 出來 す、 舊 によって 昔の 家臣み」 使 川して、 漸 


く 家名 を 維持して ゐる 者と、 自己に よって 管理 せんとしても 力 及ばす、 禮遇 .：2： 止の 地位に 下った 

ものと ある。 明治 大正の 華族 は勞働 者の 居ない 大工 場の 如く、 株主の ない 會社 となった。 他方に 

貴族 村 を 建て- -、 皇室の 藩薛 とやら いふ もの を 認められても、 自己 さへ 獨 立して^ 在し 得ない も 

のが、 して 他の 藩薛 によく 成り 得る か。 自ら 火 を 出した 警視 廳は、 他の 延燒を 防ぐ 能 はす、 他 

の 生命 を も 保護し 得なかった は、 正に 天譴の 意味 をよ く あら はして ゐ るので あらう。 明ュ， ^大正の 

華族の 有様 は、 自火に よって 盛に 燒け 亡び つ.. - あるが 如き ものである。 

奈良朝 以前にあって は、 自足 自給、 自ら 井 を 掘って 飮み、 自ら m を 耕して 食 ひ、 自ら 布お を縱 

つて 着て るた。 其 君主に 献 ける 貢物 も 好意的であった こと は、 海人が 仁德 夭 皇に 捧げた 魚の 說 

でも わかる。 標準 を 定めた 強制的の ものではなかった。 奈良 朝に 至って は 人に より 〔豕 により 土地 

によって 強制的に 徵牧 せられる 事と なった。 併しな ほ 其 額が 少 かった。 武士の遊食^9が多くなっ 

て は 徵牧が 夥しくな つた。 廣大な 江 戶大阪 の 城廓、 華族の 因習の 奢侈の 生活 はみ な W 額の 强 制の 

租 稅の變 形した ものである。 今 は 微妙なる 經濟 組織の 發 達に 據 つて、 資本家と して 利息、 利益に 

て 遊食 せんとして ゐる 者が 多い。 一方に 資本に よる 遊食 者が 多くなる と共に、 资本を 認めない 遊 

食 者 は 頗る 减 少した。 これ は 乞食の 事で ある。 上に は 法皇、 法 親王、 門跡、 大惜 正な どい ふ か 
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ら下は 橋の 下お コモ などい ふ 類まで、 明治 以前に は 多くあった。 今 は 夫 等が 遊食し 得ざる 時代と 

なった。 

古の 人 は 自己の 努力に 就いて 生活して るた。 武士が 起って から 共同の 力 を 合せ、 兵力に よって 

資財 を 得、 又增加 せんとした。 切 取强盜 武士の 常と も 云 はれた。 明治に 至って は國 法に よって 私 

有 を確實 にし、 巧妙なる 經濟の 組織に よって 資財 を增殖 せんとし、 保險 制に よって、 不時 損害 を 

免れん とした。 夫 等が 內地 のみで はない。 世界的に 發 達せし め、 頗る 安全性が 廣 くも 多 くもなつ 

てきた。 然るに 今回の 災害で 資財、 文書 記 錄の燒 失 は、 それ を 失った のみで はない。 經濟 組織の 

幾分 も破壞 せられて、 安全性 は大に 消滅した。 今更に 怫敎の 乞食 主義の 徹底して ゐ るに 驚かざる 

を 得ない。 乞食 主義 は 勿論 常道で は 無い が、 經濟 組織に もた のむべからざる ものが ある をお も は 

ねばならぬ。 確實 なるべき 私有 權も豫 期した 如き ものではなかった。 從 つて 經濟 組織に 依頼して 

遊食 せんとした 輩の 誤解 も覺酲 せられた であらう。 明治 大正の 文化 は、 この 世界的の 經濟の 上に 

築かれん として ゐ たので ある。 從っ てこの 破壞は 若干 世界の 經濟 にも 影響す る。 

七 

數 島の 大和 國は事 あげせ ぬ國と iK つて ある 通りに、 上 s の 人 は、 原始的の 生活 狀 態の 偉に 神な 


がら 永く 樂 しく 生活した ので ある。 儒 敎が傳 はって こ- -に 師^の、 M とい ふが 開け、 禮雜 三千 威儀 

三百、 師 にっきて 之 を擊び 之 を 習った ので ある。 佛敎に 至って は、 更に 五戒 十戒 二百 五 十戒な ど 

の 名目 を 立て、 生活の 形式に 節制が 多くなる。 懦も怫 も 道と いふ 事 を 立てて、 之を學 ばし める。 

故に 北 ハ敎に 入る もの はみ な師 について 敎育を 受けねば ならぬ。 雜 令が 定められてから は、 支那の 

政務 事務の 形式 を 採用せられ て、 昔の 神ながら のま- - ではない から、 なほ 更に 敎 おの 必 川が 起つ 

た。 即ち 大舉 國擧で 官吏 は 養成 せられた。 其 盛になる に 及んで は、 大攀に 南曹、 束曹 などの 特別 

敎窒を 設けて、 授業す る こと ともなった。 其 敎育は 支那 語 を 基礎と した もので、 れが 訛りな が 

ら年 も^ 侶の 經 文の 讀 誦に存 してる る。 平安朝の 爛熟期 は、 即ち 支那 語の 全盛時代であった。 文 

選 全部 を 暗誦して ゐ たもの のあった は、 尤な 次第で ある。 唐朝が 衰へ 支那との 公の 交通が 絶えて 

は、 支那 語敎 育の 必要 を 失 ひ、 そこで 譯讀が 盛に なり、 ヲ n ト點 力へ リ點 などい ふ ものが^く 行 

はれて、 今に 及んで るる。 幕末より 明治 初年 叉 は 蘭、 佛、 英 等の 語が しく 競举 して 行 はれ、 英 

語 を 以て 國 民の 普通 敎育を 施さん とする 意見 も 出で、 殊に 大擧は 英語 本位、 獨語 本位な ど 論が 盛 

であった が、 みな 悉く 曰 本 語に よる 事と 決定して 實 行せられ た。 奈良朝 平安朝 は 支那 語 文化の 時 

代。 明 冶 大正 は歐 米語 文化の 時代と 云 ふべき であらう 。た^に 語の みで はない、 法律で も經 ：5 でも 
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建築で も專ら 彼の 形を模 する が 急であって、 其 精祌は 全く 理解して ゐな いが 如き ものであった。 

故に 敎育も 形式に のみ 流れる 傾向が 多かった。 歐洲 の戰亂 によって 彼等の 裏面が 暴露して、 ほ 2^ 

其 事情が 通す る 様になつ てきた。 從 つて 眞 似の 敎育は 一 進して、 眞 實の敎 育と ならん として ゐる 0 

今回の 大災に 於け る舉 校の 燒失は 直譯敎 育の 滅亡 を 意味して ゐる とも みられる。 昨日までの 管理 

法、 設備の 規定な どみ な 一 震り で 空 文と なって しまった。 文部大臣 もこの 空文 を當分 復興せ しめ 

る わけに は ゆかぬ であらう。 

親から 子に 傳 へた 原始 敎育 は、 儒 敎佛敎 によって 個人 敎育 ともなり 圑隊敎 育 ともなった。 圑隊 

敎， を 盛に 行った は 寺院であって、 昔の 寺 は 今の 擧 校の 意味 を も 含んで ゐた。 後世に なって なほ 

寺小屋の 稱が存 して ゐた。 奈良 平安の 十 五大 寺の 如き は 今の 大學の 如く、 地方の 國分寺 は 縣立學 

校の 如き ものであった。 寺が 葬式 營業を 開く に 及んで、 擧 校の 性質 は 薄くな つた。 寺院の 敎育も 

初めは 特別な 希望者 だけであった。 明治に なって は 教育と 宗敎 とを區 別せられ、 且つ ある 階級の 

みで はなく、 一般 國 民に 普通教育 を强 制して 受けし むる 事と なった。 この 敎 育の 普及が、 明治 大 

正の 文化の 海 內に齊 及せ しめた 基礎に なった。 これ は 其 以前に 於て かって 見る 事の 出来なかった 

點 である。 但し 明治 大正の 敎育 はと かく 形式的に 流れ 易かった もので、 夫が この 災害の 際に も大， 


に 缺點を 暴露した 由に 聞く。  . 

八 

天壞 無窮の 豫言。 これ だけ は 此の 有爲 無常の 世の中に なほ 嚴 として 變 化が 無い。 中子心の^^德 

太子の 憲法 も、 漢 心の 天智 天皇の 律令で も、 みな 之に 添へ た 但書に 過ぎない。 皇室 を t^: しく gi 迫 

した 鎌 倉 幕府の 貞永 式目、 德川幕 麻の 公家 法度 武家 法度 も 亦 同 斷の伹 書で ある。 明治の 憲法 も fi: 

じく 其 下に 制定 せられた。 この 豫 言が 實 現せられ てゐる 一面に は 善政 を 行 はねば ならぬ。 ^法 も 

律令 も 法度 も 式目 も 善政の 標準 を 示した ので ある。 但し 其 善政に 現世 主義と 三世 主賴 との 二 あ 

つた。 憲法 は此 二つ を 兼ねて 頗る あいまい になって ゐる。 律令はほ^-现世主義で成立してゐる。 

それ を奈良 朝に ては滿 足せす、 別に 三世 主義の 蓮華 藏世 3^ を 建立して、 二元的に なった。 北ハ 所に 

if, 武 天皇 は祌の 子孫の をるべき 高 御座 を 去り、 律令の 南面の 尊 を 拾て て、 蓮華 藏 世界に 於け る 三 

寳の 奴と なり 下り、 天平 廿年 正月 八日 皇后と 共に 落飾して 翌： 大平勝 寶元ハ やに は受戏 をな される。 

これで 正しく 乞食に なった ので ある。 之 は 家 を 出で て 乞食に なった ie^o 次に は 出. い f の 天子に 出家 

の 大臣 あるべし と、 太 政 大臣 禪 師道 鏡の 徒が 家に 入って きて、 律令の 政の い 礎 か殿亂 せられ 

る。 平安朝 藤 原 時代に 至って は 三世 主義が ますく 盛に なって、 現世 安 後生 碧 所の 享樂 主義が 
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專ら行 はれて ゐた。 併し 盗賊の 撗行、 放火の 流行 を 如何と もす るよ しがなかった。 實 際に は 現世 

が 少しも 安穏ではなかった。 

武士と いふ ものが 起って、 爭鬪 掠奪が 烈しくなる と共に 即ち 生命 財産の 不安 全と なり、 三世 主 一 

義が 高潮せられ、 國 家の 統一が なくなる。 德川 氏の 太平 政策 は、 天壌無窮の 豫 言に 儒 敎の 修身 齋 

家 治 u 平 天下の 但書 を 加へ て實 行した ものであるが、 勿論 三世 主義 を 離れる 事 は 出来なかった。 一 

よく 之 を 研究し、 巧に 利用して、 宗門 帳 制度の 名義の もとに 之 を 高等 探偵に 使役し、 墓番 葬式 營ー 

業に 常に 從 はしむ る 事と して、 訓練 調節の 妙 を 得た。  一 

德川 時代まで 政治に 預っ たもの は、 特權 階級の みであった。 古く は 貴族、 近世に は 公家 武家の 一 

みであった。 其 他の 農工 商 賤民 乞食 は 全くの 被治者と して、 善政の もとに 安穏に 生活して きて ゐー 

た。 明治に なって 一 般國 民に 政 權が與 へられ、 地方の 自治 制 を はじめと して、 專ら 民衆 政治 を 行： 

はれて ゐ るが、 三千 年の 被治者 は 一朝に して 治者に なり 得る もので はない。 形式 は 頗る 整頓して 一 

ゐて、 實 際の 運用の 跡 をみ ると、 誰も 感服せ ぬ 事が 多い。 謂 は ゆる 與論 は 愚論な りとの 一一 一一 L の必 し： 

も僞 にあらざる を 想 はしめ る。 其 舌の 甚 しきもの を擧 ぐれば、 明治 大正の 時代 は 名義 を國 家の „ 

政治に かりて、 其資は 私利 を 計る ものと なって ゐる。 藩閥 は 勿論、 官僚 も政黨 もみな 其 外に は殆. 


ど 出で ない。 この 私利 をむ さほらん とする が、 明治 大正の 政治の 特色で あらう。 然して 共 一面が 

この度の 災害の 際に もよ く现 はれて ゐ るとの 評が ある。 三世 主義の 濟度 衆生の 政策 及び、 現拔主 

義の 修身 齊家 治國平 天下の 政策と は 全く 異 つた 趣が 見える。 

九 

明つ 御 神と 大 八州 國 知し めすと ある 通り、 古代の 人 は 現在の 天子 を も 神と して 敬して ゐ た。 

其 祖先の 神 及び 共 他の 祌々 を も 深く 信じ、 祌 慮が 直ちに 人事に 影響す る 事 を も 信じて ゐ た。 故に 

年 穀の豐 かならん 事 を 祈り、 風雨の 順調な らん 事 をね が ひ、 災害の 至ら ざらん 事 を 請 ひ、 又 ハゃ毅 

のみの りたる を 献げて 其 恩に むくいる を禮 として ゐた。 其 信仰の 若干 は 今 もな ほ 行 はれて ゐる。 

西洋 館 を 立てる 前に ま づ地鎭 祭 を 行 ふな ども 其 例の 一 である。 支那から 懦敎 と共に 其 土俗の 信 

仰が 傳 はり、 十干、 十二支、 方位、 星宿、 救 字 等に 人事の 吉凶 禍福が 含蓄 せられて ゐる事 を また 

信じ、 九星 說 とか 鬼門の 說 とかい ふ ものに なって、 今 もな ほ 世に 廣く行 はれて ゐる。 錢筋 n ンク 

リ I トの 建築の 設計の 中に も 若干 は 之が 包含 せられて ゐる。 支那で 道敎 とい ふ もの、 m 本に て は 

陰陽 近と いふ.、 かそれ である。 怫 敎が傳 はって は 又 之に 自己の 得手勝手 を 依頼す る 事と なり、 病氣 

の 平癒 は 藥師に 祈り * 一  蓮托 生の 性欲 滿 足の 生活 は彌陀 の引攝 によって 遂げられる ものと 信じて 
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ゐる。 人間の 限りない 欲望、 他人に 云 ふこと も 出来ぬ 自己の 身勝手 をば、 神の 力に より 怫の 誓願： 

にす がりつ き、 乃至 陰陽 說の 運用に よって、 現世に 於ても 又來 世に 於て 遂げられ ると 堅く 信じて 一 

ゐ るので ある。 明治 大正時代の ある 人々 に は 之 を 信ぜざる もの も出來 たが、 民衆に は 普く 信じら 一 

れてゐ る。 此 度の 災害に も 其 由が 明に あら はれた。  一 

5  一 

此の世界から 彼の 極樂へ 往生す ると は 聞く が、 極樂 から 此 土へ 古來 かって 一 度 も 無事 着と も 何 i 

とも 通信の あった こと は 無い。 眞の 片便りで ある。 かやうな 宗敎 上の 事 は 信卞る だけの ものに 過： 

ぎない。 科學 上の 事になる と 何人も 試驗 して 同一 結果が 得られる。 この度 ことに 役に たったと い！ 

ふ 無線電信、 飛行機、 自動車な どみ な 科 攀の產 物で ある。 明治 大正の 文化 は 科擧萬 能と も 云 はれ； 

てゐる 通りに、 よく 科 擧を應 用した もの は、 震災 、： も耐 へ、 火災 を も 免れた。 建築 はじめ 其 例 は 一 

多く 存 して ゐる。 水道、 汽車、 ある 練 瓦 造り、 蒸氣. ネンブ などの 中には、 其應 用の 拙劣な ものが 一 

多く、 其爲に 災害 を大 ならしめ てゐ る。 劇藥の 爆發、 瓦 欺の 隅 田 川への 放流、 ォ ー. ト バイ、 電話 一 

による 流言の 傳播の 如き は、 科 擧が惡 く 運用せられ たのであった。 科 擧の萬 能 を 信じながら、 其 

應 用の 拙劣な 爲に 災害 を大 ならしめ たが 如き は、 科學を 信ぜ ざり しに 同じ ことであって、 夫が 大ー 


擧內 にも 多く あつたと 云 はれて ゐ るに 至って は奇 である。 科舉萬 能と 云， つても、 それが かの 校 倣 

の 結 5^ であって、 之に 對 する In: 覺が なほ 確立して ゐ ない 爲 とも 感ぜられる。 ある 少數 S 人の みに 

は 科擧の 意味 は 解せられ てゐて も、 一般 民衆 はな ほよく 之 を 理解す るに 至らない ので あらう。 近 

接して 並立しながら 一方の 建物 は 損害 を 受け 卞。 他の 一 方の ものが 特に 多く 拫害を 受けた とい ふ 

の は、 科擧 理解の 程度の 差 を 現 はした ものと みられる。 

I  I 

愛宕 を 祭り、 秋 葉に 祈って 火難 を 免れん とする は、 これ 宗敎的 防火 法で ある。 冷然 院の然 の 宇 

の 一部、 連 火の 點を 忌みて 冷泉 院 としたが 如き も 宗敎的 意味に よるので ある。 水、 龍、 . ^形、 シ 

ャチ など を裝 飾に 加へ るの もみな 防火の 意に おこる。 宗敎的 方法の 必 しもた のむ に 足らざる を 知 

つて は、 人力に よらん とした。 舊 幕の 定，^ 消、 方； s:,^ 消、 町 火 消な どの 國隊を {. ^めて、 多数り 人 

を 養って おいた の は、 人力に よらん としたの である。 蒸汽. ネ ンプ、 自動車 ポンプ、 火災報知器な 

ど は 器械 力に よらん とした ハ である。 但し 器械 も 人力に よらねば ならぬ。 建物に 距離 をお き、 或 

は 水 をめ ぐらし、 不燃 質の 村 料に よって 火災 を 免れん とする は、 物 10: 的の 利用で ある。 伹し錢 も 

煉瓦 も 鐵筋コ ンクリ —トも 燃え はしない が强ぃ 熱度に あへば 形が 變 化する。 よく 人力が 之に 加 は 
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つて 耐火の 用 をな すので ある。 火災 保險 とい ふ經濟 組織に よって 其 損害 を 免れん とする。 之 も 亦 

巧妙な 方法で ある。 併し 保險 によって 意外な 利益 を 得た 事を疆 聞く。 故に 保 險の爲 に 放火 をな し 

又は 防火 しないと いふ 弊が 起って ゐる。 この度の 災害の 大 になつ たる 一は 其爲 であらう。 生命 

保 險の爲 に 殺人が 出來 たが 如き 例であって、 之 は 文化の 惡用 である。 明治 大正の 文化に 火災 を. K 

ならしめ る 傾向の ある は 忘れて はならぬ。 淺草觀 音、 神 阳和泉 町、 本鄕、 麻布、 士官 學校、 大 

の 女子 專門擧 校、 東 鄕大將 邸の 如きみ な 人間の 努力に よって 防ぎ 止めた ので ある。 燒 失した もの 

、中には 金錢を 以て は 決して 償 はれぬ 貴重品が ある こと も 忘れて はならぬ。  . 

i  二 

か i る 大突發 事件の 際に は、 人間の 心の底に ひそん てゐる 善性 惡性 ともに 發露 する。 米國 公使？^ 

び 米 人 某の 眞鶴 崎に 貝 を 拾って ゐ たもの- - 如き は、 共に 其 善性に 遭遇して 深く 感激した ので ある- 

且つ 夫が 米 人 一 般の 心の 善性なる よりも 或は 强 いところ があった ので あらう。 元 來歐米 人 は 日 太 

人を甚 しき 惡 性の ものと 誤解し、 又 劣等の ものと 信じて ゐ た。 かやうな 事に よって 我 長所が 彼等 

に 認められ たので ある。 先に は日淸 日露の 戰役、 若く は 歐洲戰 爭の參 加に より、 日本人の 實カを 

認めた が、 ^惡 性と して 解釋 して ゐ たので ある。 少数ながら 今回 は、 善性の ものが 確に 認められ 


た。 叉 日本人 自身に も 彼等に 對 して 劣る もので ない ことが SI 覺 せられて き. 彼等に よって 创め 

られた 無線電信、 飛行機、 軍艦、 共 他 も 亦 日本人に よって 改良せられ た。 

三百 年 前 及び 幕末に は 彼等に よって、 國 家の 獨立が 侵害せられ、 天壤 無窮の 豫 言に も觸れ はし 

なから うかとの 祀憂 をいだ かれた が、 其 後 精神的に も 物質的に もよ く國際 上の地位 を 確立し、 又 

內に はよ く國 家の 統一 が 亂れて はならぬ 事 を國民 上下が 自覺 する 時期に 至った。 この inl^ の^ 礎 

によって 東京の 復興 も 行 はれる ので あらう。 明治 大正の 文化に は 頗る 缺點 弱點が 多かった。 併し 

1K 壤 無窮の 豫言 のま- -に、 阈際 的に 優秀な 地位 を 保って、 更に 國 運の 發展 すべき 自覺 を國 民が^ 

外人 をして あなどる ベ からす、 畏 るべ く 且つ 親しむべき ものた る 事 を 悟らし める におった の は、 

明治 大正の 文化の よき 結果の 犬なる ものである. - 

一 三 

我 思 ふ 故に 我存 すと 古 先哲 は 云って おいた。 自ら 助く る もの を祌は 助く とも 云って ゐろ。 この 

度の 災害に は 上下 貧富 貴賤み な 生れた ときの ま- -の 赤裸に なって しまった。 一 人で 生れて きた も 

の は 又 一 人で 何處 かへ 歸 つて 往く。 我 を 救 ひ 我 を 助る もの は、 た ^- 我の みで ある。 保險 もた のむ 

にたら す、 貯蓄 も あてに ならす。 警官 も 恐るべし。 憲兵 はな ほ大に 權 るべ し、 自輕闺 は、 これ 虐 
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殺圑 であった。 救民 官は 殺人 宫で あった。 故に 我 を 助く る もの は 我の み。 我 を 救 ふ もの は 我の み 0 

我 を 護る もの は 我の みで ある。 油斷は 大敵で ある。 併しながら 社 會は我 一 人の みの 存在 を 許さな 

い。 我 は 人に よって 世に出で、 人に よって 養 はれた ものである。 これ 幼時の 事で ある リ その 旣に 

長 じて は 他と 共に 社會に 並びた たねば ならぬ。 並び 立ちて しかも 實に獨 立の 信念がなくて はなら 

ぬ。 獨立 自尊に してよ く 世に 存在し 得る ので ある。 然ら ざれば 存在の 意味 はない。 明 台 大正の 文 

化 は 未だ 各個 人が 獨立 自尊の 地位、 覺悟を 得る に は 至って ゐ なかった" 復興の 第一 はま づ 人心 を 

一 新す るに ある。 近く 十 一 月 十日の 詔書に 曰く。 

輓近學 術へ 々開け、 人智 HLL 進む。 然れ ども、 浮華 放縦の 習 漸く 萠し、 輕佻 詭激の 風も^ 生ず 0 今に 及 

びて 時弊 革め ずむ. は、 或は 前 緒.^ 失墜- f3 しむる こと.^ 恐る 0  ^や、 今次の 災禍 甚大に して、 文化の 紹 

復、 國カ Q 振興、 皆國 民の 精神に 俟っ. ^や。 これ 實 に 上下 協戮 振作 更 張の 時な り 0 


災の害 も， 見て 

ゆりく づれ やけうせに ける あ- yj に なほ ま-、 との み： その 、/リズ ぁリ けれ 

あきの つ きて らし わたれ どやけ のに はや どらん つ ゆ を たづ わぶ らし 


力ぐ づ ちの かみの あらび はかし こき ひとの、； ゝろ V ^やさ ぞ かれつる 

被服 廠 もと 弔 ひて 

その あとに そとば 立て ゝく さもき もみな ほとけ -yj ぞけ ふは^ リ る 

そのけ むり ゆ-ふ ひの ひか リに てらされて にしの そら LL ぞた •-、 なびきけ る 

虛殺 事件な どい ふ 事.^ き 、て 

やま はさけ うみ も あせ！：^ る 世に しもれば ひとの ：、 ろの わらびけ らしな 

橋 場の たんくの 瓦斯， や 隅 田 川に ぬきす てければ、 川 水、 火と な 

りて ながれ、 舟 も 人む 橋む それに やかれぬな どい ふ.^ さゝて 

みやこと リ いさこと、 はんすみ たかは ほのほと な リ.， J ためし ぁリ やと 

貯金局の 元簿燒 けう ゼ 5： とい ふに 

とら の： も あぜ もな み；；，： ももろ とも に けむ リ とな.； T てみ な、 つ ぜ にけ リ 

復 興 

やけ わと もめく みのつ ゆに、 リる ほひて ま.；^、 みく さの おちさ かゆらん 

やけあと とな リ に しあ つまの みやこに も いる は. はからす はなに さかな. ん 
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辯 財天考 

己に 緣の ある 辯才 一大 は、 音樂の 神と して、 一 名 を 妙 音 天 ともい ふ。 が、 夫 は 其德の 中の 犬なる 

ものの 一 つに 依って、 代表した 名であって、 音樂 のみの 神で はない 。廣 くいへば、 趣味の 神で ある 0 

經 文に 見えて ゐる 所では、 この 天の 德に 依って T 不 取議捷 利の 辯才を 得」 とあって、 言語が 上 

手になる。 又 「無盡 の 大惠を 得」 とあって、 智識が 發 達する。 又 「善く 衆論 を 解す」 とあって、 

他人の 言論の 意味 もよ く 理解され る or 諸の 技術 を 得」 とあって、 謠曲 も、 仕舞 も、 茶の湯 も、 養 

离も、 生花 も、 音樂 も、 園藝 も、 寫眞 も、 編物 も、 剌繡 も、 料理 も、 かるた も、 追 羽 子 も、 運動 

でも、 競爭 でも この 天の 功德で 上手になる ことが 出来る。 「鬪戰 の心ぁ 0 もの を 見れば 常に 憨む。 j 

「他の 天と 戰ふ ときには 常に 勝つ こと を 得/ 「諸 天女 集會の 時には、 大海 潮の 如くに、 必す來 り 

應す。 諸 龍神 藥叉 衆に 於て、 こと，， t\ く 上 首と なりて 能く 調伏す」 などの 德 があって、 龍神 でら 

藥叉 でも 辯才 天に はかな はぬ。 非常に 勇猛な 德を も備 へて るるので ある。 

容貌の 美し いの を 俗に 、『辯 1K さまの やう だ」 など い ふが、 f 身 色 端 霰に して 皆 見る こと を樂 しむ 


「而貌 猶盛滿 の 月の 如し」 とあって、 美しい こと は 美しい が、 只う つくしい ばかりで はない on& 

と 醜との 容儀 を玆に 具有す」 とあって、 今の！ 1 でい へば、 表情の はたらき があって、 やさしい 面 

のとき も畏 ろしい 顔のと きも ある， T 眼目 は る もの をして 能く 怖れし む」 といって、 口つ きの 中 

々恐ろしい こと も ある。 即ち 勇猛な 德を 眼で あら はすこと も ある。 

歷史に 遡って、 其來歷 をい ふと、 印度の 古い 神で、 佛 敎に據 つて はじまつ たので はない。 M 沙 

門 天、 大黑； 大、 吉祥天、 歡喜： 太な ど- -1: じく 佛敎 以前から、 印度人の 信仰した 神で、 夫が 佻 5_れ と 

作な つて 我 國に傳 はった ので ある。 

親類 を 申せば、 辯： 大は、 閻魔 天の 長 姉で ある。 日本に ある 閻魔と 入と は、 其 容貌が とても 兄 

弟と は 兑られ ぬが、 夫は兩 方の 德の あら はし 方が 異 つてる るので、 稀に はやさし い 額の^ 魔 も あ 

る。 しかし 畏 しい 顔の 辯： 太の 像に は、 まだ 御 目に か k つたこと はない。 . 話 がー 寸變 るが、 經 文に 

ま 口いて あると ころで は、 閻魔に も 奥様 も あり、 玉 女と 申す 御 女中まで あって、 十 王お で 拝む とこ 

ろと は、 餘 變 つて ゐる。 裁縫の はじめ や、 家 厘 を 新築して 楝 上の 祝 をす る ときには、 この 玉 女 

を 祭る 古例が ある。 閤 魔の 女中に 頼んで、 閻魔が 畏 しい 節 をせ ぬ やうに 祈る わけで あらう。 

さて SI 才：. K の 居住のと ころ は T 或は 山 擬深險 S 癒に あり、 或は 坎 及 河.？^ に り、 或は 大樹！ a 
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叢林に あり」 など 云って ある。 我 國の竹 生 島、 嚴島、 江の 島、 不 忍の 池、 日光の 瀧 尾な どが、 そ 

れ にかな つて ゐ るが、 佛敎 と共に 傳 つてから 乃ち 之を祀 つたので ある。 それらの 島に は、 古く 市 

件島姬 とか 田 心 姫と か 日本の 神が 祀 つてあった ところへ、 地形の 關 係から 辯才； 大を も祀り 込んだ 

ので ある。 

我國 で、 辯才： 大を廣 く祀る やうに なった の は 聖武： 大皇 のとき である。 その 御代に 諸 國に國 分 寺 

を 御 立てに なって、 其 寺で は、 金 光明 最勝王 終と いふの を必 ゃ講讀 する ことにお めら れ たが、 其 

經の 中に、 大辯才 天 品と いふが あって、 夫に この 天の 姿の ことから、 德 のこと も、 祭る 作法 を も 

ii いてあって、 天が だんく 廣 まった ので ある。 前に 引いて ある 經文 は、 即ち 其 最勝經 のうちに 

見えて ゐ るので ある。 其經 によれば TC:£ に靑 色の 野 置の 衣 を 着る」 としてあって、 おかい こぐ る 

みで ある。 虎の 皮 や、 木の 皮の 衣服と は 丸で か はって ゐる。 身 體には 八本 手が あって、 弓箭、 刀 

矛 斧、 鐡輪、 索、 長杵 S 賴 など を 持って ゐて、 これ も 勇し の 方に 屬づる ものが 多い。 これが 印度 傳 

來の御 姿で ある。 琵琶 を 抱いて ゐ るの は 妙 音 天の 方で 經 文に 據も あり はする が 日本で 出 來た御 姿 

であらう。 又 御 眷屬に 十五 人の 童子が あって、 種々 な 寶物を 捧げて ゐ るの も あるが、 これ も 口 本 

で 福の 祌 として まつる について、 其德を あら はした ので ある。 其 十五 意 子が 飯植を 抱えて ゐ るの 


など は、 中々 行と r いた あら はしかた と 思 はれる。  - . 

異 つた 像に は、 全身 を裸體 のま- -に 彫刻して、 衣服の 着せて あるの も 稀に ある。 身 色の 端厳な 

御 姿 を あら はした ので あらう。 西藏 などで も辯才 天ん 祀 つてる る さう であるが、 其 國の經 文の 中 

に は、 この 天の 身體 の端嚴 美麗な 事が すべて 詞を 極めてよ く 形容して あり、 通に は 人に 云 はれ 

ぬ ことまで、 巧に 云 ひま はして あるので、 其 經文を 護んで ゐ ると、 自ら 深い 信お になり、 ^しき 

ものに なって は、 其 信心が 篤くな りすぎ て氣 違になる ことな ども あると いはれ る。 

日本で は、 音樂の 神と する 爲に、 盲人な ども 信仰して、 江の 島に は 杉山檢 校の 墓 も ある。 夫に 

ついて 種々 な傳 說が弘 まって ゐる。 中には 不可 議な こと も 聞く。 

只今の 西 園 寺 侯爵の 御 家 は、 鎌倉時代に は 格別に 繁榮 して 京の 北山に 西 園 寺と 云 ふ 寺で、 ^莊 

の やうな ところが 出來、 夫に も 妙 音 天が 祭って あつたと いふ。 今の 金閣寺 は 其？！^ 寺の 舊地を 足 

利 義滿が 求めて、 金閣を 建てた ので、 池な ど は 西 園 寺のと きのが 八マ に殘 つてお る。 共 四 園 寺の 妙 

音 天が、 只今で は 京都 御所の 御苑 內 にある。 其 處は西 園 寺 家の 舊 邸のと ころで、 御殿 はなくな つ 

たが、 妙 音 天 だけ は 今に ある。 それが 靈驗の あらた かなところ として 信お も あるが、 かの 御 家で 

もこの 妙 音 天の 信仰から 起って、 御代々 奥方と 云 ふ はない などと いふ が^して さやう かどう か 

辯 才夭考  1£ 
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な こと は 知らぬ。 かの 御 家 は 御代々 音樂が 上手、 ことに 琵琶の 家 もとにな つて ゐる。 夫 も 妙 音 1K 

の靈驗 であると 傅へ てるる。 平家の 榮 えたの は、 嚴 島の 辯才 天の 靈驗 として 有名で あるが、 其 朱 

路に 水に 入って 終った の は、 よく.，— の困緣 のか、 つたこと 、見える。 

北條氏 は、 江の 島の 辯才 天の 功德で 繁昌した と傳 へて ゐ るが、 この 家の 三鳞の 紋所 は、 即ち 錯 

天から 賜 はった ものと なって ゐる。 かやうな 例が、 いろく あるに 付いて、 遂に 辯 才天を 七 福 励 

の 一に かぞ へる やうに なった ので あらう 0  (婦人 報) 

富 貴 長 命 

人間が 此の世に 何の 爲に 生れて きた かと 云 ふ 問題 を屢 聞く が、 之 は 人 ？1 に は 解釋の 付けられぬ 

事で ある。 只 富貴に して 長命な らんと は 萬 人み な 悉く こ ひ 願 ふ。 其 中 富 は 比較的 得 易い。 私有 骥 

の 保護が 完全に 近づいて きたと、 經濟 組織の 發 達と によって、 往時より は 富 を 得 易く 保ち^くな 

つた。 昔し なら 一 紙の 命令の 下に 千 百の 富も忽 に沒牧 せられた。 次に 貴と 云 ふこと も 政治 組織の 

變化 によって 昔より は 得 易くな つた。 但し 單に辭 令 書に 記載の 地位の みが 貴くても 世に 重せられ. 


る だけの 德 がなくて は、 責 にしても 貴の 意味 をな さない。 職 貝 錄の 上に は 高位 高官に 記されて ゐ 

て も 世に 認められ や、 死して 何の 功績の 遣って ゐな いと 云 ふが 如き も往々 ある j 又 一度 も 官位に 

付か やと も德 高く 功績 多くして 世に 重んぜられ、 死して 永く 名 を 殘す類 も ある。 之 も 亦 tt の 地位 

に 至った ので ある。 次に 壽 命に 至って は、 31 呉に 人間の 及ばぬ 事で あるから、 八十 歳、 九十 歳の 長 

壽を 得る は 容：： ^でな く、 もとより 豫 期すべからざる 事で ある。 この 三つの もの を 併せ 55 ると 云 ふ 

こと は 勿論 稀 有な 事で ある。 この 世知が らく、 不安 極る 時代に あって は、 ^w- に 夫は少 い。 その 

稀 有な 例 三人 を ここに 擧 ける。 みな 余が 親しく 知って ゐる 人で ある。 

富 岡 t: 齋翁 十三； 牛 十二月 三十 一 日 八十 九 歳で 京都の 自邸に 於て なくなった。 南畫の 泰斗と 

して 世に 雷ん せられ、 帝室 技藝 員と なり、 帝國 美術 院の會 員と なり、 正 五位に 叙せられ て ゐた。 

技藝の 人と して 我國 では 最上の 貴い 地位に 昇られた。 原 來は靈 料な ど を 定めた 人ではなかった か • 

ら、 畫料 として 得た 富 は 勿論 犬なる もので は 無から う。 一 生 其 好む ところ を樂 しまれた 點 につい 

て は. K なる 富 を 得て ゐ たものと 見られる。 もと 京都の 町人で 吳服を あきな ひし 家の 由。 明治維新 

の 際に は 勤王 冢 として 奔走し、 維新 後 和 泉の 大鳥 神社の 宮司と なって、 典 社を屮 興し、 自身の 螯 

を寶 つて、 畫料を 道普請 橋 普請の 費用に 充てられた。 之が 書： 料 を 得られた はじめと も 云 ふべき で 

富貴 長命  S 
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あらう 。京に 歸 つて 後に 友人 谷鐵臣 翁な どのす すめに て 遂に 畫家 として 世に立つ ことに なられた P 

若い もりに 大和 繪を も學 ばれた ことがあった。 綾、 茶、 謠、 舞な ど を 稽古す る は 京都 地方の 一 般の 

風習で、 今ぃふ文化^^|活の一 として 擧 ばれた ので、 其專門 家と ならん が爲の 修業ではなかった。 

長せられ たと ころ は、 繪 よりも 漢擧の 方で、 畢生 讀書 を樂 しまれた も 其 故で あり、 久邇宫 家へ 常 

に據 なく 漢擧の 講義に 久しく 伺 はれて ゐた。 又 其 家に ついて 遡って 云 ふと 心 舉の祖 石 田 梅 巖の直 

門の 家す ぢで、 同門の 杉 浦 氏な どと 共に 二百 年間 代々 其敎を 守って 傅へ てきて ゐて、 吉凶 事み な 

相 助け 相 なぐさめて 今に 至って ゐる。 徒って 其 繕 も、 世間から 云へば 南畫 にして、 しかも 大和 畫 

風 も 混じて をる 一家 獨 得の 妙の ある ものであった。 余 を 以て みれば、 心 舉を繪 によりても 現 はし 

たもので ある。 この 心擧の 根抵が あり、 漢學の 素養が 深く、 支那の 畫 論畫史 など 見られざる もの 

も 無かった 點は、 他の 技藝專 門の 尋常の 畫 家の 及ばぬ ところであった。 早い話が あれ だけの 黉を 

なし、 あれ だけの 見識 を 有った 人 は 他に なかった。 これが 世に 尊敬 せられた 所以で あらう。 其 心. 

擧 的の 德 業に 至って は 敷 ふるに いとまがない。 

細 川 十 洲へ翁 家 がら は 華族と なり、 官 は柩密 顧問に 進み、 遣 產幾百 萬、 壽 九十 を 超えた ので 

あるから、 眞に 富貴 長命の 方であった。 余が 親しく 承った 處 によるに 明の 袁了 凡の 陰 德の說 など- 


を 信じて 實 行せられ た。 故に かくれた 德 業に 至って は 数へ つくされない。 小石 川 15! 昔 羽 に^き 水 

田 を 所有し、 夫に て 獲た る 米 を 食糧と し、 野茱ゃ牛乳は掃除町の^邸にて〔.^られるゃぅになって 

ゐた。 土 佐 藩に 生れて 神童と 呼ばれ、 若く して 長 崎に 高 島 秋 帆の 門に 西洋の 兵 舉を學 び、 一時 は 

藩の 汽船の 船長 もっとめ、 明治 新 政府に て は 元老院に 於て 立法の 事に 參り、 傍 古代 法 を整现 して 

後世に 遺し、 憲法、 法典 制定の 參考 とし、 公私の 著作 も 殆ど 身に 等しく、 漢文、 漢詩に 長 じ、 文 

字 も 巧であった。 

谷 森 靖齊翁 近頃 無くなった 貴族院 議員 眞男 氏の 父で、 九十の 贺を祝 はれた 方で ある。 京都 

に 生れて 和擧を 修め、 仁 孝 天皇の 勅命 を 以て 蔡習所 を 建設せられ しをりに は 中 沼 了 三、 樹 下石 見 

守 等と 共に 召されて 其敎 官に铺 せられた。 舉習所 は 公卿の 敎育を 行 ひ 公 〔VA の 家庭の 改^ を はかつ 

たと ころで、 維新の 偉業の 策源地と なった。 遷都の 際に 一 家 を あけて 江戶に 供奉し、 終身 宫 内， お、 

太 政 官等に 奉仕して、 功績の 高かった 事 は 云 ふまで もない。 世 ii: 並から 「ム へば、 華族に も = ^らる 

べきで あつたが、 辭 して 就かれなかった。 翁の 功 縫の 中 ことに 著しき は 1- 代 御陵の 修築の で、 

かの 戶田 大和 守 は 其 事務 を 掌り、 翁 は 擧問を 以て 之に 盡 され、 功 を 以て 大和 介に も 任せられた。 

天子 三 朝に つかへ、 九十 歳に 至った 人 は、 古來 例が 殆ど 無い。 もとより 營 利の 心 は 少しも 無かった 
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から 財の 富に 於て は 云 ふべき 限りで はない 0 德 業の 富に 於て は 計り 知る ベから ざ.^ ものであった 0 

これらの 人の 畢生の 事蹑 について 總 計算して みるに、  ュ 4.. で 

處 世の 上に 技巧 を 弄した 形跡 は 全く 無い。 心 を 正しう し、 身を淸 くして 事に 盡 して、 勞を惜 

しまなかった ものと おも はれる。 細 川 氏の 財の 如き は 早く 地面 を もとめお かれた のが、 .E 然に 

を 多から しめる に 至った。 富 岡 老の畫 料の 如き も晚 年に 自然に 世間から 相場 を 高める に 至った。 

かの 字 を 寶り文 を ひさぎ 墨 を賫り 付け、 鎗の具 をお ろす 類と は、 もとより 道筋が t つて ゐた。 世 

の 不幸 短命 乃至 晩年に 苦境に 陷 つた 人の 跡 をみ るに、 かって は處 世の 上に 大に 技巧 を 弄し、 或は 

不渡 手形 を 盛に 發 行した 人に 於て、 氣の 毒な の を屢兑 る。 袁了 凡の 陰德應 報の 說は、 其 因 架關係 

を 明に し 難い か、 天運の 循環の ST 冥々 の 中に 自ら 善惡應 報の 關係 する ことが 察せられる。 
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西 鶴 孫 東 鶴の 著作、 艷 道俗 說 辯の 完本に ついて、 
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の 模擬 本、 稿本き つ ひむ だ 枕 春の 目覺、 三 馬 戯作 「、江 

戸の 水」 小 三 馬の 「江戸の 水」、 「吉原 天秤 一の 體 裁と 全 

內容、 吉 原本 二種、 座敷 操と 正德 頃の 東西 二 座、 豐後 

掾江戶 下り 年代 考、 「江 戶節拫 元 記」 の 異本、 めり や 

すの 二つ、 都々 一 起原 考、 宫 のお 龜考、 宫驛 遊里 異聞 

校訂 音曲 神戶 節、 浮世 繪雜 考、 其 他 
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菊判 七 kn 餘頁寫 露 版 

六十 余圖 本文 卵色 上質 

紙 七十 斤 夭 金, I 入 美本 

江 戶文學 研究の 大權威 尾 崎 

氏 は、 營々 刻苦、 軟派 順禮 

十 年の 業績 を 集大成せられ 

て、 今日、 本書の 價値を 世 

に 問 はれる 事と なった。 す 

ベて、 江 戶文擧 の 基礎研究 

疹 として 前人未踏の 境地 を 開 

拓 された もので、 斯界に 多 

大の セン セ ー ショ ンを 起す 

は 勿論、 近時 溷 濁せる 出版 

界に 於け る 一 大 建築と して 

我等 は 多大の 確信. を以 つて 

世に おくる ものである 0 


尾 池 義雄著 


內 容 目次 

封建制度に 於け る 支配 

階級の 沒落 行程 

中 Si 社會 群と しての 浪 

日本 近世 史上の 農民 

維新 前の 民衆 運動 

革命の 起る 前 


四 六 版總布 

f! 入 1^ 本 

定惯覺 II 五十 錢 

送料 八錢 

社 會科學 の 研究 は、 近年 擧界讀 書界の 新^ 向で ある。 更 

に 日本 社會史 研究 へ の 轉向は 新 流行で ある。 然し 乍ら 久 

しく 舶來擧 問 マ  能、 西洋思想謳歌の思潮に^^：处されてゐた 

我が 舉界 は、 此 度の 新 流行に 於け る、 亦此 弊風に 感染す 

るの 己むな き耿 勢であった。 C 水 西 社 會史の 投倣的 日本 社 

會史の 濫、 迎合 的 非 現資的 日本 社會史 研究の 洪水、 こ 

の 中に あって、 尾 池義雄 氏の 著 は 判然と^ 別され なけれ 

ばなら ない。 著書 は 新る 新 流行に 先驅 する こと 數华、 

く 日本 社會史 研究 に沒 頭して ゐた 篤舉堅 .：^：^ な 士 である。 

鼓に その 研究の 精髓を この 新著に 披 派され たので ある。 

以ってその泥繩的著述—理論が先きに立てられ宋^<流に 

一 資料 を m 集す るの 類— とその 選 を 全然 異にする 所以で あ 

る。 敢て小 書房 は 質 1^ 熱誠なる 請お 3 界 に.！ を 推め るゥ 


お 田 元 季 #9 廣川松 五郎 氏 装幀 


內容 目次 

一 、江戸 紫と 京 鹿 子 二、 如 儡 子 三、 鈴 

木 正 三 四、 謎と 當話 五、 俳諧の 源氏 

六、 二人 靜 とその 類 作 七、 半 井 卜 養の 

醉笑 庵の 記 八、 四十 二の 眉目 あらが ひ 

九、 筆 かくしに 說 かれた る聖愛 一 〇、 

享保年 に 於け る 名古屋 の 流行 唄 と 豊後 

淨瑶璃 一 一 、 堀 K 六 林の 俳文 集 一 1 一 

餘 延年の 風塵 隨筆 一 三、 本居宣 長と 人 

見 黍 一 四、 江 戶自浸 一 五、 あなた 任 

せの 一茶 以上 

«  錄 

一 、醉笑 庵 之 記 (半 井ト 養) 一 一 、四十 二の 眉 

目 あらが ひ 三、 まに ふんで (堀 田 六 林) 

四、 風塵 隨筆 (餘 延年) 五、 本 居 宣長人 見 幾 

邑面話 之 次第 


四 六 版 鳥 之 子 表紙 

木版 手 刷 高雅 美本 

寫眞八 葉 三百 餘 js- 

定 價 贰圓 參拾錢 

！ 送料 拾 貳 錢 

著者 石 田 元季氏 は、 三 都 を 通じての 名 だた 

る藏 書家で あり、 博覽强 記を以 つて 鳴る 篤 

擧 博識の 士 であり、 、江 戶文學 研究の 一 大權 

威で ある 等の こと は、 我等の 今更 改めて 言 

ふ 迄 もない 事で あらう。 本 I^GI は、 德川 初期 

より 文化 前までの、 、江戸 文 藝に關 する 考察 

十五 種を耍 約した もので、 各章獨 立した 硏 

究 であると 共に、 又 一 種の 脈絡が あり 一 貫 

した 體系を もって ゐる。 故に、 江戸時代 文 

學史の 一 面 をな すと 共に、 叉 江 戶文學 の 鳥 

瞰圖 をな すと も 謂 ひ 得る ので ある。 この 點 

は 巷 問の 斷片的 雜考と 自ら その 用意に 於て 

選 を 異にする 所で ある。 . 

尙醉笑 庵 之 記 以下 五 種の 稿本が 覆刻され て 

從來 容易 に 手に する を 得なかった 稀書が、 

たやすく 架藏し 得る 事に なった 一 事 は、 大 

いに 世の 讀書 子の 飢を醫 する 事で あらう。 
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